


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















[image: ソードアート・オンライン8 アーリー・アンド・レイト]







[image: 圏内事件]










　　　１




　いったい何なんだ、この女は。

　そりゃ確かに、いい天気なんだから昼ひる寝ねでもしろと言ったのは俺おれだし、その実例を示すべく芝生しばふに転がったのも俺なら、うっかりそのまま寝ね入いっててしまったのも俺なのだが。

　まさか、三十分足らずうたた寝してからハッと目を醒さましてみれば、本当に隣となりでグースカ熟じゆく睡すいしているとは予想外にもほどがある。豪ごう胆たんなのか意地っ張りか、あるいは──ただの寝不足の人か。

　何なんだホント。という呆あきれ感かんを最大限に表現すべく左右に頭を振ふりながら、俺は軽やかな寝ね息いきを立てる細剣使いの女──ギルド《血盟騎士団ＫｏＢ》サブリーダー、《閃光》アスナの整った横顔を眺ながめ続つづけた。




　話のそもそもは、あまりにいい天気なのでジメついた迷宮区に潜もぐる気をなくした俺が、今日は一日、主街区転移門を取り囲む低い丘でチョウチョを数えると決めた事だった。

　実際素晴らしい天気だった。仮想浮遊城アインクラッドの四季は現実と同期しているが、その再現度はやや生き真ま面じ目めすぎて、夏は毎日キッチリ暑いし冬はバッチリ寒い。気温のほかにも、雨や風、湿しめり気けやホコリっぽさ、更さらには小虫の群むれといった気候パラメータが山ほど存在し、どれかが好条件ならたいがい他ほかのどれかが悪い。

　だが今日は違ったのだ。気温はぽかぽか暖かく、柔やわらかな日差しが空気を満たし、そよ風はベタついてもイガラっぽくもなく、おかしな虫も発生していない。いくら春とは言え、これほど全ての気候パラメータが好条件に固定されることは、年間通して五日もあるまい。

　これはデジタルの神様が、今日くらいは攻こう略りやくの疲れを癒いやすために昼寝でもしていろと言っているのだなと解釈し、素直に従った──のだが。

　柔らかな芝の斜面に寝転がり、うとうとまどろんでいた俺の頭のすぐ横を、ざしっと白革のブーツが踏んだ。同時に、聞き覚えのあるキツイ声が降ってきた。曰いわく。

　──攻略組の皆みんなが必死に迷宮区に挑いどんでいるときに、何をノンビリ昼寝なのか。

　瞼まぶたをほぼ閉じたまま、俺は答えた。曰いわく。

　──本日の気候は年間通して最良なり。之これを堪たん能のうせずして如何いかんせん。

　キツイ声尚なおも反はん駁ばくして曰く、

　──天候など毎日一いつ緒しよなり。

　俺再び応ずるに曰く、

　──汝なんじ、隣となりに臥ふすれば自ずと悟さとるべし。

　もちろん実際の問答は口語で行われたのだが、ともかくその結果、この女は何を考えたのか本気で隣となりに寝ね転ころがり、こともあろうに本当に熟じゆく睡すいしてしまったというわけだ。

　さて。

　時刻はまだ正午前で、芝生しばふにぴったりと並ぶ俺おれと《閃光》に、転移門広場を行き交うプレイヤーたちが遠えん慮りよのない視線を照射していく。ある者は驚きよう愕がくに眼を剝むき、ある者はくすくす笑い、中には記録結けつ晶しようのフラッシュを浴びせる不ふ埒らち者ものまでいる。

　しかしそれも無理はない。ＫｏＢサブリーダーのアスナと言えば、泣く子も黙だまる攻こう略りやくの鬼おに、前線を怒ど濤とうのハイペースで押し上げるターボエンジンであり、またソロプレイヤーのキリトと言えば──やや不本意ではあるが──一部の不真面目者とツルんで頭の悪い遊びばかりしている攻略組きっての不良生徒である。

　その組み合わせが並んで昼ひる寝ねしていれば片方の当人たる俺だって笑う。と言って、起こしてまた怒られても損だし、これはもう放置して帰っちゃう一手だろう。

　──と思いたいのはヤマヤマだが、実際にはそれはできない。

　なぜなら、《閃光》がこのまま熟じゆく睡すいし続けた場合、各種ハラスメント行為の対象になりかねないだけでなく──最悪、ＰＫされてしまう可能性すらゼロではないからだ。

　確かに、今いるここ、第59層主街区の中央広場は《圏内》である。

　正確には《アンチクリミナルコード有効圏内》。

　この内部では、プレイヤーは他のプレイヤーを絶対に傷つけることはできない。武器で斬きりかかっても紫むらさき色いろのシステムエフェクトが光るだけでＨＰバーは一ミリも減らないし、各種の毒アイテムも一切機能しない。無論、アイテムを盗むなど論外だ。

　つまり、圏内では、アンチクリミナル犯罪禁止の名のとおり一切の直接的犯罪行為は犯せない。これは《ＳＡＯ》というデスゲームにあって、《ＨＰがゼロになれば死ぬ》のと同じくらい絶対のルールなのだ。

　だが、残念ながら、こちらには抜ぬけ道みちが残されている。

　その一つが、プレイヤーが熟睡しているケースだ。長時間の戦せん闘とうで消しよう耗もうしたりして、ほとんど失神に近いレベルで深く眠っているプレイヤーは、少しの刺激では目覚めない場合もある。そこを狙ねらって、《完全決着モード》のデュエルを申し込み、寝ている相手の指を勝手に動かしてＯＫボタンをクリックさせる。あとは文字通り寝ね首くびを搔かくだけだ。

　あるいは更さらに大だい胆たんに、相手の体を圏外まで運び出してしまうという手もある。直立し足を踏ふん張ばっているプレイヤーは《コード》で保護され強引に動かすことはできないが、《担架ストレツチヤー》アイテムに乗せれば移動は自由自在だ。

　このどちらのケースも、過去に実際に行われた。《殺レ人ツ者ド》の腐くさった情熱は限度を持たない。その悲劇を教訓に、今ではあらゆるプレイヤーは必ず、ドアを施錠ロックできるプレイヤーホームか宿屋で寝るようになっている。俺でさえ、芝生に寝転ぶ前に《索敵スキル》による接近警報をセットしたし、それ以前に熟睡はしなかった。

　──のだが。

　今現在、隣となりで爆ばく睡すいする《閃光》は、どう見てもデルタ波が出まくっている。たとえメーキャップアイテムで顔にラクガキしても起きるまい。まったく、豪ごう胆たんなのか意地っ張りか、それとも──

「疲れてる……んだろうな」

　俺おれは小さく呟つぶやいた。

　ＳＡＯでは、能力構成ビルドにもよるが、レベルアップだけが目的ならソロプレイが一番効率がいい。なのにこの女は、ギルドメンバーのレレベベルリ上ンげグの面めん倒どうをキッチリ見つつも、自分も俺に迫るくらいの強化ペースを維い持じしている。おそらく、睡眠時間を削って深夜もＭｏｂ狩りをしているのだろう。

　その辛つらさは、俺にも覚えがある。同じようにハードな経験値稼かせぎに没ぼつ頭とうしていた四、五ヶ月前の俺も、一度眠ったら死んだように数時間は絶対起きなかったものだ。

　ため息を吞み込み、俺は長期戦に備えてストレージから飲み物を取り出すと、芝生しばふに座り直した。

　寝ろと言ったのは俺だ。なら、起きるまで付き合う責任もあるだろう。




　浮遊城外周の開口部からオレンジ色の夕陽が顔を出す頃ころになって、《閃光》アスナは小さなくしゃみとともにようやく目を醒さました。

　実にたっぷり八時間も爆睡していた計算だ。最も早はや昼寝どころの騒さわぎではない。ヒルメシ抜ぬきで付き合わされた俺は、せめて冷れい徹てつなる副団長様が、この状じよう況きようを認にん識しきしたあとどんなオモシロ顔を見せてくれるかだけを楽しみにひたすら凝ぎよう視しし続けた。

「……うにゅ……」

　アスナは謎なぞの言語で呟いたあと、数回瞬まばたきし、俺を見上げた。

　かたちの良い眉まゆが、わずかにひそめられる。芝生に右手をついてふらふらと上体を起こし、栗くり色いろの髪を揺ゆらして右、左、更さらに右を眺ながめる。

　最後にもう一度、隣であぐらをかく俺を見て──。

　透とう明めい感かんのある白い肌はだを、瞬しゆん時じに赤く染め（おそらく羞しゆう恥ち）、やや青ざめさせ（おそらく苦く慮りよ）、最後にもう一度赤くした（おそらく激げき怒ど）。

「な……アン……どう…………」

　再び謎言語を放つ《閃光》に、俺は最大級の笑顔とともに言った。

「おはよう。よく眠れた？」

　白しろ革かわの手て袋ぶくろに包まれた右手が、ぴくりと震ふるえた。

　しかし、さすがは最強ギルドのサブリーダーと言うべきか、アスナはそこで自制心のセービングロールに成功したらしく、腰こしのレイピアを抜ぬくことも、あるいはダッシュで逃走することもなかった。

　きりきりと食くい縛しばられた艶つややかな歯の隙すき間まから、短いひと言が押し出された。

「…………ゴハン一回」

「は？」

「ゴハン、何でも幾いくらでも一回おごる。それでチャラ。どう」

　この女の、こういう直ちよく截せつさは嫌きらいではない。寝ね起おきの頭で瞬しゆん時じに、なぜ俺おれが長時間付き合ったのかを理解したのだ。圏内ＰＫ行為からガードするためだけではなく、日ごろの精神疲ひ労ろうを回復させるため、寝られるだけ寝かせてやろうと考えたところまで。

　俺は片かた頰ほおで──今度は本心から──ニヤッと笑い、ＯＫと答えた。

　ついでに、そういうことなら君の部屋で手料理を、とワルノリしたくなるがそこはこちらも自制する。伸のばした両りよう脚あしを振ふり上あげ、反動をつけて立ち上がった俺は、右手を差し出しながら言った。

「57層の主街区に、ＮＰＣレストランにしてはイケる店があるから、そこ行こうぜ」

「……いいわ」

　素っ気ない顔で俺の手に摑つかまり立ち上がったアスナは、ふいっと俺から顔を逸そらし、まるで夕焼けを胸に吸い込もうとするかのように大きく伸びをした。




《ソードＳアート・ＡオンラインＯ》という名のこのデスゲームが稼か働どうを開始してから、はや一年と五ヶ月が経過している。

　当初はあまりにも遠い道のりと思えた浮遊城アインクラッドの百に及およぶフロアも、気付けば六割近くが踏とう破はされ、現在の最前線は59層だ。一フロアをおよそ十日で攻略してきた計算になる。それが速いのか遅いのかは攻略の当事者たる俺にも何とも言えないが、ここしばらく一定のペースが保たれていることで、中層以上のフロアにはささやかながら《生活を楽しむ余裕》のようなものが生まれている。

　第57層主街区《マーテン》にも、そんな雰ふん囲い気きは濃く存在した。現在の最前線からわずか二フロア下にある大規模な街で、必然的に攻略組のベースキャンプかつ人気観光地となっている。夕刻ともなれば、上の前線フロアから帰ってきたり、あるいは下層から晩ご飯を食べにきたプレイヤーたちで大いに賑にぎわうこととなる。

　59層から転移門経由でマーテンに移動した俺とアスナは、ごったがえすメインストリートを、肩かたを並べて歩いた。すれ違う連中のうち、少なからぬ数がギョッと眼を剝むくのがなんとも楽しい。ファンクラブすら存在すると言われる孤こ高こうの名花の隣を、胡う散さん臭くさいソロプレイヤーが大きな顔をして歩いているのだからそれも当然だ。アスナとしては敏びん捷しよう力りよくパラメータ全開のダッシュで目的の店に飛び込みたいところだろうが、残念ながら──もしくは幸い、行き先は俺しか知らない。

　まず間違いなく、ＳＡＯ最後の日までもう二度とこんな真ま似ねは出来ないだろうなあという感かん慨がいを嚙かみ締しめつつ五分ほども歩いたところで、道の右側にやや大きめのレストランが現れた。

「ここ？」

　ほっとしたような、胡う散さん臭くさそうな顔で店を見るアスナに、俺おれは頷うなずいた。

「そ。お薦すすめは肉より魚」

　スイングドアを押し開け、ホールドすると、細剣使いは済ました顔で入り口を潜くぐる。

　ＮＰＣウェイトレスの声に迎えられ、そこそこ混み合う店内を移動する間も、幾いくつもの視線が集中するのを俺は感じた。そろそろ、愉ゆ快かいというより気疲れのほうが大きくなってくる。これほど注目されるというのも、毎日となれば楽ではあるまい。

　だがアスナは、堂々たる歩調でフロアの中央を横切り、奥おくまった窓際のテーブルを目指した。俺がぎこちなく引いた椅い子すに、滑なめらかな動作で腰こしを下ろす。

　なんだか、オゴってもらうはずがエスコートさせられているような気になりつつも、俺も向かいに座った。せめて遠えん慮りよなくご馳ち走そうになるべく、食前酒から前菜、メイン料理、デザートまでがっつり注文し、ふう、と一息いれる。

　速攻で届いたフルートグラスに唇くちびるをつけてから、アスナも同じように、ほうっと長く息をついた。

　わずかに険の抜ぬけたライトブラウンの瞳ひとみで俺を見て、可か聴ちよう域いきぎりぎりのボリュームで囁ささやく。

「ま……なんていうか、今日は……ありがと」

「へっ!?」

　驚きよう愕がくした俺をじろっと見て、もう一度。

「ありがとう、って言ったの。ガードしてくれて」

「あ……いや、まあ、その、ど、どういたしまして」

　日ごろ、攻略組の作戦会議で、ボスの弱点がああだ前衛後衛の振ふり分わけがこうだと丁々発止やりあってばかりいるので、思わぬ言葉を掛かけられて不覚にも軽く嚙かんでしまう。するとアスナは、クスッと笑って体を椅子の背もたれに預けた。いっそう穏おだやかさを増した瞳を宙に向け、呟つぶやく。

「なんだか……あんなにたっぷり寝ねたの、ここに来て初めてかもしれない……」

「そ……そりゃいくらなんでも大げさじゃないのか」

「んーん、ホント。普ふ段だんは、長くても三時間くらいで目が醒さめちゃうから」

　グラスの甘あま酸ずっぱい液体で口を湿しめらせ、俺は訊たずねた。

「それは、目ア覚ラまーしムで起きてるんじゃなくて？」

「うん。不眠症って程じゃないけど……怖こわい夢見て、飛び起きたりしちゃうのよ」

「……そっか」

　不意に、胸の奥おくに鋭するどい痛みが生じる。かつて、俺に同じことを言った人の顔がちらりと脳のう裏りを過よぎる。

《閃光》もまた、生身のプレイヤーなのだ。そんな当たり前のことに今いま更さら気付かされ、俺おれは言うべき言葉を探した。

「えー……あーっと……なんだ、その、また外で昼ひる寝ねしたくなったら言えよ」

　我ながら間抜けな台詞せりふだったが、それでもアスナはもう一度微笑ほほえむと、頷うなずいた。

「そうね。また同じくらい最高の天候設定の日がきたら、お願いするわ」

　その笑顔に、俺はもう一つ、この女がちょっと有り得ないほどに美人なのだということにも気付かされ、不覚にも絶句した。

　幸い、発生しかけた微び妙みような雰ふん囲い気きを、サラダの皿を持ってきたＮＰＣがキャンセルしてくれた。さっそく、色とりどりの謎なぞ野菜に卓たく上じようの謎スパイスをぶっかけ、フォークで頰ほお張ばる。

　ばりばりごくんと吞のみ込こんでから、俺はアレコレを誤ご魔ま化かすべくぼやいた。

「考えてみれば、栄養とか関係ないのに、なんで生野菜なんか食べてるんだろうな」

「えー、美お味いしいじゃない」

　レタスっぽい何かを上品に咀そ嚼しやくしてから、アスナが反論する。

「まずいとは言わんけどさあ……せめて、マヨネーズくらいあればなあー」

「あー、思う。それは思う」

「あとソースとか……ケチャップとかさ……それに……」

「「醬しよう油ゆ！」」

　二人同時に叫び、同時にぷっと吹き出した──

　その瞬しゆん間かんだった。

　どこか遠くから、紛まぎれもない恐きよう怖ふの悲鳴が聞こえた。

「……きゃあああああ!!」

　────!?

　息を吞み、腰こしを浮うかせ、背の剣に手を伸のばす。

　同じように、レイピアの柄に右手を添えたアスナが、打って変わって鋭するどい声で囁ささやいた。

「店の外だわ！」

　直後、椅子を蹴け立たてて出口へと走っていく。俺も慌あわてて白い騎き士し服ふくの背中を追う。

　表通りに出ると同時に、再び絹きぬを裂さくような悲鳴が耳に届いた。

　恐おそらく、建物を一ブロック隔へだてた広場からだ。アスナはちらりと俺を見ると、今度こそ掛け値なしの全力ダッシュで南へ走り出した。

　純白の稲いな妻づまの如ごとき疾しつ駆くに必死に追つい随ずいし、ブーツのスパイクで火花を散らしながら角を東へ曲がって、すぐ先の円形広場へと飛び込む。

　そしてそこで、俺は、信じられないものを目にした。

　広場の北側には、教会らしき石造りの建物がそびえている。

　その二階中央の飾かざり窓まどから一本のロープが垂れ、環わになった先せん端たんに──男が一人、ぶら下がっていた。

　ＮＰＣではない。狩りの帰りなのだろうか、分厚いフルプレート・アーマーに全身を包み、大型のヘルメットを被かぶっている。ロープは鎧よろいの首元にがっちり食い込んでいるが、広場に密集するプレイヤーたちを恐きよう怖ふに喘あえがせているのはそれではない。この世界ではロープアイテムによる窒ちつ息そくで死ぬことはない。

　恐きよう怖ふの源は、男の胸を深々と貫く、一本の黒い短槍シヨートスピアだ。

　男は、槍やりの柄えを両手で摑つかみ、口をぱくぱく動かしている。その間にも、胸の傷口からは、赤いエフェクト光がまるで噴ふき出でる血液のように明めい滅めつを繰くり返かえす。

　それはつまり、この瞬しゆん間かんも、男のＨＰに連続的ダメージが生じているということだ。一部の貫通ピアース系武器にのみ設定されている特性、《貫通継続ダメージＤＯＴ》だ。

　どうやら黒い短槍は、継続ダメージに特化した武器のようだった。柄の途中に無数の逆さか棘とげが生えているのが見て取れる。

　俺は一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がくから覚めると同時に、叫んだ。

「早く抜け!!」

　男がちらりと俺を見た。両手がのろのろと動き、槍やりを抜ぬこうとするが、食い込んだ武器は容易に動こうとしない。死の恐怖で、手に力が入らないのか。

　壁へき面めんにぶら下がる男のアバターは、地面から最低でも十メートルは離はなれている。俺の敏びん捷しよう力りよくステータスでは、とてもジャンプして届く距離ではない。

　ならば投げ針スローイング・ピツクでロープを切るか。しかしもし狙ねらいが逸それ、男に当たったら。それで残りＨＰがゼロになったら。

　普ふ通つうに考えれば、この場所は《圏内》なのだから、そんなことは起こり得ない。だがそれを言ったら、あの槍によるダメージ発生そのものが有り得ない話なのだ。

　逡しゆん巡じゆんする俺の耳に、アスナの鋭するどい叫びが届いた。

「きみは下で受け止めて！」

　直後、物もの凄すごいスピードで教会の入り口目指し駆かけ出だしていく。内部の階段で二階まで登り、あのロープを切る気だ。

「わかった！」

　アスナの背中にそう叫び返し、俺はぶら下がる男の真下へとダッシュした。

　──しかし。

　半分ほど走ったところで、大型ヘルメットの下に覗のぞく男の両眼が、空中の一点を零こぼれ落おちんばかりに凝ぎよう視しした。何を見ているのか、俺は直感的に察した。

　自分のＨＰバーだ。正確には、それがゼロになる瞬間。

　広場に満ちる悲鳴と驚きよう声せいのまっただ中で、男が何かを叫んだような気がした。

　そして──無数のグラスが砕くだけ散ちるような音とともに、青い閃せん光こうが夜よ闇やみを染めた。爆ばく散さんするポリゴンの欠片かけらたちを、俺おれは呆ほおけたようにただ見上げた。

　拘こう束そくすべき物を失ったロープが、くたりと壁へき面めんにぶつかった。一秒後、落下してきた黒いスピア──あるいは凶きよう器きが、目の前の石いし畳だたみに、重い金属音を響ひびかせて突つき立たった。

　無数のプレイヤーが放つ悲鳴が、街区に満ちる平和なＢＧＭをかき消した。

　俺は巨きよ大だいな衝しよう撃げきを覚えながらも、懸けん命めいに目を見開き、教会を中心とした広い空間にひたすら視線を走らせた。存在すべきもの──必ず出現しなければならないものを探すために。

　すなわち、《デュエル勝利者ウイナー宣言メッセージ》。

　ここは主街区の、つまりアンチクリミナルコード有効圏内のど真ん中だ。この場所でプレイヤーがＨＰにダメージを受け、なおかつ死にまで至るからには、その理由は一つしかない。

　完全決着モードのデュエルを承しよう諾だくし、それに敗北すること。

　それ以外には有り得ない。絶対に。

　ならば、男が死ぬと同時に、『ＷＩＮＮＥＲ／名前　試合時間／何秒』という形式の巨大なシステムウインドウが近くに出現するはずなのだ。それを見れば、あの全身金属鎧フルプレ男を短槍一本で殺した相手が誰だれなのか即時に解る。

　──のだが。

「……どこだ……」

　我知らず呟つぶやく。

　システム窓が出ない。広場のどこにも見あたらない。表示されている時間はたった三十秒しかないのに。

「みんな！　デュエルのウィナー表示を探してくれ!!」

　俺は周囲のざわめきを圧する大声でそう叫んだ。プレイヤーたちは即座に俺の意図を悟さとったらしく、すぐさま視線を四方八方に走らせ始めた。

　だが、発見の声は無い。もう十五秒は経つ。

　ならば建物の内部か。ロープが垂れ下がっている教会の二階の部屋にメッセージが出ているのか。そうならアスナが見ているはずだ。

　と思った瞬しゆん間かん、問題の窓から《閃光》の白い騎き士し服ふくが覗のぞいた。

「アスナ!!　ウィナー表示あったか!?」

　日ごろは呼び捨てなど恐おそろしくてとても出来ないが、さんを付ける時間も惜おしんで俺は訊きいた。しかし服装と同じくらい蒼そう白はくの顔が、素早く左右に振ふられる。

「無いわ！　システム窓もないし、中には誰もいない!!」

「……なんでだ……」

　呻うめき、俺は尚なおも空しく周囲を見回した。数秒後、誰かの呟きが小さく聞こえた。

「……ダメだ、三十秒経った…………」




　教会の一階に常駐するＮＰＣシスターの横をすり抜ぬけ、俺は建物の奥おくにある階段を駆かけ上あがった。

　二階は、宿屋の個室に似た四つの小部屋に分かれているが、宿と違いドアロックはできない。通り過ぎた三部屋には、目視でも索さく敵てきスキルによる探知でも潜ひそんでいるプレイヤーは見つけられなかった。唇くちびるを嚙かみ締しめつつ、俺は四つ目の、問題の小部屋に足を踏ふみ入いれた。

　窓際で振り向いたアスナは、気き丈じような表情を保ってはいたが、やはり内心ではショックを受けているようだった。俺のほうも、眉み間けんのあたりが強こわ張ばるのを隠かくすことはできない。

「教会の中には、他には誰だれもいない」

　報告すると、ＫｏＢサブリーダーは即座に問い返してきた。

「隠蔽ハイデイングアビリティつきのマントで隠れてる可能性は？」

「俺の索敵スキルを無効化するほどのアイテムは、最前線でもドロップしてないよ。それに念のため、教会の入り口に、プレイヤーに隙すき間まなく立ってもらってる。透とう明めい化かしてても出る時に接触で自動看破リビールされるはずだ。この建物には裏口も無いし、窓がある部屋はここだけだ」

「ん……解った。これを見て」

　アスナは頷うなずくと、白いグローブの指で部屋の一画を示した。

　そこには、簡素な木製のテーブルが設置されていた。動かせない、いわゆる《座標固定オブジェクト》だ。

　その脚あしの一本に、やや細いが頑がん丈じようそうなロープが結わえられている。結わえる、と言っても実際に手で結ぶわけではない。ロープのポップアップ窓を出し、結束ボタンを押して、更さらに対象をクリックすることで自動的に固定される仕組みだ。一度結べば、ロープの耐久度デユラビリテイを超こえる荷重をかけるか刃物で斬きり付つけるまでは切れたり解ほどけたりすることはない。

　黒光りするロープは、空間を二メートルほど横切って、南側の窓から外に垂れている。ここからは見えないが、先せん端たんが輪になっていて、そこにあのフルプレ男が首くび吊つりになっていた、というわけだ。

「うーん…………」

　俺は唸うなりながら首を捻ひねった。

「どういうことだ、こりゃ？」

「普ふ通つうに考えれば……」

　アスナが同じく小首を傾かしげて答えた。

「……あのプレイヤーのデュエルの相手がこのロープを結んで、胸に槍を突き刺したうえで、首に輪を引っ掛けて窓から突き落とした……ってことになるのかしら……」

「見せしめのつもりか……？　いや、でも、それ以前に」

　大きく息を吸い込み、俺は明めい瞭りような声で告げた。

「ウィナー表示がどこにも出なかった。広場に詰つめ掛かけてた数十人が誰だれも見つけられなかったんだぜ。デュエルなら、必ず近く出現するはずだろう」

「でも……有り得ないわ！」

　鋭するどい反はん駁ばく。

「《圏内》でＨＰにダメージを与えるには、デュエルを申し込んで、承しよう諾だくされるしかない。それはきみだって知ってるでしょう！」

「……ああ、それは、その通りだ」

　俺たちは、顔を見合わせたまま沈ちん黙もくした。

　アスナの言葉どおり、絶対に有り得ないことが起きたのだ。それなのに、俺たちに解っているのは一人のプレイヤーが衆しゆう人じん環かん視しの中で死んだということだけで、誰フがー、何故ホワイ、どうやってハウ、の全てが見当もつかない。

　窓の外の広場からは、プレイヤーたちのざわめきが途と切ぎれることなく届いてくる。彼らもまた、この《事件》の異質さにもう気付いているのだろう。

　やがて、アスナがまっすぐ俺を見て、言った。

「このまま放置はできないわ。もし、《圏内ＰＫ技》みたいなものを誰かが発見したのだとすれば、早くその仕組みを突き止めて対抗手段を公表しないと大変なことになる」

「……俺とあんたの間じゃ珍しいけど、今回ばかりは無条件で同意する」

　頷うなずいた俺に、わずかな苦笑を滲にじませて、《閃光》はずいっと右手を突き出してきた。

「なら、解決までちゃんと協力してもらうわよ。言っとくけど、昼ひる寝ねの時間はありませんから」

「してたのはそっちじゃないか……」

　ぼそりと呟つぶやきつつも、俺も手を差し出す。

　俄にわか作づくりの探偵＆助手のコンビ──どっちがどっちなのかは不明なれど──は、白と黒の手て袋ぶくろ越しにぎゅっと握あく手しゆを交わした。










　　　２




《証しよう拠こ物件》のロープを回収し、俺おれとアスナは小部屋を出ると、教会の出入り口へと戻もどった。同じく証拠品である黒い短槍は、移動する前にすでにアイテムストレージへ格納してある。

　入り口での立ち番を頼たのんだ顔見知りのプレイヤー二人に、礼を言ってから訊たずねたが、やはり通過した者は一人もいないようだった。広場に出た俺は、こちらを注視している野や次じ馬うまたちに手を挙げてから、大きな声で呼びかけた。

「すまない、さっきの一件を最初から見てた人、いたら話を聞かせてほしい！」

　数秒後、おずおずという感じで、人ひと垣がきから一人の女性プレイヤーが進み出てきた。こちらは顔に見覚えはない。武装もＮＰＣメイドのノーマルな片手剣で、おそらく中層からの観光組だろう。

　心外にも、俺を見てやや怯おびえたような顔をする女の子に、代わって前に出たアスナが優しい口調で問いかけた。

「ごめんね、怖こわい思いしたばっかりなのに。あなた、お名前は？」

「あ……あの、私、《ヨルコ》っていいます」

　そのか細い震ふるえ声に、俺は確かな聞き覚えがあった。思わず口を挟はさむ。

「もしかして、さっきの……最初の悲鳴も、君が？」

「は……、はい」

　緩ゆるくウェーブする濃のう紺こん色いろの髪かみを揺ゆらして、ヨルコという女性プレイヤーは頷うなずいた。アバターの外見から推測できる年齢は、十七、八歳といった所だろうか。

　髪と同じくダークブルーの、純じゆん朴ぼくそうな大きい瞳ひとみに、不意に薄うすい涙なみだが浮うかんだ。

「私……、私、さっき……殺された人と、友達だったんです。今日は、一いつ緒しよにご飯食べにきて、でもこの広場ではぐれちゃって……それで……そしたら…………」

　それ以上は言葉にならないというように、両手で口許を覆おおう。

　震える細い肩かたを、アスナがそっと押おし、教会の内部へと導いた。何列も並ぶ長なが椅い子すの一つに腰こしを下ろさせ、自分も隣となりに座る。

　俺はやや離れたところに立ち、女の子が落ち着くのを待った。友人が残ざん酷こくな遣やり口くちでＰＫされる一部始終を見たというなら、そのショックは計り知れないものがあるだろう。

　アスナが背中をさすっていると、やがてヨルコは泣き止み、消え入りそうな声ですみません、と言った。

「ううん、いいの。いつまでも待つから、落ち着いたら、ゆっくり話して、ね？」

「はい……、も……もう大だい丈じよう夫ぶ、ですから」

　案外と気き丈じようでもあるのか、ヨルコはアスナの手から身体を起こし、こくりと頷うなずいた。

「あの人……、名前は《カインズ》っていいます。昔、同じギルドにいたことがあって……。今でも、たまにパーティー組んだり、食事したりしてたんですけど……それで今日も、この街まで晩ご飯食べにきて……」

　ぎゅっと一度眼をつぶってから、震ふるえの残る声で続ける。

「……でも、あんまり人が多くて、広場で見失っちゃって……周りを見回してたら、いきなり、この教会の窓から、人──カインズが落ちてきて、宙ちゆう吊づりに……しかも、胸に、槍やりが……」

「その時、誰だれかを見なかった？」

　アスナの問いに、ヨルコは一いつ瞬しゆん黙だまり込こんだ。

　そして、ゆっくりと、しかし確かに首を縦たてに動かした。

「はい……一瞬、なんですが、カインズの後ろに、誰か立ってたような気が……しました……」

　俺おれは無意識のうちに両の拳こぶしをぎゅっと握にぎった。
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　やはり、犯人はあの部屋にいたのか。とすれば、被害者──カインズを窓から突つき落おとしてから、衆しゆう人じん環かん視しのなか悠ゆう々ゆうと脱出してのけたということになる。

　そうなるとやはりハイディング機能つき装備を使ったはずだが、あの手のアイテムは、移動中は効果が薄うすくなる。そのデメリットを補正するほどのハイレベルな隠いん蔽ぺいスキルを持っているということか。

　脳のう裏りを、《アサシン暗殺者》、などという不ふ穏おんな単語がちらりと横切る。

　まさか、このＳＡＯに、俺おれやアスナですら知らない武器スキル系統が存在したのだろうか？　そのスキル特性に、アンチクリミナルコードを無効化するようなものがあったとすれば……？

　同じことを考えたのか、アスナが一いつ瞬しゆん背中を震ふるわせた。しかしすぐに顔を上げ、ヨルコに訊たずねる。

「その人影に、見覚えはあった？」

「………………」

　ヨルコはしばらく唇くちびるを引き結んで考えていたが、数秒後、解らないというようにかぶりを振ふった。それを受けて、今度は俺が、出せる限りの穏おだやかな声で質問した。

「その……嫌いやなこと聞くようだけど、心当たりはあるかな……？　カインズさんが、誰だれかに狙ねらわれる理由に……」

　危き惧ぐした通り、その途と端たんにヨルコは目に見えて体を硬かたくした。それはそうだ、友達を殺されたばかりの女性に対して、彼はそうされるような人だったのか、と俺は訊たずねたのだから。配はい慮りよに欠ける問いだが、省略するわけにもいかない。もしカインズを恨うらんでいる人間に心当たりがあるなら、それは大きな手がかりになる。

　しかし、ヨルコは今度も首をそっと横に振ふった。

　少なからぬ落らく胆たんを感じながら、俺は「そうか、ごめん」と短く謝った。

　もちろん、ヨルコが知らないだけということもあり得る。だが、カインズを殺した犯人は、本物の殺人者であると同時にＭＭＯゲームの《ＰＫプレイヤーキラー》だ。そしてＰＫというのは、基本的には他のプレイヤーを殺すことそのものが動機であり存在理由なのだ。現在、アインクラッドの闇やみを跋ばつ扈こしている殺人レツドプレイヤーどもはその典型だろう。

　つまり、カインズを謎なぞの手段で圏内ＰＫしたプレイヤーの候補者は、数百人はいると言われる犯罪者オレンジおよび殺人レツド、加えて潜せん在ざい的てきにその傾けい向こうがある者たちにまで広がってしまったわけだ。正直、どうやって一人を特定すればいいのか今は見当もつかない。

　再び同時にその結論へと辿たどり着ついたらしく、アスナが力なく息を吐ついた。




　一人で下層まで帰るのが怖こわいと言うヨルコを、最も寄よりの宿屋まで送り届けてから、俺とアスナはとりあえず転移門広場まで戻もどった。

　事件から三十分ほどが経過し、さすがにもう人の数は減りつつある。それでも、俺たちの報告を聞くために二十人近い、主に攻略組のプレイヤーたちが待機していた。

　俺とアスナは彼らに、死んだプレイヤーの名前が《カインズ》であること、殺害の手口は今のところまったく不明であることを伝えた。そして、ことによると、未知の《圏内ＰＫ》手段が存在するかもしれないという危き惧ぐも。

「……そんな訳だから、当面は街中でも気をつけたほうがいいと、出来る限り広範囲に警告してくれるか」

　俺おれがそう締しめくくると、皆みな一様に真しん剣けんな表情で頷うなずいた。

「分かった。情報屋のペーパーにも載のせてくれるよう頼たのんどく」

　大手ギルドに所属するプレイヤーが代表してそう応じたのを潮しおに、その場は解散となった。俺は視し界かい隅すみの時刻表示をちらりと確認した。まだ夜七時過ぎで、少し驚おどろく。

「さて……、次はどうする」

　隣となりのアスナに訊きくと、わずかな間も置かずに即答が来た。

「手持ちの情報を検証しましょう。特に、ロープとスピアを。出所が分かれば、そこから犯人を追えるかもしれない」

「なるほど……動機がダメなら物ぶつ証しようってわけか。となると、鑑かん定ていスキルが要るなぁ。おまえ、上げて……るわけないよな」

「当然、きみもね。……ていうか……」

　そこではじめてアスナは表情を動かし、じろっと俺を見た。

「その《おまえ》ってのやめてくれない？」

「へ？　……あ、ああ……じゃあ、えーと……《貴女あなた》？　《副団長》？　……《閃光様》？」

　最後のは、この女のファンクラブが発行する会誌で用いられている呼称だ。効果覿てき面めん、レーザーのごとき視線で俺を焼しよう灼しやくしてから、アスナはぷいっと顔をそむけて言った。

「普ふ通つうに《アスナ》でいいわよ。さっきそう呼んでたでしょ」

「りょ、了りよう解かい」

　震ふるえ上あがった俺は素直に頷うなずき、慌あわてて話題を戻もどした。

「で、鑑かん定ていスキルだけど……フレンドとかにアテは……？」

「んー」

　一いつ瞬しゆん考え込んでから、すぐ首を振ふる。

「友達の、武器屋やってる子が持ってるけど、今は一番忙しい時間だし、すぐには頼たのめないかなあ……」

　確かに今いま頃ごろは、一日の冒険を終えたプレイヤーが装備のメンテや新調に殺さつ到とうする時間帯だ。

「そっか。じゃあ、熟練度がイマイチ不安だけど、俺の知り合いの雑貨屋斧戦士に頼もう」

「それって……あのでっかい人？　エギルさん……だっけ？」

　さっそく窓を広げ、メッセージをたったか打ち始めた俺に、アスナが口を挟はさんだ。

「でも、雑貨屋さんだってこの時間は忙しいでしょう」

「知らん」

　と答え、俺は容よう赦しやなく送信ボタンを押した。




　第50層主街区《アルゲード》は、転移門から出た俺とアスナを、相変わらずの猥わい雑ざつな喧けん騒そうで出迎えた。

　まだ転移門が有効化アクテイベートされてからそれほど経っていないというのに、すでに目抜き通りの商店街には無数のプレイヤーショップが開店し、軒のきを連ねている。その理由は、店てん舗ぽ物件の代金が下層の街と比べても驚おどろくほど安く設定されていたからだ。

　当然、それに比例して店は狭く外観も汚いが、このアジア的──あるいは某電気街的混こん沌とんが好きだというプレイヤーも多い。俺おれもその一人ひとりで、近々ここにプレイヤーホームを買って引っ越してくる計画を立てている。

　エキゾチックなＢＧＭと呼び込みの掛かけ声ごえに、屋台から流れるジャンキーな食い物の匂においがミックスされた空気の中を、俺はアスナを先導して足早に歩いた。白い騎き士し服ふくのミニスカートから惜おしげもなく生なま脚あしを晒さらした細剣使いの姿は、この街では少々目立ちすぎる。

「おい、急ごうぜ……って」

　左斜め後方のヒールの音が遠ざかったのを意い識しきして振り向いた俺は、眼を剝むいて喚わめいた。

「なに買い食いなんかしてんだよ！」

　怪あやしげな屋台で怪しげな串くし焼やき肉をお買い求めになった《閃光》様は、あぐりと一口囓かじってから、悪びれずに答えた。

「だって、さっきサラダつついただけで飛び出てきちゃったじゃない。……うん、これ、けっこうイケるよ」

　もぐもぐ口を動かしながら、はい、と左手に握にぎったもう一本の串くしを俺に差し出してくる。

「へ？　くれるの？」

「だって、今日は最初からそういう話だったでしょ」

「あ……ああ……」

　反射的に頭を下げつつ受け取ってから、俺はようやく、オゴリフルコースがオゴリ串焼きになってしまったことを悟さとった。ちなみに、さっき入ったレストランの代金は、店から飛び出た時点で互いのアイテム欄らんから均等に引かれている。

　エスニックな味付けの謎なぞ肉にくをがつがつ頰ほお張ばりながら、俺は、いつか絶対この女に手料理を作らせてやるという決意を漲みなぎらせつつ歩いた。

　目指す雑貨屋に到着したのは、二本の串がきれいになるのとほぼ同時だった。音もなく消しよう滅めつした串を握にぎっていた手を開き、別に汚れてはいないがレザーコートに擦こすりつけてから、俺はこちらに背を向けている店主に呼びかけた。

「うーっす。来たぞー」

「……客じゃない奴やつに《いらっしゃいませ》は言わん」

　雑貨屋兼斧戦士のエギルは、その巨きよ軀くと魁かい偉いな容よう貌ぼうに似合わないムクレ声でそう唸うなり、狭い店内の客に呼びかけた。

「すまねえ、今日はこれで閉店だ」

　えーっ、という不満の声に、逞たくましい体をぺこぺこ縮めて謝しや罪ざいしつつ全員を追い出し、店舗の管理メニューから閉店操作を行う。

　カオス極まる陳ちん列れつ棚だなが自動で収納され、ギーバッタンと表の鎧よろい戸どが閉まったところで、エギルはようやく振ふり向むいた。

「あのなあキリトよう、商売人の渡と世せいは一に信用二に信用、三、四が無くて五で荒あら稼かせぎ……」

　怪あやしげな警句は、俺の隣となりに立つプレイヤーを見た瞬しゆん間かんフェードアウトした。禿とく頭とうの下回りを囲む髭ひげをぷるぷる震ふるわせて棒立ちになるエギルに、アスナは清せい楚そな笑顔とともに頭を下げた。

「お久しぶりです、エギルさん。急なお願いをして申し訳ありません。どうしても、火急にお力を貸して頂きたくて……」

　いかつい顔をひとたまりもなく崩くずし、エギルは即座に任せてくださいと胸を叩たたいて茶まで出した。

　まったく男というのは、先天的パラメータに決して抵抗できない哀あわれな種族だ。




　二階の部屋で事件のあらましを聞いたエギルは、さすがに事の重大さを察したようで、突き出た眉び稜りようの下の両眼を鋭するどく細めた。

「圏けん内ないでＨＰがゼロになった、だとぉ？　──デュエルじゃない、というのは確かなのか」

　太いバリトンで唸る巨きよ漢かんに、揺ゆり椅い子すに体を預けた俺おれはゆっくり頷うなずく。

「あの状じよう況きようで、誰だれも勝利者ウイナー宣言窓を見つけられないとは思えないし、今はそう考えるべきだと思う。それに……デュエルだとしても、飯を食いにきた場所で申し込みを、ましてや《完全決着モード》を受じゆ諾だくするなんて有り得ないよ」

「直前まであの子……ヨルコさんと歩いてたなら、《睡すい眠みんＰＫ》の線もないしね」

　小さな丸テーブルの上のマグカップを揺ゆらしながら、アスナが補足する。

「第一、突とつ発ぱつ的てきデュエルにしては遣やり口くちが複雑すぎる。事前に計画されたＰＫなのは確実と思っていい。そこで……こいつだ」

　俺はウインドウを開くと、アイテムストレージからまず問題のロープを実体化させ、エギルに手て渡わたした。

　テーブルの脚あしに結束されていた方の先せん端たんは当然回収したときに解けているが、その反対側はまだ大きな輪になったままだ。

　エギルはその輪っかを目の前にぶらさげ、嫌いやそうな顔で鼻を鳴らすと、太い指でタップした。

　開かれたポップアップウインドウから、《鑑かん定てい》メニューを選せん択たくする。スキルを持たない俺やアスナがそれをしても失敗表示が出るだけだが、商人のエギルなら、ある程度の情報を引き出せるはずだ。

　はたして巨きよ漢かんは、彼だけに見えるウインドウの中身を、太い声で解説した。

「……残念ながら、プレイヤーメイドじゃなくＮＰＣショップで売ってる汎はん用よう品ひんだ。ランクもそう高くない。耐たい久きゆう度どは半分近く減ってるな」

　俺おれは、あの恐おそろしい光景を脳のう裏りに再生させながら頷うなずいた。

「そうだろうな。あんだけ重装備のプレイヤーをぶら下げたんだ。物もの凄すごい加重だったはずだ」

　しかし殺人者にしてみれば、男のＨＰがゼロになり、爆ばく散さんするまでの十数秒保てばこと足りたわけだ。

「まあ、ロープにはあんま期待してなかったさ。次が本命だ」

　俺は開いたままのストレージをタップし、更さらにアイテムを実体化させた。

　黒く輝かがやく短槍シヨートスピアは、狭い部屋の中では、いっそう重々しい存在感を放っているように思えた。武器のランクで言えば、俺やアスナの主武装とは比ひ較かくにならないほど下だろうが、そういう問題ではない。この槍やりは、一人ひとりのプレイヤーの命を残ざん酷こくな手口で奪うばった、本物の《凶器》なのだ。

　俺はどこかにぶつけないよう、慎しん重ちように槍をエギルに手渡した。

　このカテゴリの武器にしては珍めずらしく、全体が同一素材の黒い金属で出来ている。長さは一メートル半くらいか、手元に三十センチのグリップがあり、柄えが続き、先せん端たんに十五センチの鋭するどい穂ほ先さきが光る。

　特とく徴ちようは、柄のほぼ全体にびっしりと短い逆さか棘とげが生えていることだ。それによって、一度深く突つき刺ささると抜けづらくなる特とく殊しゆ効果を生み出しているのだ。引き抜こうとするなら、かなり高い筋力値が要求されるだろう。

　この場合の筋力値とは、プレイヤーに設定された数値パラメータと同時に、脳から出力されナーヴギアが延えん髄ずいでインタラプトする信号の強度をも意味する。あの瞬しゆん間かん、死の恐きよう怖ふに吞のまれたフルプレ男──カインズは、仮想の体を動かすための明めい瞭りような信号を生成することができなかった。両手で摑つかんだ槍やりをまったく動かせなかったのも無理はない。

　そう考えれば、やはりこれはただの突とつ発ぱつ的てきＰＫではない、いわば《計画殺人》なのではないか、という思いが改めて強くなる。それほどに、《貫通継続ダメージ》による死は残ざん酷こくなものなのだ。相手の剣技でも、武器の威い力りよくでもなく──自分の怯おびえに殺されるのだから。

　俺おれの一いつ瞬しゆんの思考を、鑑かん定ていを終えたエギルの声が破った。

「ＰＣメイドだ」

　俺とアスナは、同時にがばっと身を乗り出した。「本当か！」と思わず叫ぶ。

　ＰＣ作メ成イ品ド、つまり《鍛冶スキル》を習得したプレイヤーによって作成された武器ならば、必ずそのプレイヤーの《銘めい》が記録される。そして、この槍はおそらく、特注仕様のワンオフものだ。作ったプレイヤーに直接訊きけば、発注・購こう入にゆうしたのが誰だれだか覚えている可能性が高い。

「誰だれですか、作成者は？」

　アスナの切せつ迫ぱくした声に、エギルはシステムウインドウを見下ろしながら答えた。

「《グリムロック》……綴つづりは《Ｇｒｉｍｌｏｃｋ》。聞いたことねぇな。少なくとも、一線級の刀とう匠しょうじゃねえ。まあ、自分用の武器を鍛きたえるためだけに鍛か冶じスキル上げてる奴やつもいないわけじゃないが……」

　商人クラスのエギルが知らない鍛冶屋を、俺おれやアスナが知ってるわけもなく、狭い部屋には再び短い沈ちん黙もくが満ちた。

　しかしすぐに、アスナが硬かたい声で言った。

「でも、探し出すことはできるはずよ。このクラスの武器を作成できるレベルに上がるまで、まったくのソロプレイを続けてるとは思えない。中層の街で聞き込めば、《グリムロック》とパーティーを組んだことのある人がきっと見つかるわ」

「確かにな。こいつみたいなアホがそうそう居るとは思えん」

　エギルが深く頷うなずき、アスナと同時にアホソロプレイヤーの俺を見た。

「な……なんだよ。お、俺だってたまにはパーティーくらい組むぞ」

「ボス戦のときだけでしょ」

　冷静に突っ込まれれば、反論できずに押おし黙だまるしかない。

　ふん、と鼻を鳴らし、アスナは改めてエギルの手中のショートスピアを見た。

「ま……正直、グリムロックさんを見つけても、あんまりお話したい感じじゃないけどね……」

　それには俺も同意見だった。

　確かに、カインズを殺したのは、この槍やりをオーダーした未知のレッドプレイヤーであって、鍛か冶じ屋やグリムロックではないはずだ。自分が造った、イコール作成者の《銘めい》が記録されている武器で誰だれかを殺すというのは、現実世界で凶きよう器きの包丁に名前を書いてから人を刺すのに等しい。しかしその一方、ある程度の知ち識しきと経験がある職人プレイヤーなら、この武器が何のために設計されたものなのか推すい察さつできるはずなのだ。

《貫通継続ダメージ》は、基本的にモンスター相手には効果が薄うすい。アルゴリズムによって動くＭｏｂは、恐きよう怖ふを知らないからだ。貫通武器を突つき刺さされても、ブレイクポイントが発生し次第、むんずと摑つかんで引ひっこ抜ぬいてしまう。当然、その後親切に武器を返してくれるわけもなく、遠く離れた場所にポーイと捨てられたそれは戦せん闘とうが終わるまで回収できない。

　ゆえに、この槍は対人使用を目的として作成されたものだということになる。俺の知っている鍛冶屋なら全員、仕様を告げられた時点で依い頼らいを断るはずだ。

　なのにグリムロックは槍を鍛きたえた。

　よもや殺人者本人ということはあるまいが──鑑かん定ていすれば容た易やすく名前が割れてしまうので──しかし、倫りん理り観かんのかなり薄い人物か、あるいは秘かにレッドギルドに属しているということすら有り得る。

「……少なくとも、話を聞くのに、タダってわけにはいかないカンジだな。もし情報料を請求されたら……」

　俺がそう呟つぶやくと、エギルはぶんぶん首を横に振ふり、アスナはじろっとこちらに一いち瞥べつくれた。

「折せつ半ぱんでいきましょ」

「……解ったよ、乗りかかった船だ」

　肩かたをすくめてから、がめつい商人に最後の質問をする。

「手がかりにはならないと思うけど、いちおう武器の固有名も教えてくれ」

　禿とく頭とうの巨きよ漢かんは、三たびウインドウを見下ろした。

「えーっと……《ギルティソーン》となってるな。罪のイバラ、ってとこか」

「……ふーん」

　改めて、俺おれはショートスピアの柄えに密生する逆棘を眺ながめた。もちろん、武器の名前はゲームシステムがランダムに命名したものだ。だから、その単語自体に何らかの《人の意志》が込められているわけではない。

　──しかし。

「罪の……イバラ……」

　囁ささやくように呟つぶやいたアスナの声もまた、どこか寒々とした響ひびきを帯びているように思えた。
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　俺とアスナ、そしてついでにエギルは連れ立ってアルゲードの転移門から、まずはアインクラッド最下層《はじまりの街》へと移動した。

　目的は、黒鉄宮に安置された《生命の碑》を確認することだ。鍛か冶じ屋やグリムロック氏を訪ね当てようにも、生きていてくれなければどうしようもない。

　広大なはじまりの街は、春だというのに荒こう涼りようとした雰ふん囲い気きに覆おおわれていた。

　気候パラメータのせいだけではない。宵よい闇やみに包まれた幅はば広ひろの街路にはプレイヤーの姿はほとんどなく、気のせいかＮＰＣ楽団が奏でるＢＧＭも陰いん鬱うつな短調のメロディばかりだ。

　ここ最近、最大ギルドにして下層の自治組織でもある《アインクラッド解放軍》がプレイヤーの夜間外出を禁止したという冗じよう談だんのような噂うわさを耳にしていたが、これはどうやら本当なのかもしれない。出くわすのは、お揃そろいのガンメタリックの部ぶ分ぶん鎧よろいを着込んだ《軍》の見回りだけなのだ。

　しかもそいつらは、俺たちを見つけるたびに、中学生を補ほ導どうするお巡りさんもかくやの勢いで駆かけ寄よってくるので心臓に悪い。もっとも、先頭に立つアスナの絶対零れい度どの視線を食らってたちまち退散していくのだが。

「……こりゃあ、アルゲードが賑にぎわうわけだよなあ……物価高いのに……」

　思わず慨がい嘆たんすると、エギルが更さらに怖こわい噂うわさを教えてくれた。

「何でも軍は、近々プレイヤーへの《課税》も始める気らしいぞ」

「へ!?　税金!?　……噓うそだろ、どうやって徴ちよう収しゆうするんだよ」

「そこまでは解らんが……モンスターのドロップから自動で天引きされたりしてな」

「お前の店の売り上げも差し押さえられたりな」

　等々と頭の悪い会話を繰くり広ひろげる俺とエギルも、さすがに黒鉄宮の敷しき石いしを踏ふんだ途と端たんに口をつぐんだ。

　その名のとおり、黒光りする鉄柱と鉄板だけで組み上げられた巨きよ大だいな建物は、明らかに外より冷たい空気に満たされていた。すたすたと前を歩くアスナも、むき出しの腕を寒そうに擦こすっている。

　時間が遅おそいせいか、内部に他ほかの人間の姿は無かった。

　昼間のこの場所は、友人や恋人の死を信じられずに確認に訪れ、名前の上に無情に刻まれた横線を目にして泣なき崩くずれるプレイヤーの悲痛な声が途と絶だえることはない。おそらくは、あの槍やりに命を奪うばわれたカインズの友人にして事件の目撃者ヨルコも、明日あたり確かめに来るのではないだろうか。かく言う俺おれも、そう遠くない過去に同じことをした。今だって辛つらい記き憶おくを完全に乗り越えられたわけではない。

　青みがかったかがり火に照らされた無人の広間を、俺たちは早足に歩いた。

　左右に数十メートルにわたって続く《生命の碑》の前に到りつくと、アルファベット順に並ぶ無数の名前たちの、《Ｇ》のあたりを凝ぎよう視しする。

　エギルは止まらず、そのまま右のほうに歩いていった。俺とアスナは息を殺しながら列れつ挙きよされるプレイヤーネームを視線でなぞり、ほぼ同時にその名前を見つけた。

《Ｇｒｉｍｌｏｃｋ》。横線は──なし。

「……生きてるね」

「だな」

　同時にほっと息をつく。少し離れた《Ｋ》のブロックを眺ながめていたエギルも、すぐに戻もどってくると真面目な顔で言った。

「カインズは、確かに死んでるな。死亡日時は、サクラの四月二十二日、十八時二十七分」

「……日付も時刻も間違いないわ。今日の夕方、わたしたちがレストランから出た直後よ」

　アスナはそう呟つぶやくと、俯うつむき、長い睫まつ毛げを下ろした。俺とエギルも揃そろって短く黙もく禱とうする。殺されたカインズ──《Ｋａｉｎｓ》の綴つづりはヨルコに確認済みだった。

　全ての用事を終え、足早に黒鉄宮を出たところで、俺たちは詰つめていた息を同時に吐はき出だした。いつの間にか、街区ＢＧＭは深夜帯用のゆったりしたワルツに変わっている。ＮＰＣ商店も全て鎧よろい戸どを閉めてしまい、道を照らすのはまばらに立つ街灯のカンテラだけだ。さすがにもう《軍》の巡回も見当たらない。

　無言のまま転移門広場まで戻もどったところで、前を歩くアスナが振ふり向むき、言った。

「……グリムロック氏を探すのは、明日にしましょう」

「そうだな……」

　俺おれが頷うなずくと、エギルが魁かい偉いな眉び丘きゆうを八の字に曲げた。

「あのな……オレはだな、いちおう本業は戦士じゃなく商人でだな……」

「解ってるよ。助手役は今日でクビにしてやろう」

　ポンと背中を叩たたくと、かすかな安あん堵どを見せつつ「済まねぇな」と唸うなる。

　この人のいい巨きよ漢かんは、本心から《商売優先》とか《調査面めん倒どう》とか思っているわけではない。あの禍まが々まがしい短槍を作ったプレイヤーに直接相対するのが嫌いやなのだ。怖おそれているのではなく、その逆──普ふ段だんはモンスターにのみ向けている怒いかりのエネルギーを爆ばく発はつさせてしまいかねないから。

　頑がん張ばれよ、お二人さん、と言い残してエギルがまず転移門に消え、アスナも一度ギルド本部に戻るというので、ひとまず今日はここで解散ということになった。

「明日は、朝九時に57層転移門前で集合にしましょう。寝ね坊ぼうしないでちゃんと来るのよ」

　教師か、いっそお姉さんめいた──現実世界の俺に姉はいないが──アスナの言葉に苦笑しつつ頷く。

「解ったよ。お前こそ今夜はちゃんと寝とけよ。何なら、また隣となりで見てて──」

「いりません！」

　びしっと言い放ち、ＫｏＢ副長殿は猛もう烈れつな勢いで振ふり向むくと、白と赤の残像を閃ひらめかせてポータルに飛び込んでいった。

　一人ひとり残された俺は、青く揺ゆらめくゲートの前に立たち尽つくしたまま、しばし今日きよう一日の出来事を思い起こした。最初はただの《天気がいい日》だったはずだが、あの《閃光》アスナの昼ひる寝ねの番をさせられ、二人で晩飯を食べることになり、と思ったら突とつ然ぜんの圏内殺人事件に巻き込まれ、今や事件の謎なぞに立ち向かう探たん偵てい、あるいは助手役だ。

　浮遊城アインクラッドでの毎日はもちろん純じゆん粋すいなる《非日常》だが、二〇二二年十一月六日のデスゲーム開始からすでに一年半が経過した今、俺を含めた大部分の──少なくとも中層以上に暮らすプレイヤーは現実世界での暮らしのことを意い識しき的てきに忘れ、剣と戦せん闘とう、金貨と迷宮が織りなす《日常》に生きている。

　しかし今日の事件は、俺を再びある種の非日常へと誘さそった。これが、何らかの恒久的変化のきっかけになるのか否か……。

　そんなことを考えつつ、俺は数歩前に進んで青いポータルに踏ふみ込こんだ。現在の定じよう宿やどがある、48層主街区《リンダース》をボイスコマンドで指定すると、周囲の光が強まるとともに浮遊感が全身を包む。

　再び靴くつ底ぞこが地面を捉とらえ、色合いの変わった石いし畳だたみへと踏み出すと、周囲の光景は一変していた。リンダースの街を根城にしてからまだ一週間程度だが、市街地を縦横に水路が走り、そこかしこで水車がのどかに回る佇たたずまいは結構気に入っている。とは言え、夜十時を回ったこの時間の街には夜の帳とばりが下りて、日中は街のどこかで響ひびいている鍛か冶じ屋やの鎚つち音おとも聞こえない。

　副長殿の言いつけを守りまっすぐ宿屋に戻もどって寝ねるか、それともまだ開いているＮＰＣ酒場に潜もぐり込こんで一いつ杯ぱいやっていくか、と考えながら転移門広場から出た俺おれを──。

　突とつ然ぜん、六、七人のプレイヤーが一いつ斉せいに取り囲んだ。

　一いつ瞬しゆん、背中の剣を抜きそうになった。たとえ何十人に囲まれようとも、《圏内》にいる限り危険はない、という常じよう識しきがこの数時間で少々ぐらついていたせいだ。

　しかし俺は、右手の指をぴくっと動かしただけでどうにか抜剣を自制した。

　集団の顔ぶれには、明確な見覚えがあった。攻略組ギルドの中でも、押おしも押おされぬ最大手である《聖せい竜りゆう連れん合ごう》に所属するプレイヤーたちだ。半円形に並ぶその面々の中ではリーダー格と目される一人ひとりに向けて、俺は口を開いた。

「こんばんは、シュミットさん」

　機先を制して笑顔で挨あい拶さつしてやると、長身のランス使いは小さく言葉に詰つまってから、眉み間けんにいっそうの皺しわを寄せて早口で言った。

「……聞きたいことがあってアンタを待ってたんだ、キリトさん」

「へえ。誕生日と血液型……じゃあないよな」

　反射的に混ぜっ返すと、運動部の主将然とした短たん髪ぱつの下のくっきりした眉まゆが軽く震ふるえた。

　同じ攻略組どうし、別に敵対しているわけではないが、俺と《聖竜連合》はウマが合うほうではない。比ひ較かくすれば、アスナ率いる《血盟騎士団》とのほうがまだ友好的に付き合っているかもしれない。

　その理由は、血盟騎士団の目的が《最速のゲーム攻略》であるのに対して、聖竜連合のベクトルは《最強ギルドの栄えい誉よ》に向いている気がするからだ。彼らは基本的にギルド外メンバーとパーティーを組まないし、狩場情報も積極的には公開したがらない。その上、ボスモンスターへの止めの一撃ラストアタツク──アイテムドロップ判定にボーナスが付く──にかなり意地汚く執着する。

　しかしまあ考えようによっては、ＳＡＯというゲームを一番楽しんでいる人たちだ、と言えなくもないので文句を口にしたことはないが、彼らからの加入要請は二度ほどすげなく断った経けい緯いがある。ゆえに、俺とはあまり仲がよろしいとは言えないわけだ。

　いま現在、転移門広場の石いし塀べいを背にする俺を半円に取り囲む七人の間かん隔かくも、実に微び妙みような距きよ離りを作っている。プレイヤーを囲んで動けなくする《ボックス》ハラスメントとまでは言えないが、輪の外に出ようとすると誰かの体に触ふれねばならず、それもまた非マナー行為ではあるので躊躇ためらわれるという、《なんちゃってボックス》状態である。

　ため息を押し殺し、俺は語調を改めてシュミットに問うた。

「答えられることなら答えるよ。何が聞きたいんだ？」

「夕方、57層であった圏内ＰＫ騒さわぎのことだ」

　その即答は、予想されたものだった。軽く頷うなずき、背中を石いし壁かべに預けて腕うで組ぐみすると、俺おれは視線で先を促うながした。

「デュエルじゃなかった……って噂うわさは本当なのか」

　低めの渋しぶい声で訊かれ、俺はやや考えてから肩をすくめた。

「少なくとも、ウィナー表示窓を見た人間は誰だれもいなかったのは確かだ。何らかの理由でその場の全員が見落とした可能性もまだ否定できないけどな」

「…………」

　シュミットの少々角ばった顎あごが、ぐっと嚙かみ締しめられた。首元の装そう甲こうがかしゃっと鳴る。

　聖竜ギルメンの例に漏もれず、プレートアーマーは銀に青の差し色が入ったカラーリングだ。背負われた主装備のランスは二メートル近くも突つき出だし、鋭するどい先せん端たんにはご丁てい寧ねいに三角形のギルドフラッグがなびいている。

　しばし沈ちん黙もくしたあと、シュミットはいっそう低い声を出した。

「殺されたプレイヤーの名前……《カインズ》と聞いたが間違いないか」

「事件を目もく撃げきした友人はそう言っていた。さっき、黒鉄宮まで確認に行ってきたけど、時間も死因も一致してたよ」

　ぐび、と太い喉のどが動くのを見て、ここでようやく俺も不ふ審しんなものを感じた。首を傾たかむけ、問い返す。

「知り合いなのか？」

「……アンタには関係ない」

「おいおい、こっちに質問だけしといてそりゃない……」

　言いかけたところで、突とつ然ぜん怒ど鳴なられた。

「アンタは警察じゃないだろう！　ＫｏＢの副長とこそこそ動いてるみたいだが、情報を独占する権利はないぞ！」

　広場の外まで届いたであろう大声に、周囲のメンバーたちもやや途と惑まどった様子で顔を見合わせた。どうやら、シュミットは詳くわしい事情を話さずに頭数だけ集めてきただけらしい。

　となると、事件に関係している可能性があるのは、ギルド聖竜連合そのものではなくシュミット個人だということだ。ふむふむと脳内にメモっていると、突とつ然ぜん目の前にガントレットに包まれた右手が突き出された。

「アンタが現場から、ＰＫに使われた武器を回収してったことは知ってるぞ。もう充じゆう分ぶん調べただろう、渡わたしてもらう」

「……おいおい」

　これは明らかなマナー違反行為と言っていい。

　ＳＡＯでは、装備フィギュアに設定されていない武器を地ド面ロにツ落プとすする、あるいは誰だれかに渡わたしたりモンスターに刺したまま遠ざかると、三百秒で所有者属性がクリアされる。そのアイテムは、システム上も通念上も、次に拾った人間のものとなる。あの黒い槍やりは、カインズの命を奪うばった時点ですでに所有者がクリアされていた。ゆえに、今はもうシステム的には俺おれの所有物だ。

　他人の武器をタダで寄よ越こせとは横おう柄へいな話もあったものだが──しかし、確かにあの槍は、武器である以前に重要な証しよう拠こ品ひんだ。公式には警官でも憲けん兵ぺいでもない俺がガメておくのもちょっとどうかと、一割ほどは思わなくもない。

　よって俺は、今度は隠かくすことなく堂々とため息をつき、片手を振ふってアイテムストレージを開いた。

　実体化させた黒いショートスピアを右手で持ち上げ、せめてカッコくらいつけるべく、俺とシュミットの間の敷しき石いしに音高く突つき立たてる。

　ギャリーン!!　と盛大な火花を散らし屹きつ立りつした槍を、シュミットは、気け圧おされたように半歩引いて見下ろした。

　改めて眺ながめると、実に禍まが々まがしいデザインの武器だ。プレイヤーキルのためだけの仕様なのだから、当然と言えば当然だが。俺にだけ見えるドロップカウント表示から眼を離し、俺はランス使いにせいぜい低い声で告げた。

「鑑かん定ていの手間を省いてやるよ。このスピアの固有名は《ギルティソーン》。造った鍛か冶じ屋やは、《グリムロック》だ」

　今度こそ、明確な反応があった。

　シュミットは、細めの両眼をいっぱいにむき出し、口を半分開いて、嗄しやがれた喘あえぎ声ごえを漏もらしたのだ。

　間違いなく、この体育会系お兄さんは、鍛冶屋グリムロックとおそらく被ひ害がい者しやカインズの関係者だ。そして、彼らと過去に何らかの《出来事》を共有している。

　それがカインズ殺害の動機だとすれば、あの圏内殺人は、俺が怖おそれた不特定の殺レ人ツ者ドによる無差別ＰＫではなかったということになる。過去に何があったのかどうしても知りたいが、しかしシュミットに直接訊きいても答えはするまい。

　どうしたものかと考えていると、分厚いガントレットに包まれた腕うでがぎこちなく伸のび、地面から槍を引ひき抜ぬいた。

　シュミットは、叩たたき付つけるようなモーションで開いたアスイトテレムー欄ジに、一刻も早く手を離したいというようにスピアを放り込み、勢い良く体の向きを変えた。

　背中の長いランス越しに発せられた最後の言葉は、実に類型的なしろものだった。

「……あまりコソコソ嗅かぎ回まわらないことだ。行くぞ！」

　そして聖竜連合の男たちは、足早に転移門へと消えていった。

　──さてさて。










　　　４




「ＤＤＡが？」

　俺おれの報告を聞いた途と端たん、アスナはわずかに眉まゆをひそめた。

　ＤＤＡ、とはディヴァイン・ドラゴンズ・アライアンスの頭文字で、ギルド《聖竜連合》の略りやく称しようである。泣く子も黙だまるＤＤＡ、そこのけそこのけＤＤＡが通る、ぐらいの威い圧あつ感かんのある名前なのだが、その神通力もＫｏＢ副長のアスナには通じない。

　明けたサクラの月二十三日は、さっそく天候パラメータの機き嫌げんが悪く、朝から霧きり雨さめ模も様ようとなっていた。空が上層の底で覆おおわれているアインクラッド内部で雨が降るのは理り不ふ尽じんだが、それを言えば晴天時の日差しも有り得ないことになってしまう。

　午前九時ちょうどに、事件現場のある57層の転移門で待ち合わせた俺とアスナは、とりあえず手近なカフェテラスで朝食がてら情報を整理することにした。最大のトピックは、やはり昨夜俺を待まち伏ぶせた上で、強引に情報と凶きよう器きを巻き上げていった聖竜ギルメン・シュミット氏のことだった。

「あー、いたわねそんな人。でっかいランス使いでしょ」

「そそ。高校の馬上槍部主将って感じの」

「そんな部活ないけどね」

　朝から冴さえ渡わたる俺のユーモアセンスを一いつ蹴しゆうし、アスナは考え込むようにカフェオレのカップを抱かかえた。

「……実はそいつが犯人、てセンはないわよね？」

「断定は危険だけど、まあないよな。足がつくことを怖おそれて凶器を回収する、くらいなら最初から現場に残す必要がない。あの槍はむしろ、犯人のメッセージだったと俺は思う」

「そうか……、そうだね。あの殺し方に加えて、武器の名前が《罪の荊いばら》……。単なるＰＫのパフォーマンスというよりも、《公開処刑》だったって考えたほうがしっくり来るわね……」

　アスナが陰いん鬱うつな表情で呟つぶやいた言葉に、俺も同意の頷うなずきを返した。

　無差別ＰＫではなく、カインズというプレイヤー個人を狙ねらった処しよ刑けい。そして、過去にカインズ、グリムロック、シュミットの間で起きたと思われる何らかの出来事。

　声をひそめて、そこから導かれる推すい察さつを口にする。

「つまり──、動機は《復ふく讐しゆう》、いや《制裁》ってことだよな。過去にあのカインズ氏が何か《罪》を犯して、それに対する《罰》として殺したと、犯人はそうアピールしているわけだ」

「そう考えると、シュミットはむしろ、犯人側じゃなくて狙われる側、って感じだわね。以前にカインズと一いつ緒しよに《何か》をして、その片方が殺されたから焦あせって動いた……」

「その何かが判れば、自動的に復讐者も判る気がするな。……ただ、これが全部、犯人の演出に過ぎない可能性もある。先入観は持たないようにしないとな」

「そうね。特に、ヨルコさんに話を聞くときはね」

　アスナと同時に頷うなずき合あい、俺おれはちらっと時刻表示を確認した。午前十時になったら、すぐ近くの宿屋に滞在中のヨルコに、もう一度詳くわしい事情を聞きにいくことになっている。

　黒パンと野菜スープの質素な朝食をモソモソ食べ終えてもかなり時間が余り、俺は向かいに座るＫｏＢ副長殿の姿をぽけーっと眺ながめた。

　今日は、私用だからということなのか、いつもの白地に赤の模も様ようのある騎き士し服ふくではない。ピンクとグレーの細いストライプ柄がらのシャツに黒レザーのベストを重ね、ミニスカートもレースのフリルがついた黒、脚あしには光こう沢たくのあるグレーのタイツ。

　おまけに靴くつはピンクのエナメル、頭にも同色のベレーとくれば、何だかやたらとキメてきている──ような気もするが、これが女性プレイヤーの平均的普ふ段だん着ぎであるのかもしれないし、それが判断できるほどのファッションアイテムの知ち識しきは残念ながら持ち合わせていない。何せ、どれだけ見ても、上から下までで総額何コルかかっているのか見当もつかないのだ。

　だいたい、殺人事件の調査にオシャレしてくる理由もないし、などとぼんやり考えていると、不意にアスナがちらっと視線を上げ、ぷいと横を向いた。

「……何見てるの」

「えっ……あ、いや……」

　よもや服の値段を訊きくわけにも行かず、さりとて『可愛かわいい服だね、よく似合ってるよ』などと言おうものなら大だい激げき怒どか大爆笑されることは必至なので、とっさに取とり繕つくろう。

「えーと……そのどろっとした奴やつ、旨うまい？」

　するとアスナは、スプーンでかき混ぜていた謎なぞのポタージュっぽいものを見下ろし、もう一度俺を見て何とも微び妙みような表情を作ったあと、はぁーっと深く長いため息をついた。

「……おいしくない」

　ぽそっと答えて皿ごと脇わきに押しやる。軽い咳せき払ばらいを挟はさみ、細剣使いは口調を改めた。

「わたし、昨夜ちょっと考えたんだけどね。あの黒い槍やりが発生させた《貫通継続ダメージ》だけど……」

　そういえば、この女がレイピアを装そう備びしてないとこは初めて見るかも、などと今いま更さら気付きつつ俺は頷うなずいた。

「うん？」

「例えば、圏けん外がいで貫通属性武器を刺されるじゃない？　そのまま圏内に移動したら、継続ダメージってどうなるのか、きみ知ってる？」

「えー……っと」

　思わず首を捻ひねる。確かに、そんなシチュエーションにはこれまで遭そう遇ぐうしたことはないし、考えたことすらない。

「いや、知らないな……。でも、毒や火傷やけどの継続ダメージＤＯＴは圏けん内ないに入った瞬しゆん間かん消えるだろ？　貫かん通つうダメージも同じじゃないか？」

「でも、そしたら刺ささってる武器はどうなるの？　自動で抜ぬけるの？」

「それもなんだか気持ち悪いな。……よし、まだちょっと時間あるし、実験しようぜ」

　俺おれの言葉に、アスナが眼を丸くした。

「じ、実験!?」

「百聞一見」

　怪あやしげな四字熟語とともに立ち上がると、俺は街区マップを呼び出し、最も寄よりの門への道を確認した。




　57層主街区《マーテン》のすぐ外は、節くれだった古樹が点在する草原になっていた。

　ほんの数週間前、ここが最前線だったときに散々通った道なのだが、すでに記き憶おくは薄うすい。春の訪れとともに緑が芽め吹ぶいたせいもあろうが、基本的には、突とつ破ぱされた層の圏外フィールドというのは攻略組にはほとんど用事のない場所なのだ。

　しとしと降る霧きり雨さめを搔かき分わけて、市街の門から出た途と端たん、視界に《ＯＵＴＥＲ　ＦＩＥＬＤ》の警告が表示された。すぐモンスターが襲おそってくるわけではないものの、心の一部が自動的に緊きん張ちようする。

　腰こしにいつものレイピアを装備しなおしたアスナは、前まえ髪がみに溜たまる水すい滴てきを煩わずらわしそうに弾はじいてから、怪け訝げんそうな声を出した。

「で……実験って、どうする気？」

「こうする気」

　俺はベルトを探ると、常に三本装備されている《スローイング・ピック》を一本抜き出した。

　アインクラッドに存在するあらゆる武器は、斬撃スラツシユ、刺突スラスト、打撃ブラント、貫通ピアースの四属性に分類される。俺のメインウェポンである片手直剣は斬撃武器だし、アスナのレイピアは刺突武器だ。メイスやハンマーが打撃、そしてカインズを殺したスピアや、シュミットの持つランスが貫通武器ということになる。

　ここで微び妙みようなのが、幾いくつか存在する投とう擲てき系武器の扱いだ。同じ投げモノでも、ブーメランや円形の刃を持つチャクラムは斬撃、スローイングダガーは刺突、そして俺のスローイングピックは貫通と属性が分かれる。そう、たかだか長さ12センチほどの大型の鉄針にしか見えないが、このピックは立派な貫通武器であり、ゆえにわずかながら継続ダメージが発生するのだ。

　自分のＨＰは実験に提供しても、装備の耐久度まで減らすのは馬ば鹿からしいので左手のグローブを外し、広げた手の甲に向けて俺は右手のピックを振ふり上あげた。

「ちょ……ちょっと待って！」

　鋭するどい声にぴたっと手を止める。

　見ると、アスナはアイテム窓を開き、高価な治癒ヒーリングクリスタルを取り出しているところだった。思わず苦笑する。

「大げさだなぁ。こんなピックが手に刺ささったくらいじゃ、総ＨＰの一、二パーセントくらいしか減らないよ」

「バカ！　圏けん外がいじゃ何が起きるかわからないのよ！　さっさとパーティー組んでＨＰバー見せて!!」

　愚おろかな弟を叱しかる姉のような口調で雷かみなりを落としたアスナは、そのままウインドウを操作して俺おれにパーティー要請を飛ばしてきた。首を縮めて即座に受じゆ諾だくすると、視界左上の俺のＨＰバーの下に、やや小型のアスナのゲージも出現した。

　考えてみれば、この女とパーティーを組むのはこれが初めてだ。もちろん同じ攻略組ゆえに前線では幾いく度どとなく顔を合わせてきたが、あちらは最強ギルドのサブリーダー様、こちらはしがないソロプレイヤーということで言葉を交わすことすらほとんどなかった。

　それが、こんなにあっさり、しかも二人きりで初パーティーを組むことになろうとは。ボス攻略を巡る意見の対立から、一対一のデュエルまでしたのもそう昔のことではないというのに。

　右手にピンク色のクリスタルを握にぎり、緊きん張ちようした面持ちで待機するアスナの顔を、俺は思わずまじまじと眺ながめてしまった。

「…………なに？」

「いや……なんつうか、こんなに心配してくれると思わなくて……」

　言った途と端たん、アスナの白い頰ほおが右手の結けつ晶しようと同じ色に染まり、眼を丸くした俺を再びの落らく雷らいが直ちよく撃げきした。

「ち……違うわよ！　いえ、違わないけど……もう、さっさとしてよ!!」

　ひぃっ、と震ふるえ上あがり、改めてピックを構える。

「じゃ、じゃあ、いきます」

　宣言してから、大きく息を吸い──。

　俺は、まっすぐ伸のばした自分の左手目め掛がけて、投剣スキルの初級技《シングルシュート》のモーションを起こした。

　右手の二本の指で挟はさんだピックが、控ひかえめなライトエフェクトとともにぴうっと飛ひ翔しようし、直後にどすっと手の甲を貫通した。

　衝しよう撃げきに続いて、不快な痺しびれとわずかな鈍どん痛つうが神経を走る。

　ＨＰバーは、予想よりわずかに多く、約三パーセントを減らしていた。そう言えばこのあいだピックをレアなドロップ品に換かえたんだった、と今いま更さら思い出す。

　不快感に耐えながら、刺さった鉄針を眺めていると、五秒後に再び赤いエフェクト光が閃ひらめいた。同時にＨＰが〇・五パーセントほど削けずれる。まさにこれが、カインズの命を奪うばった《貫かん通つう継続ダメージＤＯＴ》に他ならない。

「……はやく圏けん内ないに入ってよ！」

　強こわ張ばるアスナの声に背を押おされ、俺おれはひとつ頷うなずくと、ＨＰバーとピックの双そう方ほうに視線を据すえたまますぐ近くのゲートへと向かった。

　ブーツの底が踏ふむ湿しめった草が硬かたい石いし畳だたみへと変わると同時に、視界に《ＩＮＮＥＲ　ＡＲＥＡ》の表示が浮うかんだ。

　そして──ＨＰバーの減少が停止した。

　五秒ごとに赤いエフェクトがフラッシュはするのだが、ヒットポイントはわずかにも減らない。やはり、圏内ではあらゆるダメージはキャンセルされるのだ。

「……止まった、わね」

　アスナの呟つぶやきに、こくりと首しゆ肯こうする。

「武器は刺ささったまま、でも継けい続ぞくダメージは停止、か」

「感覚は？」

「残ってる。これは……武器を体にぶっ刺したまま圏内をうろつくバカモノが出ないようにするための仕様かな……」

「今の君のことだけどね」

　冷たい声で言われ、首を縮めてピックを摘つまむと、一思いに引き抜いた。神経を再び不快な感覚が走り、思わず顔をしかめる。左手の甲こうには何の傷も残っていないが、冷たい金属の感かん触しよくはいっこうに去ろうとせず、俺はそこをふーふー吹きながら呟つぶやいた。

「ダメージは確かに止まった……。てことは、カインズは何な故ぜ死んだんだ……？　あの武器だけの特性なのか……あるいは未知のスキルか……ってうわ!?」

　最後の叫び声の理由は──。

　いきなりアスナが、俺の左手を両手で摑つかんで胸に引き寄せ、むぎゅーっと思い切り握にぎったことによるものだ。

「おまっ……な……なっ……」

　副長殿は数秒後に手を離し、横目で俺を見て、曰いわく。

「これでダメージの残留感覚消えたでしょ」

「────う、うん、まあ、ども」

　突とつ然ぜん心臓がばくばく言い出したのは、ただびっくりしたからだ。

　それだけだ、絶対に。




　十時ぴったりに宿屋から出てきたヨルコは、あまり眠ねむれなかったらしく、何度も瞬まばたきを繰くり返かえしながら俺とアスナにぺこっと一礼した。

　同じように頭を下げてから、まずは詫わびる。

「悪いな、友達が亡くなったばっかりなのに……」

「いえ……」

　ブルーブラックの髪かみを揺ゆらし、恐おそらく俺おれより少し年上の女性は軽くかぶりを振ふった。

「いいんです。私も、早く犯人を見つけて欲しいですし……」

　言いながら視線をアスナに移した途と端たん、両眼を丸くする。

「うわぁ、すごいですね。その服ぜんぶ、アシュレイさんのお店のワンメイク品でしょう。全身揃そろってるとこ、初めて見ましたー」

　……また新しい名前が出てきたぞ、と思いながら俺は訊たずねた。

「それ、誰だれ？」

「知らないんですかぁ!?」

　だめな人を見る眼で俺を眺ながめてから、ヨルコは解説してくれた。

「アシュレイさんは、アインクラッドで一番早く裁さい縫ほうスキル一〇〇〇を達成したカリスマお針子ですよ！　最高級のレア生地素材持参じゃないと、なかなか作ってもらえないんですよー」

「へーっ！」

　素直に感心する。アホみたいに戦せん闘とうばかりしている俺とても、片手直剣スキルが一〇〇〇に到とう達たつしたのはそう昔の話ではない。

　ついついアスナの頭からつま先まで視線を高速移動させていると、細剣使いは頰ほおのあたりを引ひき攣つらせ、ひと言叫んで歩き始めた。

「ち……違うからね！」

　──何がどう違うのか、俺にはまるで解らなかった。




　やけに得心したふうのヨルコと、首を捻ひねり続ける俺を引き連れて、アスナは昨夜夕食を食べ損ねたレストランのドアを潜くぐった。

　時間が時間だけあって、店内に他のプレイヤーの姿はない。一番奥おくまったテーブルにつき、ちらりとドアまでの距きよ離りを確かめる。これだけ離れていれば、大声で叫びでもしない限りは、店の外まで会話が漏もれることはない。ナイショ話をしたいなら宿屋の部屋をロックするのが一番、と俺も以前は思っていたが、それだと逆に聞き耳スキルの高い奴やつに盗み聞きされてしまう危険が高まると最近学んだ。

　ヨルコも朝食はもう済ませたというので、三人同じお茶だけをオーダーし、速そつ攻こう届いたところで改めて本題に入る。

「まず、報告なんだけど……昨夜、黒鉄宮の《生命の碑》を確認してきたんだ。カインズさんは、あの時間に確かに亡くなってた」

　俺の言葉に、ヨルコは短く息を吸い込み、瞑めい目もくしてからこくりと頷うなずいた。

「そう……ですか。ありがとうございました、わざわざ遠いとこまで行って頂いて……」

「ううん、いいの。それに、確かめたかった名前が、もう一つあったし」

　さっと首を振ふってから、アスナが最初の重要な質問を放った。

「ね、ヨルコさん。あなた、この名前に聞き覚えはある？　一人は、たぶん鍛か冶じ職人で、《グリムロック》。そしてもう一人ひとりは、槍やり使つかいで……《シュミット》」

　俯うつむけられたヨルコの頭が、ぴくりと震ふるえた。

　やがて、ゆっくりとした、しかし明確な肯こう定ていのジェスチャーがあった。

「……はい、知ってます。二人ふたりとも、昔、私とカインズが所属してたギルドのメンバーです」

　か細い声に、俺おれとアスナはちらっと視線を見交わした。

　やはりそうか。となれば、もう一つの推測──かつて、そのギルドで今回の事件の原因となる《何か》があったのかどうかも確認せねばならない。

　今度は、俺が二つ目の質問を発した。

「ヨルコさん。答えにくいことだと思うんだけど……事件解決のために、本当のところを聞かせてほしいんだ。俺たちは、今回の事件を《復ふく讐しゆう》あるいは《制裁》だと思っている。カインズさんは、そのギルドで起こった何らかの出来事のせいで、犯人の恨うらみを買い、報復されたんじゃないかと……。昨日も同じこと訊きいたけど、もう一度よく考えてほしいんだ。何か、心当たりとか、思い当たることはないかい……？」

　今度は、すぐには答えが返ってこなかった。

　ヨルコは俯うつむいたまま、長い沈ちん黙もくを続けたあと、かすかに震える手でお茶のカップを持ち上げ、唇くちびるを湿しめらせてからようやく頷うなずいた。

「……はい……、あります。昨日きのう、お話できなくて、すみませんでした……。忘れたい……あまり思い出したくない話だったし、無関係だって思いたかったこともあって、すぐには言葉にできなくて……。──でも、お話します。《出来事》……そのせいで、私たちのギルドは消しよう滅めつしたんです」




　──ギルドの名前は、《黄おう金ごん林りん檎ご》っていいました。べつに攻こう略りやく目的でもなんでもない、総勢たった八人の弱小ギルドで、宿屋代と食事代のためだけの安全な狩りだけしてたんです。

　でも、半年前……去年の秋口のことでした。

　中間層の、なんてことないサブダンジョンに潜もぐってた私たちは、それまで一度も見たことのないモンスターとエンカウントしたんです。全身真っ黒の小さなトカゲで、もの凄すごくすばしっこくて見分けにくくて……一目でレアモンスターだって解りました。大おお騒さわぎになって、夢中で追いかけまわして……誰だれかの投げたダガーが、偶ぐう然ぜん、ほんとにものすごいラッキーで命中して、倒たおせたんです。

　ドロップしたアイテムは、地味な指輪がひとつだけでした。でも、鑑かん定ていしてみて皆みんなびっくりしました。敏びん捷しよう力りよくが二十も上がるんですよ。そんなマジックアクセサリ、たぶんいまの最前線でもドロップしてないと思います。

　そこから先は……想像、できますよね。

　ギルドで使おうって意見と、売って儲もうけを分配しようって意見で割れて、かなりケンカに近い言い合いになったあと、多数決で決めたんです。結果は、五対三で売ばい却きやくでした。そこまでのレアアイテムは、とても中層の商人さんには扱えないので、ギルドリーダーが前線の大きい街まで持っていって競売屋さんオークシヨニアに委託することになりました。

　相場とか、信用できる競売屋さんを調べるのに時間がかかるから、リーダーは前線に一いつ泊ぱくする予定で出かけました。私は、オークションが終わってリーダーが帰ってくるのをわくわくしながら待ちました。八人で分配してもきっとすごいお金になるから、あのお店の武器を買おうとか、個人ブランドのお洋服買おうとか、カタログ見ながらあれこれ考えて……、その時は、まさか……あんなことになるなんて……。

　…………リーダー、帰ってこなかったんです。

　翌日夜の待ち合わせを一時間過ぎても、メッセージ一つ届かなくて。位置追つい跡せきしても反応ないし、こっちからのメッセージにも返事がないし。

　まさかリーダーがアイテムの持ち逃げなんてするはずないので、嫌いやな予感がして、何人かで黒鉄宮の《生命の碑》を確認にいきました。

　そしたら…………。




　ヨルコはそこでぎゅっと唇くちびるを嚙かみ、何度も首を左右に振ふった。

　俺おれとアスナは、しばしかけるべき言葉を見つけられなかった。

　幸い──と言うべきか、ヨルコはやがて目め尻じりを拭ぬぐうと顔を上げ、震ふるえてはいるがはっきりした口調で告げた。

「死亡時刻は、リーダーが指輪を預かって上層に行った日の夜中、一時過ぎでした。死亡理由は……貫通属性ダメージ、です」

「……そんなレアアイテムを抱かかえて圏けん外がいに出るはずがないよな。てことは……《睡すい眠みんＰＫ》か」

　俺が呟つぶやくと、アスナもかすかに首しゆ肯こうした。

「半年前なら、まだ手口が広まる直前だわ。宿代を節約するために、ドアロックできない公共パブリツクスペースで寝る人も少なくなかった頃ころよ」

「前線近くは宿屋も高いしな……。ただ……偶ぐう然ぜんとは考えにくいな。リーダーさんを狙ねらったのは、指輪のことを知っていたプレイヤー……つまり……」

　瞑めい目もくしたヨルコが、こくりと頭を動かした。

「ギルド《黄金林檎》の残り七人……の誰だれか。私たちも、当然そう考えました。ただ……その時間に、誰がどこにいたのかを遡さかのぼって調べる方法はありませんから……皆みんなが皆を疑う状じよう況きようのなか、ギルドが崩ほう壊かいするまでそう長い時間はかかりませんでした」

　再び、重苦しい沈ちん黙もくがテーブル上を這った。

　──嫌いやな話だ、とても。

　──同時に、あり得ることだ。充じゆう分ぶんに。

　万に一つの幸運でドロップしたレアアイテムが原因で、それまで不和の兆きざしすらなかった仲良しギルドが崩ほう壊かいしてしまう例というのは実はそう珍めずらしくはない。噂うわさ話ばなしでもあまり聞かないのは、当事者たちにとっては消し去ってしまいたいだけの記き憶おくだからだ。

　しかし、ここで俺おれはどうしても、ヨルコにしなければならない質問があった。

　沈ちん鬱うつな表情で俯うつむく年上の女性に、俺はあえて渇かわいた口調で訊たずねた。

「ひとつ、教えてほしい。そのレア指輪の売ばい却きやく分配に反対した三人の、名前は……？」

　更さらに数秒間黙だまりつづけてから、ヨルコは意を決したように顔を上げ、はっきりと答えた。

「カインズ、シュミット……そして、私です」

　──やや意外な回答、ではあった。無言で両眼を瞬しばたたかせた俺に向かって、ヨルコはかすかに自じ嘲ちようの滲にじむ言葉を続けた。

「ただ、反対の理由は、彼らと私で少し違いました。カインズとシュミットは、前衛戦士フオワードとして自分で使いたいから。そして私は……当時、カインズと付き合い始めていたからです。ギルド全体の利益よりも、彼氏への気き兼がねを優先しちゃったんです。バカですよね」

　口をつぐみ、テーブルに視線を落とすヨルコに、これまで長く沈ちん黙もくしていたアスナが柔らかい語調で訊たずねた。

「ね、ヨルコさん。もしかして……あなた、カインズさんと、ギルド解散後もずっとお付き合いしてたの……？」

　すると、ヨルコは俯いたまま、小さく首を左右に振ふった。

「……解散と同時に、自然消しよう滅めつしちゃいました。たまに会って、ちょこっと近きん況きよう報告するくらいで……やっぱり、長く一いつ緒しよにいればどうしても指輪事件のことを思い出しちゃいますから。昨日きのうもそんな感じで、ご飯だけの予定だったんですけど……その前に、あんなことに……」

「そう……。──でも、ショックなのは変わらないわよね。ごめんなさいね、辛つらいこと色々訊きいちゃって」

　ヨルコは再び短くかぶりを振る。

「いえ、いいんです。それで……グリムロックですけど……」

　突とつ然ぜんその名前を切り出され、俺は思わずまっすぐに座り直した。

「……彼は《黄おう金ごん林りん檎ご》のサブリーダーでした。そして同時に、ギルドリーダーの《旦だん那なさん》でもありました。もちろんＳＡＯでの、ですけど」

「え……、リーダーさんは、女の人だったのか？」

「ええ。とっても強い……と言ってもあくまで中層レベルでの話ですけど……強い片手剣士で、美人で、頭もよくて……私はすごく憧あこがれてました。だから……今でも信じられないんです。あのリーダーが、《睡すい眠みんＰＫ》なんて粗そ雑ざつな手段で殺されちゃうなんて……」

「……じゃあ、グリムロックさんもショックだったでしょうね。結けつ婚こんまでするほど好きだった相手が……」

　アスナの呟つぶやきに、ヨルコはぶるっと身体を震ふるわせた。

「はい。それまでは、いつもニコニコしてる優しい鍛か冶じ屋やさんだったんですけど……事件直後からは、とっても荒すさんだ感じになっちゃって……ギルド解散後は誰とも連れん絡らく取らなくなって、今はもうどこにいるかも判らないです」

「そうか……。辛つらい質問ばかりして悪いけど、最後にもう一つだけ教えてほしい。昨日きのうの事件……カインズさんを殺したのがグリムロックさんだ、という可能性は、あると思うか？　実は、カインズさんの胸に刺ささっていた黒い槍やり……鑑かん定ていしたら、作成したのはグリムロックさん当人だったんだ」

　この問いはつまり、半年前の《指輪事件》の真犯人がカインズである可能性があるか、と訊たずねているに等しい。

　ヨルコは長い逡しゆん巡じゆんを見せたあと、ごく小さな動きで、首を縦に振ふった。

「……はい……その可能性はあると思います。でも、カインズも、私も、リーダーをＰＫして指輪を奪うばったりなんかしてません。無実の証しよう拠こはなにもないですけど……。もし昨日の事件の犯人がグリムロックさんなら……あの人は、指輪売却に反対した三人、つまりカインズとシュミット、それに私を、全員殺すつもりなのかもしれません……」




　俺おれとアスナは、ヨルコをもとの宿屋に送り届けたあと、数日分の食料アイテムを渡わたして絶対に部屋から出ないよう言い含めた。

　せめてもの配はい慮りよとして、宿屋でもっとも広い三部屋続きのスイートに移動してもらい、料金も一週間ぶん前まえ払ばらいしておいたが、暇ひまつぶしにネットゲームをすることもできないアインクラッドでは閉じこもっているにも限度がある。なるべく早く事件を解決すると約束し、俺たちは宿屋を後にした。

「……ほんとは、ＫｏＢの本部に移ってもらえればもっと安心なんだけどね……」

　アスナの言葉に、俺は55層主街区である《鉄の都》グランザムに新設されたばかりの血盟騎士団本部の威い容ようを思い出しながら頷うなずいた。

「まあな……。でも、本人がどうしても嫌いやだって言うなら無理強いもできないしな」

　ヨルコをＫｏＢ本部で保護するためには、事情をギルドにあまさず説明せねばならない。それはつまり、半年前の《黄金林檎》解散劇の一部始終がオープンになるということだ。ヨルコはおそらく、カインズの名誉のためにそれを拒こばんだのだろう。

　転移門広場まで戻もどると同時に、街に午前十一時の鐘かねが響ひびいた。

　雨はようやく上がったが、代わりに濃こい霧きりが漂い始めた。俺はそれを透すかして、黒とアッシュピンクで統一された装いのアスナを見やり、口を開いた。

「さて、これから……」

「…………？」

　尻しり切きれトンボに黙だまり込こんだ俺おれに、アスナが首を傾かしげた。

　今いま更さらすぎる──のは確かだろうが、やはりここはヒトコトでも言っておくべきなのだろうと判断し、わざとらしい咳せき払ばらいとともに続ける。

「うほん、いや、え──と。その……よ、よく似合ってますよ、それ」

　おお言えた。これで俺も一流の紳しん士し。

　と思ったのも束つかの間ま、めりっと音がしそうなほどに剣けん吞のんな顔になったアスナが、右手の人差し指をどすんと俺の胸に突つきつけながら唸うなり声ごえを出した。

「うー！　そーゆーのはね、最初に見たときに言いなさい!!」

　着き替がえてくる！　と超高速反転したその横顔が、耳まで赤くなっていたのは、やはり激げき怒どゆえであろうか。

　解らない。まったく解らない、女性心理というものは。




　手近の無人家屋を利用して衣服を普ふ段だんの騎き士し装そうに変へん更こうしたアスナは、長い髪かみを背中に払はらいながらつかつかと戻もどってきて言った。

「で、これからどうするの？」

「あ、は、はい。選せん択たく肢しとしては……その一、中層で手当たり次第にグリムロックの名前を聞き込んで居場所を探す。その二、ギルド黄金林檎のほかのメンバーを訪ねて、ヨルコの話の裏づけを取る。その三……カインズ殺害の手口の詳しい検討をする、くらいかな」

「ふむむ」

　腕うで組ぐみをし、アスナは思案顔になった。

「その一は、二人ふたりじゃちょっと効率悪すぎるわね。現在の推すい測そくどおりグリムロックが犯人なら、積極的に身を隠かくしてるでしょうし。その二は……結局ほかのメンバーも当事者なんだから、裏の取りようがないって言うか……」

「へ？　どういうこと？」

「つまり、仮にさっきのヨルコさんの話と矛む盾じゆんする情報が聞けたとするじゃない？　でも、私たちにはどっちが真実なのか断定するすべなんか無いってことよ。混乱するだけだわ。もうちょっと客観的な判断材料が欲しいわね……」

「じゃあ……その三か」

　ちらりと目を見み交かわし、俺たちはこくりと頷うなずいた。

　そもそも俺とアスナがこの事件にここまで熱心に首を突つっ込こんでいるのは、ヨルコには申し訳ないが《黄金林檎》リーダー殺害事件の真相を暴あばくためではなく、カインズを殺した《圏けん内ないＰＫ》の手口を突つき止とめるためなのだ。

　昨夜、目の前で起きたあの事象に関してこれまでに断定できたことは、《圏けん外がいで発生した貫通継続ダメージを圏けん内ないに持ち込んだものではない》という一点のみだ。他ほかにどのような可能性があるのか、一度とことん議論しておく必要はある。

「でもな……もうちょっと、知ち識しきのある奴やつの協力が欲しいな……」

　俺おれが呟つぶやくと、アスナが眉まゆをひそめた。

「そうは言っても、無む闇やみと情報をばら撒まいちゃヨルコさんに悪いわ。絶対に信しん頼らいできる、それでいて私たち以上にＳＡＯのシステムに詳くわしい人なんか、そうそう……」

「…………あ」

　俺はふと、一人ひとりのプレイヤーの名前を思いつき、指をぱちんと鳴らした。

「いるじゃん。あいつ呼び出そうぜ」

「誰だれ？」

　俺が名を告げた途と端たん、アスナが眼を剝むいてのけぞった。










　　　５




　昼飯オゴるから、という俺の追記に惹ひかれたわけではないだろうが、アスナがメッセージを飛ばした三十分後、本当にその男が現れたのには実のところ少々驚おどろいた。

　アルゲード中央の転移門から音もなく進み出た長身の姿を見た途と端たん、広場を行き交う多数のプレイヤーたちが激しくざわめいた。暗赤色のローブの背にホワイトブロンドの長ちよう髪はつを束たばねて流し、腰こしにも背中にも一切の武器を持たない──ＳＡＯには存在しない《魔ま導どう師し》クラスとすら思える雰ふん囲い気きをまとう男。ギルド《血盟騎士団》リーダーにしてアインクラッド最強の剣士、《神聖剣》ヒースクリフは、俺たちを見るとぴくりと片方の眉まゆを持ち上げ、滑すべるように近づいてきた。

　アスナがびしいっと音がしそうな動作で敬礼し、急き込むように弁解した。

「突とつ然ぜんのお呼び立て、申し訳ありません団長！　このバ……いえ、この者がどうしてもと言ってきかないものですから……」

「何、ちょうど昼食にしようと思っていたところだ。かの《黒の剣士》キリト君にご馳ち走そうしてもらえる機会など、そうそうあろうとも思えないしな。夕方からは装備部との打ち合わせが入っているが、それまでなら付き合える」

　滑なめらか、かつ鋼はがねのように引ひき締しまったテノールでそう言うヒースクリフの顔を見上げ、俺おれは肩をすくめた。

「あんたには、ここのボス攻略戦で十分もタゲ取ってもらった礼をまだしてなかったしさ。そのついでに、ちょっと興きよう味み深い話を聞かせてやるよ」

　最強ギルドＫｏＢのナンバー１と２を案内したのは、俺の知る限りアルゲードもっとも胡う散さん臭くさい、謎なぞのＮＰＣメシ屋だった。決して味が気に入ってるわけではないが、醸かもし出だす総体としての雰ふん囲い気きが、なぜか俺の琴きん線せんに触ふれるのだ。

　迷宮のような隘あい路ろを、五分ほども右に折れ下に潜もぐり左に回って上に登りした先に、ようやく現れた薄うす暗ぐらい店を眺ながめてアスナが言った。

「……帰りもちゃんと道案内してよね。わたしもう広場まで戻もどれないよ」

「ウワサじゃあこの街には、道に迷ったあげく転移結晶も持ってなくて、延えん々えんさまよってるプレイヤーが何十人も居るらしいよ」

　俺が薄うすく微笑ほほえみながらそう脅おどかすと、ヒースクリフが何事でもないように注ちゆう釈しやくを加えた。

「道みち端ばたのＮＰＣに頼たのめば、10コルで広場まで案内してくれるのだ。その金額すらも持っていない場合は……」

　両の掌てのひらをひょいっと持ち上げ、すたすた店に入っていく。何ともいえない顔になったアスナとともに、俺も後を追った。

　狭せまい店内は、期待通りまったくの無人だった。安っぽい四人がけテーブルに座り、陰いん気きな店主に《アルゲードそば》三人前を注文してから、曇くもったコップで氷水をすする。右みぎ隣どなりのアスナが、いっそう微び妙みような顔で呟つぶやく。

「なんだか……残念会みたくなってきたんだけど……」

「気のせい気のせい。それより、忙しい団長どののためにさっそく本題に入ろうぜ」

　向かいで涼しい顔をしているヒースクリフを、ちらっと見上げて俺は言った。

　昨夜の事件のあらましを、アスナが的確かつ簡潔に説明するのを聞くあいだも、《神聖剣》の表情はほとんど変わることはなかった。ただ唯ゆい一いつ、カインズの死の場面で、片方の眉まゆがぴくっと動いた。

「……そんなわけで、ご面めん倒どうおかけしますが、団長のお知恵を拝借できればと……」

　アスナがそう締しめくくると、ヒースクリフはもう一度氷水を含ふくみ、ふむ、と呟いた。

「では、まずはキリト君の推測から聞こうじゃないか。君は、今回の《圏内殺人》の手口をどう考えているのかな？」

　話を振ふられ、俺は頰ほお杖づえをついていた手をはずして指を三本立てた。

「まあ……大まかには三通りだよな。まず一つ目は、正当な圏内デュエルによるもの。二つ目は、既き知ちの手段の組み合わせによるシステム上の抜ぬけ道みち。そして三つ目は……アンチクリミナルコードを無効化する未知のスキル、あるいはアイテム」

「三つ目の可能性は除外してよい」

　即そく座ざにそう言い切ったヒースクリフの顔を、俺おれは思わずまじまじと凝ぎよう視ししてしまった。アスナも同様に、二、三度瞬まばたきしてから言う。

「……断言しますね、団長」

「想像したまえ。もし君らがこのゲームの開発者なら、そのようなスキルなり武器を設定するかね？」

「まあ……しないかな」と、俺おれ。

「何な故ぜそう思う？」

　磁力的な視線を放つ真しん鍮ちゆう色いろの瞳ひとみをちらりと見返し、俺は答えた。

「そりゃ……フェアじゃないから。認めるのもちょいと業ごう腹はらだけど、ＳＡＯのルールは基本的に公正さフエアネスを貫つらぬいてる。たった一つ、あんたの《ユニークスキル》を除いては、な」

　最後の一言を、片かた頰ほおの笑みとともに付け加えてやると、ヒースクリフも無言で同種の微び笑しようを返してきた。

　少しばかりギクッとするが、表情は変えない。いくらＫｏＢ団長とは言え、つい最近俺のスキルスロットに追加された《あれ》のことまでは知らないはずだ。

　謎なぞのニヤニヤ笑いを応おう酬しゆうし続ける俺とヒースクリフを順に見やって、アスナがため息混じりに首を振ふり、言葉を挟はさんだ。

「どっちにせよ、今の段階で三つ目の可能性を云うん々ぬんするのは時間の無む駄だだわ。確認のしようがないもの。てことで……仮説その一、デュエルによるＰＫから検討しましょう」

「よかろう。……しかし、料理が出てくるのが遅おそいな、この店は」

　眉まゆをひそめ、カウンターの奥おくを見やるヒースクリフに、俺は肩かたをすくめて見せた。

「俺の知る限り、あのマスターがアインクラッドで一番やる気ないＮＰＣだね。そこも含めて楽しめよ。氷水なら幾いくらでもおかわりできる」

　卓たく上じようの安っぽい水差しから、団長殿の前のコップにどばどば注いでから続ける。

「──圏けん内ないでプレイヤーが死んだならそれはデュエルの結果、てのがまぁ、常じよう識しきだよな。でも、これは断言していいけど、カインズが死んだときウィナー表示はどこにも出なかった。そんなデュエルってあるのか？」

　すると、隣となりでアスナが軽く首を傾かしげた。

「……そういえば、今まで気にしたこともなかったけど、ウィナー表示の出る位置ってどういう決まりになってるの？」

「へ？　……うーん」

　確かに、それは俺も考えもしなかったことだ。しかし、ヒースクリフは迷うふうもなく即そく座ざに答えた。

「決けつ闘とう者しやふたりの中間位置。あるいは、決着時ふたりの距きよ離りが十メートル以上離はなれている場合は、双そう方ほうの至近に二枚のウインドウが表示される」

「……よく知ってんな、そんなルール。てことは……カインズから最も遠くても五メートル弱の位置には出たはずだな」

　あの惨さん劇げきの様子を脳裏に再生し、俺おれは首を横に振ふった。

「周囲のオープンスペースには、ウインドウは出なかった。これは確実だ、目もく撃げき者しやがあんだけいたんだからな。あとは、カインズの背後の教会の中に出た場合だけど、それならあの時点で犯人もまた教会内部に留まってたはずで、カインズが死ぬ前に中に飛び込んだアスナと鉢はち合あわせしてなきゃおかしい」

「そもそも、教会の中にもウィナー表示は出なかったよ」

　アスナが付け加える。

　うむむ、と唸うなってから──。

「……デュエルじゃなかった……のか、やっぱり」

　呟つぶやくと、うらぶれたメシ屋の店内に、いっそう濃こい影かげが落ちた気がした。

「……選せん択たく間違ってない？　このお店……」

　呟いたアスナが、思考を切り替えるようにコップを干ほし、たんっとテーブルに置いた。そこにすかさず氷水をなみなみ満たす俺。微び妙みような顔でアリガトと言い、アスナは指を二本立てた。

「じゃあ、残る可能性は二つ目のやつだけね。《システム上の抜け道》。……わたしね、どうしても引っかかるのよ」

「何が？」

「《貫通継続ダメージ》」

　テーブル上に、必要も無いのに置いてある爪つま楊よう枝じ──この世界では歯は汚よごれない──を一本抜き、アスナはそのささやかな武器でしゅっと空気を貫つらぬいた。

「あの槍やりは、公開処しよ刑けいの演出だけじゃない気がするの。圏けん内ないＰＫを実現するために、継続ダメージがどうしても必要だった……そう思えるのよ」

「うん。それは俺も感じる」

　頷うなずいてから、しかし俺はおもむろにかぶりを振ふる。

「でも、それはさっき実験したじゃないか。たとえ圏外で貫通武器を刺しても、圏内に移動すればダメージは止まる」

「歩いて移動した場合は、ね。なら……《回かい廊ろう結けつ晶しよう》はどうなの？　あの教会の小部屋を出口に設定したクリスタルを用意して、圏外からテレポートしてくる……その場合も、ダメージは止まるのかしら？」

「止まるとも」

　再び、ヒースクリフが切れ味鋭するどく即そく答とうした。

「徒歩だろうと、回廊によるテレポートだろうと、あるいは誰だれかに放り投げられようと、圏内……つまり街の中に入った時点で、《コード》は例外なく適用される」

「ちょっと待った。その、《街の中》てのは、地面や建物の内部だけか？　上空はどうなる？」

　ふと、奇き妙みような空想に捉とらわれて俺おれは訊たずねた。

　あのロープ。槍やりに貫つらぬかれたカインズの首にロープを掛かけ、地面に触ふれないよう吊つり上あげたまま回かい廊ろうを通して教会の窓からぶら下げる……？

　これには、さしものヒースクリフもやや迷った様子を見せた。

　しかしほんの二秒後、束ねられた長ちよう髪はつがふわりと横に揺ゆれた。

「いや──、厳密に言えば、《圏けん内ない》は街区の境界線から垂直に伸のび、空の蓋ふた、つまり次層の底まで続く円柱状の空間だ。その三次元座標に移動した瞬しゆん間かん、《コード》はその者を保護する。だから、仮に街の上空百メートルに回廊の出口を設定し、圏外からそこに飛び込んでも、落下ダメージは発生しないことになる。大いに不快な神経ショックを味わうことにはなるが」

「へえーっ」

　俺とアスナは異口同音に嘆たん声せいを漏もらした。

《圏内》エリアの形状にではない。そんなことまで知っているヒースクリフの博覧強記ぶりに対してだ。ギルドマスターというのはそこまで勉強しなきゃ務まらないのか、と思いかけたが、脳裏に某カタナ使いの無精ひげ面が浮うかび即そく座ざに否定する。

　しかし──。

　となると、だ。たとえ《貫かん通つう継けい続ぞくダメージ》といえども、カインズが圏内にいた以上、その発生は停止していなくてはならない。つまりあの男のＨＰを削けずり切きったのは、短槍《ギルティソーン》以外のダメージソースである、ということになる──のだが。そこに、抜ぬけ道みちがありはしないだろうか。

　考え考え、ゆっくりと推測を口にする。

「……生命の碑には、カインズの死亡時刻とともに、その死亡原因も確かに表記されていた。《貫通属性攻こう撃げき》、とね。そして、カインズの消しよう滅めつとともに現場に残ったのは、あの黒い槍だけだった」

「そうね。他の武器がひそかに用いられたとは考えにくいわ」

「いいか……」

　俺おれは脳内で、強力なモンスターにクリティカルヒットを食らったときのあの胃がでんぐり返るような感覚を思い起こしながら先を続けた。

「物もの凄すごい威い力りよくのクリティカル・ヒットを喰くらった時、ＨＰバーはどうなる？」

　アスナは、何を今いま更さらと言いたげな眼で俺を見やり、答えた。

「ごっそり減るわよ、もちろん」

「その減り方だよ。ある幅はばが一いつ瞬しゆんでゴソっと消滅するわけじゃなくて、右みぎ端はしからスライドして減っていくだろ。つまり、被ひ弾だんと、その結果としてのＨＰ減算のあいだには、わずかながらタイムラグがあるわけだ」

　ここに至って、ようやくアスナは俺おれの言いたいことを察したようだった。ヒースクリフのほうは完かん璧ぺきな無表情を保っているので、内心はとても見み抜ぬけない。

　二人を順じゆん繰ぐりに見てから、俺は手て振ぶりとともに言った。

「例えば、だ。圏けん外がいに於おいて、カインズのＨＰを、槍やりの一いち撃げきで満タンからゼロまで持っていく。あいつは装備から見ても壁タ戦ン士クだ、ＨＰの総量はかなりの数字だったろう。バーが左ひだり端はしまで減り切るのに、そうだな……五秒はかかってもおかしくない。その間に、カインズを回かい廊ろうで教会に送り、窓からぶら下げる……」

「ちょ……ちょっと待ってよ」

　アスナが掠かすれた声で遮さえぎった。

「攻こう略りやく組ぐみじゃなかったにせよ、カインズさんはボリュームゾーンでは上のほうのプレイヤーだった。そんな人のＨＰを単発ソードスキルで削けずり切きるなんて、私にも……キミにも不可能なはずだわ！」

「まあ、そうだろうな」

　軽く頷うなずく。

「たとえ《ヴォーパル・ストライク》がクリティカルで入っても、半分も減らせないだろう。でも、ＳＡＯには何千というプレイヤーがいるんだ。攻略組に所属していない……つまり俺やアスナがまったく知らない、しかもレベルがはるかに上の剣士が存在するという可能性は否定できない」

「つまり……あの槍でカインズさんを殺したのがグリムロックさん本人なのか、依い頼らいされた《レッド》なのかは分からないけど、ともかくその当人は、フル武装の壁タ戦ン士クを一いち撃げき死させられるほどの実力者だ、って言いたいの……？」

　肯こう定ていの意を示すためにひょいっと肩かたをすくめてから、俺は《先生》の採点を待つ気分で向かいに座る男を見やった。

　ヒースクリフは、半眼に閉じた瞳ひとみをしばらくテーブルに向けていたが、やがてゆっくりと頷うなずいた。

「手法としては、不可能ではない。確かに、圏外において対象プレイヤーのＨＰを一撃で消失せしめ、あらかじめ開いておいた回廊コリドーによって即そく座ざにテレポートさせれば、見かけ上の《圏内ＰＫ》を演出することはできる」

　おっ、もしや正解？　と思ったのも束つかの間ま、よく通る声で「だが」の一言が続いた。

「……無論君も知っているだろうが、貫かん通つう武器の特性というのは、一にリーチ、二に装甲貫通力だ。単純な威い力りよくでは、打だ撃げき武器や斬撃武器に劣おとる。重量級の大型ランスならまだしも、ショートスピアならば尚なお更さらだ」

　これは痛いところを突つかれた。

　不ふ貞て腐くされる子供のように唇くちびるを尖とがらせる俺おれに、かすかな笑みを向けてヒースクリフは続けた。

「決して高級品ではないショートスピアで、ボリュームゾーンの壁戦士を一いち撃げき死させようと思ったら……そうだな、現時点でレベル１００には達している必要があろうかと思うが」

「ひゃくぅ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を出したのはアスナだ。

　見開いたはしばみ色の瞳ひとみで、ヒースクリフと俺を順番に眺ながめてから、細剣使いはぷるぷると首を振ふった。

「い……いるわけないわよ、そんな人。今まで、君やわたしがどんだけ激しいレベリングをしてきたか、忘れたわけじゃないでしょう。レベル１００なんて……二十四時間、最前線の迷宮区に籠こもり続けたって絶対にムリだわ」

「私もそう思うね」

　最強ギルドＫｏＢのナンバー１と２に揃そろって否定されてしまえば、しがないソロプレイヤーに論理的反はん駁ばくなぞできようはずもない。事実、攻こう略りやく組ぐみの中でもほぼトップに近いと思われる俺のレベルですら、現状まだ80ちょいなのだ。

　しかし俺は、ぶちぶちと諦あきらめ悪く言い返した。

「……ぷ、プレイヤーのステータス由来じゃなくて、スキルの強さってセンもあるぜ。例えば、さ……じゃない、二人目の《ユニークスキル》使いが現れた、とかさ」

　すると、暗赤色のローブの肩かたを揺ゆらし、団長どのがかすかに笑った。

「ふ……。もしそんなプレイヤーが存在するなら、私が真っ先にＫｏＢに勧かん誘ゆうしているよ」

　そして内面の窺うかがい知しれない目でじっとこっちを見るものだから、俺はこの線を引っ張ることを断念し、安物の椅い子すに背中を預けた。

「うーん、いけると思ったんだけどなぁ。あとは……」

　フィールドボスモンスターに頼たのんで一いち撃げきくらわしてもらう、などと頭の悪いアイデアを口にする前に、俺の隣となりにのそっと立つ人ひと影かげがあった。

「……おまち」

　やる気皆かい無むな声とともに、ＮＰＣ店主は四角い盆ぼんから白いドンブリを三つテーブルに移した。油染みのあるコック帽ぼうの下に伸のびる長い前まえ髪がみのせいで、顔はさっぱり見えない。

　他の層の、清せい潔けつで礼れい儀ぎ正しくキビキビしたＮＰＣ店員ばかり見慣れているのだろうアスナの啞あ然ぜんとした視線に見送られながら、店主はのそのそとカウンターの向こうに戻もどっていった。

　俺は卓たく上じようから安っぽいワリバシを取り、ぱきんと割って、ドンブリを一つ引き寄せた。同じようにしながら、アスナが低い声で言った。

「……なんなの、この料理？　ラーメン？」

「に、似た何か」

　答え、俺は薄うすい色のスープに沈む縮ちぢれメンを引っ張り上げた。

　うらぶれた店内に、しばしズルズルという音が三つ、侘わびしく響ひびいた。

　ノレンの外をかさかさと乾かわいた風が吹きぬけ、表で謎なぞの鳥がクアーと鳴いた。

　数分後、空になったドンブリをテーブルの端はしに押しやってから、俺は向かいの男を見やった。

「……で、団長どのは、何か閃ひらめいたことはあるかい？」

「…………」

　スープまできっちり飲み干し、ドンブリを置いたヒースクリフは、その底の漢字っぽい模様を凝ぎよう視ししながら言った。

「……これはラーメンではない。断じて違う」

「うん、俺もそう思う」

「では、この偽にせラーメンの味のぶんだけ答えよう」
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　顔を上げ、ぱちんとワリバシを置く。

「……現時点の材料だけで、《何が起きたのか》を断定することはできない。だが、これだけは言える。いいかね……この事件に関して絶対確実と言えるのは、君らがその眼で見、その耳で聞いた一次情報だけだ」

「……？　どういう意味だ……？」

「つまり……」

　ヒースクリフは、真しん鍮ちゆう色いろの双そう眸ぼうで、並んで座る俺とアスナを順番に見つめ、言った。

「アインクラッドに於いて直接見聞きするものはすべて、コードに置ち換かん可能なデジタルデータである、ということだよ。そこに、幻げん覚かく幻げん聴ちようの入り込む余地はない。逆に言えば、デジタルデータでないあらゆる情報には、常に幻まぼろしや欺ぎ瞞まんである可能性が内包される。この殺人……《圏けん内ない事件》を追いかけるのならば、眼と耳、つまるところ己おのれの脳がダイレクトに受け取ったデータだけを信じることだ」

　ごちそうさまキリト君、と最後に言いい添そえ、ヒースクリフは立ち上がった。

　謎めいた剣士の言葉の意味を考えながら、俺も席を立ち、店主に「ごっそさん」と声をかけてノレンを潜くぐった。

　前に立つヒースクリフの、「何故こんな店が存在するのだ……」という呟つぶやきが、かすかに耳に届いた。




　迷路のような街並みに溶とけるように団長どのが消えてしまうと、俺は隣となりに立ち尽くすアスナに向き直り、訊たずねた。

「……お前、さっきの、意味わかった？」

「……うん」

　頷うなずくので、おおさすが副長、と思う。

「アレだわ。つまり《醬しよう油ゆ抜きの東京風しょうゆラーメン》。だからあんな侘わびしい味なんだわ」

「へ？」

「決めた。わたしいつか必ず醬油を作ってみせるわ。そうしなきゃ、この不満感は永遠に消えない気がするもの」

「……そう、頑がん張ばって……」

　うんうん、と頷うなずいてから、そうじゃなくて！　と一応つっこむ。

「え？　何、キリトくん？」

「変なもん食わせたのは悪かった、謝る、だから忘れてくれ。それじゃなく、ヒースクリフの奴やつ、なんか禅ぜん問もん答どうみたいこと言ってただろ。あれの意味」

「ああ……」

　アスナは今度こそしっかり頷き、答えた。

「あれはつまり、伝聞の二次情報を鵜う吞のみにするな、って意味でしょう。この件で言えば、つまり動機面……ギルド黄金林りん檎ごの、レア指輪事件のほうを」

「ええー？」

　俺は思わず唸うなり声ごえを出した。

「ヨルコさんを疑えってのか？　そりゃまあ、証拠なんかまるでない話ではあるけど……さっきアスナも、今いま更さら裏づけの取りようもないから、疑っても無意味だって言ってたじゃないか」

　するとアスナは、なぜかぱちくりと俺を見てからすぐに視線を逸そらし、二、三度軽く頷いた。

「ま、まあ、それはそうなんだけどね。でも、団長の言うとおり、ＰＫ手段を断定するにはまだ材料が足らなすぎるわ。こうなったら、もう一人の関係者にも直接話を聞きましょう。指輪事件のことをいきなりぶつければ、何かぽろっと漏もらすかもしれないし」

「へ？　誰だれ？」

「もちろん、きみからあの槍やりをかっぱらってった人よ」










　　　６




　視界右下端の数字が、ちょうど午後二時を示した。

　普ふ段だんなら、昼飯タイムを終え、迷宮区攻こう略りやく・午後の部が絶賛開催中の頃ころ合あいだ。しかし今日きようはもう街から出る余よ裕ゆうはあるまい。最前線のフィールドを横切り、ダンジョンの未み踏とう破はエリアに着く頃ころには日が暮れてしまう。

　俺おれのほうは、《天気がいいから》という理由だけでサボるような不真面目君なのでどうということもないが、二日連続で攻略を休んでしまうハメになった《閃せん光こう》の心中やいかに。

　と思いつつ、隣となりを歩くアスナの様子を横目で探ったが、意外にも日ごろより雰ふん囲い気きが和やわらいでいるように思えた。アルゲード裏通りの謎なぞショップを冷やかしたり、どこに続くのか解らない暗あん渠きよを覗のぞき込こんだり──俺の視線に気付くと、ん？　という感じで首を傾かしげつつ微笑ほほえんだりもするではないか。

「どうしたの？」

　訊きかれ、俺はぷるぷるかぶりを振ふった。

「い……いえ、なんでもないです」

「変な人。今に始まったことじゃないけど」

　くすっと笑い、両手を腰こしの後ろで組み合わせて、ととんとステップを踏ふむようにブーツの踵かかとを鳴らす。

　まったく、変なのはどっちなのだ。これが本当に、昨日きのう昼ひる寝ね中ちゆうの俺おれに雷かみなりを落とした攻こう略りやくの鬼おにと同一人物なのか。あるいは、何だかんだ言って《アルゲードそば》が気に入ったのだろうか。ならば次はぜひあの店で、更さらなる混こん沌とんの味《アルゲード焼き》を試して頂きたい。

　などと考えているうちに、やっとこ前方から転移門広場の喧けん騒そうが近づいてきた。幸い今回は、道案内ＮＰＣの世話になることなく戻もどってこられたようだ。

　俺は妙みように落ち着かない気分をむりやり切きり替かえるため、ひとつ咳せき払ばらいをした。

「ウホン……さてと、次はシュミット主将に話を聞くわけだけど。考えてみたら、この時間、ＤＤＡも狩りに出てるんじゃないの？」

「んー、それはどうかしらね」

　微び笑しようを消したアスナが、華き奢しやなおとがいに指先を当てて答えた。

「ヨルコさんの話を信じれば、シュミットさんも《指輪売却反対派》の一人で……つまりカインズさんと立場を同じくしているわけよね。本人にもその自覚があるのは、昨日きみの前に現れたときの様子からも明らかでしょう。謎なぞの《レッド》に狙ねらわれてる……と思われる状じよう況きようで、圏けん内ないから出るかしら」

「ああ……言われてみれば、そうかもな。でも、その《レッド》は、圏内ＰＫ手段を持ってる可能性が高いんだぜ。街に居ても、絶対に安全とは言い切れない」

「だからこそ、せめて最大限の安全を確保しようとするでしょうね。宿屋に閉じこもるか、あるいは……」

　そこまで聞いて、俺おれはようやくアスナの言わんとするところを悟さとった。指をぱちんと鳴らし、続ける。

「あるいは《籠ろう城じよう》するか、だな。ＤＤＡの本部に」




　最強ギルドのひとつ聖竜連合が、56層に華はな々ばなしくギルド本部ホームを構えたのはつい先日のことだ。血けつ盟めい騎き士し団だん本部のある55層のひとつ上なのは決して偶ぐう然ぜんではあるまい。豪ごう勢せい極まる披ひ露ろうパーティーには、何のお情けか俺も呼ばれたが、《ホーム》よりも《城キヤツスル》、あるいは《要塞フォート》というべき大おお仰ぎようさには驚おどろき呆あきれたものだ。せめてものイヤガラセに、クラインやエギルと卓たく上じようのご馳ち走そうを片かたっ端ぱしから平らげてやったが、過か剰じような味覚信号が入力されたせいかその後三日も腹部の膨ぼう満まん感かんに悩まされた。

　アルゲードの転移門から移動した俺は、街を見下ろす小高い丘にそびえ建つ忌いまわしき飽ほう食しよくの館を睨にらみ、うえっぷとおくびを漏もらした。アスナのほうは特に感かん慨がいもないらしく、すたすたと赤レンガの坂道を登っていく。

　銀の地に青いドラゴンを染め抜いたギルドフラッグが翻ひるがえる白はく亜あの尖せん塔とう群ぐんを見上げながら、俺はしつこくぼやいた。

「しっかし、いくら天下のＤＤＡ様と言っても、よくこんな物件買う金があるよなぁ。どうなんすかそのへん、ＫｏＢの副長殿としては」

「まーね、ギルドの人数だけで言えば、ＤＤＡはうちの倍はいるからね。それにしたってちょっと腑ふに落ちない感じはするけど。うちの会計のダイゼンさんは、『えろう高効率のファーミングスポットを何個も抱かかえてはるんやろなぁ』って言ってた」

「へええ」

　ファーミング、というのは、大量のＭｏＢモンスターを高回転で狩り続けることを指すＭＭＯ用語だ。俺が去年の冬、とある事情で無茶なレベリングに邁まい進しんしたときに籠こもった46層の《アリ谷》などが代表的なスポットだが、その場所で発生した時間あたりの経験値がある閾いき値ちを超えると、ＳＡＯ世界を支配するデジタルの神である《カーディナル・システム》の手によって効率が下方修正されてしまう。

　ゆえに、優秀なファーミングスポットは全プレイヤーに公開し、その恩恵が枯れるまで公平に分け合いましょう、というのが攻略組の紳しん士し協定なのだが、ＤＤＡはそれに反してスポットを幾いくつか秘ひ匿とくしているのではないか──というのがアスナの言の要旨である。

　ズルイと言えばズルイが、ＤＤＡが強化されれば結果として攻略組総体も強化されるわけで、真っ向正面から糾きゆう弾だんするわけにもいかない。

　その先には、最終的に、攻こう略りやく組ぐみという存在そのものにつきまとう自己矛む盾じゆんが現れてくるからだ。デスゲームからの解放を錦にしきの御み旗はたに、システムが供給するリソースの大部分を独どく占せんし、恐おそるべき先細りのヒエラルキーを維い持じし続けようとする俺おれたち全員のエゴが。

　そう考えれば、攻略組の対極に存在する組織《アインクラッド解放軍》の主張する、全プレイヤーの獲かく得とくリソースの一いつ括かつ徴ちよう収しゆう・公平分配──という方針も、あながち妄もう言げんと一いつ蹴しゆうできないのかもしれない。そう──、仮に《軍》のその主張が実現していれば、恐らくは今回の《圏けん内ない事件》も起こらなかったのだ。原因となった指輪は、ドロップした直後に徴ちよう発はつされ、売却され、利益が細かく分割されて融とけて消えたのだろうから。

「まったく……、ほんとに嫌いやな性格してるよ、このデスゲームを創つくった奴やつは……」

　なんでよりにもよって《ＭＭＯ》なのだ。ＲＴＳストラテジーとかＦＰＳシユーテイングとか、もっと公平で、刹せつ那な的てきで、お手軽にカタのつくゲームは山ほどあるというのに。

　ＳＡＯは、高レベル者の我エ執ゴを試している。矮わい小しような優ゆう越えつ感かんと、仲間の──ひいては全プレイヤーの命を天てん秤びんにかけることを強制してくる。

　指輪事件の犯人は、その我執に吞のまれたのだ。

　俺おれにとっては、まったく他ひ人と事ごとではない。レアなマジックアイテムなど比ひ較かくにならぬほど重大な秘密を、己のステータスウインドウに独占している俺には。

　──と、俺の呟つぶやきを聞いたのか、まるで全思考までもトレースしたようにアスナが囁ささやいた。

「だから、この事件はわたしたちが解決しなきゃいけないんだよ」

　そして、俺おれの右手を一いつ瞬しゆんきゅっと握にぎり、どんな迷いも吹き飛ぶような揺ゆるぎない微び笑しようを浮うかべる。柄がらにもなくドギマギする俺に、「ちょっとそのへんで待ってて」と言い残し、アスナはすぐ目の前に迫った巨きよ大だいな城門へと確かな足取りで歩み寄っていった。ほのかな温度が残る右手をコートのポケットに突つっ込こみ、俺は手近な樹の幹みきに背中を預けた。

　ギルドの本ほん拠きよ地ちとして登録されている建築物の敷しき地ちには、基本的に所属メンバーしか立ち入ることはできない。プレイヤーホームと同じ扱あつかいというわけだ。だから本来ならば門番など必要ないのだが、人手に余よ裕ゆうのあるギルドは、警備というより来客の取次ぎのために交代制で人員を配置していることが多い。

　聖竜連合もその例に漏もれず、麗れい々れいしい城門には二人の重装槍戦士が仁に王おう像ぞうのように立ちはだかっていた。

　──門番っつうか、ＲＰＧの中ボスだよな絶対。などと考え、つい内心で構えてしまう俺とは異なり、アスナは一直前に右側の男に近づくとさらりと挨あい拶さつした。

「こんにちは。わたし、血けつ盟めい騎き士し団だんのアスナですけど」

　すると、巨きよ軀くの戦士は一瞬上体をのけぞらせ、軽い声を出した。

「あっ、ども！　ちゅーっす、お疲れっす！　どーしたんすかこんなトコまで！」

　ぜんぜん仁王様でも中ボスでもなかった。アスナは可か憐れんなスマイルを駆かけ寄よってきた左の男にも惜おしげなくサービスし、用件を切り出した。

「ちょっとお宅のメンバーに用があって寄らせてもらったの。シュミットさんなんだけど、連れん絡らくしてもらえます？」

　すると男たちは顔を見合わせ、片方が首を捻ひねった。

「あの人は今前線の迷宮区じゃないっすかね？」

　それに、もう一方が答える。

「あ、でも、朝メシのときに『今日は頭痛がするから休む』みたいなこと言ってたかも。もしかしたら自分の部屋に居るかもしれないから、呼んでみるッスね」

　実に協力的でびっくりしてしまう。ＤＤＡとＫｏＢはギルド単位では決して仲がいいとは言えないはずだが、個人ではその限りではないのか──あるいは、アスナの魅み力りよくパラメータの力か。後者だとしたら、俺おれは最後まで出ていかないほうがよさそうだ。

　城門にほど近い樹の幹にぴったり張り付くようにして軽く隠いん蔽ぺいレベルを上げてみたりしている間に、門番の一人が手早くメッセージを打ち、送信した。

　すると、わずか三十秒ほどで返信があったらしく、門番は再びウインドウに指を走らせた。やはりシュミットはこの城に立てこもっているのだ。前線のダンジョンで戦せん闘とう中ちゆうなら、そんな素早いレスポンスはとてもできない。

　文面をちらっと見た門番は、困ったように眉まゆを寄せた。

「やっぱ今日きようは休みみたいっすけど……でも、なんか、まず用件を聞け、とか言ってるんですけど」

　するとアスナは、少し考え、短く答えを口にした。

「じゃあ、『指輪の件でお話が』とだけ伝えてください」

　効果は覿てき面めんだった。

　頭痛で臥ふせっているはずの男は、物もの凄すごいダッシュで城門に駆かけつけるや否や、「場所を変えてくれ」とひと言だけ言って足早に丘おかを降りはじめた。その後に続いたアスナが目の前を通り過ぎた時点で、そしらぬ顔で木こ陰かげから出て合流する。シュミットはちらりとこちらを一いち瞥べつしたが、俺おれとアスナがコンビで動いているのをすでに知っているからか、さしたる反応は見せずに足を速めた。

　数メートル前をのしのし歩くシュミットの格好は、昨日きのう俺から槍やりを巻き上げていった時と同じ、高級そうなプレートアーマーだった。しかも、その下に薄うす手でのチェインメイルまで着込んでいる。さすがに巨きよ大だいなランスは背負っていないが、装備重量は大変なものだろう。その重さを感じさせずに前ぜん傾けい姿勢で高速前進していく様は、もはや壁タ戦ン士クというよりアメフトの選手のようだ。

　ＳＡＯプレイヤーにはごく珍めずらしい体育会系オーラを纏まとった大男は、坂道を降りきって市街に入ったところでようやく足を止めた。がしゃりと鎧よろいを鳴らして振ふり向むきざま、アスナではなく俺に詰きつ問もんしてくる。

「誰だれから聞いたんだ」

「へ？」

　と訊きき返かえしかけてから、『指輪のことを』という目的語が省略されているのだと気付き、慎しん重ちように答える。

「……ギルド《黄金林りん檎ご》の元メンバーから」

　途と端たん、逆立つ短たん髪ぱつの下で、太い眉まゆ毛げがびくりと動いた。

「名前は」

　ここで俺はやや迷ったが、仮にシュミットが昨日の事件の犯人ならば、当然カインズがヨルコと一いつ緒しよにいたことは知っているはずだ。今いま更さら名前を伏せる意味はない。

「ヨルコさん」

　答えると、大男は一いつ瞬しゆん放心したように視線を上向け、次いでふうううっと長く息を吐はいた。

　俺は無表情を保ちながら、素早く考えた。今の反応が見た目どおり《安あん堵ど》ならば、それはヨルコが自分と同じ側、つまり《指輪売却反対派》だったことを知っているからだろう。

　やはりシュミットもすでに、昨日の事件の構図が、グリムロックを含む《売却派》の誰かによる《反対派》への復ふく讐しゆうであるという可能性に辿たどり着ついているのだ。だからこそ、仮病で狩りを休み安全なギルド本部に立てこもっていた。

　現時点では、シュミットがカインズ殺害の犯人であるという線はかなり薄うすくなってきているが、それでも動機がないわけではない。例えば指輪事件の犯人はカインズとシュミットで、口くち封ふうじのために一方が一方を殺した可能性は残る。そう考えつつ、俺おれは直球な質問を放った。

「シュミットさん。昨日きのうあんたが持っていった槍やりを作ったグリムロック氏、今どこにいるか知ってるか？」

「し……知らん!!」

　叫びながら、シュミットは激しく首を振ふった。

「ギルド解散以来いちども連れん絡らくしてないからな。生きてるかどうかも知らなかったんだ！」

　早口で言いながらも、視線が街並みのあちこちを彷徨さまよう。まるで、どこからか槍やりが飛んでくるのを怖おそれるように。

　と、ここで今まで黙だまっていたアスナが、穏おだやかな声で話しかけた。

「あのね、シュミットさん。わたしたちは、黄金林りん檎ごのリーダーさんを殺した犯人を捜さがしてるわけじゃないの。昨日の事件を起こした人を……もっと言えば、その手口を突つき止とめたいだけなのよ。《圏けん内ない》の安全を今までどおりに保つために」

　わずかな間を取り、いっそうの真しん剣けん味みを加えて続ける。

「……残念だけど、現状で一番疑わしいのは、あの槍を鍛きたえた……そしてギルドリーダーさんの結けつ婚こん相手でもあったグリムロックさんです。もちろん、誰だれかがそう見せかけようとしている可能性もあるけど、それを判断するためにも、どうしてもグリムロックさんに直接話を聞きたいの。今の居所か、あるいは連絡方法に心当たりがあったら、教えてくれませんか？」

　大きなヘイゼルの瞳ひとみでじっと見み詰つめられ、シュミットはわずかに上体を引いた。どうやら、女性プレイヤーと話すのは大得意というわけではないらしい。俺と同じく。

　そのままぷいっと横を向き、口許をかたくなに引き結んでしまう。アスナの正面攻こう撃げきも効かないとは、これは一ひと筋すじ縄なわではいかないかと俺はため息を吞のみ込こんだ。しかし、直後。

「…………居所は本当にわからない。でも」

　ぼそぼそとシュミットは話し始めた。

「当時、グリムロックが異常に気に入ってたＮＰＣレストランがある。ほとんど毎日のように行ってたから、もしかしたら今でも……」

「ほ、ほんとか」

　俺は身を乗り出しながら、同時に考えた。

　アインクラッドでは、食べることがほとんど唯ゆい一いつの快楽と言っていい。そして同時に、廉れん価かなＮＰＣ料理で好みの味が見つかることはかなり稀まれだ。毎日行くほど気に入った店なら、ずっと断ちつづけることはなかなかに難しいはず。俺とても、日々の食事はわずか三さん軒けんのレストランをローテーションしているのだ。ちなみにそこに、さっきの謎なぞメシ屋は含ふくまれていない。

「なら、その店の名前を……」

「条件がある」

　言いかけた俺おれの言葉を、シュミットが半ばで遮さえぎった。

「教えてもいいが、一つだけ条件がある。…………彼女に、ヨルコに会わせてくれ」




　シュミットを手近な道具屋で待たせ、俺とアスナは出された条件について手短に話し合った。

「危険は……ないわよね？　あるのかしら？」

「う、うーん……」

　アスナに問われ、しかし俺も即そく座ざには判断ができずにしばし唸うなった。

　仮にシュミットが──あるいはほとんど有り得ないだろうがヨルコが昨日きのうの圏けん内ない殺人の犯人だったとすると、どちらの場合も一方がもう一方を次の標的にしている可能性は高い。引き合わせたその場で謎なぞの《圏内ＰＫ技》が炸さく裂れつし、新たな死者が出てしまうという展開だって絶対にないとは言えない。

　ただ、その場合も、武器を装備してソードスキルを発動させる手順は絶対に必要になるはずだ。そしてその操作には、ウインドウを開いて装備フィギュアを再設定しＯＫボタンを押すだけの、最低でも四、五秒はどうしても要求される。

「……俺たちが眼を離さなければ、ＰＫのチャンスはないはずだ。──でも、それが目的じゃないとすると、そもそもシュミットの奴やつはなんで今いま更さら、ヨルコさんに会わせろなんて言い出すんだろ？」

　両手を軽く広げてみせると、アスナも大きく首を傾かしげる。

「さあ……実は片想いしてた、とかじゃ……ないわよね、うん」

「えっ、マジで」

　俺は思わず、朴ぼく訥とつそうと言えなくもない外見のシュミット氏を振ふり向むこうとしたが、アスナにコートの襟えりを引っ張られ制止されてしまった。

「違うって言ってるでしょ！　……ともかく、危険がないならあとはヨルコさん次第だわ。メッセージ飛ばして確認してみる」

「は、はい、お願いします」

　アスナはウインドウを開くや、猛もう烈れつな速度でホロキーボードをタイプした。この《フレンド・メッセージ》は離はなれている相手と即そく座ざに連れん絡らくが取れる便利な機能だが、たとえ相手の名前が判っていても、フレンド登録しているか同じギルドのメンバーか、あるいは結婚していないと利用できない。よってグリムロック氏への連絡には使えないわけだ。一応、名前を知っているだけで送れる《インスタント・メッセージ》というものもあるが、同じ層にいなくては届かないし、相手に届いたかどうかを確認することもできない。

　ヨルコからはすぐに返信があったらしく、アスナは開いたままのウインドウを一いち瞥べつするや頷うなずいた。

「ＯＫだって。じゃあ……ちょっと不安だけど、案内しましょう。場所はヨルコさんが泊とまってる宿屋でいいわよね」

「うん。彼女を外に出すのはまだ危険だからな」

　同意してから、俺おれは今度こそ背後の道具屋で待っているシュミットに向き直った。ＯＫマークを作ってやると、重武装の大男は、あからさまにほっとした顔になった。




　三人で59層から57層主街区マーテンへと転移し、青いポータルから出た時には、街はすでに夕景に包まれていた。

　広場にはＮＰＣや商人プレイヤーの屋台が立ち並び、賑にぎやかな売り声を響ひびかせている。その間を、一日の疲れを癒いやしにきた剣士たちが連れ立って歩いているが、広場のとある場所だけがぽかりと空くう疎そな間かん隙げきを作っていた。

　小さな教会に面した一画。言うまでもなく、ほぼ二十四時間前にカインズという名の男が謎なぞの惨ざん死しを遂とげた場所だ。俺はどうしても吸い寄せられそうになる視線を無理やり前方に固定し、昨日も歩いた道を進み始めた。

　数分で目指す宿屋に到着し、二階へと上る。長い廊ろう下かの一番奥おくが、ヨルコが滞たい在ざい──あるいは保護されている部屋だ。

　ドアをノックし、キリトです、と名乗る。

　すぐに細い声でいらえがあり、俺はノブを回した。《フレンドのみ開かい錠じよう可》設定のドアロックが、かちんと軽い音を立てて解除される。

　引き開けたドアの正面、部屋の中央に向かい合わせに置かれたソファの片方に、ヨルコが腰こし掛かけていた。す、と立ち上がり、暗青色の髪かみを揺ゆらして軽く一礼する。

　俺はその場から動かずに、ヨルコの張はり詰つめた表情、そして背後のシュミットの同じく強こわ張ばった顔を順番に見て、言った。

「ええと……まず、安全のために確認しておくけど、二人とも武器は装備しないこと、そしてウインドウを開かないことを守ってほしい。不快だろうけど、よろしく頼たのむ」

「……はい」

「解っている」

　ヨルコの消え入りそうな声、シュミットの苛いら立だちの滲にじむ声が同時に応じた。俺はゆっくり中に足を踏ふみ入いれ、シュミットとアスナを導き入れた。

　随ずい分ぶんと久しぶりに対面するはずの、元《黄金林りん檎ご》メンバー同士の二人は、しばし無言のまま視線を見み交かわしていた。

　かつてはギルメンだったヨルコとシュミットだが、今となってはそのレベル差は二十を超こえているだろう。上なのはもちろん攻こう略りやく組ぐみの一員たるシュミットのほうだ。しかし俺の眼には、屈くつ強きようなランス使いのほうが余計に緊きん張ちようしているように見えた。

　事実、先に口を開いたのはヨルコだった。

「……久しぶり、シュミット」

　そして薄うすく微笑ほほえむ。対するシュミットは、一度ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ、掠かすれ声ごえで答えた。

「……ああ。もう二度と会わないだろうと思ってたけどな。座っていいか」

　ヨルコが頷うなずくと、フルプレートアーマーをがしゃがしゃ鳴らしながらソファーに歩み寄り、向かい側に腰こしを下ろした。さぞかし窮きゆう屈くつだろうと思うが、除装する様子はない。

　俺おれはしっかりとドアを閉めて再度ロックされたことを確認し、向き合って座るヨルコとシュミットの東側に立った。反対側にはアスナが立つ。

　数日間の缶かん詰づめを強いられるヨルコのために一番高い部屋を借りたので、四人が環わになってもまだ周囲は広々としていた。ドアは北の壁かべにあり、西には寝しん室しつへと続くもう一つのドア、東と南は大きな窓になっている。

　南の窓は開け放たれ、春の残ざん照しようを含んだ風がそよそよと吹き込んでカーテンを揺ゆらしていた。もちろん窓もシステム的に保護されており、たとえ開いていても誰だれかが侵しん入にゆうしてくることは絶対にない。周囲の建物よりやや高台になっているので、白いカーテンのあいだから、濃こい紫むらさき色いろに沈しずむ街並みが遠くまで見み渡わたせる。

　風に乗って届いてくる街の喧けん騒そうを、ぽつりと発せられたヨルコの声が遮さえぎった。

「シュミット、いまは聖竜連合にいるんだってね。すごいね、攻こう略りやく組ぐみのなかでもトップギルドだよね」

　素直な賛さん辞じと思えたが、シュミットは眉み間けんの辺りにいっそうの険けわしさを漂ただよわせ、低く答えた。

「どういう意味だ。不自然だ、とでも言いたいのか」

　刺とげ々とげしいにも程がある返事に俺おれは眉まゆを寄せたが、ヨルコは動じなかった。

「まさか。ギルドが解散したあと、凄すごく頑がん張ばったんだろうなって思っただけよ。私やカインズはレベルアップに挫くじけて上に行くのを諦あきらめちゃったのに、偉いよね」

　肩かたにかかる濃のう紺こんの髪かみをそっと払はらい、再び微笑ほほえむ。

　フルプレ装備のシュミットとは比較にならないが、今夜はヨルコも相当に着込んでいた。厚手のワンピースに革かわの胴どう衣いを重ね、更さらに紫色のベルベットの短衣チユニツクを羽織って、肩にはショールまで掛けている。金属防具はなくとも、これだけ着込めばかなりの防御力が加算されているはずだ。表面上は平静でも、やはり彼女も不安なのだろうか。

　こちらは緊きん張ちようを隠かくそうともしないシュミットが、がちゃっと鎧よろいを鳴らして身を乗り出した。

「オレのことはどうでもいい！　それより……、訊ききたいのはカインズのことだ」

　トーンを押し殺したものに変え、続ける。

「何で今いま更さらカインズが殺されるんだ!?　あいつが……指輪を奪うばったのか？　ＧＡのリーダーを殺したのはあいつだったのか!?」

　ＧＡ、というのがＧＯＬＤＥＮ　ＡＰＰＬＥ、つまりギルド《黄金林りん檎ご》の略りやく称しようであることはすぐに解った。しかし、今の台詞せりふは、シュミットが指輪事件および圏けん内ない殺人双そう方ほうと無関係だと宣言したに等しい。これが演技だとしたら大したものだ。

　低い叫びを聞いたヨルコの表情が、初めて変わった。微び笑しようを消し、正面からシュミットを睨にらみつける。

「そんなわけない。私もカインズも、リーダーのことは本心から尊敬してたわ。指輪の売却に反対したのは、おコ金ルに変えてみんなで無む駄だ遣づかいしちゃうよりも、ギルドの戦力として有効利用すべきだと思ったからよ。ほんとはリーダーだってそうしたかったはずだわ」

「それは……、オレだってそうだったさ。忘れるな、オレも売ばい却きやくには反対したんだ。だいたい……指輪を奪うばう動機があるのは、反対派だけじゃない。売却派の、つまりコルが欲しかった奴やつらの中にこそ、売り上げを独どく占せんしたいと思った奴がいたかもしれないじゃないか！」

　がつっ、とガントレットを嵌はめた右手で自分の膝ひざを叩たたき、頭を抱かかえ込こむ。

「なのに……、グリムロックはどうして今更カインズを……。売却に反対した三人を全員殺す気なのか？　オレやお前も狙ねらわれてるのか!?」

　──演技、にはどうしても見えなかった。歯を食くい縛しばるシュミットの横顔には、明確な恐きよう怖ふが刻まれているように、俺には思えた。

　怯おびえるシュミットに対して、再び平静さを取とり戻もどしたヨルコが、ぽつりと言葉を投げかけた。

「まだ、グリムロックがカインズを殺したと決まったわけじゃないわ。彼に槍やりを作ってもらった他ほかのメンバーの仕業かもしれないし、もしかしたら……」

　虚うつろな視線を、ソファの前に置かれた低いテーブルに落とし、呟つぶやく。

「リーダー自身の復ふく讐しゆうなのかもしれないじゃない？　圏けん内ないで人を殺すなんて、普ふ通つうのプレイヤーにできるわけないんだし」

「な…………」

　ぱくぱくと口を動かし、シュミットは喘あえいだ。これには俺おれも、少しばかりぞっとさせられたことを否定できない。

　シュミットは微笑ほほえむヨルコを呆ぼう然ぜんと見やり、言った。

「だって、お前さっき、カインズが指輪を奪うばったわけがないって……」

　すぐには答えず、ヨルコは音もなく立ち上がると、一歩右に動いた。

　両手を腰こしの後ろで握にぎると、俺たちに顔を見せたまま、南の窓に向かってゆっくり後ろ歩きしていく。かすかなスリッパの足音に合わせて、細かく切られた言葉が流れる。

「私、ゆうべ、寝ねないで考えた。結局のところ、リーダーを殺したのは、ギルメンの誰だれかであると同時に、メンバー全員でもあるのよ。あの指輪がドロップした時、投票なんかしないで、リーダーの指示に任せればよかったんだわ。ううん、いっそ、リーダーに装備してもらえばよかったのよ。剣士として一番実力があったのはリーダーだし、指輪の能力を一番活かせたのも彼女だわ。なのに、私たちはみんな自分の欲を捨てられずに、誰もそれを言い出さなかった。いつかＧＡを攻こう略りやく組ぐみに、なんて口で言いながら、ほんとはギルドじゃなくて自分を強くしたいだけだったのよ」

　長い言葉が途と切ぎれると同時に、ヨルコの腰こしが南の窓まど枠わくに当たった。

　そのままそこに腰こし掛かけるようにしながら、ヨルコはもうひと言だけ付け加えた。

「ただ一人、グリムロックさんだけはリーダーに任せると言ったわ。あの人だけが自分の欲を捨てて、ギルド全体のことを考えた。だからあの人には、たぶん私欲を捨てられなかった私たち全員に復ふく讐しゆうして、リーダーの敵かたきを討つ権利があるんだわ……」

　しん、と落ちた沈ちん黙もくのなか、冷たい夕暮れの風がかすかに部屋の空気を揺ゆらした。

　やがて、かちゃかちゃかちゃ、と小さな金属音が鳴なり響ひびいた。音源は、細かく震ふるえるシュミットのフルプレート・アーマーだった。歴戦のトッププレイヤーは、蒼そう白はくになった顔を俯け、うわごとのように呟いた。

「…………冗じよう談だんじゃない。冗談じゃないぞ。今いま更さら……半年も経ってから、何を今更……」

　がばっ、と上体を持ち上げ、突とつ然ぜん叫ぶ。

「お前はそれでいいのかよ、ヨルコ！　今まで頑ばん張ばって生いき抜ぬいてきたのに、こんな、わけも解らない方法で殺されていいのか!?」

　シュミットと、俺おれ、そしてアスナの視線が窓際のヨルコへと集まった。

　どこか儚はかなげな雰ふん囲い気きをまとう女性プレイヤーは、視線を宙に彷徨さまよわせながら、しばらく言葉を探すようだった。

　やがてその唇くちびるが動き、何かを言おうとした──

　その瞬しゆん間かん。

　とん、という乾かわいた音が部屋に響ひびいた。同時に、ヨルコの眼と口が、ぽかんと見開かれた。

　続いて、細い体が大きく揺ゆれた。がく、という感じで一歩踏ふみ出だし、よろめくように振ふり返かえると、開け放たれたままの窓まど枠わくに手をつく。

　その時、一ひと際きわ強く風が吹き、ヨルコの背中に流れる髪かみをなびかせた。

　俺おれはそこに、信じがたいものを見た。

　紫むらさき色いろの光こう沢たくのあるチュニック。その中央から、小さな黒い棒のようなものが突つき出だしている。

　それはあまりにもちっぽけで、瞬しゆん間かん、いったい何なのかわからなかった。だが、その棒を包み込むように明めい滅めつする赤い光を認にん識しきした途と端たん、俺は戦せん慄りつした。

　あれは、投げ短剣スローイングダガーの柄つかだ。そして刀身は、丸ごとヨルコの体に埋まっている。つまり──窓の向こうのいずこからか、黒い短剣が飛来し、ヨルコの背中を貫つらぬいたのだ。

　前後に頼たよりなく揺ゆれていた体が、ぐらっと大きく窓の奥おくへと傾かたむいた。

「あっ……！」

　アスナが悲鳴じみた喘あえぎを漏もらした。同時に俺は飛び出していた。

　手を伸のばし、ヨルコの体を引ひき戻もどそうとする。だが。

　ショールの端はしにわずかに指先が掠かすっただけで、ヨルコは音もなく宿屋の外側へと落下していった。

「ヨルコさん!!」

　窓から身を乗り出し、叫ぶ俺おれの目の前で。

　眼下の石いし畳だたみに墜つい落らくし、バウンドしたヨルコの体を、青いエフェクトが包んだ。

　ぱしゃっ、という、あまりにもささやかな破は砕さい音おん。ポリゴンの欠片かけらが、炸さく裂れつしたブルーの光に吹き散らされるようにして拡散し──。

　一秒後、乾かわいた音を立てて、漆しつ黒こくのダガーだけが路上に転がった。
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　有り得ない!!

　俺の脳内に響ひびいた無音の絶ぜつ叫きようには、何重もの意味が存在した。

　宿屋の客室はシステム的に保護されているのだ。たとえ窓が開いていようとも、その内部に侵しん入にゆうすることはもちろん、何かを投げ込むことも絶対に不可能だ。

　更さらに、あんな小型のスローイングダガーが、中層レベルプレイヤーのＨＰを全て吹き飛ばすほどの貫かん通つう継けい続ぞくダメージを発生させたことも信じがたい。ダガーが刺ささってからヨルコが落下・消しよう滅めつするまで、どう長く見積もっても五秒と経過していなかったのだ。

　絶対に有り得ない。これはもう、《圏けん内ないＰＫ》などという呼び方では収まらない、恐るべき即そく死し攻こう撃げきだ。

　息が詰つまり、背筋に極低温の戦せん慄りつが駆かけ巡めぐるのを感じながら、俺はヨルコの消えた石いし畳だたみから無理矢理に視線を外した。勢いよく顔を上げ、見開いた両眼で、外の街並みをカメラのように切り取る。

　そして、それを見た。

　宿屋から二ブロックほども離はなれた、同じ高さの建物の屋根。

　深い紫むらさき色いろの残照を背景に、ひっそりと立つ黒衣の人ひと影かげ──。

　漆しつ黒こくのフーデッドローブに包まれ、顔は見えなかった。脳裏に閃ひらめいた《死神》という単語を押おしのけて俺おれは叫んだ。

「野や郎ろうっ……!!」

　窓まど枠わくに右足を掛け、背後を見ずにもう一声、

「アスナ、後は頼たのむ!!」

　叫び、通りを隔へだてた向かいの建物の屋根へと一気に跳とんだ。

　しかし、いかに敏びん捷しよう力りよく補正があるとは言え、道みち幅はば五メートルを助走なしに飛び越えようとしたのはやや無む謀ぼうだったか、俺は足から着地する代わりに懸けん命めいに伸のばした右手で目指す屋根の縁ふちを危うく摑つかんだ。今度は筋力補正を発はつ揮きして、倒とう立りつの要領で体を放り上げる。くるっと反転して屋根上に立つと同時に、後ろからアスナの切せつ迫ぱくした声が届いた。

「キリトくん、だめよ！」

　制止の理由は明白だった。もしあのスローイングダガーによる攻撃を被ひ弾だんすれば、俺も即そく死ししてしまうかもしれないからだ。

　しかし、ここで自分の命を惜おしんで、とうとうその姿を現した殺人犯を見逃すことなどどうしてもできなかった。

　ヨルコの身の安全を請うけ負おったのは俺だ。しかし、システム的に保護された宿屋に閉じこもっていれば危険はないと短たん絡らく的てきに考え、その先を想像しなかった。システム的保護を頼たよるならそもそも街中──《圏けん内ない》全てがそうであるはずなのだ。圏内でＰＫを行える相手ならば、宿屋の保護すらも無効化できる可能性があると、なぜ考えなかったのか。

　俺おれの悔かい恨こんを嘲あざ笑わらうかのように、彼方の屋根上で、黒いローブが風に大きくなびいた。

「待ってろ……！」

　叫び、俺は猛もう然ぜんと走り始めた。同時に背中の剣を引ひき抜ぬく。街中ゆえに俺の剣では奴やつにダメージを与えられないだろうが、投げられたダガーを弾はじくことならできるはずだ。

　ダッシュの勢いを殺さぬよう、屋根から屋根へと思い切り良く飛び移っていく。眼下の道を行き交うプレイヤーたちは、俺を敏びん捷しよう力りよく自じ慢まんの痛いパフォーマーだと思っているだろうが、今は構っていられない。コートの裾すそをなびかせ、夕ゆう闇やみを切きり裂さいてジャンプを続ける。

　フーデッドローブの暗殺者は、逃げる、あるいは攻こう撃げきする気配も見せず、肉にく薄はくする俺をただじっと眺ながめているようだった。双そう方ほうを隔へだてる建物があと二つ、となったその時、不意に暗殺者の右手が動き、ローブの懐ふところへと差し込まれた。俺は息を詰つめ、剣を正面に構えた。

　しかし。

　引き出された手に握にぎられていたのは、スローイングダガーではなかった。宵よい闇やみの底で、見慣れたサファイアブルーが鋭するどく煌きらめいた。転移結晶テレポート・クリスタル──。

「くそっ！」

　俺おれは毒づき、疾しつ駆くしながら左手でベルトの投ピげツ針クを三本同時に抜ぬいた。振ふりかぶり、一息に投とう擲てきする。ダメージが目的ではなく、反射的な回かい避ひ動作を取らせてコマンド詠えい唱しようを遅おくらせる狙ねらいだ。

　だが相手は憎にくたらしいまでに落ち着いていた。銀のライトエフェクトを引いて襲おそい掛かかる三本の鋼針を怖おそれる様子もなく、悠ゆう然ぜんと転移結けつ晶しようを掲かかげる。

　フーデッドローブの寸前で、ピックたちは全て紫むらさき色いろのシステム障しよう壁へきに阻はばまれ、空しく屋根に転がった。俺はせめて、相手の音声コマンドを聞き取ろうと耳を澄すませた。行き先が判れば、俺も結晶で追つい跡せきすることができる。

　目もく論ろみは、しかし今度も裏切られた。まさにこの瞬しゆん間かん、マーテンの街全体に、大ボリュームの鐘かねの音が響ひびき渡わたったのだ。

　俺の耳──正確には聴ちよう覚かく野やは、午後五時を告げる多重サウンドに大部分占せん領りようされて、殺人者が最低限の音量で発したであろうコマンドを捉とらえることができなかった。青いテレポート光が迸ほとばしり、あと通り一つを隔へだてたところまで肉にく薄はくした俺の視界から、漆しつ黒こくのフーデッドローブ姿は呆あつ気けなく消え去った。

「…………ッ!!」
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　俺は声にならぬ叫びを上げ、右手の剣を、三秒前まで奴やつが立っていた場所へと叩たたきつけた。紫むらさきの光が飛び散り、視界の中央に【Ｉｍｍｏｒｔａｌ　Ｏｂｊｅｃｔ】のシステムタグが無表情に点てん滅めつした。




　屋根ではなく道を使って悄しよう然ぜんと宿屋まで戻もどった俺おれは、ヨルコが消しよう滅めつした路ろ傍ぼうで立ち止まり、石いし畳だたみに転がっている漆しつ黒こくのスローイングダガーを眺ながめた。

　つい数分前、そこで一人の女性が死んだということが、どうしても信じられない。俺にとって、プレイヤーの死というのは、あらゆる努力、あらゆる回かい避ひ策さくを積み重ねてなお力及およばぬ時にのみ訪れる結末だった。あんなふうに即そく時じ的てきかつ不ふ可か避ひの殺人手段など存在していいはずがない。

　身をかがめ、ダガーを拾い上げる。小型だが、全体が同一の金属素材でずしりと重い。剃刀かみそりのような薄うす刃ばの両側には、鮫さめの歯を思わせる逆さか棘とげがびっしりと刻きざまれている。間違いなく、カインズを殺したショートスピアと同じ意い匠しようで造られたものだ。

　仮に今、これを俺の体に刺させば、俺のＨＰも急減少するのだろうか。実験してみたいという衝しよう動どうに駆かられるが、強く瞼まぶたをつぶって振ふり払はらい、俺は宿屋に入った。

　二階に上り、ノックして名乗ったあとノブを回す。ガチンと響ひびくシステム的開かい錠じよう音おんを空しく聞きながら、ドアを開ける。

　アスナはレイピアを抜剣していた。俺を見るや、憤ふん激ぬと安あん堵どが同量ずつ混ざったような表情を浮うかべ、押おし殺ころした声で叫んだ。

「ばかっ、無茶しないでよ！」

　ふう、と長く息を吐はき、声量を落として続ける。

「……それで……どうなったの？」

　俺は小さく首を振ふった。

「だめだ、テレポートで逃げられた。顔も声も、男か女かも判らなかった。まあ……あれがグリムロックなら、男だろうけど……」

　ＳＡＯでは同どう性せい婚こんは不可能だ。黄金林りん檎ごのリーダーが女性だったなら、結けつ婚こんしていたというグリムロックは自動的に男だということになる。もっとも、それは絞しぼり込こみフィルタとしては使えない情報だ。ＳＡＯプレイヤーの、実に八割近くが男なのだから。

　さして意味を持たない俺の言葉に──。

　不意の反応を見せたのは、ソファーの上で大きな体を限界まで丸め、かちゃかちゃと小刻みな金属音を響ひびかせていたシュミットだった。

「……違う」

「違うって……何が？」

　訊たずねたアスナを見ることなく、いっそう深く顔を俯うつむけながら、シュミットは呻うめいた。

「違うんだ。あれは……屋根の上にいた黒ローブは、グリムロックじゃない。グリムはもっと背が高かった。それに……それに」

　続いて発せられた言葉に、俺おれも、アスナも息を吞のんだ。

「あのフードつきローブは、ＧＡのリーダーのものだ。彼女は、街に行くときはいつもあんな地味な格好をしていた。そうだ……指輪を売りにいく時だって、あれを着ていたんだ！　あれは……さっきのあれは、彼女だ。俺たち全員に復ふく讐しゆうに来たんだ。あれはリーダーの幽ゆう霊れいだ」

　はは、はははは、と不意にタガが外れたような笑い声を漏もらす。

「幽霊ならなんでもアリだ。圏けん内ないでＰＫするくらい楽勝だよな。いっそリーダーにＳＡＯのラスボスを倒たおしてもらえばいいんだ。最初からＨＰが無きゃもう死なないんだから」

　ははははは、とヒステリックに笑い続けるシュミットの目の前のテーブルに、俺は左手に握にぎったままのダガーをひょいと放り投げた。

　ごとん、と鈍にぶい音が響ひびくや、シュミットはスイッチを切られたかのように笑いを止めた。凶きよう悪あくに光る鋸きよ歯し状の刃を数秒間凝ぎよう視しし──。

「ひっ…………」

　弾はじかれたように上体を仰のけ反ぞらせる大男に、俺は抑おさえた声を投げかけた。

「幽霊じゃないよ。そのダガーは実在するオブジェクトだ。ＳＡＯのサーバーに書き込まれた、何行かのプログラムコードだ。あんたのストレージに入ったままのショートスピアと同じく。信じられなきゃ、それも持っていって、好きなだけ調べるといい」

「い、いらない！　槍やりも返す!!」

　シュミットは絶叫し、メニューウインドウを開くや、震ふるえる指先を何度も操作ミスさせつつ黒いスピアをオブジェクト化した。窓の上に浮かび上がった凶きよう器きを、払はらい落おとすようにダガーの隣となりに転がす。

　そしてまた頭を抱かかえてしまう大男に、アスナが穏おだやかな声をかけた。

「……シュミットさん。わたしも幽霊なんかじゃないと思うわ。だって、もしアインクラッドに幽ゆう霊れいが出るなら、黄金林りん檎ごのリーダーさん一人ひとりだけのはずがないもの。今まで死んでしまった三千五百人、みんなが同じくらい無念だったはずだわ。そうでしょう？」

　まったくそのとおりだ、と俺おれも思った。俺だって、ここで死んだら悔しさのあまり化けて出る自信がある。運命也なりと受け入れて成じよう仏ぶつできそうな人間は、俺の知る限りＫｏＢリーダーのあの男くらいのものだ。

　だが、シュミットは、項うな垂だれたまま今度も首を左右に動かした。

「あんたらは……彼女を知らないだろ。あの人は……グリセルダは、すげえ強くて、いつも毅き然ぜんとしてて……でも、不正や横着にはとんでもなく厳しかった。あんた以上だよ、アスナさん。だから、もし自分を罠わなに嵌はめて殺した奴やつがいれば……グリセルダは、絶対にそいつを許さない。たとえ、幽霊になってでも裁きに来るだろうさ……」

　しん、と重苦しい沈ちん黙もくが広い部屋を満たした。

　アスナが閉めたのだろう、施せ錠じようされた窓の外ではもうほとんど日が沈しずんでいる。橙だいだい色いろのランタンが幾いくつも灯され、街は一夜の憩いこいを求めるプレイヤーで賑にぎわっているはずだが、喧けん騒そうも不思議にこの部屋を避さけているようだった。

　俺は大きく息を吸い、張はり詰つめた静せい寂じやくを破った。

「……あんたがそう信じるなら、好きにすればいいさ。でも俺は信じない。この二件の《圏けん内ない殺人事件》には、絶対にシステム的なロジックが存在するはずだ。俺はそれを突つき止とめてみせる。……あんたにも、約束どおり協力してもらうぞ」

「きょ、協力……？」

「グリムロックの行きつけの店を教えるって、あんた言ったよな。今となっては、それだけが唯ゆい一いつの手がかりだ。何日張り込むことになっても、必ず見つけ出す」

　正直、黒い短槍と、恐おそらくは隣となりのダガーをも鍛きたえたであろう鍛か冶じ師しグリムロックを探し当てたところで、その先のプランがあるわけではない。《軍》ではあるまいし、監かん禁きんして締しめ上あげるような真ま似ねができるはずはないからだ。

　だが、殺される寸前のヨルコの言葉──『あの人には、たぶん私たち全員に復ふく讐しゆうして、リーダーの敵を討つ権利があるんだわ』というその言葉のとおりに、グリムロックが指輪売却反対派の三人、ことによると元ギルメン全員への復讐に衝つき動うごかされているのなら。そしてその動機が、亡きリーダーにして結けつ婚こん相手だった人への想いの強さゆえならば。

　顔と顔を合わせて真正面から言葉をぶつけることで、あるいは何かが通じてくれるかもしれない。もう、その可能性に賭かけるしかない。

　俺おれの言葉を聞いたシュミットは再び項うな垂だれたが、やがて重そうに椅い子すから体を持ち上げた。壁かべ際ぎわのライティングデスクに歩み寄り、備え付けの羊よう皮ひ紙しと羽ペンを取って、店の場所と名前を書き付ける。

　その背中に、俺はふと思いつき、声をかけた。

「あ、ついでに、元黄金林りん檎ごのメンバー全員の名前も書いておいてくれるか。あとでもう一度、《生命の碑》で生存者を確認しにいくから」

　うっそりと頷うなずき、巨きよ漢かんは置きかけたペンを握にぎり直なおして更さらに数秒動かした。

　やがて書きあがった羊皮紙を片手に戻もどってくると、それを差し出しながら口を開く。

「…………攻こう略りやく組ぐみプレイヤーとして情けないが……オレはしばらくフィールドに出る気になれない。ボス攻略パーティーは、オレ抜ぬきで編成してくれ。それと……」

　かつての剛ごう毅きさがすっかり抜け落ちた虚うつろな表情で、ギルド聖竜連合のリーダー職を務めるランス使いは呟つぶやいた。

「……これから、オレをＤＤＡの本部まで送ってくれ」

　シュミットを臆おく病びようと笑うことなど、俺にも、アスナにもできなかった。

　怯おびえ切った巨漢を中央に挟はさみ、57層の宿屋から転移門経由で56層の聖竜本部まで歩く間、俺もアスナも周囲の暗くら闇やみにひたすら視線を走らせていた。もし似たようなフード付きローブを着込んだ無関係の他人が突とつ然ぜん現れたら、反射的に飛びかかっていたかもしれない。

　本部の巨大な城門をくぐっても、シュミットはまるで安あん堵どの顔は見せなかった。小走りに建物へと飛び込んでいく背中を見送って、俺はそっと息をついた。

　傍かたわらのアスナと、しばし顔を見合わせる。

「…………悔くやしいね……ヨルコさんのこと…………」

　呟つぶやき、唇くちびるを嚙かむアスナに、俺は「そうだな」と掠かすれた声で応じた。

　正直なところ、ヨルコの死は、カインズのそれに倍する衝しよう撃げきを俺にもたらした。窓から落下していく彼女の姿を脳裏に思い描きながら、続けて言う。

「今までは正直、乗りかかった船、みたいな気持ちもあったけど……もう、そんなこと思ってちゃだめだよな。彼女のためにも、なんとしてもこの事件を解決しないと。──俺はこれからすぐ、問題のレストランの近くに張り込む。アスナはどうする？」

　訊きいた途と端たんにサッと顔を上げた細剣使いは、しっかりした声で答えた。

「わたしも行くわ、もちろん。一いつ緒しよに、最後まで突き止める」

「……そっか。じゃあ、よろしく頼たのむ」

　正直、アスナを今後も付き合わせることにわずかな迷いはあった。これ以上俺たちが事件に関わり続ければ、グリムロックの新たな標的として狙ねらわれても不思議はないからだ。

　しかしそんな俺の逡しゆん巡じゆんを断ち切るように、アスナは勢いよく踵きびすを返すと、転移門広場目指して歩きはじめた。俺おれは冷たい夜気を大きく吸い込み、一気に吐はき出だしてから、栗くり色いろのロングヘアを追った。
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　シュミットのメモに記されていた店は、20層主街区の下町にある小さな酒場だった。曲がりくねる小路にひっそりと看板を掲かかげる店の佇たたずまいからは、《毎日食べても飽あきない》級の料理が出てくるとはなかなか思えない。

　しかし、往々にしてこういう店に隠かくれ名物が存在するのもまた事実であり、俺おれは店内に突とつ進しんしてメニューを片かたっ端ぱしから試してみたいという欲求を抑おさえるのに少々苦労した。もしグリムロックがあのフーデッドローブの暗殺者ならばすでに俺の顔を見ているはずなので、先に気付かれたら二度とこの店には現れるまい。

　近くの物もの陰かげに身をひそめ、周囲の地形を確認した俺とアスナは、問題の酒場を見通せる位置に宿屋が一いつ軒けんあるのに気付いた。人通りが途と切ぎれた瞬しゆん間かんを狙ねらって宿屋に飛び込み、通りに面した二階の客室を借りる。

　狙ねらいどおり、部屋の窓からは酒場の入り口がはっきり視認できた。灯りを落としたまま窓際に椅い子すを二脚運び、俺とアスナは並んで腰こしを下ろすと監かん視し態勢に入った。

　しかし直後、アスナが「ねえ」と眉まゆを寄せた。

「……張り込みはいいけど、わたしたち、グリムロックさんの顔知らないよね」

「ああ。だから最初はシュミットも連れてこようと思ってたけど、あの様子じゃちょっと無理そうだったからな……。俺は一応、さっきローブ越しとはいえグリムロックらしきプレイヤーをかなりの近きん距きよ離りから見てる。身長体格で見当をつけて、ピンと来る奴やつが現れたら、ちょっと無茶だけどデュエル申しん請せいで確認する」

「えーっ」

　途と端たん、アスナは眼を丸くして声を上げた。

　ＳＡＯでは、他のプレイヤーに視線をフォーカスさせると、緑色あるいはオレンジの情報窓──《カラー・カーソル》が出現する。しかし、初対面の相手のカーソルにはＨＰバーとギルドタグしか表示されず、名前もレベルも判らない。

　これは、様々な犯罪行為を防ぐための当然の仕様だと言える。他人に名前を一方的に知られると、インスタント・メッセージを悪用した嫌がらせハラスメントを受ける可能性があるし、また他人のレベルが簡単に解れば、街で低レベルの獲え物ものを見み繕つくろって尾行しフィールドで襲おそうといった強ごう盗とう・恐きよう喝かつが格段にやり易くなってしまう。

　だが、他人の名前が見えないというその仕様ゆえに、今回のように人を探そうとすると少なからぬ苦労を強いられる。

　初対面の誰かの名前を確実に知ろうとするなら、方法は俺の知る限りたった一つ。一対一の決けつ闘とう、すなわちデュエルを申請するしかない。

　メニューウインドウからデュエルボタンを押し、選せん択たくモードになった指先で対象のカラー・カーソルを指定すると、俺おれの視界には【誰だれそれに１ｖｓ１デュエルを申請しました】というシステムメッセージが表示される。それを見れば、相手の名前が正式なアルファベット版で判るわけだ。

　しかし同時に、相手の視界にも俺からデュエルを申し込まれた旨むねのメッセージが表示される。ゆえに身を隠かくしたまま名前だけ調べることはできないし、それ以前に完全なるノーマナー行為でもあるし、更さらには相手がデュエルを受けて立ち武器を抜ぬくという展開すらあり得る。

　俺の言葉に、アスナは何かを──恐おそらくは「危険だ」という意味のことを言おうと口を開きかけた。

　しかしすぐに唇くちびるを引き結び、厳しい表情で頷うなずく。他ほかには方法がないことを理解してくれたのだろうが、続けて発せられた言葉は──

「……でも、グリムロックさんと話す時はわたしも一いつ緒しよに行くからね」

　そうきっぱりと宣言されてしまえば、部屋で待っててくれという言葉は吞のみ込こむしかない。

　今度は俺が躊躇ためらいつつも頷き、時刻を確認した。午後六時四十分、そろそろ各層の街が晩飯を食いにきたプレイヤーで賑にぎわいだす頃ころだ。問題の酒場も、地味な店構えのわりにはスイングドアが頻ひん繁ぱんに揺ゆれている。しかしまだ、瞼まぶたの裏に焼きついたあのフーデッドローブに合がつ致ちする身長・体格のプレイヤーは現れない。

　俺たちにはもう、最後の手がかりであるこの店に賭かける以外にないのだが、実は無視できない不安材料も一つある。57層の宿屋で、シュミットが呻うめくように漏もらした言葉。『屋根の上にいた黒ローブは、グリムロックじゃない。グリムはもっと背が高かった』──。俺は、怯おびえきったシュミットにあの一いつ瞬しゆんでそんな判断ができたかどうか疑わしいと思っているが、もし彼の言葉が事実なら、この張り込みはまったくの無む駄だ足あし、見当違いだということになってしまう。隠かくれ名店の気配を漂わせるスイングドアを一晩中ただ眺ながめるだけで、料理を味見することすらできず…………。

　などと考えた途と端たん、強烈な空腹を覚えて、俺は思わず胃を押おさえた。

　すると、いきなり目の前にずいっと突き出されるものがあった。白い紙に包まれた、やけにいい匂においのするオブジェクト。俺がまじまじと凝ぎよう視ししていると、視線を酒場に向けたままそれを保持するアスナが、短く「ほら」と言った。反射的に確認してしまう。

「……く、くれるの？」

「この状況でそれ以外何があるのよ。見せびらかしてるとでも？」

「い、いえ。すいません。じゃあ有り難く」

　首を縮ちぢめ、素早く紙包みを受け取る。ちらっと視線を振ふると、アスナは監かん視しを続けたまま、器用に同じものをもう一つオブジェクト化させている。

　いそいそと剝はがした包み紙から出てきたのは、大ぶりのバゲットサンドだった。かりっと焼けたパンのあいだに、野菜やロースト肉がたっぷり挟はさまれたそれをほけーっと眺ながめていると、またアスナが冷静な声で言った。

「そろそろ耐久値が切れて消しよう滅めつしちゃうから、急いで食べたほうがいいわよ」

「えっ、はっ、はい、頂きます！」

　そう聞いては呆ほうけている場合ではない。フードアイテムの耐久値は、特とく殊しゆな食材が使われている場合を除いて軒のき並なみ低く、俺おれも今まさに食べようとした弁当が手の中で消えるという切ない体験をしたことが何度かある。唯ゆい一いつ、マスタークラス細工師だけに作成可能な《永久保存トリンケット》という小箱に入れれば、たとえフィールドに放置しようとも永遠に腐くさることはないのだが、残念ながら箱が物もの凄すごく小さいのでナッツ二ふた粒つぶくらいしか入らない。

　ゆえに、俺は可か及きゆう的てき速やかに大口を開けてかぶりつき、バゲットサンドの重層的歯ごたえにしばし浸ひたった。味付けもシンプルながら適度に刺し激げき的てきで、次々頰ほお張ばってしまう。食べ物の耐久度は味には影えい響きようしないので、存在している限りは出来立てと何ら変わることはない。

　視線を酒場の入り口に固定しながらも、大型のバゲットを一気に貪むさぼり尽つくし、俺はふうーと満足のため息をついた。隣となりでまだ上品に口を動かしているアスナをちらっと見やり、礼を言いがてら訊たずねる。

「ごちそうさま。それにしても、いつの間に弁当なんて仕入れたんだ？　通りすがりの屋台じゃ、こんな立派な料理売ってなかったよな？」

「耐久値がもう切れるって言ったでしょ。こういうこともあるかと思って、朝から用意しといたの」

「へえ……さすがＫｏＢの攻略担当責任者様だなあ。俺、メシのことなんてまったく考えてなかったよ。……ちなみに、どこの店の？」

　かりっと焼けたパンに野菜とロースト肉を挟はさんだバゲットサンドは俺的名店リストのかなり上位に食い込む味だったので、しばらくはこれを攻こう略りやくのお供にしようと思って俺は更さらに質問した。しかしアスナは小さく肩かたをすくめ、予想外の答えを返した。

「売ってない」

「へ？」

「お店のじゃない」

　何な故ぜかそこで押おし黙だまり、それ以上何も言いそうにないので、俺はしばし首を捻ひねったあげくにようやく悟さとった。ＮＰＣショップにて購あがなった物に非あらず、つまり自作アイテム也なり、とＫｏＢサブリーダー様はのたまったのだ。

　俺はたっぷり十秒ほども放心してしまってから、やばい何か言わなきゃ、と軽めのパニックに見み舞まわれた。朝方の、アスナのおめかしを全力スルーしてしまうという失態を二度繰くり返かえすわけにはいかない。

「え……ええと、それはその、何といいますか……が、がつがつ食べちゃって勿もつ体たいなかったなあ。あっそうだ、いっそのことアルゲードの市場でオークションにかければ大おお儲もうけだったのになあハハハ」

　ガツン！　とアスナの白しろ革かわのブーツが俺おれの座る椅い子すの脚あしを蹴けり飛とばし、俺は背筋を伸のばして震ふるえ上あがった。

　凄すさまじい緊きん張ちように満ちた数分間が過ぎ去り、自分も食事を終えたアスナがぽつりと呟つぶやいた。

「…………来ないね」

「えっ、う、うん。まあシュミットの話じゃ毎晩通ってるってわけでもなさそうだったからな。それにあの黒フードがグリムロックなら、ＰＫ行為のすぐあとにメシ食う気にもなかなかならないだろうし……二、三日は覚かく悟ごしたほうがいいかもな」

　早口でまくし立てながら、俺はもう一度時間を確かめた。張り込みを始めてからまだ三十分しか経っていない。俺はもう、グリムロックを見つけるまでは何時間、何日かかっても張り込みを続ける覚かく悟ごだったが、副団長閣かつ下かはどうするつもりなのだろう。

　と考えながらもう一度だけ視線を振ったが、アスナは深く椅子に腰こし掛かけ、立ち上がる気配もなかった。

　……もしかして俺のさっきのセリフ、『二、三日ここに泊まる』って意味になり得る？　と今いま更さら思いつき、手に汗あせ握にぎりかけた途と端たん、アスナがぽつりと声を発した。

「ねえ、キリト君」

「はっ……はい！」

　しかし続けて発せられた言葉は、幸い──あるいは残念ながらまったく無関係の内容だった。

「きみならどうしてた？　もしきみがギルド黄金林りん檎ごのメンバーだったら、超級レアアイテムがドロップしたとき、何て言ってた？」

「…………」

　数秒間絶句し、更さらに数秒黙もつ考こうしてから、俺おれは言った。

「……そうだなぁ。もともと俺は、そういうトラブルが嫌いやでソロやってるとこもあるしな……。ＳＡＯの前にやってたゲームじゃ、レアアイテムの隠いん匿とくとか、売ばい却きやく利益の着服とかでギルドがぎすぎすしたり、崩ほう壊かいまで行った経験もあるから……」

　ＭＭＯゲーマーのモチベーションは、突つき詰つめていけば、優ゆう越えつ感かんの獲かく得とくにその大部分が求められることは否定できない。そして優越のもっとも解りやすい指標こそが《強さ》だ。鍛きたえ上あげたステータス、そして強力なレア装備の力でモンスターを、あるいはプレイヤーを蹴け散ちらす。その快感は、極論、ネットゲーム以外では味わうことのできないものだ。現在の俺とても、長時間のレベリングを続けていられる理由の一つに、《攻略組》などと呼ばれ畏い怖ふされる快感があることは間違いない。

　仮にいまギルドに所属していて、パーティープレイ中に物もの凄すごい性能を持つ装備アイテムがドロップしたとして──そして、ギルドの中に、それを装備するに相応ふさわしい誰だれかがいたとして。

　俺は「あんたが使うべきだ」と言えるだろうか？

「…………いや、言えないな」

　ぽつりと呟つぶやき、俺は一度首を左右に振ふった。

「自分が装備したい、とも言えないけど、だからってメンバーの誰だれかに笑って譲ゆずるほど聖人にはなれないな。だから……もし俺が黄金林りん檎ごのメンバーだったら、やっぱり売却派に入ったと思うよ。アスナは？」

　訊きくと、こちらは迷いを見せずに即そく答とうした。

「ドロップした人のもの」

「へっ？」

「ＫｏＢうちはそういうルールにしてるの。パーティープレイでランダムドロップしたアイテムは、全部それを拾ったラッキーな人の物になる。だってＳＡＯには戦闘経過記録コンバツトログがないから、誰にどんなアイテムがドロップしたかは全部自己申しん告こくじゃない。ならもう、隠いん匿とくとかのトラブルを避さけようと思ったらそうするしかないわ。それに……」

　そこで少し言葉を切り、視線を酒場の入り口に据すえながらも、アスナは少しばかり目め許もとを和ませた。

「……そういうシステムだからこそ、この世界での《結けつ婚こん》に重みが出るのよ。結婚すれば、二人ふたりのアイテム・ストレージは共通化されるでしょ？　それまでなら隠かくそうと思えば隠せたものが、結けつ婚こんした途と端たんに何も隠かくせなくなる。逆に言うと、自分にドロップしたレアアイテムを一度でもねこばばした人は、もうギルドメンバーの誰だれとも結婚できない。《ストレージ共通化》って、凄すごくプラグマチックなシステムだけど、同時にとってもロマンチックだと私は思うわ」

　その口調に、どこか憧あこがれるような色合いを感じた気がして、思わず二、三度瞬まばたきする。不意にわけもなく緊きん張ちようし、俺おれはよく考えもしないまま上ずった口調で言った。

「そ、そっか、そうだよな。じゃ、じゃあ、もしアスナとパーティー組むことがあったら、ドロップねこばばしないようにするよ俺」

　ガタン！　という音は、アスナが椅い子すごと飛とび退のいた音だった。

　部屋の明かりを消しているので顔色までは見えなかったが、青白い光の下で数秒間に何種類もの表情をローテーションさせたあと、《閃せん光こう》は右手を振ふり上あげて叫んだ。

「ば……バッカじゃないの！　そんな日、何十年待っても来ないわよ！　あ、そ、そんなっていうのはつまり、きみとパーティー組む日ってことよ。ていうか、ま、マジメに酒場チェックしなさいよ！　見落としたらどうすんのよ！」
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　が────っとひとしきり怒ど鳴なり、アスナは勢いよくそっぽを向いてしまった。会話のあいだ、酒場から一秒以上は視線を切らないでいたつもりだった俺は少々傷つき、「見てるよう」と情けない反論を口にしてから、ふと考えた。

　ギルド黄金林りん檎ごの崩ほう壊かい劇げきの原因となった指輪。そもそも、それが最初にドロップしたのは、いったい誰のストレージだったのだ？

　今いま更さらどうでもいいことかもしれない。しかし、リーダーを殺してまで奪うばうくらいなら、最初から隠いん匿とくしたほうがずっと簡単だ。つまりドロップを自己申しん告こくしたプレイヤーだけはリーダー殺害の犯人ではないことになる。

　それもついでにシュミットに訊きいておくんだったな、と俺おれは顔をしかめた。俺もアスナもシュミットとフレンド登録まではしていないので、メッセージを飛ばして確認するというわけにはいかない。相手の名前が判っていればフレンドでなくても送れるインスタント・メッセージというものもあるが、同じ層にいなくては届かない上に文字数上限がかなり少ない。

　べつに、次にシュミットと会った時でも構わないはずだ。俺たちが追いかけているのは半年前の《指輪事件》ではなく、現在進行形の《圏けん内ない殺人事件》のほうなのだから。そう思いつつも、俺は諦あきらめ悪くシュミットに書いてもらったメモを取り出した。

　相変わらず横顔に妙みような表情を浮うかべたままのアスナに「しばらく店から眼ぇ離はなさないで」と頼たのんでから、羊皮紙に列挙してあるギルド黄金林檎のメンバー名一覧を確認する。

　グリセルダ。グリムロック。シュミット、ヨルコ、カインズ……金かな釘くぎ流りゆうのアルファベットで書きつけられた八つの名前。そのうち少なくとも三人は、すでにこの浮遊城から去っている。

　これ以上犠ぎ牲せい者しやを出すわけにはいかない。グリムロックの復ふく讐しゆうを止め、圏内殺人のロジックを突つき止とめねばならない。絶対に。

　俺おれはそう心に刻きざみつけ、メモをストレージに格納しようとした。

　しかし、小さな羊皮紙がオブジェクトから一行のアイテム名へと変へん換かんされる、その寸前──。

　メモのある一点に、視線が吸い寄せられた。

「…………え……？」

　呟つぶやき、慌あわてて目を近づける。ディティール・フォーカス・システムが作用し、羊皮紙上に書き付けられた文字のテクスチャがくっきりと解像度を増す。

「……ど、どういうことだ…………」

　呟つぶやいた俺に、アスナが酒場に眼を据すえたまま、小声で訊きいてきた。

「どうしたの？」

　だが、それに対して何かを答える余よ裕ゆうは俺にはなかった。脳をフル回転させて、今俺が見ているものの意味、その理由、そして意図を推し量ろうとする。

　────数秒後。

「あっ……ああっ…………!?」

　叫び、俺は椅子を蹴立てて立ち上がった。右手の羊皮紙が、衝しよう撃げきの大きさを映して激しく震ふるえた。

「そうか……そうだったのか!!」

　喘あえぐように口走ると、アスナが途と惑まどいともどかしさ、苛いら立だちを等量ずつ含ふくんだ声を発した。

「何よ、いったい何に気付いたの!?」

「俺は……俺たちは……」

　掠かすれた声を喉のどから押し出しながら、俺はぎゅっと強く両眼をつぶった。

「……何も見えていなかった。見ているつもりで、違うものを見ていたんだ。《圏けん内ない殺人》……そんなものを実現する武器も、スキルも、ロジックも、最初から存在しちゃいなかったんだ!!」










　　　９




　これは後から聞いた話だ。




　ギルド聖竜連合重装盾戦士デイフエンダー隊リーダーの要職につく攻こう略りやく組ぐみプレイヤー・シュミットは、馴な染じんだギルド本部の自室に戻もどってからも、ベッドに入ることはおろか、重金属鎧よろいを解除する気にもなれなかった。

　部屋は石造りの城──というより要よう塞さいの奥おく深ふかくに位置し、窓はひとつたりとも存在しない。そもそもギルドの本ほん拠きよ地ちはメンバー以外はシステム的に立ち入れないので、自室にいる限りは安全だ。そう自分に言い聞かせても、どうしても視線をドアノブから外すことができない。

　眼を離はなした瞬しゆん間かん、ノブが音もなく回るのではないか？　そこから影かげのように滑すべり込こんできたフーデッドローブの死神が、気付かないうちに背後に立っているのではないか？

　周囲からは豪ごう胆たんな壁タ戦ン士クと思われていたが、シュミットを攻こう略りやく組ぐみの上位に留めているモチベーションは、実のところ《死への恐きよう怖ふ》以外の何物でもなかった。

　このデスゲームが開始された一年半前のあの日、彼ははじまりの街の中央広場に留まったまま懸けん命めいに考えた。いや迷った。死なずに済むにはどうしたらいいのか。最も確実なのは、はじまりの街から一歩も出ないことだ。あらゆる主街区は《犯罪禁止アンチクリミナルコード》によって完かん璧ぺきに保護され、中に留まっている限り、数値化された生命──ＨＰバーは一ドットたりとも減らない。

　しかし、現実世界ではネットゲーマーにしてスポーツマンでもあったシュミットは知っていた。ルールとは往々にして変わるものだ、ということを。《市街は安全エリア》というＳＡＯのルールが未み来らい永えい劫ごう──ゲームがクリアされるその瞬しゆん間かんまで続く、とどうして断言できよう？　仮にいつの日か街が《圏けん内ない》ではなくなり、あらゆる門からモンスターが雪な崩だれ込こんでくるようなことがあったら。はじまりの街から一歩も出ず、イコール一ポイントの経験値も稼かせいでいないプレイヤーは逃にげ惑まどうことしかできない。

　やはり、生き残るには強くならねばならない。しかも、安全に。一切のリスクを冒おかさず。

　ほぼ丸一日を掛かけて悩なやみ抜ぬいたシュミットが選せん択たくしたのは、《硬かたくなる》ことだった。

　まず武器屋に行き、所持金の許す範はん囲いで最も頑がん丈じような鎧よろいと盾たてを求め、残金で長い棒武器ポールアームを買った。そして街の北門でメンバーを募ぼ集しゆうしている沢たく山さんのパーティーのうち、もっとも安全重視な要タ項グを出しているものに参加した。最初の狩りは、ＳＡＯで最弱のモンスターである小型イノシシを、十人で取り囲みつつき殺すというものだった。

　以来、シュミットは、時給の低さを狩りの時間でカバーする経験値稼かせぎに邁まい進しんした。レベルアップ効率こそ、小パーティーやソロプレイでハイリスクな敵を狩りまくるビーター連中には遠く及およばなかったものの、《硬さ》への飽あくなき執しゆう着ちやくは、彼をついには攻略組最強ギルドたる《聖竜連合》のリーダー職にまでのし上がらせたのだ。

　努力の甲か斐いあって、今やシュミットの最大ＨＰ、装備の防ぼう御ぎよ力りよく、そして鍛きたえ上あげた防御スキルの数々は、アインクラッドでも最さい堅けん固ごと言っていい高みに達している。

　右手に巨きよ大だいなガードランス、左手にタワーシールドを構えれば、たとえ正面から同レベルのＭｏｂが三匹来ても三十分は耐え続けられるという自信があった。シュミットにしてみれば、紙にも等しい革装備に、攻こう撃げき一辺倒の武器とスキル構成のダメージディーラー──たとえば数十分前まで顔を合わせていた黒ずくめのソロプレイヤーのような──は、頭がおかしいとしか思えない人種だ。事実、全てのキャラクター構成ビルドでもっとも死亡率が低いのは、全身をガチガチに固めた壁タ戦ン士クなのだ。無論、殲せん滅めつ力りよくには欠けるので、大規模パーティーへの参加は必ひつ須すだが。

　ともあれシュミットは、ついに《死への恐きよう怖ふ》を無効化し得るだけの、《最高の硬かたさ》を身につけた。そのはずだった。

　なのに。

　膨ぼう大だいなＨＰも。鎧よろいの性能も。防御スキルも。つまりシステム的守護の全てをすり抜ぬける殺人者が今いま更さら現れるとは。しかもそいつが、明らかな意思を持って自分を狙ねらっているだなんて。

　幽ゆう霊れい──だなどと、本気で信じているわけではない。

　いや、それすらももう確信は持てない。犯罪禁止コードという、現状ではまだ絶対のルールを黒い霧きりのようにすり抜け、ちっぽけなスピアやダガー一本で軽々と命を奪うばっていくあの死神。あれはつまり、殺される間ま際ぎわの《彼女》の怨おん念ねんがナーヴギアを通してサーバーに焼きついた、いわば電子の幽霊なのではないか？

　だとすれば、堅固な城じよう壁へきも、分厚い扉とびらの錠じよう前まえも、そしてギルドホームの不ふ可か侵しん性せいも一切が無力だ。

　来る。絶対今夜、眠ねむりに落ちたところを狙ねらってあいつはやってくる。そして三本目の逆さか棘とげの武器を突つき刺さし、命を奪うばっていく。

　ベッドに腰こし掛かけ、銀色のガントレットに包まれた両手で頭を抱かかえながら、シュミットは必死に考えた。

　彼女の復ふく讐しゆうから逃のがれるには、もう、手段は一つしかない。

　赦ゆるしを乞こうのだ。跪ひざまずき、地面に額を擦こすり付つけて謝罪し、怒いかりを解いてもらうのだ。自分の罪つみ──半年前、更さらなる強さ、いや硬さを求めてより上位のギルドに移るために犯した、たった一つの罪を告白し、心から懺ざん悔げする。そうすれば、たとえ相手が本物の幽霊だとしても赦してくれるはずだ。乗せられただけなのだから。口車に乗せられ、魔まが差して、つい些さ細さいな犯罪行為──いや、犯罪とも呼べない、ささやかなノーマナー行為を犯してしまっただけなのだから。まさか、結果があのような悲劇に結びつくなどとは考えもせずに。

　シュミットはふらりと立ち上がると、ストレージを開き、緊きん急きゆう時じのために山ほどストックしている転移結けつ晶しようを一つオブジェクト化させた。力の入らない右手で握にぎり締しめ、大きく深呼吸してから、掠かすれた声で呟つぶやいた。

「転移……《ラーベルグ》」

　視界が青い光に覆おおわれ、薄うすれると、そこはもう夜のただ中だった。

　時刻は二十二時を回り、しかも辺へん鄙ぴな既攻略層とあって、19層の転移門広場にプレイヤーの姿はまったくなかった。周囲の商店もきっちりと鎧よろい戸どを閉め、ＮＰＣすら歩いていないので、まるで圏けん内ないではなくフィールドに出てしまったかのような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　ほんの半年前まで、ギルド黄金林りん檎ごはこの村のはずれに小さなギルドホームを構えていた。見慣れた光景のはずなのだが、シュミットにはまるで村そのものが自分を拒こばんでいるように思えた。

　分厚い鎧よろいの下で体を細かく震ふるわせ、萎なえそうになる両りよう脚あしを無理やり動かして、シュミットは村の外へと向かった。

　目指したのは、主街区を出て二十分ほども歩いたところにある、小さな丘おかの上だった。当然ながら《圏外》であり、もはや犯罪防止コードは適用されない。しかしシュミットには、どうしてもここに来なければならない理由があった。あの黒衣の死神に見逃してもらうためには、もうこれしか思いつかなかった。

　脚を引きずるようにして丘おかの天てつ辺ぺんまで登ったシュミットは、頂上に一本だけ伸のびる捻ねじくれた低木の下にあるものを少し遠くから見み詰つめ、激しく体をわななかせた。

　風化し、苔こけむした石の墓標。ギルド《黄金林りん檎ご》リーダー、今は亡き女性剣士グリセルダの墓だ。どこからともなく降り注ぐ朧おぼろな月明かりが、十字の影かげを乾かわいた地面に刻きざんでいる。時折吹き抜ける夜風が、枯かれ木きの枝をぎぎ、ぎぎと鳴らす。

　元々は、樹も墓ぼ碑ひも単なる地形オブジェクトだった。デザイナーがさしたる意図もなく設置した風景的装そう飾しよくだ。しかし、グリセルダが殺されてから数日後、黄金林檎が解散したその日に、残った七人のプレイヤーでここを彼女の墓にしようと決めて遺い品ひんの長剣を埋うめた──正確には墓石の根元に放置し、耐久値が減少して消しよう滅めつするに任せたのだ。

　だから墓標に碑ひ銘めいは無い。しかし、グリセルダに謝罪するためには、もうこの場所しか思いつかない。

　シュミットはがくりと跪ひざまずき、這はいずるようにして墓石に近づいた。

　砂じや利り混じりの地面に額を擦こすり付つけ、何度か歯をかちかちと鳴らしたあと、ありったけの意志を振ふり絞しぼって口を開いた。思いのほかはっきりとした声が迸ほとばしった。

「すまない……悪かった……赦ゆるしてくれ、グリセルダ！　オレは……オレは、まさかあんなことになるなんて思ってなかった……あんたが殺されちまうなんて、これっぽっちも予想してなかったんだ!!」




『ほんとうに……？』




　声がした。奇き妙みようなエコーのかかった、地の底から響ひびいてくるような女の声。

　すうっと意い識しきが遠ざかりかけるのを必死に堪こらえ、シュミットは恐おそる恐おそる視線を上向けた。

　捩ねじれた幹の陰かげから、音もなく黒衣の影かげが現れた。漆しつ黒こくのフーデッドローブ。だらんと垂れた袖そで。闇やみ夜よの底で、フードの奥はまるで見とおせない。

　しかし、そこから放射される冷たい視線をシュミットははっきりと意識した。悲鳴を迸ほとばしらせそうになる口を両手で押おさえ、シュミットは何度も頷うなずいた。

「ほ……ほんとうだ。オレは何も聞かされてなかった。ただ……ただオレは、言われるがままに、ちょっとした……ほんのちょっとしたことを……」




『なにをしたの……？　あなたは私に、なにをしたの、シュミット……？』




　するするする、とローブの右みぎ袖そでから伸のびる黒い細線を、シュミットは見開いた両眼で捉とらえた。

　剣だ。しかし恐おそろしく細い。使う者のほとんど居ない、《エストック》という片手用の近きん距きよ離り貫通武器。大型の針を思わせる円断面の刀身には、螺ら旋せんを描くように微び細さいな棘とげがびっしりと生えている。

　三本目の、《逆さか棘とげの武器》。

　ひぃぃっ、と喉のどの奥からか細い悲鳴を漏もらし、シュミットは何度も何度も額を地面に押おし付つけた。

「お……オレは！　オレはただ……指輪の売ばい却きやくが決まった日、いつの間にかベルトポーチにメモと結けつ晶しようが入ってて……そこに、指示が…………」




『誰だれのだ、シュミット？』




　今度は男の声だった。

『誰からの指示だ……？』

　硬かたく首筋を強こわ張ばらせ、シュミットは凍こおりついた。

　鉄の塊かたまりにでもなってしまったかのように重い頭をどうにか持ち上げ、一いつ瞬しゆんだけ視線を向ける。ちょうど樹の陰かげから、二人ふたり目めの死神が姿を現すところだった。デザインまでまったく同じ、黒のフーデッドローブ。身長は一人ひとり目めよりわずかに高い。

「…………グリムロック……？」

　すぐに再び顔を伏ふせ、ほとんど音にならない声でシュミットは呻うめいた。

「あんたも……あんたも死んでたのか…………？」

　死神はその問いには答えず、代わりに無音の一歩を踏ふみ出だした。フードの下から、陰いん々いんと歪ゆがんだ声が流れる。

『誰だれだ……お前を動かしたのは誰なんだ……？』

「わ……判らない！　本当だ!!」

　シュミットは裏返った声で喚わめいた。

「メモには……メモにはただ、リーダーの後を付けろと……。か、彼女が宿屋にチェックインして、食事のために外に出たら、部屋に忍しのび込こんで回かい廊ろう結けつ晶しようの位置セーブをして、そ、それをギルド共通ストレージに入れろとだけ書いてあって……お、オレがしたのはそれだけなんだ！　オレはグリセルダに指一本触ふれてない！　ま、まさか……指輪を盗ぬすむだけじゃなくて、こ、こ、殺しちまうなんて……オレも、オレも思ってなかったんだ！」

　必死の弁解をまくし立てる間、二人ふたりの死神は身じろぎもしなかった。通り過ぎる夜風が枯かれ木きの梢こずえとローブの裾すそを揺ゆらした。

　限界まで恐きよう怖ふを募らせながらも、シュミットは脳裏に刹せつ那なの回想を瞬またたかせていた。

　半年前の、あの日。ベルトポーチから取り出した羊皮紙のメモを見た瞬しゆん間かん、無茶だ、と呆あきれた。しかし同時に巧うまい手だと驚おどろきもした。

　宿屋の個室はシステム的にロックされるが、寝ねる時以外はフレンド／ギルドメンバー開かい錠じよう可設定にするのが普ふ通つうだ。それを利用して回かい廊ろう結けつ晶しようのポータル位置を部屋の中に設定し、部屋の主が熟じゆく睡すいしている時を狙ねらって侵しん入にゆうする。あとはトレードを申し込み、相手の腕うでを勝手に動かして受じゆ諾だくさせ、指輪を選せん択たくして交こう換かんボタンを押す。

　気付かれる危険はあるが、しかし圏けん内ないでアイテムを奪うばうほとんど唯ゆい一いつの方法だとシュミットは直感した。メモの末まつ尾びに提示された報ほう酬しゆうは、指輪の売ばい却きやく益えきの半額。成功すれば手に入る金額が一気に四倍になり、もし失敗──つまりトレード中にリーダーが起きてしまっても、顔を見られるのはメモの差出人、つまり盗みの実行犯だけだ。そいつが後から何を言おうと、知らぬ存ぜぬで通せばいい。宿屋に忍しのび込こんでポータル座標をセーブするだけなら、証しよう拠こは何も残らない。

　シュミットは迷ったが、迷うことがすでにギルドとリーダーを裏切っているに等しかった。全ては一足飛びに攻こう略りやく組ぐみにのし上がるため。そこでゲームクリアに貢こう献けんすれば結果としてリーダーを助けることにもなるのだと行為を正当化し、シュミットはメモに指示されていた通りのことをした。

　翌日の夜、シュミットはリーダーが殺されたことを知った。更さらにその翌日、約束どおりの額の金貨が詰つまった革かわ袋ぶくろが自室のベッドに置かれているのを見つけた。

「オレは……こ、怖こわかったんだ！　もしあのメモのことを仲間に告白したら、今度はオレが狙ねらわれると思って……だ、だから、本当にオレは知らないんだ、あれを書いたのが誰だれなのか！　ゆ、赦ゆるしてくれグリセルダ、グリムロック。オレは、ほ、本当に殺しの手伝いをする気なんかなかった。信じてくれ、頼たのむ…………！」

　甲かん高だかい悲鳴混じりの声を絞しぼり出だし、シュミットは何度も額を地面に擦こすり付つけた。

　ひとしきり夜風が唸うなり、ぎしぎしと梢こずえが軋きしんだ。

　それが収まると同時に、これまでの陰いん々いんとしたエコーが噓うそのように失せた女性の声が、静かに響ひびいた。

「全部録音したわよ、シュミット」

　聞き覚えのある──つい最近聞いたばかりの声だった。シュミットはおそるおそる顔を持ち上げ、そして愕がく然ぜんと両眼を見開いた。

　ぱさりと払はらわれた漆しつ黒こくのフードの奥おくから現れたのは、数時間前、まさにこのローブ姿の死神に殺されたはずの当人の顔だった。波打つダークブルーの髪かみが、ふわりと風になびいた。

「…………ヨルコ…………？」

　音にならない声で囁ささやいたシュミットは、続けて隣となりの死神が露あらわにした実直そうな顔を眼にして、半ば気が遠くなりながら呟つぶやいた。

「………………カインズ」
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「い、生きてるですって……!?」

　驚きよう愕がくの叫びを漏もらすアスナに、俺おれはゆっくり頷うなずきかけた。

「ああ、生きてる。ヨルコさんも、カインズ氏もな」

「だ、だって…………、だって」

　何度か浅い呼吸を繰くり返かえしてから、アスナは膝ひざの上で両手を握にぎり合あわせ、掠かすれ声ごえで反はん駁ばくした。

「だって……わたしたち、ゆうべ確かに見たじゃない。黒い槍やりに貫かれて、窓からぶら下がったカインズさんが……死ぬところを」

「違う」

　俺は大きく一度かぶりを振ふった。

「俺たちが見たのは、カインズ氏の仮想体アバターが、ポリゴンの欠片かけらを大量に振ふり撒まきながら、青い光を放って消滅する現象だけだよ」

「だ、だから、それがこの世界での《死》でしょう？」

「……覚えてるか？　昨日きのう、教会の窓から宙ちゆう吊づりになったカインズ氏は、空中の一点をぴったり凝ぎよう視ししてた」

　人差し指を伸のばした右手を顔の前に掲かかげ、俺おれは言った。アスナが小さく頷うなずく。

「自分のＨＰバーを見てたんでしょう？　貫通継続ダメージで、徐じよ々じよに減ってくところを……」

「俺もそう思った。でも、そうじゃない。彼が本当に見ていたのは、ＨＰバーじゃなく、自分の着込んだフルプレートアーマーの耐たい久きゆう値ちだったんだ」

「た、耐久値ですって？」

「うん。今日の午前中に貫かん通つうダメージが圏けん内ないでどうなるか実験をした時、俺は左手のグローブを外しただろ？　圏内では、プレイヤーに何をしようとＨＰは絶対に減らない。でもオブジェクトの耐久値は減る……さっきのバゲットサンドみたいに。もちろん装備類の耐久値は、食べ物みたいに街中で自然減はしないけど、でもそれは損そん傷しようを受けてない場合だ。いいか、あの時、カインズのアーマーは槍やりに貫通されてた。槍やりが削けずっていたのは、カインズのＨＰじゃなくて、鎧よろいの耐久値なんだ」

　そこまでを口にすると、眉まゆを寄せていたアスナがハッと眼を見開いた。

「じゃ、じゃあ……あの時砕くだけて飛び散ったのは、カインズさんの肉体じゃなくて……」

「そう。彼の着込んでいた鎧だけなんだよ。そもそも妙みようだと思ったんだ、飯を食いにきたのに、なんであんな分厚いアーマーをびっちり着込んでいたのか……あれは、ポリゴンの爆ばく散さんエフェクトを可能な限り派手にするためだったんだ。そして、まさに鎧が壊こわれる瞬しゆん間かんを狙ねらって、中身のカインズ氏は……」

「結けつ晶しようでテレポートしたのね」

　呟つぶやき、アスナは頭の中であの場面を再生しようとするかのように瞼まぶたを閉じながら続けた。

「……その結果発生するのは、《青い光を放ってポリゴンが粉ふん砕さい、飛散し、プレイヤーが消しよう滅めつする現象》……つまり死亡エフェクトに限りなく近い、でもまったく別のもの」

「うん。恐おそらく実際にカインズ氏が取った行動は、圏けん外がいであの槍を鎧ごと自分の胸に突つき刺さし、回かい廊ろう結晶で教会の二階まで移動して、自分の首にロープを掛かけ、鎧が破は壊かいされる寸前に窓から飛び降り、鎧破壊とタイミングを合わせて転移結晶でテレポートした……そんな感じだろう」

「…………なるほどね……」

　ゆっくりと深く頷うなずき、アスナは瞑めい目もくしたまま長く息を吐はいた。

「……なら、夕方のヨルコさんの《消しよう滅めつ》も同じトリックだったってことだよね。……そっか…………生きてるのね…………」

　声には出さず、口の動きだけで「よかった」と呟いてから、アスナはすぐにきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。

「で、でも。確かに彼女、やたらと厚着はしてたけど、スローイングダガーはいつ刺さしたの？　圏内じゃコードに阻まれて、体に触ふれることすらできないはずだわ」

「刺さってたんだ、最初から」

　俺おれは即そく答とうした。

「よく思い出してみろよ。俺とアスナ、シュミットが部屋に入った時から、彼女一度も俺おれたちに背中を見せようとしなかった。これから訪ねてくってメッセージが届くや否や、圏外まで走って背中にダガーを刺さして、マントかローブを装備して宿屋まで戻もどったんだ。あの髪かみ型がただし、ソファーにぴったり座られたら、あんなちっぽけなダガーの柄つかは全部隠かくれるよ。そして服の耐たい久きゆう度どが減ってくのを確認しながら会話を続け、タイミングを見計らって後ろ向きに窓まで歩いて、足で壁かべを蹴けるかなんかしてそれっぽい効果音を出してから後ろを向く。俺たちには、窓の向こうから飛んできたダガーがその瞬しゆん間かん刺さったようにしか見えない」

「そして自分から窓の外に落下した……あれは、転移コマンドをわたしたちに聞かれないためだったのね。…………てことは、キリト君が追っかけた黒ローブは……」

「十中八九、グリムロックじゃない。カインズだ」

　俺がそう断定すると、アスナは視線を宙ちゆうに向け、短く嘆たん息そくした。

「あれは犯人どころか、被ひ害がい者しやだったわけね。……え、でも、待ってよ」

　眉まゆ根ねを寄せ、身を乗り出す。

「わたしたち、ゆうべわざわざ黒鉄宮まで《生命の碑》を確認しに行ったじゃない。カインズさんの名前には、確かに横線が刻きざまれてた。死亡時刻もぴったり、死因だってちゃんと《貫通属性攻撃》だったわ」

「そのカインズさんの名前の表記、憶おぼえてる？」

「えっと……確か、Ｋ、ａ、ｉ、ｎ、ｓ、だったかな」

「うん、俺たちはヨルコさんからそう教わって、頭から信じた。でも……ほら、これ」

　俺は、この一連の推理に辿たどり着つくきっかけとなった羊よう皮ひ紙し片へんをアスナに差し出した。数時間前、シュミットに書いてもらった《黄金林りん檎ご》メンバーの一覧表だ。

　手を伸のばし、受け取ったアスナは、紙片の中ほどを一いち瞥べつするや「えーっ」と叫んだ。

「《Ｃａｙｎｚ》……!?　これがカインズさんの本当の綴つづりなの!?」

「一文字くらいならともかく、三文字も違えばシュミットの記き憶おく違いってこともなさそうだしな。つまりヨルコさんが、俺たちにわざと違うスペリングを教えたんだ。Ｋのほうのカインズ氏の死亡表記を、Ｃのカインズ氏と誤認させるためにね」

「え……じゃ、じゃあ……」

　アスナは顔を強こわ張ばらせ、声のトーンを低めた。

「あの時……私たちが教会前の広場でＣのカインズさんの偽ぎ装そう死亡を目もく撃げきした瞬しゆん間かん、同時にアインクラッドのどこかでＫのカインズさんも貫かん通つうダメージで死んでたってことなの？　偶ぐう然ぜん……ってことはないわよね……？　まさか…………」

「ちがうちがう」

　俺は軽く笑いながら、大きく右手を振ふった。

「ヨルコさんたちの共犯者が、タイミングを合わせてＫのほうを殺した、ってことじゃない。いいかい、生命の碑の死亡表記はこうなってた。《サクラの月22日、18時27分》……アインクラッドに、サクラの月、つまり四月の二十二日が来るのは、昨日きのうで二回目なんだよ」

「あっ…………」

　アスナはしばし絶句し、次いで同じように力の無い笑みを浮うかべた。

「…………なんてことなの。わたし、まったく考えもしなかったわ。去年なのね。去年の同じ日、同じ時間に、Ｋのほうのカインズさんは、この件とはまったく無関係にもう亡くなってたのね……」

「そう、恐おそらくは、そこが《計画》の出発点だったんだ」

　俺おれは一度大きく深呼吸をし、考えをまとめながら話を続けた。

「……ヨルコさんとカインズ氏は、かなり早い段階で、同じくカインズと読める見知らぬ誰だれかが去年の四月に死亡していることに気付いていたんだろう。最初は単なる話の種だったのかもしれない。でもある時どちらかが、この偶ぐう然ぜんを使えばカインズ氏の死亡を偽装できるのではないかと思いついた。しかも通常の対モンスター戦せん闘とう死しじゃない……《圏けん内ない殺人》という恐るべき演出を付け加えて」

「…………確かに、わたしもきみもころっと騙だまされたもんね。同じ読みのできる他人の死亡表記、貫通継続ダメージによる圏内での装備破は壊かい、それと同時の結けつ晶しようテレポート……この三つを重ねて、圏内でのＰＫを限りなく真実に見せかけたんだわ…………そして、その目的は……」

　アスナは囁ささやくような声で続きを口にした。

「《指輪事件》の犯人を追おい詰つめ、炙あぶり出だすこと。自分たちが犯人と疑われ得る立場であることを逆に利用して、ヨルコさんとカインズさんは自らの殺人事件を演出し、幻まぼろしの《復ふく讐しゆう者しや》を作り出した。犯罪禁止コードをすり抜ぬけ、圏けん内ないでＰＫをしてのける恐おそろしい死神を……結果、恐きよう怖ふに駆かられて動いたのが……」

「シュミットだ」

　俺は頷うなずき、指先で顎あごを擦さすった。

「たぶん、最初からある程度疑ってたんだろうな。……シュミットは、言っちゃなんだけど中堅ギルドだった《黄金林りん檎ご》から、一足飛びに攻こう略りやく組ぐみでも最大の《聖竜連合》に加入した。それはやっぱり異例なことではあるよ。よっぽど急激なレベルアップか、あるいは急激な装備更こう新しんがないと……」

「ＤＤＡは加入要件厳しいもんね。……でも、じゃあ、彼が指輪事件の犯人だった、ってこと……？　あの人がグリセルダさんを殺して、指輪を奪うばったの……？」

　攻略組の作戦参さん謀ぼうとしてシュミットとは何度も顔を合わせているアスナは、わずかに目め許もとを強こわ張ばらせ、じっと俺を見た。

　しばし脳裏にあのランス使いの姿を思おもい浮うかべてから、俺は首を微び妙みように動かした。

「……判らない。疑い得る材料はあるけど……あいつに、《レッド》の気配があるかどうかと言うと……」

　ＳＡＯに於おける殺人者、つまりレッドプレイヤーは、どこか逸いつ脱だつした雰ふん囲い気きをまとっているものだ。それはある意味当然と言える。なぜならここでプレイヤーを殺すことは、ゲームクリアを阻そ害がいするに等しい行為なわけで、つまりレッドの連中は極論、『ここから出られなくてもいい』と思っている──あるいは積極的に『このデスゲームが永続すればいい』と願っているということになるからだ。

　その負の願望は、否応無く言動の節々に現れる。だが、黒衣の死神に心の底から怯おびえ、俺おれたちにギルド本部までの護ご衛えいすら頼たのんだシュミットからは、《レッド》の狂気を俺は感じ取れなかった。

「…………確信は持てないな。無関係じゃない、ってことくらいは充じゆう分ぶん言えるだろうけど……」

　俺の呟つぶやきに、アスナも同感だというようにこくりと頷うなずいた。窓際に二つ並べた椅い子すの背もたれに体を預け、もう通り向かいの酒場のことなど忘れたかのように視線を街並みの上空へと向ける。

「…………どっちにせよ、シュミットさんは今、極限まで追おい詰つめられてるわ。復ふく讐しゆう者しやの存在を信じ切って、圏内……いえ、ギルドホームの自分の部屋ですら安全とは思えないでしょう。これから……彼はどう動くかしら」

「もし指輪事件に共犯者がいれば、そいつとコンタクトするだろうな。恐おそらく、ヨルコさんとカインズ氏の狙ねらいもそれだろう。ただ、シュミットにも共犯者の今の居所が判らない場合は、うーん……俺なら…………」

　どうするだろう。いっときの欲望に負けてプレイヤーを殺害してしまい、後になってそれを後こう悔かいした時、いったい何ができるだろう。

　俺はまだ、この世界で直接プレイヤーの命を奪うばったことはない。しかし、俺のせいで死んでいった仲間ならいる。俺の愚おろかさと醜みにくい自己顕けん示じ欲よくゆえに、俺ひとりを残して全ぜん滅めつしたギルドの仲間たちのことを俺はいまも常に悔くやんでいる。ギルドが仮のホームとしていた宿屋の裏庭にある小さな樹を彼らの墓ぼ標ひようと定め、何の贖しよく罪ざいにもなりはしないが、時折酒や花束を手向けに行く。だから、恐おそらくシュミットも──。

「…………もしグリセルダさんのお墓があれば、そこに行って赦ゆるしを乞こうよ」

　するとアスナは、俺の声の変調を敏びん感かんに察したか、椅子の上からまっすぐこちらを見て穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「そうね。わたしもそうする。ＫｏＢの本部にも、いままでのボス戦で亡くなった人のお墓があるからね……。──そうか、きっと、ヨルコさんとカインズさんもいまそこに……グリセルダさんのお墓にいるんだわ。そこで、シュミットさんが現れるのを待ってる…………」

　そこでふと口をつぐみ、やや表情を翳かげらせる。

「……？　どうした？」

「ううん……ただ、ちょっと思ったの。もしその、グリセルダさんのお墓が圏けん外がいにあったら？　シュミットさんがそこに謝りに行ったとして……ヨルコさんとカインズさんは、ただ許すかしら？　まさかとは思うけど、今度こそ本当に復ふく讐しゆうしようとはしないかしら……？」

　予想外の言葉に、俺おれは一いつ瞬しゆん背筋を強こわ張ばらせた。

　絶対に無いとは言えない。こんな手の込んだ《圏内殺人事件》を演出するほどに、ヨルコとカインズは指輪事件の犯人を憎にくんでいるのだ。彼らは少なくとも二つの転移結けつ晶しようと、もしかしたら回かい廊ろう結晶も一つ使っている。二人ふたりのレベルからすれば大変な出費だろう。そこまでの準備をして、謝罪を引き出すだけという結果に満足するだろうか……？

「あ……、いや……そうか……」

　しかし俺はふとあることに気付き、首を横に振ふった。

「いや、無いよ。二人はシュミットを殺しはしない」

「なんで言い切れるの？」

「だって、アスナはまだヨルコさんとフレンド登録したままだろう？　向こうから登録解除されたって表示は見てないよな？」

「あ……、そう言えば、そうね。宿屋での第二の殺人を信じきってたから、そのまま自動解除されたものと思ってたけど、生きてるなら登録も継けい続ぞくしてるはずだわ」

　アスナは左手を振ってウインドウを出すと、素早く操作して頷うなずいた。

「確かに登録されたままよ。もっと早くこれを見てれば、事件のカラクリに気付けたのになぁ……でも、となると、そもそもヨルコさんはなんでわたしとのフレンド登録を受け入れたのかしら？　ここから計画が全部破は綻たんすることも有り得たわよね？」

「恐おそらく……」

　俺は瞼まぶたを閉じ、脳裏に今度はダークブルーの髪かみを持つ女性の姿を思い描いた。

「……俺たちを結果として騙だますことへの謝罪という意味と、もう一つ、俺たちを信じてくれたんだろうな。フレンド登録が生きてることに気付いても、そこから彼らの真の意図まで推すい測そくして、シュミットをおびき出す邪じや魔まはしない、とね。アスナ、ヨルコさんを位置追つい跡せきしてみろよ」

　瞼まぶたを開けてそう言うと、アスナは頷うなずいて更さらにウインドウを叩たたいた。

「……いま、19層のフィールドにいるわ。主街区からちょっと離はなれた、小さい丘おかの上……。じゃあ、ここが……」

「黄金林りん檎ごのリーダー、グリセルダさんのお墓だろうな。そこに、カインズとシュミットもいるはずだ。もしシュミットがそこで死ねば、俺たちにはヨルコさんたちが殺したんだと判ってしまう。だから、殺すまではしないだろう」

「じゃあ……逆は？　指輪事件に関わってたことを知られたシュミットが、口くち封ふうじのために二人を殺すことは有り得ない……？」

　尚なおも心配そうなアスナの言葉に、俺は少し考え、今度も首を横に振ふった。

「いや……その場合も俺おれたちに露ろ見けんしちゃうし、そもそもあの人は犯罪者オレンジ、いや殺レ人ツ者ドになって攻こう略りやく組ぐみから放ほう逐ちくされることに耐たえられないだろう。だから、互いに相手を殺す心配だけはないと思う。…………任せよう、彼らに。俺たちの、この事件での役回りはもう終わりだよ。まんまとヨルコさんたちの目もく論ろみどおりに動いちゃったけど、でも……俺は嫌いやな気分じゃないよ」

　そう言うと、アスナもしばらく考えてから、うんと微笑ほほえんだ。




　しかし、俺もアスナも、この時点では事件の真相の半分も見えていなかったのだ。

　事件は、まだまだ終わってはいなかった。
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　再び、のちに聞いた話だ。




　シュミットは驚おどろきの余り息も絶えだえになりながら、死神ローブの下から現れた二人のプレイヤーの顔を交こう互ごに見返した。

　グリセルダとグリムロックだとばかり思っていた死神の正体は、ヨルコとカインズだった。しかし、この二人とてすでに死んでいることに変わりはない。カインズの死亡は伝え聞いただけだが、ヨルコのそれは──つい数時間前、自分の眼で確かに見たばかりなのだ。窓の外から飛来した黒いダガーに貫つらぬかれ、街路に落下してその仮想体アバターを四散させた。

　やはり幽ゆう霊れいなのか、と一いつ瞬しゆんほんとうに気絶しそうになったが、顔を露あらわにする直前にヨルコが発した台詞せりふが、危ういところでシュミットの意い識しきを救った。

「ろ……ろく、おん……？」

　喉のどから漏もれた嗄しやがれ声ごえに答えるように、ヨルコはローブの懐ふところから引ひき抜ぬいた手をシュミットに示した。握にぎられているのは、ライトグリーンに輝かがやく八面柱型の結けつ晶しよう。録音クリスタルだ。

　幽霊が、アイテムを使って会話を録音などするはずはない。

　つまりヨルコの、そしてカインズの死は偽ぎ装そうだったのだ。手口は想像もつかないが、二人ふたりは自分の《死》を演出することで存在しない復ふく讐しゆう者しやを造り上げ、真に復讐されるべき三人目を追おい詰つめた。そして恐きよう怖ふに駆かられた三人目の、罪を告白し懺ざん悔げを乞こう声を記録した。すべては──遠い過去の、ひとつの殺人事件の真相を暴あばくための計画だった。

「…………そう……だったのか…………」

　ついに事の真相に辿たどり着ついたシュミットは、声ならぬ声で呟つぶやき、その場にがくりと脱力した。

　まんまと騙だまされ、証しよう拠こまで押おさえられたことへの怒いかりはなかった。ただただ、ヨルコとカインズの執しゆう念ねん──それに、グリセルダを慕したう気持ちの深さへの驚きよう嘆たんだけを感じていた。

「お前ら……そこまで、リーダーのことを…………」

　呟いた声に、カインズが静かに応じた。

「あんたも、だろう？」

「え……？」

「あんただって、リーダーを憎にくんでたわけじゃないんだろ？　指輪への執しゆう着ちやくはあっても、彼女への殺意まではなかった、それは本当なんだろう？」

「も……もちろんだ、本当だ、信じてくれ」

　シュミットは顔を歪ゆがめ、何度も首しゆ肯こうした。

　戦力で言えば、おそらくこの二人を合わせたよりも自分のほうが強いだろう。しかしここで武器を抜き、二人の口を封ふうじるといったような選せん択たく肢しはまったく浮うかんでこなかった。レッドプレイヤーに墜おちればもうギルドに、ひいては攻こう略りやく組ぐみにいられなくなる、という気持ち以上に、ここでヨルコとカインズを殺せば、自分はもう二度と正気ではいられなくなるという確信があった。

　だからシュミットは、まだ録音クリスタルが作動中なのを承知の上で、過去に犯した罪の告白を繰くり返かえした。

「オレがやったのは……宿屋の、リーダーの部屋に忍しのび込こんでポータルの出口をセーブしたことだけだ。そりゃ……受け取った金で買ったレア武器と防具のおかげで、ＤＤＡの入団基準をクリアできたのは確かだけど……」

「メモの差出人に心当たりがない、っていうのは本当なの？」

　ヨルコの厳しい声に、もう一度激しく頷うなずく。

「い、今でもまったく解らないんだ。八人のメンバーのうち、オレとあんたら、リーダーとグリムロックを除いた三人の誰だれかのはずだけど……その後、一度も連絡してないし……あんたらは、目星をつけてないのか？」

　シュミットの問いに、ヨルコは小さく首を横に振ふった。

「三人全員、ギルド解散後も《黄金林りん檎ご》と同じくらいの中ちゆう堅けんギルドに入って、普ふ通つうに生活してるわ。レア装備やプレイヤーホーム買った人は一人もいない。いきなりステップアップしたのはあなただけよ、シュミット」

「…………そうか……」

　シュミットは呟つぶやき、下を向いた。

　グリセルダが死んだのちに、部屋に届けられていた革かわ袋ぶくろの中の金コルは、当時では想像もできないほどの大金だった。それまでは指を咥くわえて見ているしかなかった、オークションハウスの出品リストの天辺近くに並ぶ超高性能装備を、一気に全身ぶん揃そろえられたほどだったのだ。

　あの金を遣つかわずにストレージに放置しておけるとは、まさしく鋼はがねの自制心だ。いや、それ以前に──。

　顔を上げ、シュミットは己の苦境も一いつ瞬しゆん忘れて、胸中に生じた疑問を口にした。

「……で、でもよ。おかしいだろ……遣わないなら、なんでリーダーを殺してまで指輪を奪うばう必要があったんだ…………？」

　虚きよを突かれたように、ヨルコとカインズがやや上体を引いた。

　アインクラッドでは、稼かせいだ金をストレージに貯ため続つづけておくことのメリットはほぼ存在しない。１コルの価値は、カーディナルシステムの緻ち密みつなドロップレート操作によって常に等価に保たれ、インフレもデフレも起こらないからだ。高価な剣や鎧よろいを買っても、きちんとメンテさえしていれば、いつか不要になった時には買値とほぼ同じ売値がつく。遣われないコルに意味はない。つまり──

「てことは……あのメモの差出人は……」

　必死に思考を回転させながら、シュミットはぼんやりと浮うかびつつあった推すい測そくを口にしようとした。

　しかし、意い識しきを集中しすぎていたせいで、それに気付くのが遅おくれた。

「シュ…………！」

　目の前のヨルコが掠かすれた声を漏もらした時には、背後から首くび許もとに伸のびてきた小さなナイフが、トスッ、と胸当てブレストプレートと喉当てゴーゲツトの隙すき間まに突つき立たっていた。小型刺突武器専用スキル《鎧通しアーマーピアース》、および非金属防具専用スキル《忍び足スニーキング》の複合技スキルコンボによる不意打ち──。

　一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がくから、最前線でそれなりに鍛きたえた対応力で立ち直り、シュミットは飛とび退のこうとした。たとえ喉のどを切きり裂さかれても、この世界では即そく死しはしない。急所ゆえに受けたダメージはやや大きいが、それでもシュミットの膨ぼう大だいな総ＨＰ量に比べれば微び々びたるものだ。

　しかし。

　体を反転させるより早く、両りよう脚あしの感覚が遠ざかり、シュミットはがしゃりと音を立てて地面に転がった。ＨＰゲージを、緑色に点てん滅めつする枠わくが囲っている。麻ま痺ひ状態。壁タ戦ン士クとして耐毒スキルを上げているのに、その耐性レジストを貫かん通つうするとはかなりのハイレベル毒だ。いったい何者が──

「ワーン、ダウーン」

　少年のように無む邪じや気きな声が降ってきて、シュミットは必死に視線を上向けた。

　鋭するどい鋲びようが打たれた黒くろ革かわのブーツがまず見えた。同じく黒の、細身のパンツ。ぴったりと体に密着するようなレザーアーマーも黒。右手には、刀身が緑に濡ぬれる細身のナイフを携たずさえ、左手はポケットに差し込んでいる。

　そして頭は、頭ず陀た袋ぶくろのような黒いマスクに覆おおわれていた。眼の部分だけが丸く繰くり抜ぬかれ、そこから注がれる粘ねばつくような視線を意い識しきするのと同時に、シュミットの視界にプレイヤーカーソルが出現した。見慣れたグリーンではなく、鮮あざやかなオレンジ色が眼を射た。

「あっ……！」

　背後で小さく悲鳴が聞こえ、視線を振ふり向むけると、ヨルコとカインズを同時に極細の剣で威い嚇かくする、やや小こ柄がらなプレイヤーが見えた。こちらも黒くろずくめだが、素材は革ではなく、全身にびっしりと襤ぼ褸ろ切きれのようなものが垂れ下がっている。顔には髑どく髏ろを模もしたマスクをつけ、暗い眼がん窩かの奥おくには赤く光る小さな眼があった。右手に握るのは、ヨルコが持っている逆さか棘とげの剣と同じエストックだが、自ら血の色に発光するかのような地金の煌きらめきは圧あつ倒とう的てきなスペックの高さを伝えてくる。カーソルの色は同じくオレンジ。

　髑髏マスクの男は左手を伸のばすと、棒立ちになったヨルコの右手から、無造作に黒いエストックを引ひき抜ぬいた。刀身をちらりと眺ながめ、しゅうしゅうと擦さつ過か音おんの混ざる声を漏もらす。

「デザインは、まあまあ、だな。オレの、コレクションに、加えて、やろう」

　この二人ふたりを、シュミットは知っていた。直接見たことがあるわけではない。ギルド本部で回かい覧らんされる、要注意プレイヤーリストの上位に全身のスケッチが載のっていたのだ。

　ある意味ではボスモンスター以上に攻こう略りやく組ぐみの仇きゆう敵てきである、殺レ人ツ者ドプレイヤー。その中でも最大最さい凶きようのギルドで幹部の座につく男たちだ。シュミットを麻ま痺ひさせた毒ダガー使いが《ジョニー・ブラック》。ヨルコとカインズを牽けん制せいする針剣エストツク使いが《赤アカ眼メのザザ》。

　ということは。まさか──あいつまでもが。

　噓うそだろう。やめてくれ。冗じよう談だんじゃない。

　というシュミットの内心の絶叫を裏切るように、じゃり、じゃり、と新たな靴くつ音おとが聞こえた。

　おそるおそる視線を振ふったシュミットは、アインクラッドに於ける最大級の恐きよう怖ふを体現するその姿を、見開いた両眼で捉とらえた。

　膝ひざ上うえまでを包む、艶つや消けしの黒いポンチョ。目ま深ぶかに伏ふせられたフード。

　だらりと垂れ下がる右手に握にぎられるのは、まるで中ちゆう華か包丁のように四角く、血のように赤黒い刃を持つ肉厚の大型ダガーだ。

「…………《ＰｏＨプー》…………」

　シュミットの唇くちびるから漏もれたひと言は、恐怖と絶望を映して激しくわなないていた。
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　殺人ギルド《笑う棺桶ラフイン・コフイン》。

　結成されたのは、ＳＡＯというデスゲームが開始されてから一年後のことだ。それまでは、ソロあるいは少人数のプレイヤーを大人数で取り囲みコルやアイテムを強ごう奪だつするだけだった犯罪者オレンジプレイヤーの一部が、より過激な思想のもとに先せん鋭えい化かした集団である。

　その思想とはつまり──《デスゲームならば殺して当然》。

　現代日本では許されるわけもない《合法的殺人》が、この極限状況アインクラツドでなら可能となる。なぜならあらゆるプレイヤーの体は現実世界では完フ全ルダイブ中、つまり無む意い識しき状態であり、本人の意思では指一本動かせないからだ。日本国の法律が及およぶ範囲に於おいては、ＨＰバーがゼロになったプレイヤーを《殺す》のは殺人装置たるナーヴギアと計画者たる茅かや場ば晶あき彦ひこであって、ＨＰを減少させたプレイヤーではない。

　──ならば殺そう。ゲームを愉たのしもう。それは全プレイヤーに与えられた権利なのだから。

　という劇毒じみたアジテーションによって少なからぬ数のオレンジを誘ゆう惑わく、洗せん脳のうし、狂的なＰＫに走らせたのが、肉切包丁をぶら下げる黒ポンチョの男、ＰｏＨプーなのだ。




　そのユーモラスなプレイヤーネームに反して、氷のような冷れい酷こくさのみを放射する長身の男は、シュミットのすぐ近くまで歩み寄ってくると短く命じた。

「ひっくり返せ」

　ジョニー・ブラックのブーツのつま先が、うつ伏ぶせに倒たおれるシュミットの腹の下にこじ入れられる。ごろりと上向けにされたシュミットの顔を真上から覗のぞき込こみ、黒ポンチョの男は再び声を発した。

「Ｗｏｗ……確かに、こいつはでっかい獲え物ものだ。ＤＤＡのリーダー様じゃないか」

　張りのある艶つややかな美声なのに、なぜかイントネーションに仄ほのかな異質さが潜ひそんでいる。ポンチョのフードに隠かくれて顔は見えないが、波打つ豊かな黒くろ髪かみがぱさりと一房垂れ下がり、夜風になびいた。

　己おのれが絶体絶命の危地にあることを認にん識しきしながらも、シュミットは思考の半分で、なぜ、どうして、と疑問詞だけを繰くり返かえしていた。

　なぜこいつらが、今この場所に出現するのだ。《ラフィン・コフィン》のトップスリーと言えば、恐きよう怖ふの象しよう徴ちようであると同時に最大級のお訊たずね者であり、こんな下層のフィールドを理由もなくうろついてるはずがない。

　つまりこの三人は、シュミットがここにいることを知ったうえで襲おそってきた、ということになる。

　だがそれも間ま尺じやくに合わない。ＤＤＡの人間には行き先を言わずに出てきたし、ヨルコとカインズが情報を流すはずもない。そもそも、彼らは二人とも《赤眼のザザ》のエストックに威い嚇かくされ、血の気を失っている。偶ぐう然ぜん、ラフコフのメンバーがこの19層主街区を一人歩くシュミットを見かけてＰｏＨに連れん絡らくしたのだとしても、出現があまりにも早過ぎる。

　何か別の事情があって、この三人が偶然この層に居合わせたという、万にひとつの巨きよ大だいな不運なのか？　それとも──この偶然こそが、死んだグリセルダの復ふく讐しゆうなのか……？

　丸太のように転がったまま、縺もつれた思考を彷徨さまよわせるシュミットを見下ろして、ＰｏＨが小さく首を傾かしげた。

「さて……、イッツ・ショウ・タイム、と行きたいとこだが……どうやって遊んだもんかね」

「あれ、あれやろうよヘッド」

　即座にジョニー・ブラックが甲かん高だかい声で陽気に叫んだ。

「《殺し合って、生き残った奴やつだけ助けてやるぜ》ゲーム。まあ、この三人だと、ちょっとハンデつけなきゃっすけど」

「ンなこと言って、お前このあいだ結局残った奴も殺したろうがよ」

「あ、あーっ！　今それ言っちゃゲームにならないっすよヘッドぉ！」

　緊きん張ちよう感かんのない、しかしおぞましいやり取りに、ザザがエストックを掲かかげたままシュウシュウと笑った。

　ここにきて、ようやく現実的な恐怖と絶望が背筋を這はい登のってきて、シュミットは思わず眼を瞑つむった。

　全身を包む分厚い金属鎧よろいも、動けない今は単なる重石おもしだ。こいつらはもうすぐ食前酒めいた戯ざれ言ごとを打ち切り、血に飢えた牙きばを剝むくだろう。ことにＰｏＨの持つ大型ダガー《友切包丁メイトチヨツパー》は、現時点で最高レベルの鍛か冶じ職人が作成できる最高級の武器を上回る性能を持つモンスタードロップ、いわゆる《魔ま剣けん》だ。フルプレートアーマーの装そう甲こう値ちをも容た易やすく貫つらぬいてくるはずだ。

　──グリセルダ。グリムロック。

　これがあんたたちの復ふく讐しゆうだというなら、オレがここで死ぬのは仕方ないのかもしれない。

　しかし、なぜヨルコやカインズを巻まき添ぞえにするんだ。あんたたちを殺した真犯人を暴あばくために、とてつもない労力をつぎ込んできた彼らまで。なぜ。

　シュミットが、絶望に彩いろどられた思考を泡あわのように弾はじけさせた、その時──。

　背中に密着する地面から、かすかな震しん動どうが伝わってくるのを感じた。

　どどどっ、どどどっ、というリズミカルなビートは、どんどん大きく、確かなものになる。すぐに耳にも、乾かわいた低音が届いてくる。

　鋭するどい呼吸音で、ＰｏＨが部下二人に警けい告こくした。ジョニーが毒ナイフを構えながら飛とび退すさり、ザザがエストックをいっそう深くヨルコとカインズの首元に突つきつける。

　動かない首を懸けん命めいに巡めぐらせたシュミットの眼が捉とらえたのは、主街区の方向から、一直線に近づいてくる白い燐りん光こうだった。

　小刻みに上下する光が、闇やみ夜よに溶とけるような漆しつ黒こくの馬の蹄ひづめを包む冷たい炎ほのおであると見て取れたのは数秒後だった。馬の背には、これも黒一色の騎き手しゆの姿がある。まるで冥めい府ふから出現した不死アンデツドの騎士とも思える何者かは、荒こう野やに白い炎の軌き跡せきを引きながら猛もう烈れつな速度で肉にく薄はくしてくる。馬ば蹄ていの音は耳をつんざくような地じ響ひびきへと変わり、それに黒馬の甲かん高だかいいななきが重なる。

　たちまち小高い丘おかのふもとに達した騎馬は、数度の跳ちよう躍やくで頂上まで上のぼり詰つめると、後うしろ脚あしだけで立ち上がり、鼻面から白く燃える噴ふん気きを激しく漏もらした。その勢いに押されるようにジョニーが数歩下がり、直後、いっぱいに手た綱づなを引いていた騎手が──馬の背中から真後ろへと転がり落ちた。

　どすん、と尻しり餅もちをつくと同時に「いてっ！」と毒づいたその声には、聞き覚えがあった。

　腰こしをさすりながら立ち上がった闖ちん入にゆう者しやは、巨きよ大だいな黒馬の手綱を握にぎったまま、ちらりとシュミットを、次いでヨルコとカインズを見て緊張感のない声を出した。

「ぎりぎりセーフかな。タクシー代はＤＤＡの経費にしてくれよな」

　アインクラッドには、所持アイテムとしての騎マ乗ウ動ン物トは存在しない。しかし一部の街や村にはＮＰＣの経営する厩きゆう舎しやがあり、そこで騎乗用の馬や、ストレージに収まりきれない大量の荷物を運うん搬ぱんするための牛などを借りることができる。だが乗りこなすためにはかなり高度なテクニックが要求され、また料金も馬ば鹿か高いために、使おうという者はそうそういない。このデスゲームの中で、時間を無む駄だ遣づかいして乗馬を練習しようという余よ裕ゆうがある人間は、ごく限られる──。

　シュミットは詰めていた息をゆっくり吐はき出だしながら、闖入者──攻こう略りやく組ぐみソロプレイヤー、《黒の剣士》キリトの顔を見上げた。

　キリトは握にぎった手た綱づなをぐいっと引き、馬を回頭させると、その尻しりをぽんと叩たたいた。レンタルが解除され、たちまち走り去っていく黒馬の蹄ひづめの音に、迫はく力りよくにはやや欠ける声が重なった。

「よう、ＰｏＨ。久しぶりだな。まだその趣しゆ味み悪い格好してんのか」

「……貴き様さまに言われたくねぇな」

　答えたＰｏＨの声は、隠かくしきれない殺意を孕はらんでびんと響ひびいた。

　直後、大きく一歩踏ふみ出だしたジョニー・ブラックが、こちらは明確に上ずった声で喚わめいた。

「ンの野や郎ろう……！　余よ裕ゆうかましてんじゃねーぞ！　状じよう況きよう解ってんのか！」

　ぶん、と毒ナイフを振ふり回まわす配下を左手で制し、ＰｏＨは右手の肉切り包丁の背で肩かたをとんとんと叩たたいた。

「こいつの言うとおりだぜ、キリトよ。格好よく登場したのはいいけどな、いくら貴様でも、俺おれたち三人を一人で相手できると思ってるのか？」

　シュミットは、いまだ麻ま痺ひの解けぬ全身の中で唯ゆい一いつ動かせる左手をきつく握にぎり締しめた。

　状況は、ＰｏＨの言うとおりだ。いかに攻こう略りやく組ぐみでトップクラスの戦せん闘とう力りよくを誇ほこるキリトと言えども、ラフィン・コフィンの幹部三人をまとめて倒たおせるわけがない。なぜ、せめて《閃光》を連れてこなかったのか？

「ま、無理だな」

　左手を腰こしに当て、キリトは平然と言い返した。しかしすぐに続けて、

「でも耐毒ＰＯＴポーシヨン飲んでるし、回復結けつ晶しようありったけ持ってきたから、十分間は耐たえてやるよ。そんだけあれば、援えん軍ぐんが駆かけつけるには充じゆう分ぶんだ。いくらあんたらでも、攻略組三十人を三人で相手できると思ってるのか？」

　直前とまったく同じ台詞せりふを返されたＰｏＨが、フードの奥おくで軽く舌打ちするのが聞こえた。ジョニーとザザが、やや不安そうに視線を周囲の暗くら闇やみへと泳がせる。

「…………Ｓｕｃｋ」

　やがて、短く罵ののしり声を発したＰｏＨが、じゃりっと右足を引いた。

　左手の指を鳴らすと、配下二人がざざっと数メートル退く。赤いエストックから解放されたヨルコとカインズが、その場にふらふらと膝ひざを突ついた。

　ＰｏＨは右手の包丁を持ち上げ、まっすぐキリトを指し、低く吐はき捨すてた。

「……《黒の剣士》。貴様だけは、いつか必ず地面に這はわせてやる。大事なお仲間の血の海でごろごろ無ぶ様ざまに転げさせてやるから、期待しといてくれよ」

　言い終えると、巨きよ大だいな肉切り包丁を指の上で器用にくるくる回し、腰こしのホルスターに収める。黒革のポンチョをばさりと翻ひるがえして悠ゆう然ぜんと丘おかを降りていく頭首を、二人ふたりの手下が追いかける。

　ジョニー・ブラックのほうは、急行しつつあるという攻略組の集団が気になるようでやけに早足だったが、全身をぼろ布に包んだエストック使い──赤眼のザザは、数歩進んだところで振ふり向むくと、髑どく髏ろマスクの下で昏くらく光る両眼をじっとキリトに向けて囁ささやいた。

「格好、つけやがって。次はオレが、馬でお前を、追い回してやるからな」

「……なら、頑がん張ばって練習しろよ。見た目ほど簡単じゃないぜ」

　そう応じたキリトに、ザザはしゅうっと低い呼吸音だけを漏もらし、仲間たちを追って消えた。
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　三つの影かげが丘おかを下り、夜よ闇やみに溶けたあとも、索さく敵てきスキルの効果によってオレンジ色のカーソルだけは視界に表示され続けた。

　ラフコフの頭首ＰｏＨとは、以前一度だけ遭そう遇ぐうし言葉を交わしたことがあるが、奴やつの腹心らしき二人とは初対面だ。子供っぽい態度と外見の毒ナイフ使いと、やけにボロボロな服を着たエストック使い。当然ながら二人のカーソルに名前は表示されておらず、念のためシュミットに確認しておこうかと考えたが、思い直す。次に奴らと会う時は、恐おそらく本気で戦う時だ。剣と剣で殺し合わねばならない相手の名前など、正直知りたくない。

　ゆえに俺おれは、索敵スキルの限界距離に達して点てん滅めつし始めるカーソルを、無言で見守り続けた。

　犯罪者プレイヤーは、アンチクリミナルコードによって護まもられた街や村、すなわち《圏けん内ない》には原則として立ち入れない。境界に踏ふみ込こんだ途と端たん、鬼おにのように強いＮＰＣガーディアンが大挙して襲おそってくるからだ。そして転移門を備えた各層主街区は例外なくコード圏内なので、あの三人が他の層に移動するためには、転移結けつ晶しようの行き先に《圏外村》を指定するか、高価な回廊結けつ晶しようを使うか、あるいは徒歩で攻略済みの迷宮区タワーを上り下りするしかない。

　おそらくは一番目だろうが、それにしても往復で六個の転移結晶を使ったとなると、連中にしても馬ば鹿かにならない出費だろう。溜りゆう飲いんを下げつつも、三つのカーソルが視界から消しよう滅めつした途と端たん、俺おれは無む意い識しきのうちに安あん堵どのため息をついていた。

　まったく、予想以上にやばい奴やつらが出てきたものだ。つまり、あの三人はこの時この座標にシュミットが──ギルド聖竜連合の前衛隊長、攻こう略りやく組ぐみでも最大級のＨＰと防ぼう御ぎよ力りよくを持つ男がいることを知っていたということになる。

　その情報の出所も、すぐに明らかになるはずだ。

　俺は闇やみに沈しずむ荒こう野やから視線を切ると、ウインドウを出し、十数人を引き連れてこちらに急行中であるはずのクラインに【ラフコフは逃げた、街で待機していてくれ】と手早くメッセージを送った。

　次に腰こしのポーチから出した解毒ポーションをシュミットの左手に握にぎらせ、大男が震ふるえる手でそれを呷あおるのを見届けてから、視線を少し離はなれた場所の二人に移す。

　血の気を失って座り込む死神ローブ姿のプレイヤーたちにかけた声が、少しばかり皮肉っぽいものになってしまったのは止むを得ないというべきだろう。

「また会えて嬉うれしいよ、ヨルコさん。それに……初めましてと言うべきかな、カインズさん」

　数時間前、俺の目の前でポリゴン片を飛散させながら消しよう滅めつしたばかりのヨルコは、上うわ目め遣づかいに俺を見ると、ごくかすかな苦笑を頰ほおに浮うかべた。

「全部終わったら、きちんとお詫わびにうかがうつもりだったんです。……と言っても、信じてもらえないでしょうけれど」

「信じるかどうかは、おごってもらうメシの味によるな。言っとくけど、怪あやしいラーメンとか謎なぞのお好み焼きはナシだからな」

　きょとんとするヨルコの隣となりで、黒いローブを脱いだ朴ぼく訥とつそうな男──《圏内事件》最初の死者カインズが、ぐいっと一度頭を下げた。

「初めまして──ではないですよ、キリトさん。あの瞬しゆん間かん、一度だけ眼が合いましたね」

　落ち着いた低音で発せられた言葉に、俺はようやく思い出す。

「そういえば、そうだったかもな。あんたが死ぬ、じゃない、鎧よろいの破は壊かいと同時に転移する寸前だろう？」

「ええ。あの時、この人には偽ぎ装そう死しのカラクリを見み抜ぬかれてしまうかもしれない、って何となく予感したんですよ」

「そりゃ買いかぶりだ。完かん璧ぺき騙だまされた」

　今度は俺が苦笑した。わずかに緩ゆるんだ空気を、がしゃりと全身鎧を鳴らして上体を起こしたシュミットの、いまだ緊きん張ちようの抜ぬけない声が再度引き締めた。

「……キリト。助けてくれた礼は言うが……なんで判ったんだ。あの三人がここを襲おそってくることが」

　俺は、食い入るように見上げてくる巨きよ漢かんの眼を見返し、少し言葉を探した。

「判った、ってわけじゃない。あり得ると推測したんだ。相手がＰｏＨだと最初から知ってたら、ビビって逃げたかもな」

　つい混ぜっ返すような言い方になってしまうのには理由がある。

　俺おれがこれから話すことは、この三人に──ことにヨルコとカインズに、巨きよ大だいな衝しよう撃げきを与あたえるだろう。全ての脚本を書き、演出し、主演までした彼ら二人も存在に気付いていない、いわば《プロデューサー》が、この事件の陰かげには潜ひそんでいるのだ。俺はゆっくり息を吸い込み、出し得る限りの静かな声で語り始めた。

「…………おかしい、って思ったのは、ほんの三十分前だ……」




　事件は終わった。あとはヨルコ、カインズ、そしてシュミットに任せよう。

　20層主街区の下町にある酒場を見下ろす宿屋の二階で、俺はアスナにそう言い、椅い子すに深く身を沈しずめた。

　彼らが互たがいに殺し合うことはないはずだ。ならば、この《圏内事件》の幕は、その原因となった《指輪事件》の当事者だけで降ろすのが一番いいんだ。そう確信して発した俺の言葉に、アスナも「そうね」と頷うなずいた。

　しばし訪れた静せい寂じやくのなかで──俺はふと、胸のどこかに、ごくごく小さなトゲが引っかかっているような感覚に捉とらわれた。

　何か考えるべきことがある。その存在は解っているのに、何を考えればいいのか解らない、そんなもどかしさ。

　アスナがこの部屋で、酒場の監かん視しを続けながら口にした内容のどこかにこの感覚の根がある。そう思った俺は、無意識のうちに「なあ……」と声を掛かけていた。

「……なに？」

　隣となりの椅子でちらりと視線を上げるＫｏＢ副団長様に向かって、俺は思考力の八割を違和感の分析に振り分けながら、まったく無む思し慮りよ極まる質問を発した。

「アスナ。お前、結婚してたことあるの？」

　答えは底冷えするような殺気の籠こもった視線と、ぎゅっと握にぎられた右拳と、中ちゆう腰ごしで前ぜん傾けいする攻こう撃げき予備動作だった。

「うそ、なし、いまのなしなし!!」

　どつかれる前に叫さけび、両手と首をぶんぶん振ふってから、俺は慌あわてて言葉を補足した。

「ちがうんだ、そうじゃなくて……お前さっき、結婚について何か言ってたろ？」

「言いました。それがどうかした？」

　据すわった眼で睨にらまれ、いっそう震ふるえ上あがりながらも、必死に口を動かす。

「ええと……ぐ、具体的にはなんだっけ。ほら、ロマンチックだとかプラスチックだとか……」

「誰だれもそんなこと言ってないわよ！」

　結局コード発動直前の勢いでがつんと俺おれのスネを蹴け飛とばしてから、アスナは俺の記き憶おくを補正した。

「ロマンチックでプラグマチックだって言ったの！　プラグマチックっていうのは《実際的》って意味ですけどね、念のため！」

「実際的……ＳＡＯでの結けつ婚こんが？」

「そうよ。だってある意味身も蓋ふたもないでしょ、ストレージ共通化だなんて」

「ストレージ……共通化…………」

　それだ。

　その言葉が、俺の胸に突つき刺ささる小さなトゲの出所だ。

　結婚したプレイヤーのアイテムストレージは完全に統合される。所持容量限界は二人の筋力値の合計にまで拡張され、大変な利便性をもたらすと同時に、レアアイテムを持ち逃げされるような結婚詐さ欺ぎに見み舞まわれる危険も生じる。

　そのシステムの何に、俺はこんなに引っかかるんだ。

　圧あつ倒とう的てきなもどかしさに翻ほん弄ろうされながら、俺は更さらに質問を発した。

「じゃ、じゃあさ……、離り婚こんしたとき、ストレージはどうなるんだ？」

「え……？」

　虚きよを衝つかれたように、アスナは眼を丸くした。軽く首を傾かしげ、俺を殴なぐろうとしていた拳こぶしを小さなおとがいに添そえる。

「ええっとね……、確か、幾いくつかオプションがあるのよ。自動分配とか、アイテムを一つずつ交こう互ごに選せん択たくしていくとか……他ほかにも幾いくつか、わたしもよく覚えてないけど……」

「詳くわしく知りたいな。どうするか……そうだ、アスナ、試しに俺と」

　その先を口にしなかったのは、まったくの英断あるいは僥ぎよう倖こうと言うべきであろう。

　先せん刻こくに数倍する殺気をまとい、銘めい刀とう《ランベントライト》の鞘さやを左手で摑つかみながら、《閃せん光こう》はにっこりと笑った。

「試しにあなたと、なあに？」

「…………お、俺と…………質問メール書いてみないか、ヒースクリフ宛あての」

　──ほんの一分で帰ってきたメールには、離婚時のストレージの扱あつかいについて、詳しよう細さいかつ簡かん潔けつに記してあった。まったくシステムの生き字引のような男だ。

　さっきアスナが言った、自動等価分配、交互選択分配。それに加えて、パーセンテージで偏かたよらせた自動分配も可能らしい。これはつまり、慰い謝しや料りようを発生させることも可能ということだろう。まったく実際的なシステムだ。

　そのメールを読み上げるアスナの声を聞きながら、俺は必死に考え続けた。

　それらのオプションは、当然離婚時に双そう方ほうが合意の上で選択するのだろう。逆に言えば、分配オプションに合意できなければ、システム的離婚もできないわけだ。しかし、全てのケースで理性的な話し合いができるわけではあるまい。何がなんでも離り婚こんしたいが相手が同意しないような場合にはどうすればいいのだろう。この世界には、離婚調ちよう停ていをしてくれる家庭裁判所は存在しない。

　その疑問に答えたのは、ヒースクリフの返信メールの末まつ尾びに記された一文だった。

「……『ちなみに、無条件での離婚は、アイテム分配率を自分〇ゼロパーセント、相手百パーセントに設定した場合にのみ可能となる。その例では、離婚成立・ストレージ分割時に相手方が持ちきれないアイテムは全て足許にドロップする。キリト君、もし一方的に離婚されそうになったならば、宿屋の個室などに待たい避ひしておくことをお薦すすめする』……ですって」

　メールを読み終えたアスナが、微び妙みような表情でウインドウを消去した。

　その顔をぼんやりと眺ながめながら、俺おれは口の中で、今のメールの一箇所だけを何度もリピートした。

　自分ゼロ、相手百。自分ゼロ……相手百……。

「あっ…………」

　胸の奥おくに突つき刺ささる違和感のトゲが、ずきりと鋭するどく疼うずくのを俺おれは感じた。

　ほんの小さなそれが、たちまち巨きよ大だい化かしていく。もどかしさから疑念へ、そして確信を経て驚きよう愕がく、更さらには恐きよう怖ふへと変質する。

「あ…………あああ……!!」

　叫び、がたんと椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がった俺は、目の前のアスナの両りよう肩かたを摑つかんだ。ぎょっとしたように身を引いた《閃せん光こう》が、打って変わって掠かすれた声を出した。

「ちょっ……な、何よ……あなたまさか、こんなとこで…………」

　その台詞せりふの意味を斟しん酌しやくする余よ裕ゆうもなく、俺は呻うめき声ごえを絞しぼり出だした。

「自分百、相手ゼロ。必ずそうなる離婚の仕方が、ひとつだけある」

「……え……？　な、何を言ってるの…………？」

　細い肩かたを強く握にぎり締しめ、小さな顔をぐいっと引き寄せて、俺は囁ささやきかけた。

「死別だ。結けつ婚こん相手が死んだ瞬しゆん間かん、ストレージは本来の容量に戻もどり、収納しきれないアイテムはすべて足許にドロップするはずだ。つまり……つまり…………」

　震ふるえる喉のどを一度ごくりと動かしてから、その先を音にする。

「……つまり、ギルド黄金林りん檎ごのリーダー・グリセルダが何者かに殺されたその瞬間、彼女のストレージに入っていたレア指輪は、犯人ではなく……結婚相手であるグリムロックのストレージに残るか、あるいは足許でオブジェクト化されたはずなんだ」

　間近にあるはしばみ色の瞳ひとみが、一度、二度とゆっくり瞬しばたたかれた。

　そこに浮うかぶ途と惑まどいの色が、不意に深い戦せん慄りつへと変化した。

「指輪は……奪うばわれて、いなかった……？」

　ほとんど無音で発せられた問いに、俺はすぐには答えられなかった。アスナの肩かたから手を離すと体を起こし、窓まど枠わくにどすんと背中を預けて呟つぶやく。

「いや……、そうじゃない。奪うばわれた、と言うべきだ。グリムロックは、自分のストレージに存在する指輪を奪ったんだよ。彼は、幻まぼろしの《圏けん内ない事件》の犯人じゃない。半年前の、《指輪事件》の黒幕だったんだ」

　アスナの左手からこぼれたレイピアの鞘さやが、重い金属音を響ひびかせて床ゆかに転がった。




「…………おかしい、って思ったのは、ほんの三十分前だ……。なあ、カインズさん、ヨルコさん。あんたたちは、あの二つの武器……逆さか棘とげの生えたショートスピアとダガーを、どうやって入手したんだ？」

　俺おれの質問に、相棒とちらりと眼を見交わしてからヨルコが答えた。

「……《圏内ＰＫを偽ぎ装そうする》という私たちの計画には、継けい続ぞくダメージに特化した貫かん通つう属性武器がどうしても必要でした。あちこちの武器屋さんを探し回ったんですけど、そんな特とく殊しゆな仕様の武器を置いてるところは見つからなくて……。と言って、鍛か冶じ屋やさんにオーダーすれば、武器に銘めいが残ってしまいます。その人に訊きけば、オーダーしたのが被ひ害がい者しやである私たち自身であることがすぐに解ってしまうでしょう」

「だから、僕たちはやむなく、ギルド解散以来初めてあの人に……リーダーの旦だん那なさんだったグリムロックさんに連れん絡らくを取ったんです。僕たちの計画を説明して、必要な貫通武器を作ってもらうために。居場所は解らなかったけれど、フレンド登録だけは残っていたので……」

　説明を引ひき継ついだカインズの言葉に、ついにその名前が現れた。俺おれは耳に全神経を集中し、聞き入った。

「グリムロックさんは、最初は気が進まないようでした。返ってきたメッセージには、もう彼女を安らかに眠ねむらせてあげたいって書いてありました。でも、僕らが一いつ生しよう懸けん命めい頼たのんだら、やっとあの二つ、いえ三つの武器を作ってくれたんです。届いたのは、僕ＣａｙｎｚじゃないカインズＫａｉｎｓさんの死亡日時の、ほんの三日前でした」

　この台詞せりふからも、やはりヨルコとカインズは、グリムロックのことを奥おくさんを殺された被害者だと信じていることが判る。

　俺は大きく息を吸い、二人に激しい衝しよう撃げきを与あたえまた深く傷つけるであろう言葉を、無理やりに胸から押し出した。

「…………残念だけど、グリムロックがあんたたちの計画に反対したのは、グリセルダさんのためじゃないよ。《圏内ＰＫ》なんていう派手な事件を演出し、大勢の注目を集めれば、いずれ誰だれかが気付いてしまうと思ったんだ。結けつ婚こんによるストレージ共通化が、離り婚こんではなく死別で解消されたとき……その中のアイテムがどうなるのか」

「え……？」

　意味が解らない、というようにヨルコたちが首を傾かしげた。

　無理もない、アインクラッドではいくら仲が良くとも結けつ婚こんにまで至るカップルはごく稀まれだ。離り婚こんする者たちはもっと少ないだろうし、その理由が片方の死亡となれば尚なお更さらだ。俺おれはともかくアスナですら、グリセルダさんが殺されたとき、指輪は殺人者の懐ふところにドロップしたのだろうと信じて疑わなかったのだ。

「いいかい……グリセルダさんのストレージは、同時にグリムロックのものでもあった。たとえグリセルダさんを殺したところで、指輪は奪うばえないんだ。彼女が死んだ瞬しゆん間かんに、グリムロックのもとに転送されてしまうんだから。シュミット……あんたは、計画の片棒を担いだ報ほう酬しゆうを金コ貨ルで受け取ったんだろう？」

　俺の質問に、地面にあぐらを搔かいたままの大男は呆ぼう然ぜんと首を縦たてに振ふった。

「そんな大金を用意するには、指輪を今度こそ本当に売ばい却きやくしなきゃならなかったはずだ。そうできるのは指輪を手に入れたグリムロックだけだし、彼はまたシュミットが計画の共犯者だと知っていた。それはつまり……」

「グリムロックが……？　あいつが、あのメモの差出人……そして、グリセルダを圏けん外がいに運び出して殺した実行犯だったのか……？」

　ひび割れた声でシュミットが呻うめいた。俺は少し考え、そこだけは否定した。

「いや、直接手を汚しはしなかっただろう。宿屋で寝ねているグリセルダさんをポータルで圏外に運び出す時に、彼女が眼を醒さましてしまうリスクがあるからな。その時顔を見られたらもう取とり繕つくろえない。たぶん、殺人の実行役は、汚よごれ仕事専門のレッドに依い頼らいしたんだ。だからって、グリムロックの罪が減るわけじゃぜんぜんないけどな……」

「………………」

　シュミットはもう何を言おうともせず、虚うつろに宙を見み詰つめるのみだった。

　魂たましいが抜ぬけ落おちたような表情は、ヨルコとカインズの顔にも存在した。数秒後、ヨルコがダークブルーの髪かみを揺ゆらして小さくかぶりを振り、その動作はすぐに激しさを増した。

「そんな……噓うそです、そんなことが！　あの二人はいつも一いつ緒しよでした……グリムロックさんは、いつだってリーダーの後ろでにこにこしてて……それに、そうです、あの人が真犯人だっていうなら、なんで私たちの計画に協力してくれたんですか!?　あの人が武器を作ってくれなければ、私たちは何もできませんでした。《指輪事件》が掘ほり返かえされることもなかったはずです。違いますか？」

「あんたたちは、グリムロックに計画を全部説明したんだろう？」

　唐とう突とつな俺の問いに、一いつ瞬しゆん口をつぐんでから、ヨルコは小さく頷うなずいた。

「……つまり彼は、計画が全て成功したら、最後はどうなるのかを知っていた。罪悪感に駆かられたシュミットがグリセルダさんのお墓に懺ざん悔げし、そこで死者に扮ふんしたヨルコさんとカインズさんが更さらに問とい詰つめるという、この最終幕まで。なら、それを利用して、今度こそ《指輪事件》を永久に闇やみに葬ほうむることは可能だ。共犯者であるシュミット、解決を目指すヨルコさんとカインズさん、その三人を……まとめて消してしまえばいい」

「……そうか。だから……だから、あの三人が…………」

　虚うつろな表情で呟つぶやくシュミットをちらりと見て、俺おれは沈ちん鬱うつな気分で顎あごを引いた。

「その通りだ。《ラフィン・コフィン》のトップスリーが突とつ然ぜん現れたのは、グリムロックが情報を流したからだ。この場所に、ＤＤＡの幹部なんていう大物が、しかも仲間なしで来ている……とね。恐おそらく、グリセルダさんの殺害実行を依い頼らいしたときから、パイプがあったんだろうな……」

「…………そんな……」

　くたり、と膝ひざから崩くずれ落おちそうになったヨルコを、カインズが右手で支えた。しかしその顔も、月明かりの下でもはっきり解るほど蒼そう白はくになっている。

　カインズの肩かたに摑つかまったまま、ヨルコが一切の艶つやの失せた声で囁ささやいた。

「グリムロックさんが……私たちを殺そうと……？　でも……なんで……？　そもそも……なんで結婚相手を殺してまで、指輪を奪うばわなきゃならなかったんですか…………？」

「俺おれにも、動機までは推測できない。でも、《指輪事件》のときは恐らくアリバイ確保のためにギルドの拠きよ点てんから出なかっただろう彼も、今回ばかりは見届けずにはいられなかったはずだ。三人が処分され、二つの事件がようやく完全に葬ほうむられるのをね。だから……詳くわしいことは、直接聞こう」

　言葉を切った俺の耳に、丘おかの西側斜しや面めんを上ってくる二つの足音が届いた。

　まず目に入ったのは、夜よ闇やみの中にも鮮あざやかに浮うき上あがる白と赤の騎き士し服ふくだった。言わずと知れた《閃せん光こう》アスナだ。右手に、透すき通とおるような白銀の刃を持つ細剣レイピアを下げている。俺が知る限りアインクラッドで最も繊せん細さいかつ美か麗れいな剣だが、同時にあらゆる防ぼう御ぎよを貫つらぬく獰どう猛もうな武器でもある。

　その鋭するどい切きっ先さきと、持ち主の剣けん吞のんな眼光に追い立てられるように、一人ひとりの男が歩いていた。

　かなりの長身だ。裾すその長い、ゆったりとした前合わせの革かわ製せいの服を着込み、つばの広い帽ぼう子しを被かぶっている。陰かげに沈しずむ顔のなかで、時折月光を反射して光るのは眼鏡めがねだろうか。全体の印象としては、鍛か冶じ屋やというよりも香港映画に出てくる兇手ヒツトマンを思わせる雰ふん囲い気きだ。先入観のせいも、無論あろうが。

　カーソルの色は、二人ふたりともグリーンだった。男の逃走を阻そ止しするためにアスナが一時的に犯罪者オレンジになってしまうことも覚かく悟ごしていた俺は──その場合は当然、アライメントを回復するための七しち面めん倒どうくさいクエストに付き合うつもりではあったが──そっと安あん堵どの息をついた。しかしすぐに気を引ひき締しめ、丘を登ってくる男を正面から見み据すえる。

　銀ぎん縁ぶちの丸眼鏡の下にあったのは、どちらかと言えば柔にゆう和わな印象の顔だった。細面で、垂れ気味の目め尻じりは優しげだ。だが、レンズの奥おくのやや小さめの黒目には、俺の警けい戒かい心しんを強く呼び覚ます何かが確かにあった。

　男は俺おれから三メートルほど離はなれた位置で立ち止まり、まずシュミットを、次にヨルコとカインズ、最後にちらりと苔こけむした小さな墓ぼ標ひようを見てから言葉を発した。

「やあ……、久しぶりだね、皆みんな」

　低く落ち着いたその声に、数秒経ってからヨルコが応じた。

「グリムロック……さん。あなたは……あなたは、ほんとうに…………」

　グリセルダを殺して指輪を奪うばったのか。そして事件を隠いん蔽ぺいするために、更さらにこの場の三人をも消し去ろうとしたのか。

　音にはならねど誰だれの耳にも聞こえたその問いに、男──元《黄金林りん檎ご》サブリーダー、鍛か冶じ師しグリムロックはすぐには答えなかった。

　背後のアスナがレイピアを鞘さやに収め、俺の隣となりに移動するのを見守ってから、微び笑しようが滲にじんだままの唇くちびるを動かす。

「……誤解だ。私はただ、事の顚てん末まつを見届ける責任があろうと思ってこの場所に向かっていただけだよ。そこの怖いお姉さんの脅きよう迫はくに素直に従ったのも、誤解を正したかったからだ」

　──おお、否定するのか、と俺はこっそり瞠どう目もくした。確かにＰｏＨらに情報を流したという証しよう拠こはないが、しかし指輪事件のほうはシステム的に言いい逃のがれようがないはずなのだが。

「噓うそだわ！」

　鋭するどく反はん駁ばくしたのはアスナだった。

「あなた、ブッシュの中で隠蔽ハイデイングしてたじゃない。わたしに看破リビールされなければ動く気もなかったはずよ！」

「仕方がないでしょう、私はしがない鍛か冶じ屋やだよ。このとおり丸まる腰ごしなのに、あの恐おそろしいオレンジたちの前に飛び出していけなかったからと言って責められねばならないのかな？」

　穏おだやかに言い返し、革かわ手て袋ぶくろに包まれた両手を軽く広げる。

　シュミット、カインズ、そしてヨルコは無言でグリムロックの言葉を聞いていた。やはりまだ半信半疑なのだろう。かつてのサブリーダーが、凶きよう悪あくなレッドプレイヤーに依い頼らいして自分たちを殺そうとしたなどとはおいそれと信じられないだろうし、そうしたくもあるまい。

　再度何かを言い返そうとするアスナを左手で制し、俺はここでようやく口を開いた。

「初めまして、グリムロックさん。俺はキリトっつう……まあ、ただの部外者だけど。──確かに、あんたがこの場所にいたことと、《ラフィン・コフィン》の襲しゆう撃げきを結びつける材料は今は何もない。奴やつらに訊きいても証言してくれるわけはないしな」

　実際には、今グリムロックにメニューウインドウを可視化してもらい、フレンドリストまたは送信済みメッセージをチェックすれば、そこには《ラフコフ》の暗殺依頼窓口になっているプレイヤーの名前が存在するはずだ。しかし残念ながら俺もその名前までは知らない。

　だが、シュミットらの殺害未み遂すいはともかく、こちらを言い逃れるすべは無い。そう確信しながら、俺は言葉を続けた。

「でも、去年の秋の、ギルド《黄金林りん檎ご》解散の原因となった《指輪事件》……これには必ずあんたが関わっている、いや主導している。なぜなら、グリセルダさんを殺したのが誰だれであれ、指輪は彼女とストレージを共有していたあんたの手元に絶対に残ったはずだからだ。あんたはその事実を明らかにせず、指輪を秘ひそかに換かん金きんして、半額をシュミットに渡わたした。これは、犯人にしか取り得ない行動だ。ゆえに、あんたが今回の《圏けん内ない事件》に関わった動機もただ一つ……関係者の口を塞ふさぎ過去を闇やみに葬ることだ、ということになる。違うかい？」

　俺おれが口を閉じると、濃こい沈ちん黙もくが荒こう野やの丘おかに生まれた。いずこからかしんしんと降り注ぐ青い月光が、グリムロックの顔に強い陰いん影えいを刻きざみ付つける。

　やがてその口許が奇き妙みような形に歪ゆがみ、わずかに温度を下げた印象のある声が流れた。

「なるほど、面白い推理だね、探たん偵てい君。……でも、残念ながら、ひとつだけ穴がある」

「なに？」

　反射的に問い返した俺をちらりと見て、グリムロックは黒くろ手て袋ぶくろをはめた右手で鍔つば広ひろ帽ぼう子しを引き下げた。

「確かに、当時私とグリセルダのストレージは共有化されていた。だから、彼女が殺されたとき、そのストレージに存在していた全アイテムは私の手元に残った……という推論は正しい。しかし」

　月光を反射する丸まる眼鏡めがねの奥おくから鋭するどい視線を俺に浴びせ、長身の鍛か冶じ屋やは抑よく揚ようの薄うすい声でその先を口にした。

「もしあの指輪がストレージに格納されていなかったとしたら？　つまり、オブジェクト化され、グリセルダの指に装備されていたとしたら……？」

「あっ…………」

　アスナがかすかな声を漏もらした。

　虚きよを衝つかれたのは俺も同様だった。確かにそのケースを、迂う闊かつにも俺はまったく考えていなかった。

　オブジェクト化されたアイテムは、それを装備するプレイヤーがモンスターまたは他のプレイヤーに殺された時、無条件でその場にドロップする。だから、もしグリセルダが問題の指輪を装備していたならば、それはグリムロックのストレージには転送されずに殺人者の手に落ちたという論法は成り立つ。

　形勢の逆転を自覚してか、グリムロックの口こう角かくが少しばかり持ち上がった。しかしその表情はすぐに消え、鍛か冶じ師しは額に右手の指先を当てながら悼いたむように首を動かす。

「……グリセルダはスピードタイプの剣士だった。あの指輪に与あたえられた凄すさまじい敏びん捷しよう力りよく補正を、売ばい却きやくする前に少しだけ体感してみたかったとしても、不思議はないだろう？　いいかな、彼女が殺されたとき、確かに彼女との共有ストレージに格納されたアイテムは全て私の手元に残った。しかしそこに、あの指輪は存在しなかった。そういうことだ、探偵君」

　俺おれは無む意い識しきのうちに強く奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。なんとかグリムロックの主張を論破し得る材料を探そうとするが、指輪がグリセルダの指に装備されていたかいないかを証しよう言げんできるのは、実際に彼女を手に掛かけた殺人者──恐おそらくはラフコフメンバーの誰だれかだけだ。

　黙だまり込んだままの俺に向けて、グリムロックは帽ぼう子しの鍔つばを軽く持ち上げてみせた。そのまま他ほかの四人をぐるりと見み渡わたし、慇いん懃ぎんに一礼する。

「では、私はこれで失礼させてもらう。グリセルダ殺害の首しゆ謀ぼう者しやが見つからなかったのは残念だが、シュミット君の懺ざん悔げだけでも、いっとき彼女の魂たましいを安らげてくれるだろう」

　再び帽子を深く引き下げ、するりと身を翻ひるがえした鍛冶屋の背に──。

　ヨルコが、静けさの中にも烈はげしい何かを秘ひめた声を短く投げかけた。

「待ってください……いえ、待ちなさい、グリムロック」

　ぴたりと足を止めた男が、少しだけ顔をこちらに向ける。眼鏡めがねの下の柔にゆう和わそうな眼に、ほのかに厭いとわしそうな色が浮うかんでいる。

「まだ何かあるのかな？　無む根こん拠きよかつ感情的な糾きゆう弾だんなら遠えん慮りよしてくれないか、私にとってもここは神聖な場所なのだから」

　滑なめらかに、かつ傲ごう然ぜんと言い放ったグリムロックに向かって、ヨルコは更さらに一歩踏ふみ出だした。

　何のつもりか、白い両手を胸の前に持ち上げてそれに一いつ瞬しゆん視線を落とす。再び正面を向いた濃のう紺こんの瞳ひとみには、これまでの彼女には見られなかった強きよう靭じんな光が浮かんでいる。

「グリムロック、あなたこう言ったわね。リーダーは問題の指輪を装備していた。だから転送されずに殺人者に奪うばわれた。でもね……それは有り得ないのよ」

「……ほう？　どんな根拠で？」

　ゆるりと向き直ったグリムロックに、ヨルコはなおも苛か烈れつな声を浴びせる。

「ドロップしたあの指輪をどうするか、ギルド全員で会議をした時のことをあなたも覚えているでしょう？　私、カインズ、それにシュミットは、ギルドの戦力にするほうがいいと言って売ばい却きやくに反対したわ。あの席上でカインズが、本当は自分が装備したかったのに、まずリーダーを立ててこう言った。──《黄金林りん檎ご》で一番強い剣士はリーダーだ。だからリーダーが装備すればいい」

　ヨルコの隣となりで、カインズの顔にややばつの悪そうな表情が浮かぶ。しかしヨルコは意に介かいせず、身み振ぶりを交えて語り続ける。

「それに対して、リーダーがなんて答えたか、私はいまでも一字一句思い出せるわ。あの人は、笑いながらこう言ったのよ。──ＳＡＯでは、指輪アイテムは片手に一つずつしか装備できない。右手のギルドリーダーの印章シギル、そして……左手の結けつ婚こん指輪は外せないから、私には使えない。いい？　あの人が、その二つのどっちかを解除して、レア指輪のボーナスをこっそり試してみるなんてこと、するはずないのよ！」

　鋭するどい声が響ひびいた途と端たん、俺を含ふくめた全員が小さく息を吞のんだ。

　確かに、メインメニューの装備フィギュアに設定されている指輪スロットは、右手と左手に一つずつだ。両方が埋うまっていれば、新たな指輪アイテムは装備できない。だが──

　弱い。

　俺おれの内心の声をトレースするかのように、グリムロックが低く呟つぶやいた。

「何を言うかと思えば。《するはずがない》？　それを言うならば、まずこう言ってもらえないかな？　──グリセルダと結けつ婚こんしていた私が、彼女を殺すはずがない、と。君の言っていることは、根こん拠きよなき糾きゆう弾だんそのものだ」

「いいえ」

　ヨルコが、囁ささやくように答えた。俺は息を詰つめ、小こ柄がらな女性プレイヤーがゆっくり、大きく首を横に振ふるのを見守った。

「いいえ。違うわ。根こん拠きよはある。…………リーダーを殺した実行犯は、殺害現場となったフィールドに、無価値と判断したアイテムをそのまま放置していった。それを発見したプレイヤーが、幸いリーダーの名前を知っていて、遺い品ひんをギルドホームに届けてくれた。だから私たちは、ここを……この墓ぼ標ひようをリーダーのお墓にすると決めたとき、彼女の使っていた剣を根元に置いて、耐久度が減少して消しよう滅めつするに任せた。でもね……でも、それだけじゃないのよ。皆みんなには言わなかったけど……私は、遺品をもう一つだけ、ここに埋めたの」

　言うが否やヨルコは振り向き、すぐ傍そばにあった小さな墓標の裏に跪ひざまずくと、素す手でで土を搔かき始はじめた。その場の全員が無言で凝ぎよう視しする中、やがて立ち上がったヨルコは、右手に乗ったものを差し出した。それは、地面から掘ほり出だされたにもかかわらず、月光を受けて銀色に光るごく小さな箱だった。

「あっ……《永久保存トリンケット》……！」

　アスナが小さく叫んだとおり、ヨルコが示したそれは、マスタークラスの細工師だけが作成できる《耐久値無限》の保存箱だった。最大サイズでもせいぜい十センチ四方なので大型のアイテムは入れられないが、アクセサリ程度なら幾いくつか収納できる。これに入れたアイテムは、たとえフィールドに放置しようとも、耐久値の自然現象によって消しよう滅めつすることは絶対にない。

　ヨルコはそっと左手を伸のばし、銀の小箱の蓋ふたを持ち上げた。

　白い絹けん布ぷの上に鎮ちん座ざする、二つの指輪がきらりと輝かがやいた。

　その片方──銀製、やや大型の指輪をヨルコはまず取り上げた。平らになっている天頂部に、リンゴの彫ちよう刻こくが施ほどこしてある。

「これは、リーダーがいつも右手の中指に装備してた、《黄金林檎》の印章シギル。同じものを私もまだ持ってるから比べればすぐ解るわ」

　それを戻もどし、次にもう一方──黄金に煌きらめく細身のリングをそっと取り出す。

「そしてこれは──これは、彼女がいつだって左手の薬指に嵌はめてた、あなたとの結婚指輪よ、グリムロック！　内側に、しっかりとあなたの名前も刻んであるわ！　……この二つの指輪がここにあるということは──リーダーは、ポータルで圏けん外がいに引き出されて殺されたその瞬しゆん間かん、両手にこれらを装備していたという揺ゆるぎない証あかしよ！　違う!?　違うというなら、反論してみせなさいよ!!」

　語尾は、涙なみだ混じりの絶ぜつ叫きようだった。

　頰ほおに大おお粒つぶの雫しずくをこぼしながら、ヨルコは金色に煌きらめく指輪を、まっすぐグリムロックに突つきつけた。

　しばらく、口を開こうとする者はいなかった。カインズ、シュミット、そしてアスナと俺おれは、ただ息を詰つめ、眼を見開いて、対たい峙じする二人を見守り続けた。

　長身の鍛か冶じ屋やは、口くち許もとを小さく歪ゆがませたまま、十秒以上も凍こおりついていた。やがて唇くちびるの端はしが細かく震ふるえ、きつく引き結ばれ──。

「その指輪……。たしか葬そう式しきの日、君は私に訊きいたね、ヨルコ。グリセルダの結婚指輪を持っていたいか、と。そして私は、剣と同じく消えるに任せてくれと答えた。あの時……欲しいと言ってさえいれば…………」

　深く俯うつむき、帽ぼう子しの広い鍔つばに顔を隠かくしたグリムロックは、長身を支えていた糸が切れたかのようにその場に膝ひざを突いた。

　ヨルコは金の指輪を箱に戻もどすと、蓋ふたを閉め、それをぎゅっと胸に搔かき抱いだいた。天を振ふり仰あおぎ、濡ぬれる顔をくしゃっと歪ませて、鋭するどさの失せた声で囁ささやいた。

「…………なんで……なんでなの、グリムロック。なんでリーダーを……奥おくさんを殺してまで、指輪を奪うばってお金にする必要があったの」

「…………金？　金だって？」

　と、膝ひざ立だちのまま、グリムロックが掠かすれた声でく、く、と笑った。

　左手を振り、メニューウインドウを呼び出す。短い操作でオブジェクト化されたのは、やや大きめの革かわ袋ぶくろだった。持ち上げたそれを、グリムロックは無造作に地面に放った。どすんという重い響ひびきに、澄すんだ金属音が幾いくつも重なった。その音だけで、俺にはその袋の中身が、大変な額のコル金貨であると推測できた。

「これは、あの指輪を処分した金の半分だ。金貨一枚だって減っちゃいない」

「え…………？」

　途と惑まどったように眉まゆを寄せるヨルコを見上げ、次いで俺たちを順番に見み渡わたし、グリムロックは乾かわいた声で言った。

「金のためではない。私は……私は、どうしても彼女を殺さねばならなかった。彼女がまだ私の妻でいるあいだに」

　丸まる眼鏡めがねを一いつ瞬しゆん苔こけむした墓ぼ標ひように向け、すぐに視線を外して、鍛冶屋は独白を続けた。

「グリセルダ。グリムロック。頭の音が同じなのは偶ぐう然ぜんではない。私と彼女は、ＳＡＯ以前にプレイしたネットゲームでも常に同じ名前を使っていた。そしてシステム的に可能ならば、必ず夫婦だった。なぜなら……なぜなら、彼女は、現実世界でも私の妻だったからだ」

　俺おれは心の底から驚きよう愕がくし、小さく口を開けた。アスナが鋭するどく息を吞のみ、ヨルコたちの顔にも驚おどろきの色が走る。

「私にとっては、一切の不満のない理想的な妻だった。夫ふ唱しよう婦ふ随ずいという言葉は彼女のためにあったとすら思えるほど、可愛かわいらしく、従順で、ただ一度の夫婦喧げん嘩かすらもしたことがなかった。だが……共にこの世界に囚とらわれたのち……彼女は変わってしまった……」

　グリムロックは帽ぼう子しに隠かくれた顔をそっと左右に振ふり、低く息を吐はいた。

「強要されたデスゲームに怯おびえ、怖おそれ、竦ひるんだのは私だけだった。いったい、あの彼女のどこにあんな才能が隠されていたのか……。戦せん闘とう能力に於おいても、状じよう況きよう判断力に於いても、グリセルダ……いや《ユウコ》は大きく私を上回っていた。それだけではない。彼女はやがて、私の反対を押し切ってギルドを結成し、メンバーを募り、鍛きたえ始はじめた。彼女は……現実世界にいたときよりも、遥はるかに生き生きとし……充実した様子で……。その様子を傍そばで見ながら、私は認めざるを得なかった。私の愛したユウコは消えてしまったのだと。たとえゲームがクリアされ、現実世界に戻もどれる日が来ても、大人しく従順な妻だったユウコは永遠に戻もどってこないのだと」

　前合わせの長衣の肩かたが、小こ刻きざみに震ふるえる。それが自じ嘲ちようの笑いなのか、あるいは喪そう失しつの悲ひ嘆たんなのか、俺には判断できない。囁ささやくような声は更さらに続く。

「……私の畏おそれが、君たちに理解できるかな？　もし現実世界に戻った時……ユウコに離り婚こんを切り出されでもしたら……そんな屈くつ辱じよくに、私は耐たえることができない。ならば…………ならばいっそ、まだ私が彼女の夫であるあいだに。そして合法的殺人が可能な、この世界にいるあいだに。ユウコを、永遠の思い出のなかに封ふうじてしまいたいと願った私を……誰だれが責められるだろう……？」

　長く、おぞましい独白が途と切ぎれても、しばらく言葉を発する者はいなかった。

　俺は、自分の喉のどからひび割れた声が押し出されるのを聞いた。

「屈辱……、屈辱だと？　奥おくさんが、言うことを聞かなくなったから……そんな理由で、あんたは殺したのか？　ＳＡＯからの解放を願って自分を、そして仲間を鍛きたえて……いつか攻こう略りやく組ぐみの一員にもなれただろう人を、あんたは……そんな理由で…………」

　背中の剣に走ろうと一いつ瞬しゆん震えた右腕を、俺は左ひだり腕うでで強く押さえた。

　ゆるりと顔を上げ、眼鏡の下端だけをわずかに光らせて、グリムロックは俺に囁きかけた。

「そんな理由？　違うな、充じゆう分ぶんすぎる理由だ。君にもいつか解る、探たん偵てい君。愛情を手に入れ、それが失われようとしたときにね」

「いいえ、間違っているのはあなたよ、グリムロックさん」

　反はん駁ばくしたのは、俺ではなくアスナだった。

　冴さえざえとした美び貌ぼうに、俺には読み取れない表情を浮うかべ、細剣士は静かに告げた。

「あなたがグリセルダさんに抱いだいていたのは愛情じゃない。ただの所有欲だわ。まだ愛しているというのなら、その左手の手て袋ぶくろを脱ぬいでみせなさい。グリセルダさんが殺されるその時まで決して外そうとしなかった指輪を、あなたはもう捨ててしまったのでしょう」

　グリムロックの肩かたが小さく震ふるえ、先せん刻こくの俺おれの写し絵のように、右手がぎゅっと左手を摑つかんだ。

　しかし、それ以上手は動かず、鍛か冶じ屋やは押おし黙だまったまま革手袋を外そうとはしなかった。

　再び訪れた静せい寂じやくを、これまでひたすら黙だまり込こんでいたシュミットが破った。

「……キリト。この男の処しよ遇ぐうは、俺たちに任せてもらえないか。もちろん、私し刑けいにかけたりはしない。しかし罪は必ず償つぐなわせる」

　その落ち着いた声に、数刻前までの怯おびえ切きった響ひびきはなかった。

　がしゃりと鎧よろいを鳴らして立ち上がった大男を見上げ、俺は小さく頷うなずいた。

「解った。任せる」

　無言で頷き返し、シュミットはグリムロックの右腕を摑んで立たせた。がくりと項うな垂だれる鍛冶屋をしっかりと確保し、「世話になったな」と短く言い残して丘おかを降りていく。

　その後に、再び銀の小箱を埋うめ戻もどしたヨルコとカインズも続いた。俺たちの横で立ち止まり深く一礼すると、ちらりと眼を見交わして、ヨルコが口を開いた。

「アスナさん。キリトさん。本当に、何とお詫わびして……何とお礼を言っていいか。お二人が駆かけつけてくれなければ、私たちは殺されていたでしょうし……グリムロックの犯罪も暴あばくことはできませんでした」

「いや……。最後に、あの二つの指輪のことを思い出したヨルコさんのお手て柄がらだよ。見事な最終弁論だった。現実に戻ったら、検事か弁護士になるといいよ」

　すると、ヨルコはくすりと笑って肩をすくめた。

「いえ……。信じてもらえないかもしれませんけど、あの瞬しゆん間かん、リーダーの声が聞こえた気がしたんです。指輪のことを思い出して、って」

「……そうか……」

　もう一度深々と頭を下げ、シュミットらに続いて丘を降りていく二人を、俺とアスナはその場に立ったまま見送り続けた。

　やがて四つのカーソルが主街区の方向へと消え、荒こう野やの小丘には、青い月光と穏おだやかな夜風だけが残された。

「…………ねえ、キリトくん」

　不意にアスナがぽつりと言った。

「もしきみなら……仮に誰だれかと結けつ婚こんしたあとになって、相手の人の隠かくれた一面に気付いたとき、きみならどう思う？」

「えっ」

　予想だにしなかった質問に、俺は絶句せざるを得なかった。何せ、まだたった十五年と半年しか生きていないのだ。そんな人生の機き微びなど理解しようもない。

　しかし必死に考え続けた末、ようやく口にできたのは、少々深みには欠ける答えだった。

「ラッキーだった、って思うかな」

「え？」

「だ……だってさ、結けつ婚こんするってことは、それまで見えてた面はもう好きになってるわけだろ？　だから、そのあとに新しい面に気付いてそこも好きになれたら……に、二倍じゃないですか」

　知的でないにも程がある言い草だが、しかしアスナは眉まゆを寄せたあと、首を傾かたむけ、少しだけ微笑ほほえんだ。

「ふうん、変なの」

「へ……変…………」

「ま、いいわ。そんなことより……色々ありすぎて、お腹すいたわよ。なんか食べにいこう」

「そ、そうだな。じゃあ……アルゲード名物、見た目はお好み焼きなのにソースの味がしないというあれを…………」

「却きやつ下か」

　ばっさり切られ、悄しよう然ぜんとしながら歩き出そうとした俺おれの肩かたを、後ろから突とつ然ぜんアスナが摑つかんだ。

　軽く飛び上がりつつ振ふり向むいた俺の眼に──。

　この《圏けん内ない事件》に関わって以来何度目かの、説明不能な光景が飛び込んできた。

　アインクラッドでは、あらゆる感覚情報はコードに置ち換かん可能なデジタルデータである。ゆえに心しん霊れい現象というものは存在するはずがない。

　よって、今俺が見ているものは、サーバーのバグか、あるいは生体脳が生み出した幻げん覚かくということになる。

　少し離れた、丘おかの北側。ねじくれた古樹の根元にぽつんと立つ、苔こけむした墓ぼ標ひようの傍かたわらに。

　薄うすい金色に輝かがやき、半ば透すき通とおる、一人の女性プレイヤーの姿があった。

　ほっそりした体を、最低限の金属鎧よろいに包んでいる。腰こしにはやや細身の長剣。背中に盾たて。髪かみは短く、顔立ちはたおやかに美しいが、その瞳ひとみには俺の知る何人かのプレイヤーに共通する強い光があった。

　それは即すなわち、己おのれの剣でこのデスゲームを終わらせるのだという意思を秘ひめた、攻こう略りやく者しやの瞳だ。

　穏おだやかな微笑みを湛たたえた女性プレイヤーは、黙もくしたまま俺とアスナを見み詰つめていたが、やがて何かを差し出そうとするかのように、開いた右手を俺たちに向けて伸のばした。

　俺もアスナと同時に右手を差さし伸のべ、掌てのひらにほのかな熱を感じた瞬しゆん間かん、きゅっと握にぎり締しめた。その温度が体を流れて胸の奥おくに火を灯し、言葉となって再び唇くちびるから零こぼれ出でた。

「あなたの意思は……俺たちが、確かに引ひき継つぐよ。いつか必ずこのゲームをクリアして、みんなを解放してみせる」

「ええ。約束します。だから……見守っていてください、グリセルダさん」

　アスナの囁ささやきが、夜風に乗って女性剣士まで届いた。透き通るその顔に、にっこりと大きな笑みが刻きざまれ──。

　次の瞬しゆん間かん、そこにはもう誰だれも居なかった。

　俺おれたちは手を下ろし、しばらくその場に立たち尽つくしていた。

　やがてアスナがきゅっと俺の右手を握にぎり、微笑ほほえんで言った。

「さ、帰ろ。明日あしたから、また頑がん張ばらなくちゃ」

「……そうだな。今週中に、今の層は突とつ破ぱしたいな」

　そして俺たちは振ふり向むき、小さな丘おかを降りると、主街区目指して歩き始めた。








（終わり）
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「お兄ちゃん、これ見て」

　という声とともに直すぐ葉はが差し出した薄うす型がたタブレット端たん末まつを、俺おれは寝ねぼけまなこでボーっと眺ながめた。

　昨夜はいつになくたっぷり眠ねむってしまい、しかもやたらと長い夢を見た気がする。そのせいか、朝食のテーブルについてからも回転が上がらない思考のギアを、濃こいコーヒーで無理矢理回していたところだ。しかしそんな状態でも、頭の片かた隅すみに警けい告こくランプが小さく灯り、俺おれはタブレットを受け取ったものかどうかしばし迷った。

　なぜなら、約二週間前、似たような状じよう況きよう及およびタイミングで渡わたされたハードコピーには、俺の秘ひめたる悪行──というほどのことでもないが、直葉に黙だまって勝手に、飛行型ＶＲＭＭＯ《アルヴＡヘイム・ＬオンラインＯ》から銃じゆう撃げき戦せんＶＲＭＭＯ《ガンゲイル・オンラインＧＧＯ》にキャラクターをコンバートしてしまった証しよう拠こがバッチリ載のっていたのだ。今回もその手のアレじゃないだろうな、でも俺最近なにかやらかしたかな、と考えていると、直葉は苦笑しながら言った。

「別にお兄ちゃんを吊つるし上あげようって訳じゃないわよ、今回は。いいから見てってば！」

　ずい、ともう一度差し出されたタブレットをおそるおそる受け取り、のぞき込む。

　表示されているのは、前回のハードコピーと同じ、国内最大のＶＲＭＭＯＲＰＧ情報サイト《ＭＭＯトゥモロー》のニュース記事だった。しかし、ページカテゴリはＧＧＯではなくＡＬＯだ。真っ先に記事内のスクリーンショットを見ると、プレイヤーアバターではなく風景写真。どうやら本当に、某ぼう黒ずくめスプリガンが何かしでかしたという訳ではないようだ。

　ほっとしながら記事のリード文を読み始める。

　しかし直後俺は、別方向の衝しよう撃げきに見み舞まわれ、結局声を上げることとなった。

「な……なにィ！」

【最強の伝説級武器《聖剣エクスキャリバー》、ついに発見される！】。

　記事には、そのように記してあったのだ。

　直前までの倦けん怠たい感かんも忘れ、食い入るように本文を読み進めながら、俺は長く唸うなった。

「うぅ──────ん……とうとう見つかっちまったかぁ……」

「まあ、これでも時間かかったほうだと思うけどねー」

　俺の向かい側で、トーストにブルーベリージャムを塗ぬっていた直葉も、唇くちびるを尖とがらせてそう応じる。

《聖剣エクスキャリバー》。

　それは、ＡＬＯに於おいて、サラマンダー将軍ユージーンの持つ《魔ま剣けんグラム》を超こえると言われる唯ゆい一いつの武器だ。しかしその存在は長いこと、公式サイトの武器紹介ページ最下部に小さな記述と写真で確認できるだけで、ゲーム内での入手方法は杳ようとして知れなかった。

　──いや、正確には、知っているプレイヤーが三人、ではなく四人だけいたのだ。俺おれと直すぐ葉は、明あ日す奈な、そしてユイ。見つけたのはなんと今年の頭、二〇二五年の一月だ。今日が十二月二十八日なので、じつに丸一年間の長きにわたって、エクスキャリバーの秘密は保たれていたことになる。

「あぁーあ……こんなことなら、もう一回くらい挑ちよう戦せんしとけばよかったなぁ……」

　俺はぼやきながら、直葉から受け取った自家製ジャムの瓶びんにスプーンを突つっ込こみ、紫むらさき色いろのゲル状物質をごっそりすくうとトーストに投下した。そこに、更さらにホイップバターを追加爆ばく撃げきし、マーブル模も様ようになるように塗り広げる。最近微び妙みようにカロリーコントロール中らしい直葉は、俺の所行と自分の右手のトーストを何かに耐たえるような表情で交こう互ごに見ていたが、どうやら意志力セービングロールに失敗したらしく、無言でバターの器を引き寄せた。

　せめて量で意地を示そうというのか、控ひかえめに取ったバターを丁てい寧ねいに塗る。そのトーストをかりっと一口かじってから、直葉は俺の誤解を正した。

「よく読んでよ、まだ見つかっただけだよ。入手までは行ってないみたい」

「なにっ」

　同じく大口でかぶりつこうとしていた俺は、手を止め、テーブル上のタブレットを再度凝ぎよう視しした。確かに記事には、エクスキャリバーの存在が確認されたとは書いてあるが、誰だれかがゲットしたという記述はない。考えてみれば、獲かく得とくしたプレイヤーがいるのなら、記事内の写真は当然あの黄金の剣を誇ほこらしげに構えているソイツのＳＳスクリーンシヨツトになるはずだ。

「なんだよ、脅おどかすなよ……」

　今度こそトーストを大きくかじり取り、もぐもぐしながら安あん堵どの声を漏もらす。そんな俺を見て、せっかちだなあというように笑った直葉は、牛乳のパックを取ると俺の前のグラスに注いだ。

　二〇二五年十二月二十八日日曜日、午前九時三十分。俺も直葉も学校は今日から冬休みということで、やや遅おそめの朝食だ。母さんはまだ年内の校了を数件残しているそうで、さっきトーストを咥くわえたまま飛び出していった。印刷所の介在しない電子書しよ籍せきも、こういう面では善し悪しだ。

　ニューヨークに単身赴ふ任にん中ちゆうのオヤジも相変わらず多忙らしく、帰国は三十日になるとメールが来ていた。例によって直葉と二人きりの食しよく卓たくだが、そうなると勢い話題はＡＬＯ関連に偏かたよってしまう。

　一枚目のトーストを食べ終え、二枚目に今度はツナスプレッドを塗りながら、俺は湧わいてきた疑問を口にした。

「でも、じゃあ、どうやって見つけたんだ？　ヨツンヘイムは飛行不可だし、けど飛ばなきゃ見えない高さだろ、エクスキャリバーがあった場所は」

　一年前、シルフ領を出て央都アルンを目指そうとした俺おれ／キリトと直すぐ葉は／リーファは、ようやく世界樹が見えてきたところで巨きよ大だいミミズモンスターに吞のまれ、消化管経由で地下世界ヨツンヘイムへと落とされた。

　二人では到とう底てい勝てない巨大な邪じや神しん級きゆうモンスターが闊かつ歩ぽするフィールドを、なんとか地上への階段まで辿たどり着つくべく移動していた俺おれたちは、不思議な光景に出くわした。四本腕うでの人型邪神が、無数の触しよく手しゆと長い鼻を生やした象のような水母くらげのような邪神を攻こう撃げきしていたのだ。

　リーファに、「いじめられてるほうを助けて！」とお願いされてしまった俺は、四本腕をなんとか近くの湖まで誘プ導ルし、水中戦に移行させて象水母邪神を勝利させた。リーファによって《トンキー》と名付けられたそいつは、俺たちを攻撃しないどころか背中に乗せ、ヨツンヘイムの中央まで移動した。その後サナギ経由で《羽化》したトンキーは、俺とリーファを乗せて飛び、地上に繫つながる天てん蓋がいの通路まで運んでくれたのだが──途と中ちゆうで、俺たちは見たのだ。天蓋の中心から、世界樹の根っこに包まれてぶら下がる逆ピラミッド状の巨大ダンジョンと、その最下部でクリスタルに封ふう印いんされて輝かがやく黄金の長剣を。

　俺と同時に記き憶おくを甦よみがえらせていたらしい直葉は、上うわ目め遣づかいに微笑ほほえみながら言った。

「お兄ちゃん、あの時すっごい迷ってたでしょ。トンキーに乗ったまま地上に戻もどるか、ダンジョンに飛び移ってエクスキャリバーを取りに行くか」

「そ……そりゃまあ、迷ったけどさ……。でも敢あえて言わせてもらえば、あそこで迷わないヤツを、俺はネットゲーマーとは認められない！」

「あんまりカッコよくないよ、その台詞せりふ」

　にこやかに評価を下すと、直葉は考え込むように視線を落とした。別に二枚目のトーストに何を塗るか迷っていたわけではないらしく、ツナスプレッドのチューブに手を伸のばしながら呟つぶやく。

「……トンキーは、私かお兄ちゃんが呼ばないと来てくれないし……他にヨツンヘイムで飛ぶ方法が見つかったとも聞いてないしねー。てことは、別の個体の象水母邪神を、誰かが私たちみたいに助けて、クエストフラグ立てるのに成功したのかな……」

「そういうことになるのか……。あんなキモい……いや、個性的な姿の邪神を助けようなんていう物好き……いや、博愛主義者がスグの他にもいたとはビックリだなあ」

「きもくないもん！　可愛かわいいもん！」

　じろりと俺を睨にらむと、今年でもう十六歳になったはずの妹さんはそう宣言し、続けて言った。

「でも、それだと、誰だれかがあのダンジョン突とつ破ぱして剣の入手に成功するのも時間の問題かもだよ。フラグ成立の条件が解りづらかったから今日きようまで発見されなかったけど、もう一年も経ってるし、ソードスキル導入のアップデートもあったから、ダンジョンの難易度そのものは下がってるはず」

「そう……だよなぁ……」

　牛乳を一口飲み、俺おれは頷うなずく。

　俺たちがエクスキャリバーを見つけたのが、今年ことしの一月。その後、ＡＬＯの運営がレクトプログレスから現行のベンチャー企き業ぎように移管されたり、浮遊城アインクラッドの実装があったりしてゲームは巨きよ大だいな変革に晒さらされた。それらがようやく落ち着いた六月、俺はリーファ、ユイ、そしてアスナと一いつ緒しよに再びトンキーの背に乗り、聖剣エクスキャリバーの入手に挑いどんだ。

　そしてアッサリと失敗した。逆ピラミッド型の空中ダンジョンには、トンキーをいじめていた四本腕うでの親玉らしい巨大人型邪じや神しんがひしめいていたのだが、そいつらがもう、「ないわー！」と叫びたくなるほど強かったのだ。わずか三人と一人で挑いどんだのは本番前の偵てい察さつのつもりだったからだが、その時点でこりゃ無理だと判断せざるを得ず、「強くなってから再チャレンジしよう」と誓ちかい合あった──のだが。

　アインクラッド実装当初に開放されたのが十層まで、そして九月に二十層までが開放されると、俺たちはそっちの攻こう略りやくにかかり切りになってしまった。ヨツンヘイムにはたまに素材アイテムを取りに行き、ついでにトンキーを呼んで一緒に遊んだりするくらいで、エクスキャリバーに関しては、どうせ取れる奴やつなんかいない──というかそもそも誰だれにも見つけられないとタカをくくり、ついに一年経ってしまったというわけだ。

　しかし、ＭＭＯＲＰＧに於おいて、永遠に発見されないアイテムなど有り得ない。詳しよう細さいはまだ不明だが、ついにあの剣の所在がこうしてニュースサイトにまで載のってしまった以上、今いま頃ごろ山ほどのプレイヤーがヨツンヘイムに押しかけているだろうし、一部は空中ダンジョンに突とつ入にゆうしているかもしれない。

「……どうする、お兄ちゃん？」

　二枚目のトーストも片付けた直すぐ葉はが、両手で牛乳のグラスを持ち上げながらそう問うた。

　対して俺は、軽く咳せき払ばらいして答えた。

「スグ。レアアイテムを追い求めるのだけがＶＲＭＭＯの楽しみじゃないさ」

「……うん、そうだよね。武器のスペックで強くなっても……」

「でも、俺たち、あの剣を見せてくれたトンキーの気持ちに応えなきゃいけないと思うんだ。アイツもきっと内心じゃ、俺たちがダンジョンを突破することを期待してるんじゃないかな。だってほら、俺たちとトンキーは友達じゃないか」

「…………さっき、キモいとか言ってたのに……」

　じっとりとした視線を送って寄よ越こす妹に、最大級の笑顔とともに俺は訊たずねた。

「つうわけで、スグ、お前今日きようヒマ？」

「………………まあ、部活はもう休みだけど」

　よし！　とばかりに、左掌に右拳を打ち付ける。思考のギアを入いれ替かえ、早口に攻略方針をまくし立てる。

「確か、トンキーに乗れる上限は七人だったな。てことは俺おれとスグ、アスナ、クライン、リズとシリカ……あと一人か。エギルは店あるしなぁ……クリスハイトは頼たよりないし、レコンはシルフ領にいるだろうし……」

「……シノンさん誘さそってみたら」

「おお、それだ！」

　パチン、と指を鳴らし、俺はさっそく携けい帯たい端たん末まつを取り出すと電話帳をスクロールさせた。

　今月上じよう旬じゆん、俺はとある事件に巻き込まれてＧＧＯ──《ガンゲイル・オンライン》にキリトをコンバートさせ、そこでシノンという女性プレイヤーと知り合った。事件解決後、シノンはアスナやリズとも友達になり、彼女たちに誘さそわれてＡＬＯに新キャラクターを作ったのだ。

　まだ作成後二週間しか経っていないできたてほやほやのキャラだが、完全スキル制のＡＬＯでは、数値的ステータスのウェイトが低い。シノンのセンスなら、もう高難度ダンジョンでも充じゆう分ぶん立ち回れるはずだ。

　最大速でメールを打つ俺の向かいで、直すぐ葉はは手早く皿やグラスを重ねると、キッチンに運んでいく。その足取りが、どこか弾はずむようなのは気のせいではあるまい。恐おそらくあいつも、なんだかんだと言いながら、最初に俺にニュースを見せた時からその気だったのだろう。

　気心の知れた仲間たちと異世界に飛び込み、困難かつスリリングなミッションに挑いどむ。それ以上に楽しいことなど、そうそうあろうはずもない。

　シノンを含ふくめた五人に誘さそいのメールを送信し終えると、俺自身もうっかり小走りになりながら、直葉を手伝うためにキッチンへと急いだ。




　いかに日曜日とは言え、年としの瀬せの午前中に七人パーティーがアッサリ揃そろってしまったのは、招しよう聘へいした俺の人徳──ではなくやはり《聖剣エクスキャリバー》が皆みんなのネットゲーマー魂だましいを強きよう烈れつにアジテートした結果であろう。半年前に俺とアスナ、リーファ＆ユイで挑んだ時に比べれば人数も個々人のステータスも遥はるかに上だ。

　待ち合わせ場所となった、イグドラシル・シティ大通りに看かん板ばんを出す《リズベット武具店》の工房では、鍛冶妖精族レプラコーンの店主が皆の武器を順に回転砥と石いしに当てている。大がかりなクエストの前には、装備の耐久度をマックスまで回復させておくのが常じよう識しきだ。

　壁かべ際ぎわのベンチであぐらをかき、《景気づけ》という理由で朝から酒さか瓶びんを傾かたむけている──と言ってももちろん現実の肉体には一ミリリットルのアルコールも入りはしないのだが──火妖精族サラマンダーの刀使いクラインに、ふわふわした水色の小竜を頭に乗せた猫妖精族ケットシーの獣使いシリカが訊たずねた。

「クラインさんは、もうお正月休みですか？」

「おう、昨日きのうっからな。働きたくてもこの時期は荷が入ってこねーからよ。社長のヤロー、年末年始に一週間も休みがあるんだからウチは超ホワイト企業だとか自じ慢まんしやがってさ！」

　クラインは、あれでも小しよう規き模ぼな輸入商社に勤める歴れつきとした会社員だ。いつもブツクサ社長の悪口を言っているが、ＳＡＯに二年間囚とらわれた彼の面めん倒どうをきちんと見、生せい還かん後も即そく座ざに仕事に復帰できたのだから実際いい会社なのだろう。クラインも恩おん義ぎは感じているようで、最近では《ザ・シード》パッケージとモバイルカメラを利用した遠えん隔かくプレゼンシステムを構築したりしてマジメに働いているようだ。そのカメラのモディファイを散々手伝わされた俺おれには焼き肉食べ放題一回だけだったのがやや納得行かないが、今日きようのクエスト協力で貸し借りナシにしてやろう──。

　などと壁かべ際ぎわに寄りかかりながら考えていると、当のクラインがじろっとこっちを見て言った。

「おうキリの字よ、もし今日ウマイこと《エクスキャリバー》が取れたら、今度オレ様のために《霊刀カグツチ》取りにいくの手伝えよ」

「えぇー……あのダンジョンくそ暑ぃじゃん……」

「それを言うなら今日行くヨツンヘイムはくそ寒ぃだろが！」

　低レベルな言い合いをしていると、左ひだり隣どなりからぼそっとひと言。

「あ、じゃあ私もアレ欲しい。《光弓シェキナー》」

　ウグッ、と言葉に詰つまりつつそちらを見やる。俺おれと同様壁に背中を預け、腕うで組ぐみをして立つのは、水色の短い髪かみからシャープな形の三角耳を生やしたケットシーの女性プレイヤーだ。シリカが人なつこいマンチカン種だとすれば、こちらはクールなシャム猫──いや、いっそ獰どう猛もうなヤマネコを思わせる。

「き、キャラ作って二週間でもう伝説武器を御所望ですか」

　俺のお伺うかがいに、ヤマネコは細長いシッポをひゅんと動かして答えた。

「リズが造ってくれた弓ゆみも素す敵てきだけどさ、できればもう少し射程が……」

　すると、工こう房ぼう奥おくの作業台で、まさにその弓の弦げんを張はり替かえていたリズベットが振ふり向むき、苦笑いしながら言った。

「あのねぇ、この世界の弓ってのは、せいぜい槍やり以上、魔ま法ほう以下の距離で使う武器なんだよ！　百メートル離れたとこから狙ねらおうなんて、普ふ通つうしないの！」

　それに対して、ヤマネコはひょいと肩をすくめ、澄すました微び笑しようを浮うかべる。

「欲を言えばその倍の射程は欲しいとこね」

　彼女が、本ほん拠きよのＧＧＯでは実に二千メートルに達する超々ロングレンジ狙そ撃げきを得意としていることを知っている俺は、引ひき攣つった笑みを作らざるを得ない。もし本当にそんな弓をゲットされたら、エリア縛しばり無しのデュエルでは、剣の間合いに持ち込む前に矢でハリネズミにされてＥＮＤだ。

　水色の髪のヤマネコ──二週間前にＡＬＯにやってきたばかりの新しい友人シノンは、わずか一日練習しただけで、どちらかと言えば気難しい武器である弓矢のカンを完全に摑んでしまった。ＡＬＯで弓使いアーチヤーと言えば、機動力のある風妖精族シルフでショートボウを使うか、腕わん力りよくと耐久力に秀でる土妖精族ノームでヘビーバリスタ装備の砲ほう台だいになるかが定番なのだが、彼女はそのセオリーをあっさり無視して、射程に特化した弓ゆみであるロングボウを、九種族中最高の視力を持つケットシーで使うというビルドを選せん択たくしたのだ。まあ最初は自由にやらせてみよう、などと考えていた俺おれは、シノンが火属性魔ま法ほうすら超こえるレンジから矢をばんばん命中させ、モンスターが接近する前に倒たおしてしまうという光景を見せつけられ内心で土下座する羽は目めになった。

　この世界の弓矢は、適正距離なら魔法と同じようにシステムアシストによる命中補正があるのだが、それを超えると風だの重力の影えい響きようで矢は狙ねらったところには飛ばない。しかしシノンは、共通のエンジンを用いるＧＧＯで、まさにその《風や重力の影響》を自力補正する訓練を長年続けてきたのだ。俺がＧＧＯに行った時、《視線見切り》のシステム外スキルを有効に使えたのと同じことがこちらでも起きたわけで、これはつまりザ・シード規格のＶＲＭＭＯ連結体を行き来することには、これまで俺が思いもしなかった意味が──。

　などと考えていると、俺の右にある工こう房ぼうの扉とびらが勢いよく開いた。

「たっだいまー！」「お待たせー」

　声の主は、ポーション類の買い出しに行っていたリーファとアスナだ。市場からここまで、ブツをアイテム欄らんに格納しないで運んできたらしく、二人が手に提さげたバスケットから色とりどりの小こ瓶びんだの木の実が部屋中央のテーブルに積み上げられていく。

　アスナの肩からぱたたっと飛び立った小妖精──ナビゲーション・ピクシーのユイが、俺の頭まで移動するとぽすんと座った。この影妖精族スプリガン《キリト》のアバターは、長いこと髪かみをつんつん逆立てていたが、ユイの要よう請せいによって今は昔の髪かみ型がたに近くなっている。理由は《座りにくい》からだそうだ。

　俺の頭上で、ユイは鈴すずの音ねのような声ではきはきと言った。

「買い物ついでにちょっと情報収集してきたんですが、まだあの空中ダンジョンまで到とう達たつできたプレイヤーまたはパーティーは存在しないようです、パパ」

「へえ……。じゃあ、なんで《エクスキャリバー》のある場所が解ったんだろう」

「それがどうやら、私たちが発見したトンキーさんのクエストとは別種のクエストが見つかったようなのです。そのクエストの報ほう酬しゆうとしてＮＰＣが提示したのがエクスキャリバーだった、ということらしいです」

　ユイのその言葉に、ポーション類を整理していたアスナが水妖精族ウンデイーネ特有の青いロングヘアを揺ゆらして振ふり向むくと、小さく顔をしかめて頷うなずいた。

「しかもどうやらソレ、あんま平和なクエじゃなさそうなのよ。お使い系や護衛系じゃなくて、スローター系。おかげで今、ヨツンヘイムはＰＯＰの取り合いで殺さつ伐ばつとしてるって」

「……そりゃ確かに穏おだやかじゃないな……」

　俺も唇くちびるを曲げる。

　虐殺スローター系、とはその名が示すとおり、《○○というモンスターを○匹以上倒せ》とか《○○というモンスターが落とすアイテムを○個集めろ》とかいう類のクエストだ。必然、指定された種類のモンスターを片かた端はしから狩かりまくることになるため、同じクエを受けているパーティーが狭せまいエリアで重なると、ＰＯＰ、つまりモンスターの再さい湧ゆう出しゆつを奪うばい合あって場がギスギスしてしまうのは避さけられない。

「でもよぉ、ヘンじゃねえ？」

　とうとう火酒を一ひと壺つぼ飲み干してしまったクラインが、ぐいっと唇くちびるを拭ぬぐってから口を挟はさむ。

「《聖剣エクスキャリバー》ってのは、おっそろしい邪じや神しんがウジャウジャいる空中ダンジョンのいっちゃん奥おくに封ふう印いんされてンだろ？　それをＮＰＣがクエの報ほう酬しゆうに提示するってどうゆうこった？」

「言われてみれば、そうですね」

　シリカも、頭から下ろしたピナを胸でモフモフしつつ首を捻ひねった。

「ダンジョンまでの移動手段が報酬、っていうなら解りますけど……」

「──ま、行ってみれば解るわよ、きっと」

　俺おれの隣となりで、シノンが相変わらず冷静なコメントを発したその直後、工こう房ぼうの奥でリズベットが叫さけんだ。

「よーっし！　全武器フル回復ぅ！」

「おつかれさま!!」

　のねぎらいを全員で唱しよう和わ。新品の輝かがやきを取とり戻もどしたそれぞれの愛剣、愛刀、愛弓を受け取り身につける。次にテーブルで、アスナが持ち前の作戦指揮能力によって七分割したポーション類を貰もらい、腰こしのポーチに収納。オブジェクトで持ちきれない分はアイテム欄らんに格納する。

　ちらりと視界右下の現実時刻表示を見ると、まだ午前十一時だ。どこかのタイミングで昼食＆トイレ休きゆう憩けいを取ることになりそうだが、その前に空中ダンジョンの最初の安全地帯までは行けるだろう。

　七人＋一人＋一匹の準備が完かん了りようしたところで、俺はぐるりと皆みんなを見回し、エホンと咳せき払ばらいしてから言った。

「みんな、今日きようは急な呼び出しに応じてくれてありがとう！　このお礼はいつか必ず、精神的に！　それじゃ──いっちょ、頑がん張ばろう！」

　おー！　の唱和にやや苦笑が混じっていたように思えたのは気のせいだろう。俺はくるりと振ふり向むき、工房の扉とびらを開けると、イグシティの真下のアルン市街から地下世界ヨツンヘイムに繫つながる秘密のトンネル目指してブーツを大きく踏ふみ出だした。










　　　２




　マップにも表示されないようなアルン裏通りの細い路地を右に左に進み、階段を上って下りて民家の庭まで通とおり抜ぬけた先にその扉とびらは存在する。

　見た目はなんの変へん哲てつもない円形の木戸で、実際には開かない装そう飾しよく的てきオブジェクトとしか思えない。しかしリーファがベルトポーチから取り出した小さな銅の鍵かぎを鍵穴に挿さして回すと、カリンと歯切れのいい音が響ひびいた。鍵は、以前トンキーにこのトンネルの下側出入り口まで運んでもらった時、いつの間にかストレージに追加されていたらしい。つまり最初はアこルちンら側からでは絶対に開けられない扉、というわけだ。

　俺おれが鉄の輪っかを握にぎって引くと、木戸はギイッと左右に開き、内部の下り階段を露あらわにした。七人が一列になって中に滑すべり込こみ、最さい後こう尾びのクラインが扉を閉めると、自動的に再さい施せ錠じようされる。

「うわぁ……いったい何段あるの、これ」

　ここに来るのは初めてのリズベットが、そう囁ささやくのも無理はない。直径二メートルほどのトンネルの床ゆかに造られた下り階段は、壁かべの小さなランプが放つ青白い燐りん光こうに照らされ、解像度の限界まで延々と続いている。

「んー、アインクラッドの迷宮区タワーまるまる一個分くらいはあったかなー」

　先頭に立って階段を下り始めたアスナが答えると、リズとシリカ、クラインが同時にうへぇという顔になった。俺はつい苦笑し、このトンネルの有り難さを力説する。

「あのなぁ、ノーマルなルートでヨツンヘイムに行こうと思ったら、まずアルンから東西南北に何キロも離はなれた階段ダンジョンまで移動して、モンスターと戦いながら奥おくに進んで、最後に守しゆ護ごボスを倒してようやく到とう着ちやくできるんだぞ。１ワンパーティーなら最速でも二時間はかかるとこを、ここを降りれば五分だぞ！　俺がリーファなら、通行料を一回千ユルド取ってここを使わせてやる商売を始めるね」

「あのねえお兄ちゃん、ここを降りても出口でトンキーが来てくれないと、ヨツンヘイムの中央大だい空くう洞どうに落っこちて死ぬ以外ないよ」

　リーファがやれやれという表情で言ったのは、まったくその通りだ。

　広大な地下世界ヨツンヘイムの真ん中には、差さし渡わたし一・五キロはあろうかという底無しの大穴、通つう称しよう《中央大空洞グレートボイド》が口を開けている。聖剣エクスキャリバーが封ふう印いんされる逆ピラミッド型の空中迷宮は、そのボイドの真上の天てん蓋がいから下に向けて突つき出だしている。俺たちが今駆かけ下おりているこの階段の出口は、空中迷宮のすぐ近く、ボイドの上空に設けられているため、飛び降りればあの底無し穴にはまり込んで落下中に死亡、問答無用で地上のセーブポイントまで戻もどされてしまうのだ。

　ウォホン、と咳せき払ばらいで己おのれの強欲な発言をなかったことにし、俺はしかつめらしい顔を作って言った。

「まあなんだ、そういう訳だから、文句を言わずに一段一段感謝の心を込めながら降りるんだぞ諸君」

「あんたが造ったわけじゃないでしょ」

　途と端たん、俺の前を走るシノンがぽそっとひと言。相変わらずクール極まる突つっ込こみだが、この際ツッコンでくれることにも感謝の心を抱いだくべきだろう。

「御指摘ありがとう」

　礼を言い、握あく手しゆの代わりに目の前で揺ゆれる水色のシッポの先をぎゅっと握にぎってやる。

「フギャア!!」

[image: ]

　途端、山猫アーチャー殿は物もの凄すごい悲鳴とともに飛び上がった。くるりと振ふり向むき、後ろ走りで器用に階段を下りながら俺おれの顔を両手で引ひっ搔かこうとするのをひょいひょいとかわす。

　ケットシー族特有の三角耳と尻尾しつぽは、もちろん人間には存在しない器官だが、どういう仕組みなのか感覚があるらしい。慣れていないプレイヤーは、いきなり強く握にぎられたりすると《すっごいヘンな感じ》──シリカ談──がするとのことで、反応が大変おもしろおかしい。

「アンタ、次やったら鼻の穴に火矢ブッコムからね」

　フン！　と勢いよく振り向いたシノンの先で、リーファ、リズ、シリカ、アスナとその肩上のユイが完かん璧ぺきに同期した動きでやれやれと首を振ふった。後ろでクラインが、「怖おそれを知らねェなおめえ」と感心したように唸うなった。




　予測通り五分足らずで、パーティーはアルヴヘイムの地ち殻かくを貫つらぬく階段トンネルを走破し、行く手に仄ほの白じろい光が見えてきた。

　同時に、仮想の空気が一段と冷たさを増す。顔の周囲を、氷の結けつ晶しようがきらきらと舞まい始はじめる。

　数秒後、俺おれたちはついに地殻から飛び出し、視界にヨツンヘイムの全景を捉とらえた。太い木の根に刻きざまれた階段はそのまま空中を伸のび続つづけ、十五メートルほど先で消しよう滅めつしている。

「うっ……わあ……!!」

「すごい……」

　ヨツンヘイムそのものを初めて見るシリカとシノンの猫二匹が、同時に声を上げた。小竜のピナさえも、シリカの頭で盛んに翼つばさをぱたぱた動かしている。

　眼下に広がるのは、分厚い雪と氷に覆おおわれた、美しくも残ざん酷こくな常とこ夜よの世界だ。照明は、氷の天てん蓋がいから何本も突つき出だす巨きよ大だいな水晶の柱が、地上の光をわずかに導くのみ。その他ほかにも、地表のあちこちに点在する邪じや神しん族ぞくの城や砦とりでが、青あお紫むらさきや黄緑色のかがり火を焚たいている。地面から天てん蓋がいまでの高さは、この中央部では一キロに達するので、フィールドを無数にうろついているはずの邪神までは視認できない。真下には、あらゆる光を吸い込むような、底無しの大穴。《ボイド》だ。

　視線を真下から正面に戻もどすと、そこにまた凄すさまじいとしか言えない光景があった。

　無数に這はい回まわる巨大な根っこ──地上のアルヴヘイムに屹きつ立りつする世界樹の根だ──に抱かかえ込こまれるようにして、薄うす青あおい氷ひよう塊かいが天蓋から鋭するどく突つき出だしている。逆ピラミッド型のそれこそが、俺たちの目的地である《空中ダンジョン》だ。基部は一辺三百メートル、全長もそれに迫るくらいはあろう。氷の内部には無数の部屋や通路が掘ほり込こまれているのが、この距離からでも判る。そして、そこを徘はい徊かいする巨大な影かげも。

　最後に俺は、視線を逆ピラミッドの一番下、鋭い尖せん端たんへと移した。

　暗視能力にプラス補正のあるスプリガンの眼でも、時折きら、きらりと瞬またたく金色の光が一ひと粒つぶ見えるだけだ。しかしその輝かがやきの深さは、曰いわく言い難い誘ゆう因いん力りよくを備えている。《聖剣エクスキャリバー》。ＡＬＯ最強の伝説級武器が、あそこに封ふう印いんされているのだ。

　一通り状じよう況きよう確認を終えると、まずアスナが右手をかざし、滑なめらかにスペルワードを唱となえた。全員の体を一いつ瞬しゆん薄青い光が包み、視界左上のＨＰゲージの下に小さなアイコンが点灯。たちまち、上等のダウンジャケットを着込んだかのように肌はだ寒ざむさが遠ざかる。凍結耐性を上じよう昇しようさせる支援魔法バフだ。

「おっけ」

　アスナの声を受け、リーファが頷うなずくと、右手の指を唇くちびるに当てて高く口笛を吹き鳴らした。

　数秒後、風の音に混じって、くおぉぉぉー……ん、というような啼なき声ごえが遠く届いてきた。眼を凝こらすと、ボイドの暗くら闇やみを背景に、白い影かげが上じよう昇しようしてくるのが見えた。

　平べったい魚のような、あるいはシャモジのような胴どう体たいの側面から、四対八枚のヒレに似た白い翼つばさが伸のびている。体の下には、植物のツタ状の触しよく手しゆが無数に垂れ下がる。そして頭部には、片側三個ずつの黒い眼と、長く伸びる鼻。象ぞう水母くらげから《羽化》してあのような奇き怪かいかつ美しい姿になってしまった邪じや神しん、トンキーである。

「トンキーさ────ん！」

　アスナの肩から、ユイが精一杯の声で呼びかけると、不思議な邪神はもう一度くおぉーんと啼いた。力強く翼を羽ばたかせ、螺ら旋せんを描いて急上昇する。その姿はみるみる巨きよ大だい化かし、初対面の四人が、階段上でじりっと後ずさる。

「へーきへーき、あいつああ見えて草食だから」

　俺おれが言うと、リーファが振ふり向むいてにっこり笑った。

「でも、こないだ地上から持ってったお魚上げたら、一口でぺろっと食べたよ」

「…………へ、へぇ」

　クラインたちがもう一歩下がるが、狭い階段ではそれ以上後ろには行けない。たちまち俺たちの眼前までやってきたトンキーは、そこだけはまだ象を彷ほう彿ふつとさせる顔で一行を順に眺ながめると、長い鼻を伸ばし、ふさふさと毛の生えた先っぽで──クラインの逆立った髪をわしっと撫なでた。

「うびょるほ!?」

　妙みような声を出す刀使いの背を、俺は容よう赦しやなく押す。

「ほれ、背中に乗れっつってるよ」

「そ……そう言ってもよぉ、オレ、アメ車と空飛ぶ象には乗るなっつうのが爺じいちゃんの遺ゆい言ごんでよぉ……」

「こないだダイシーカフェで、爺ちゃんの手作りっつって干ほし柿がきくれただろ！　うまかったからまた下さい！」

　言い、背中をもう一押しすると、クラインはおっかなびっくりトンキーの肩口に足をかけ、平らな背中に移動した。次に、相変わらずくそ度ど胸きようのシノンと、動物好きの対象にトンキーも含ふくめることにしたらしいシリカが乗り込む。リズベットが「よっこらしょ！」と乙女おとめらしからぬ掛け声で続き、初めてではないリーファとアスナがぴょーんと飛び乗ると、最後に俺おれも、トンキーの鼻のつけねをがりがり搔かいてやってから、全長十メートルを超える邪じや神しん級きゆうモンスターの背中に飛び移った。

「よぉーし、トンキー、ダンジョンの入り口までお願い！」

　首のすぐ後ろに座ったリーファが叫ぶと、長い鼻を持ち上げてもう一啼きし、トンキーは八枚の翼を前から順にゆっくりと羽ばたかせた。




　俺おれが飛行型邪神《トンキー》の背中に乗せてもらうのは、単なる遊びも含ふくめるとこれでもう五度目だ。口には出していないが、そのたびにどうしても考えてしまうことがある。それはすなわち──

「……ねえ、これ、落っこちたらどうなるの？」

　と、俺の思考を、すぐ後ろに座るリズベットがずばり言い当てた。

　そうなのだ。ヨツンヘイムでは原則的にどの種族の妖よう精せいも飛行不可であり、また高所落下ダメージも普ふ通つうに適用される。スキル値にもよるが、ダメージはたかだか十メートル程度から発生し、三十メートルを超えるとほぼ確実に死亡する。

　しかるに現在、トンキーは高度一千メートル付近を飛行中である。ここから落ちたらどうなるかなど、考えるまでもない。あるいは、何らかのセーフティが──たとえば、腹下の触しよく手しゆで捕まえてくれるとか──があるのかもしれないが、試す気にはもちろんならない。

　みんな似たような危き惧ぐを抱いだいているようで、気持ちよさそうにしているのは一番前に座っている《スピード・ホリック》ことリーファと、彼女の頭上に移動したユイ、そしてシリカに抱だかれたピナだけだ。

　リズの問いに答えたのは、彼女の隣となりにぺたんと座るアスナだった。やや緊きん張ちようした表情ながらも俺を見てニッコリ笑い、言う。

「きっと、そこにいる、昔アインクラッドの外周の柱から次の層に上ろうとして落っこちた人が、いつか実験してくれるわよ」

「…………高いとこから落ちるなら、ネコ科動物のほうが向いてるんじゃないかな」

　途と端たん、ネコ科二人が真顔でぶんぶんぶんと首を振ふった。

　そんなやり取りをしている間にも、トンキーは四対八枚の翼つばさを順にゆっくりはばたかせ、空中を滑すべるように進んでいく。向かう先は、氷の空中ダンジョン上部側面に設けられた入り口のテラス。願わくば、このまま安全運転で──。

　と、俺が密かに祈った、その瞬しゆん間かんだった。

　いきなりトンキーが全ての翼を鋭えい角かくに畳たたみ、急激なダイブへと突とつ入にゆうした。

「うわあああああ!?」

　という男二名の太い絶ぜつ叫きよう。

「きゃあああああ！」

　と女性陣の高い悲鳴。

「やっほ──────う！」

　とリーファ。

　広い背中に密生する毛を両手で摑つかみ、襲おそってくる風圧に必死で耐たえる。ほとんど垂直とも思えるアングルで、遥はるか下方の地面がみるみる近づく。しかしなぜ突とつ然ぜんこんなマネを。いままで何度か乗せてもらった時は、木の根の階段と氷のテラスを一定コースで緩ゆるやかに巡じゆん回かいするだけだったのに。

　まさかタクシー代わりに使われるのが嫌いやになったのか。それとも前回リーファが与えたという魚が胃にもたれでもしたのか。

　等々と益やく体たいもないことを考えているうちにも、氷雪に覆おおわれた地表のディティールが高こう精せい細さい化かしていく。トンキーが目指しているのは、巨大な大穴《ボイド》の南の縁ふちあたりらしい。そう、かつて俺とリーファが、トンキーを狩ろうとするウンディーネの連結レイドパーティーと一戦交えた、まさにその場所だ。

　直後、急激な減速Ｇが体にのし掛かり、俺たちは邪じや神しんの背中にべたっと貼はり付ついた。トンキーが折りたたんでいた翼つばさを広げ、急降下にブレーキを掛けたのだ。少なくとも、荷物を地面にポイ捨てする気はないらしい。ほっと息を吐きつつ、体を持ち上げる。

　再び緩やかな水平巡じゆん航こうに入ったトンキーの背中から下界を見下ろすと、高度はすでに五十メートルを切っているようだ。上空からは高縮尺な航空写真のようだった地面の様子がくっきりと見える。鋭するどいつららをぶら下げた枯かれ木き。凍り付いた川や湖。そして──

「…………あっ……!?」

　鋭い声を上げたのは、トンキーの頭に乗り上げるように体を伸のばしていたリーファだった。地上の一点を指さし、ほとんど悲鳴のような声を絞しぼり出だす。

「お、お兄ちゃん、あれ見て!!」

　言われるがまま、俺と他の五人は一いつ斉せいにリーファが指した左前方を凝ぎよう視しした。

　途と端たん、眩まばゆいフラッシュ・エフェクトが立て続けに炸さく裂れつし、薄うす闇やみに慣なれた俺の眼を射た。わずかに遅おくれて、凄すさまじい重低音のサウンドが届いてくる。間違いなく、大規模攻こう撃げきスペルによるものだ。

　トンキーが、くるるぅぅーん、と悲しげに啼ないた。その理由は、すぐに解った。

　攻撃されているのは、長い触しよく手しゆの上に饅まん頭じゆう型がたの胴どう体たいを乗せ、長い鼻と大きな耳を備えた象のようなクラゲのような大型モンスター。《羽化》前のトンキーと同族だということは疑いようもない。

　そして、攻撃しているのは、三十人を超えようという大規模なレイドパーティーだ。色とりどりな髪かみや大小の差が激しい体格からして、種族混成部隊らしい。それだけ見れば、ノーマルな《邪神狩りパーティー》と言える。しかし、リーファのみならず俺たち全員を驚きよう愕がくさせたのは、象ぞう水母くらげを攻撃しているのがプレイヤーだけではないという事実だった。

　大おお柄がらなノームの、更さらに六、七倍はあろうかという上背。フォルムは人間型だが、腕うでは四本、顔に至っては縦たてに三つも並んでいる。肌はだの色は鋼こう鉄てつのように青白く、眼は燃える石炭を思わせる鈍にぶい赤。

　こちらも見み紛まがいようもなく、出会った時のトンキーを殺そうとしていた人型邪神の一族だ。それぞれの腕には鉄骨の如ごとき粗そ雑ざつな剣を握にぎり、半ば鈍どん器きめいたその刃を象水母の背中に次々と叩たたき付つける。硬こう質しつな外がい殻かくがたちまちひび割れ、体液が迸ほとばしったところに、プレイヤーたちの魔法や矢、ソードスキルが束なってに炸さく裂れつする。

「あれは……どうなってるの？　あの人型邪神を、誰だれかがテイムしたの？」

　アスナが、喘あえぐように囁ささやいた。シリカが首を激しく振ふり、答える。

「そんな、有り得ません！　邪神級モンスターのテイム成功率は、最大スキル値に専用装備でフルブーストしても〇ゼロパーセントです！」

「ってェことは、つまり……」

　クラインが、逆立った赤い髪かみをがりっとかき混ぜて唸うなった。

「あれは、なんつぅか……《便乗》してるってワケか？　四つ腕巨人が象クラゲを攻撃してるとこに乗っかって、追い打ちを掛けてるみてェな……」

「でも、そんなに都合良く憎ヘ悪イ値トを管理できるものかしら」

　と、シノンが眉まゆをきつく寄せながらも冷静にコメントする。確かに彼女の言うとおりだ。邪神の行動パターンからして、あれほど接近して魔ま法ほうだのスキルを連発すれば、たとえダメージを与えなくても巨きよ人じんのターゲットはプレイヤー側に移動しておかしくない。

　どうにも状じよう況きようが理解できず、唇くちびるを嚙かむ俺おれたちの視線の先で、ついに象水母邪神の巨体が揺ゆれ、地じ響ひびきを立てて雪原に横倒しとなった。そこに、とどめの鉄剣と大型スペルが襲おそいかかり──。

「ひゅるるるるぅぅぅぅ……」

　象ぞう水母くらげは、断だん末まつ魔まの悲鳴と膨ぼう大だいなポリゴン片を振ふりまいて、その体を四散させた。

　くおうぅぅぅ……、とトンキーが再び悲しげな声を出す。その頭に身を乗り出したリーファが肩かたを震ふるわせ、頭上のユイも深く俯うつむく。

　二人に掛ける言葉も見つけられないまま、俺おれはただ眼下のレイドパーティーに視線を落とし続けた。

　そして直後、新たなる驚きよう愕がくに打たれて眼を見開いた。

　テイム状態でも扇せん動どう状態でも幻げん惑わく状態でもない四つ腕巨きよ人じんが「ぼるぼるるぅ！」と勝利の雄叫おたけびを上げる足あし許もとで、数十人のプレイヤーたちも軽くガッツポーズを決めると、両者はそのまま連れ立って新たなターゲットを求め移動を始めたのだ。

「な……何で戦せん闘とうにならないんだ!?」

　掠かすれ声ごえを漏もらした俺の隣となりで、アスナが何かに気づいたようにハッと顔を上げた。

「あっ……見て、あっち！」

　指さされたのは、右側に遠く見える丘おかの上だった。そこでも、戦闘のエフェクト光が激しく明めい滅めつしている。眼を凝こらすと、やはり大だい規き模ぼなプレイヤー集団と、今度は二匹の人型邪神が協力して、多脚のワニのようなフォルムの邪神を狩っているではないか。

「こりゃァ……ここで、いったい何が起きてンだよ……」

　呆ぼう然ぜんとしたクラインの声に、リズベットが低く呟つぶやいた。

「……もしかして、さっき上でアスナが言ってた、ヨツンヘイムで新しく見つかったスローター系のクエスト……って、このことじゃないの？　人型邪神と協力して、動物型邪神を殲せん滅めつする……みたいな……」

「…………！」

　それを聞いた六人が、揃そろって息を吸い込む。

　恐おそらく、それに間違いない。クエスト進行中ならば、特定のＭｏｂモンスターと共きよう闘とう状態になることはままある。だが、となると、そのクエストの報ほう酬しゆうが《聖剣エクスキャリバー》だというのはいったいどういう理り屈くつなのだろう。あの剣は、人型邪神の本ほん拠きよ地ちであろう空中ダンジョンに封ふう印いんされているのであって、つまり人型を倒さねば手に入らない代物のはずなのに……。

　そこまで考えた俺は、反射的に遥はるか上空の、氷の大ピラミッドを振ふり仰あおごうとした。

　だが、それは叶かなわなかった。なぜなら、トンキーの背中の一番後ろ、誰だれも座っていないあたりに、光の粒つぶが音もなく漂ただよい、凝ぎよう縮しゆくし──ひとつの人ひと影かげを作り出したのだ。

　ローブふうの長い衣い装しよう。背中から足あし許もとまで流れる波打つ金きん髪ぱつ。優ゆう雅がかつ超ちよう然ぜんとした美び貌ぼうの、それは女性だった。

　だが、俺の口と、同じく振ふり向むいたクラインの口から反射的に迸ほとばしった言葉は、とうてい美女に投げかけるに相応ふさわしくないものだった。

「でっ…………」

「…………けえ！」

　しかしそれも無理はないと言えよう。女性の身みの丈たけは、どう少なめに見積もっても俺おれたちの倍、三メートル以上はあったからだ。

　幸い、謎なぞの巨大美女は俺たちの第一声に気分を害した様子もなく、静せい謐ひつな表情のまま唇くちびるを開いた。流れた声は、これもプレイヤーのものとは一線を画す、荘そう重ちようなエフェクトを帯びていた。




「私は、《湖の女王》ウルズ」




　巨きよ大だいな金髪のお姉さんは、続けて俺たちに呼びかけた。

「我らが眷けん属ぞくと絆きずなを結びし妖よう精せいたちよ」

　ハテ、眷属？　と内心で首を捻ひねる。その言葉が、俺たちを乗せてホバリング中のトンキーを指すのだとすれば、この美女もヨツンヘイムに棲せい息そくする動物型邪神のお仲間、ということになってしまうのだが……。

　と、そこで俺はようやく、《湖の女王》を名乗る眼前の巨大女性が百パーセントの人間型ではないことに気づいた。足あし許もとまである金髪の毛先は、半はん透とう明めいの触しよく手しゆに変じてうねっているし、長いローブから覗のぞく手足には真しん珠じゆ色いろの鱗うろこらしきものがうっすらと見て取れる。トンキーと同様の、奇き怪かいな形態の巨大生物が、かりそめに人の姿を選んでいる──というような印象もなくはない。

「そなたらに、私と二人の妹から一つの請せい願がんがあります。どうかこの国を、《霜しもの巨きよ人じん族ぞく》の攻こう撃げきから救って欲しい」

　話を聞きながらも、次に俺が考えたのは、そもそもこの巨大美女はシステム的に《何》なのか、ということだ。

　視線をフォーカスさせてもカラー・カーソルが出ないから、プレイヤーが幻げん惑わく魔ま法ほうで姿を変えているのではないことはほぼ確実だ。だが、無害なイベントＮＰＣなのか、攻撃的クエストＭｏＢの罠わななのか、ことによると人間のＧＭが動かしているアバターなのか、それが判断できない。

　と、不意に、左ひだり肩かたにごくささやかな重みを感じた。同時に可愛かわいらしい囁ささやき声。ユイだ。

「パパ、あの人はＮＰＣです。でも、少し妙みようです。通常のＮＰＣのように、固定応答ルーチンによって喋しやべっているのではないようです。コアプログラムに近い言語エンジン・モジュールに接続しています」

「……つまり、ＡＩ化されてるってことか？」

「そうです、パパ」

　ユイの言葉が何を示すのかを頭の一部で考えつつも、俺は女性の言葉に耳を傾かたむけ続けた。

　ＮＰＣ──《湖の女王ウルズ》は、真しん珠じゆ色いろに煌きらめめく右手をふわりと広大な地下世界に向けると、言った。

「かつてこの《ヨツンヘイム》は、そなたたちの《アルヴヘイム》と同じように、世界樹イグドラシルの恩おん寵ちようを受け、美しい水と緑に覆おおわれていました。我々《丘おかの巨人族》とその眷けん属ぞくたる獣けものたちが、穏おだやかに暮らしていたのです」

　その言葉と同時に、周囲の雪と氷に覆われたフィールドの風景が、音もなく揺ゆれ、薄うすれる。二重写しのように現れたのは、ウルズの言葉どおりに草木と花々、そして清らかな水に満みち溢あふれた世界だ。地上のノーム領やサラマンダー領あたりよりもよっぽど豊かだとさえ言える。

　更さらに驚おどろくべきことに、女王ウルズの背後に存在する底無しの大穴《グレートボイド》も、幻げん影えいの世界では穴ではなかった。煌めく透明な水を満たした広大な湖。そして、今は世界の天てん蓋がいからぶら下がっているだけの世界樹の根は、太く寄り集まって湖にまで達し、全方向に広がっているではないか。

　水面から盛り上がる太い根の上には、丸太で組まれた家、いや町が存在する。その風景は、地上の《央都アルン》ととてもよく似ている。

　ウルズが右手を下ろすと、幻まぼろしの風景も消え去った。元の寒々しい氷の世界に戻もどったヨツンヘイムを、超ちよう然ぜんとした、しかし気のせいかどこか悲しそうな眼で見み詰つめ、口を開く。

「──ヨツンヘイムの更さらに下層には、氷の国《ニブルヘイム》が存在します。彼かの地を支配する霜の巨人族の王《スリュム》は、ある時オオカミに姿を変えてこの国に忍しのび込こみ、鍛か冶じの神ヴェルンドが鍛きたえた《全ての鉄と木を断つ剣》エクスキャリバーを、世界の中心たる《ウルズの泉》に投げ入れました。剣は世界樹のもっとも大切な根を断ち切り、その瞬しゆん間かん、ヨツンヘイムからイグドラシルの恩おん寵ちようは失われました」

　ウルズが、今度は左手を持ち上げる。再び幻げん視しのスクリーンがジェネレートされ、そこに映し出される圧あつ倒とう的てきな光景に、俺おれたちは声もなく見入った。

　巨きよ大だいな湖──《ウルズの泉》の全面に伸のびていた世界樹の根が、のたうち、浮うき上あがり、天てん蓋がい方向へと縮しゆく小しようしていく。根の上に築かれていた町々は、全てひとたまりもなく崩ほう壊かいする。

　同時に、あらゆる木の葉は落ち、草は枯かれ、光は薄うすれる。川は凍こおり付つき、霜が降り、吹雪ふぶきが荒あれ狂くるう。《ウルズの泉》を満たしていた膨ぼう大だいな水も一いつ瞬しゆんで凍とう結けつし、あまりに巨大な氷の塊かたまりとなったそれを、世界樹の根が包み込みながら上空へと引き上げていく。湖に棲せい息そくしていた無数の大型クリーチャーが、氷ひよう塊かいからはじき出され、ばらばらと落下する。その中には、以前のトンキーと同じ象水母タイプも確かに見て取れる。

　世界樹の根は、やがてヨツンヘイムの天蓋にしてアルヴヘイムの地ち殻かくにまで上じよう昇しようし、抱かかえ込こんでいた巨大な氷塊がその半ばまで天蓋に突き刺さる。その氷塊こそが、現在ヨツンヘイムの上空に偉い容ようを構える《氷の逆ピラミッド》であることはもう疑いようもない。氷塊の最さい下か端たん、つららのように鋭するどく尖とがった先に、きらきらと黄金の光が見える。霜の巨人の王スリュムとやらが投げ込み、《世界樹》と《ヨツンヘイム》という二つの世界そのものを切きり離はなしたという剣、エクスキャリバーに間違いない。

　あらゆる水が失われた時、かつての美しい湖は、底無しの大穴へと変じていた。

　ウルズが左手を下ろすと、また幻のスクリーンは消え去った。だが今度は、風景に大きな変化はなかった。せいぜい、上空の氷の塊が直線的なダンジョンへと整形されたくらいだ。あのピラミッドの下には今もエクスキャリバーが存在することは、俺とリーファがこの眼で確認している。

「王スリュム配下の《霜の巨人族》は、ニブルヘイムからヨツンヘイムへと大たい挙きよして攻せめ込こみ、多くの砦とりでや城を築いて我々《丘の巨人族》を捕とらえ幽ゆう閉へいしました。王は、かつて《ウルズの泉》だった大だい氷ひよう塊かいに居きよ城じよう《スリュムヘイム》を築き、この地を支配したのです。私と二人の妹は、凍こおり付ついたとある泉の底に逃にげ延のびましたが、最も早はやかつての力はありません」

　ウルズが半ば瞼まぶたを伏ふせ、恐おそらく終わりに近づきつつある物語の口述を再開した。俺たちは、彼女がＮＰＣで、物語がゲーム内のクエストだということも半ば忘れ、ただ無言で聞き入った。

「霜の巨人たちは、それに飽あきたらず、この地に今も生き延びる我らが眷けん属ぞくの獣けものたちをも皆みな殺ごろしにしようとしています。そうすれば、私の力は完全に消しよう滅めつし、スリュムヘイムを上層のアルヴヘイムにまで浮き上がらせることができるからです」

「な……なにィ！　ンなことしたら、アルンの街がぶっ壊こわれちまうだろが！」

　もうこの話にどっぷりフルダイブしてしまっているらしいクラインが、憤ふん慨がいしたように叫さけんだ。ユイによれば固定応答プログラムではなくちょっとしたＡＩだという女王ウルズは、その言葉に頷うなずき、言った。

「王スリュムの目的は、そなたらのアルヴヘイムもまた氷雪に閉ざし、世界樹イグドラシルの梢こずえにまで攻め上ることなのです。そこに実るという《黄金の林りん檎ご》を手に入れるために」

　……そんなものあったかな、と一いつ瞬しゆん考え、すぐに思い至る。確かに世界樹の天辺近くには、有り得ないくらい強い大おお鷲わし型がたネームドＭｏｂに守られて近づけないエリアが存在する。もしかしたらあの中に、黄金林檎とやらが存在するのかもしれない。

　ウルズは視線を地上に向けると、眉まゆを悲しげにひそめて続けた。

「我が眷けん属ぞくたちをなかなか滅ほろぼせないことに苛いら立だったスリュムと霜巨人の将軍たちは、ついにそなたたち妖よう精せいの力をも利用し始めました。エクスキャリバーを報ほう酬しゆうに与えると誘さそいかけ、眷属を狩かり尽つくさせようとしているのです。しかし、スリュムがかの剣を余人に与えることなど有り得ません。スリュムヘイムからエクスキャリバーが失われる時、再びイグドラシルの恩おん寵ちようはこの地に戻もどり、あの城は溶とけ落おちてしまうのですから」

「え……じゃ、じゃあ、エクスキャリバーが報酬っていうのは全部噓うそだってこと!?　そんなクエストありぃ!?」

　リズベットの素すっ頓とん狂きような声に、女王は鷹おう揚ようと頷くと言った。

「恐おそらく、鍛か冶じの神ヴェルンドがかの剣を鍛きたえた時、槌つちを一回打ち損じたために投げ捨てた、見た目はエクスキャリバーとそっくりな《偽ぎ剣けんカリバーン》を与えるつもりでしょう。充じゆう分ぶんに強力ですが、真の力は持たない剣を」

「ず、ずっるい……王様がそんなことしていいの……」

　リーファが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。ウルズはもう一度頷うなずき、深く息を吐はく。

「その狡ずるさこそがスリュムのもっとも強力な武器なのです。しかし彼は、我が眷けん属ぞくを滅ほろぼすのを焦あせるあまり、ひとつの過あやまちを犯しました。配下の巨人のほとんどを、巧こう言げんによって集めた妖よう精せいの戦士たちに協力させるため、スリュムヘイムから地上に降ろしたのです。今、あの城の護まもりはかつてないほど薄うすくなっています」

　ここに来て、俺おれはようやくこのクエスト──いや《女王の請せい願がん》の行く末を悟さとった。

　湖の女王ウルズは、その大きな腕うでをまっすぐ上空の《スリュムヘイム》に差さし伸のべ、言った。




「妖精たちよ、スリュムヘイムに侵しん入にゆうし、エクスキャリバーを《要かなめの台座》より引ひき抜ぬいて下さい」










　　　３




「……なんだか、凄すごいことになってきたね……」

《湖の女王ウルズ》が金色に光る水すい滴てきに溶とけて消しよう滅めつし、再び上じよう昇しようを──今度はかなり緩ゆるやかに──始めたトンキーの背中で、まずアスナがそう呟つぶやいた。

　続いて思考を立て直したらしいシノンが、水色の尻尾を鋭するどく振ふり動うごかしながら言う。

「これって、普ふ通つうのクエスト……なのよね？　でもその割には、話が大がかりすぎるっていうか……動物型の邪じや神しんが全ぜん滅めつしたら、今度は地上まで霜しも巨きよ人じんに占せん領りようされる、とか言ってなかった？」

「……言ってたな」

　頷うなずき、俺おれは腕うで組ぐみして首を捻ひねった。

「でも、運営側が、アップデートやイベントの告知もなくそこまでするかな？　他ほかのＭＭＯでも、《街をボスが襲しゆう撃げきイベント》くらいならよくあるけど、普通は最低でも一週間前には予告があるよなぁ……」

　うんうん、と全員が首を縦たてに振ふる。

　すると、俺の左ひだり肩かたに乗っていたユイが飛び立ち中央でホバリングしながら、皆みんなに聞こえるボリュームで言葉を発した。

「あの、これは、百パーセントの確度はない推測なのですが……」

　どう喋しやべったものか考えるように一度長めの瞬まばたきをし、すぐに続ける。

「──この《アルヴヘイム・オンライン》は、他の《ザ・シード》規格ＶＲＭＭＯとは大きく異なる点が一つあります。それは、ゲームを動かしている《カーディナル・システム》が、機能縮しゆく小しよう版ばんではなく旧《ソードアート・オンライン》に使われていたフルスペック版の複製だということです」

　それは、確かにその通りだ。もう思い出したくもないことだが、ＡＬＯはそもそも、妄もう執しゆうに取とり憑つかれた一人の男が旧ＳＡＯプレイヤーの一部を自らの違法研究の実験台とするために、オリジナルのＳＡＯサーバーを丸ごとコピーして作り上げたものなのだ。だから当然、世界を動かしている自律コントロール・システム《カーディナル》も、ＳＡＯのそれと同等の性能を持っている──ということになる。

　ユイは、聞き入る俺たちの顔を見回しながら、更さらに語った。

「本来のカーディナル・システムには、シュリンク版では削られている機能が幾いくつかありました。その一つが、《クエスト自動生成機能》です。ネットワークを介して、世界各地の伝説や伝承を収集し、それらの固有名詞やストーリー・パターンを利用・翻ほん案あんしてクエストを無限にジェネレートし続けるのです」

「な、なンだと」

　クラインが、無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごをがくんと落として呻うめいた。

「てェこたあ、オレたちがアインクラッドで散々パシらされたあのクエは、全部システム様が自動で作ってたってことかよ」

「……どおりで、多すぎると思ったのよ。75層時点で、情報屋のクエスト・データベースに載のってるだけでも一万個を軽く超えてたもの……」

　当時、ギルド運営資金を稼かせぐためにかなりマジメにクエストを受けていたＫｏＢ副団長殿も、ぷるぷると首を振ふる。隣となりのシリカまで、遠い眼をして呟つぶやいた。

「それに、時々お話がミョーでしたよ。30何層だったかな、変なマスクつけてノコギリ持ったオーガを倒たおすクエ、殺しても殺しても翌週にはまた掲けい示じ板ばんに出るんですよ。何の伝説を元にしたんだか……」

　そういうことなら俺おれにも山ほど思い当たる記き憶おくがあるが、このままでは氷のピラミッドにつくまで延々と旧アインクラッド愚ぐ痴ちり大会になってしまいそうなので、咳せき払ばらいして話の軌き道どうを戻もどす。

「ってことは、ユイ、このクエストもカーディナル・システムが自動生成したものってことか？」

「先ほどのＮＰＣの挙動からして、その可能性が高いです。もしかしたら、運営側の何らかの操作によって、今まで停止していた自動クエスト・ジェネレータが起動したのかもしれません」

　頷うなずいたユイは、難しい顔になって続けた。

「だとすれば、ストーリーの展開いかんでは、行き着くところまで行ってしまうことは有り得ます。あの氷のダンジョンが地上の《アルヴヘイム》まで浮ふ上じようし、アルンが崩ほう壊かい、周辺のフィールドに邪じや神しん級きゆうモンスターがポップするようになる……いえ、もしかすると……」

　そこで一いつ瞬しゆん唇くちびるを閉じ──ＡＩの少女は、何かを怖おそれるような表情で囁ささやいた。

「……私がアーカイブしているデータによれば、当とう該がいクエスト及およびＡＬＯそのものの原形となっている北欧神話には、いわゆる《最終戦争》も含ふくまれるのです。ヨツンヘイムやニブルヘイムから霜しもの巨人族が侵しん攻こうしてくるだけでなく、更さらにその下層にある、《ムスペルヘイム》という灼しやく熱ねつの世界から炎の巨きよ人じん族ぞくまでもが現れ、世界樹を全て焼き尽くす……という……」

「…………《神ラ々グのナ黄ロ昏ク》」

　神話だの昔話が好きで、部屋にその手の本が何冊もある直すぐ葉は──リーファがぽつりと言った。すぐにエメラルド色の瞳ひとみを見開き、「でも！」と叫ぶ。

「そんな……幾いくらなんでも、ゲームシステムが、自分の管理してるマップを丸ごと崩壊させるようなことできるはずが……！」

　大いにもっともな話だ。しかしユイは、そっと左右に首を振る。

「……オリジナルのカーディナル・システムには、ワールドマップを全て破は壊かいし尽くす権限があるのです。なぜなら、旧カーディナルの最後の任務は、浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドを崩壊させることだったのですから」

「………………」

　今度こそ、俺たちは呆ぼう然ぜんと黙だまり込こむことしかできなかった。

　次に口を開いたのは、いままでじっと話を聞いていたシノンだった。

「──もし、仮にその《ラグナロク》が本当に起きても、それが運営側の意図せざる展開なら、サーバーを巻き戻すことは可能じゃないの？」

「お……おお、そうか、そりゃァそうだよな」

　クラインがうんうんと頷うなずく。《巻き戻すロールバツク》とは、簡単に言えばバックアップ・データで現状を上書きすることだ。主に、プログラムのミスやバグによって、プレイヤーが想定外の利益を得てしまった時に行われる。今回は、たとえアルヴヘイムが焦しよう土どになろうともプレイヤー個人の経験値やアイテムには影えい響きようしないはずだが、妖よう精せい郷きよう全土がサラマンダー領の東にある《焼け焦げ野バーントランド》みたいになってしまう状じよう況きようは誰も望むまい。

　しかし、何たることか、ユイは今度も頷こうとしなかった。

「運営サイドが、手動で全データのバックアップを取り、物理的に分割されたメディアに保管していれば可能でしょうが……カーディナルの自動バックアップ機能を利用していた場合は、設定次第では、巻き戻せるのはプレイヤーデータだけで、フィールドは含まれないかもしれません」

「………………」

　再び、全員が二秒黙だまる。と、いきなりクラインが「そうじゃん！」と叫び、ウインドウを開いた。しかしすぐ、「だめじゃん！」と頭を抱かかえる。

「……何のコントよ」

　リズベットが訊きくと、刀使いは情けない顔で振ふり向むいた。

「いやァ、ＧＭ呼んで、この状況知ってんのか確認しようと思ったんだけどよォ。人力サポート時間外でやんの……」

「年末の、日曜の、午前中だからなぁ……」

　俺は息を吐はき、上空を振ふり仰あおいだ。

　すると、もう氷の巨きよ大だいピラミッドは眼と鼻の先にまで接近している。一片三百メートルはあろうかというアレが、このまま地上まで突つき抜ぬけたらアルンの街はさぞ大おお騒さわぎ──どころではない。今でこそ、樹の上部に築かれた《イグドラシル・シティ》に人口の半分が移住しているが、アルン高原の上級ダンジョンの攻こう略りやく基地として、また各種族首都との交易市場として、週末の夜ともなれば大いに賑にぎわっている。何より、俺にとっても思い出深い街なのだ。

「……こうなったら、やるしかないよ、お兄ちゃん」

　リーファが、右手にぶら下げた大きなメダリオンを高くかざした。

《湖の女王ウルズ》から与あたえられたそれには、綺き麗れいにカットされた巨大な宝石が嵌はめ込こまれている。しかし今、カット面の六割以上が漆しつ黒こくの闇やみに沈しずみ、光を跳はね返かえさない。

　あの石が全て暗黒に染まる時、地上の動物型邪神は一匹残らず狩り尽くされ、ウルズの力もまた完全に消しよう滅めつするのだという。その時こそ、《霜しもの巨人の王スリュム》のアルヴヘイム侵しん攻こうが開始される、というわけだ。

「……そうだな。元々、今日きよう集まったのは、あの城に殴なぐり込こんで《エクスキャリバー》をゲットするためだったんだからな。護まもりが薄うすいっていうなら願ったりだ」

　俺おれは頷うなずき、ウインドウを開くと、装備フィギュアを短く操作した。

　背中に吊つった、リズベット武具店謹きん製せいのロングソードと交差して、過日に新アインクラッド15層のボスからドロップした剣が出現する。

　久々に剣を二本背負った俺を見て、クラインがニヤリと笑ってから叫さけんだ。

「オッシャ、今年ことし最後の大クエストだ！　ばしーんとキメて、明日あしたのＭトモの一面載のったろうぜ！」

　やや即そく物ぶつ的てきな内容ではあったが、今回ばかりはリズベットも混ぜ返そうとしなかった。全員が「おおー！」と唱しよう和わすると、足許のトンキーまでが、翼つばさを激しく動かして「くるるーん！」と啼ないた。

　上じよう昇しよう速度を増した飛行型邪神は、たちまちピラミッドを横切り、上部の入り口にその巨きよ体たいを横付けした。最後に氷のテラスに飛び移ったリーファが、トンキーの大きな耳を撫なでながら言った。

「待っててね、トンキー。絶対、あなたの国を取とり戻もどしてあげるからね！」

　振ふり向むき、腰こしから緩ゆるく湾わん曲きよくした長剣を抜ぬく。手に手に武器を取る俺たちの前方には、氷の二枚扉とびらが高々と屹きつ立りつしている。

　いつもならその手前で、最初のガーディアンと一戦交えなければならないのだが、ウルズの言葉どおり今日はすぐに扉が開き始めた。前ぜん衛えいに俺とクライン、リーファ、中衛にリズとシリカ、後衛にアスナとシノンというフォーメーションを素早く組むと、俺たちは氷の床ゆかを蹴けり飛とばして、巨きよ城じよう《スリュムヘイム》へと突とつ入にゆうした。




　ＡＬＯに於おける一パーティーの上限人数は、やや変則的な七人である。

　他ほかのタイトルでは六人か八人が多いのに、そのどちらでもない理由は、今のところ公式には語られていない。ちなみにレイドパーティーの上限は、七×七の四十九人。獲かく得とくコインの自動分配機能があるからいいものの、もし手動だったら計算が大変面めん倒どうなことになっていただろう。

　さて、その七人の枠わくを、親しい友人たちだけで埋うめる場合、五人はだいたい固定している。俺、アスナ、リズ、シリカ、リーファ。全員が高校生で、しかもうち四人は同じ学校に通い、二人は同居しているのでタイミングを合わせ易やすい。

　六、七人目がやや流動的で、会社員のクライン、喫きつ茶さ店てん兼けんバーの店主・エギル、多た忙ぼうな高級官かん僚りよう様のクリスハイト、リーファのリアル友達レコンあたりで都合がつく面めん子つが加わることになる。レコンも高校生ではあるが、彼は昔日の《イグドラシル攻こう略りやく作戦》の折、シルフ領主サクヤに根性を買われてスカウトされてしまい、現在は領主館のスタッフとしてスイルベーンの街に常じよう駐ちゆうしているので、一いつ緒しよに遊べるのはアインクラッドがシルフ領上空を飛行している期間に限られる。

　今こん般ばん、その枠わくに、ＧＧＯで知り合った弓ゆみ使つかい──と書いてスナイパーと読むシノンが加わったわけで大いに喜ばしいのだが、それでも解消されなかったパーティーの問題点が一つある。

　魔法使いメイジが非常に少ないのだ。常駐メンバーで魔ま法ほうスキルを積極的に上げているのはウンディーネのアスナのみ、しかも半分は細剣スキルに振ふっているため、マスターしている魔法は支援・回復系だけだ。リーファも魔法剣士ではあるが、使えるのは戦闘用の阻そ害がい系けい呪じゆ文もんと軽いヒールのみ。あとはシリカがやや魔法系だが彼女も支援系メインで、リズはもちろんスキルの半分以上が鍛冶系、エギルも三割が商人系、そして俺おれとクラインは近接物理戦闘系に全振りのいわゆる《脳筋ノーキン》タイプである。ここまでに、攻撃呪文の使い手は一人もいない。

　たまに七人目に、シルフの短剣ダガー使いにして闇やみ魔法をかなりマスターしている謎なぞビルドのレコンや、領主クラスも実力を認める氷結系攻撃魔法の使い手クリスハイトが入ったりすると戦闘の幅はばが相当に広がるので、やはり火力メイジの不在はこの面々の弱点なのだろう。

　だが、それは仕方ないのだ。なぜなら俺おれたちは大部分がＳＡＯ──魔ま法ほうが一切排除された剣の世界からの移住組なのだから。俺の片手直剣、アスナの細剣、リズの戦槌、シリカの短剣、クラインの刀、エギルの斧、そしてきっとリーファの長剣やシノンの弓ゆみも、最も早はや単なる武器ではなく、大おお袈げ裟さに言えば存在証明のようなものだ。今いま更さらそれを捨てて魔法スキルを上げるわけにはいかない。非効率とは知りつつ、いっそ物理攻こう撃げきメインの戦せん闘とうスタイルに誇ほこりを賭かけるくらいの気合いで、今までは戦ってきた──のだが。

　それでもたまに、ヤバイ場面に遭そう遇ぐうしてしまうことはある。




「ヤバイよお兄ちゃん、金色のほう、物理耐性が高すぎる」

　俺の左側で、リーファが早口に囁ささやいた。

　頷うなずき返かえしはしたものの、何かを言うより先に、その《金色のほう》が途と轍てつもなく巨きよ大だいなバトルアックスを高々と振ふりかざした。

「衝しよう撃げき波は攻撃二秒前！　一、ゼロ！」

　俺の頭に乗るユイが、小さな体から精せい一いつ杯ぱいの大声を振ふり絞しぼる。カウントに合わせて、前衛、中衛の五人が左右に大きく飛ぶ。その間かん隙げきを、轟ごう然ぜんと振り下ろされた斧おのの刃と、そこから生まれたショックウェーブが一直線に駆かけ抜ぬけ、彼方の壁かべを激しく叩たたく。

　氷の居城《スリュムヘイム》に突とつ入にゆうしてから、すでに二十分が経過している。

《湖の女王ウルズ》が言っていたとおり、ダンジョン内の敵てき影えいは相当に薄うすかった。通路での雑ざ魚こＭｏｂとのエンカウントはほぼゼロ。フロアの中ボスも半分がとこ不在だ。だが、さすがに次層へ降りる階段手前の広間を守るフロアボスはきっちり居残っていて、かつて俺おれとアスナ、リーファにそろって「ないわー！」と言わせた圧あつ倒とう的てき攻こう撃げき力りよくを存分に見せつけてくれた。

　それでも、以前は手もなくヒネられた第一層の単眼巨人サイクロプス型ボスを何とか倒し、第二層を駆かけ抜けて、再びボス部屋まで到とう達たつしたのだが──。

　そこで俺たちを待っていたのは、牛頭人身、いわゆる《ミノタウロス》型の大型邪じや神しんだった。しかも二体。右が全身真っ黒、左が全身金ぴかで、武器は双そう方ほうとも刃がちょっとした食しよく卓たくほどもありそうなバトルアックス。

　魔ま法ほう攻撃はまるで行わないので、部屋中にツララを降らせた一層のサイクロプスより楽かと最初は思ったのだが、問題が一つあった。どうやら、黒いほうは魔法耐性が、そして金のほうは物理耐性がとんでもない高さに設定されている。

　ならば黒牛を集中攻撃で一気に殲せん滅めつし、その後に金牛をじっくり攻せめるという作戦を当然立てたのだが、二匹の牛頭たちは意外なほどの絆きずなで結ばれているらしく、黒のＨＰが減ると金が憎ヘ悪イ値トを無視して守りに来るのだ。その間に黒は後方で体を丸め、瞑めい想そうパワーなのか何なのかＨＰをぐーんと回復させてしまう。

　一回それをやられた後、ならば黒ミノが瞑想している間に金ミノを集中攻撃で片付けようと考えたのだが、あまりに物理耐性が高くてＨＰをろくに削けずれない。当然ながらこちらのＨＰも、即そく死し級きゆうの大技は避よけても範はん囲い攻撃のスプラッシュ・ダメージだけでがりがり持って行かれて、アスナ一人のヒールではそう長時間支えきれないのは明白だ。

「キリトくん、今のペースだと、あと百五十秒でＭＰが切れる！」

　後ろからアスナの叫び声が聞こえ、俺は返事の代わりに右手の剣をかざした。

　こういう耐久戦で、ヒーラーのＭＰが尽つきれば、待っているのはパーティー壊かい滅めつ──すなわち《ワイプ》だ。誰だれか一人でも生き残れば、どうにか残り火リメインライトを一つずつ回収して蘇そ生せいさせることも不可能ではないが、大変な時間と手間がかかる。そして全ぜん滅めつすれば、当然のこと央都アルンのセーブポイントから出直しだ。問題は、それをしている時間が残されているかどうかだが──。

　俺の懸け念ねんを読んだかのように、隣となりでリーファが再び囁ささやいた。

「メダリオン、もう七割以上黒くなってる。《死に戻もどり》してる時間はなさそう」

「解った」

　頷うなずき、俺は大きく息を吸うと、腹をくくった。

　ここが旧アインクラッドなら、一も二もなく撤てつ退たいの指示を出しているところだ。あの世界では、《可能性に賭かける》などという真ま似ねは許されなかった。しかし今のＡＬＯはもうデスゲームではない。たとえカーディナル・システムがアルヴヘイム全土を焼き尽くそうとしていても、それでもなお俺たちの成すべきことは唯ゆい一いつ《ゲームを楽しむ》ことだ。そこには、自分と仲間の力を信じる、という要素も含ふくまれるはずだ。

「みんな、こうなったら、できることは一つだ！」

　金ミノタウロスの斧おの振ふり回まわし攻こう撃げきを避さけ、その後方でＨＰリチャージ中の黒ミノタウロスのゲージを確認してから、俺おれは叫さけんだ。

「いちかばちか、金色を、ソードスキルの集中攻撃で倒たおし切きるしかない！」

《ソードスキル》。

　それこそ、かつてのＳＡＯをＳＡＯたらしめていた最も特とく徴ちよう的てきなゲームシステムだ。

　今年五月の《アインクラッド実装アップデート》に於おいて、運営体はＡＬＯにソードスキルシステムをも導入した。しかし、そこには幾いくつかのモディファイが加えられた。その一つが、《属性ダメージの追加》だ。現在の上級ソードスキルは、通常武器攻撃のように純物理属性ではなく、地水火風闇聖の魔ま法ほう属性を備えている。ゆえに、物理耐性の高い金ミノタウロスにもダメージが徹とおるはずだ。

　もちろん、リスクはある。連れん撃げき数すうの多いソードスキルは、当然ながら技後の硬直時間が長い。そこにあのバトルアックスを直ちよく撃げきされれば、ＨＰゲージを丸ごと持って行かれる。横方向の範囲攻撃なら前衛・中衛は全員即そく死しだ。

　しかし仲間たちは、そこまで理解したうえで、すぐさま頷うなずいた。

「うっしゃァ！　そのひと言を待ってたぜキリの字！」

　右う翼よくで、クラインが愛刀を大上段に据すえた。左に飛んだリーファも、長剣を腰こし溜だめに構える。俺の背後で、リズがメイスを、シリカがダガーを握にぎり直なおす気配。

「シリカ、カウントで《泡あわ》頼たのむ！　──二、一、今！」

　金牛の挙動を睨にらんだ俺の指示で、シリカが叫んだ。

「ピナ、《バブルブレス》！」

　通常、ペットに対する命令は、どんなマスターテイマーでも成功率が百パーセントではない。しかし俺は、ピナがシリカの指示を無視するシーンを見たことがなかった。今回も、彼女の上空を舞まう小竜は期待どおりに、いっぱいに開いた口からぽわわわんと虹にじ色いろの泡を発射した。

　宙を滑すべった泡が、バトルアックスによる大技を繰くり出ださんとしていた金牛の鼻先で弾はじけた。魔法耐性の低い牛は、ほんの一秒ほどではあったが幻げん惑わく効果にとらわれ、動きを止めた。

「ゴー！」

　俺の絶ぜつ叫きように合わせ──アスナを除く全員の武器が、色とりどりのライト・エフェクトを眩まばゆく迸ほとばしらせた。




　浮遊城アインクラッドの創造者・茅かや場ば晶あき彦ひこは、なぜ《ユニークスキル》などという、いわば逸いつ脱だつした力をシステムに書き加えたのか。

　その真の理由には、俺は今でも辿たどり着つけていない気がしている。

　奴やつが所持していた《神聖剣》だけが存在したのならいっそ理解できる。最強ギルド血盟騎士団のリーダー、数多の剣士の先頭で絶対不滅の十字盾を掲かかげる聖騎士、それらの伝説がシナリオどおり第95層で天地逆転していれば、あの男は古今のありとあらゆるＲＰＧのラスボスの中でも最悪の魔ま王おうたり得ただろう。

　その瞬しゆん間かん、《プレイヤーの動かすメインストーリーが存在するＭＭＯＲＰＧ》という矛む盾じゆんが具現化する。アン・インカーネーティング・ラディウス──具現化する世界。世界創造という目的を実現するために、奴はどうしても最強の聖騎士であり続けねばならなかったのだ。たとえ《神聖剣》や《不死属性》、《オーバーアシスト》といったイレギュラーな力に頼たよろうとも。

　しかし、だとすれば、ユニークスキルは神聖剣ひとつで事足りたはずだ。ＭＭＯに、魔王と戦うオンリーワンの勇者は必要ないし、存在してはならない。無論、プレイヤー間に戦せん闘とう力りよくの差は生まれざるを得ないが、それはあくまで公平なルール基盤に立りつ脚きやくしたものであるべきだ。

　なのに奴は、《二刀流》と恐おそらく他ほかにも幾いくつかのユニークスキルをプレイヤーに与えた。

　そのルール外の力がリソースの偏在をもたらし、世界が本来辿たどるべき物語を歪ゆがめかねないことは奴にも解っていたはずだ。事実、俺おれがアスナのギルド脱退を賭けてヒースクリフとデュエルした時、《二刀流》スキルさえ存在しなければ、奴はオーバーアシストまで使わずとも勝利できていた。あの一いつ瞬しゆんの違和感を憶おぼえていなければ、俺は75層でヒースクリフの正体に気づくことはできなかった。俺おれにユニークスキルを与えたがゆえに、奴やつの想像した世界──物語は四分の三地点で終幕してしまったのだ。

　ＡＬＯ世界で、ごくまれに二本の剣を握にぎると、俺はいつも頭の片かた隅すみで考えてしまう。なぜ、と。

　そして同時に、ごくごく小さな罪悪感も。もちろん、75層でヒースクリフを倒たおした──倒せたことを後こう悔かいはしていない。あそこでゲームがクリアされなければ、事件の犠ぎ牲せい者しや総数は確実に増えていた。そこに、俺の大切な人たちが含ふくまれていたかもしれないのだ。あるいは、俺自身が。

　しかし、やはり考えてしまうことは止められない。あれでよかったのか、と。俺たちはアインクラッドの最終百層まで登のぼり詰つめ、そこで魔王ヒースクリフと戦うべきではなかったのか、と。いや、《べき》ではない。俺がそうしたかったという、これは我が執しゆうだ。最悪のエゴイズムだ。だから俺は、アルヴヘイムで二刀を装備することを、どうしても躊躇ためらってしまう。

　──とは言え、この世界に、少なくとも《ユニークスキル》は存在しない。賢明なる新運営者たちは、膨ぼう大だいな数に及およぶソードスキルを人力で検証し、怪あやしい条件が付いた幾つかの──噂うわさでは十個あったらしい──スキルをシステムから削さく除じよした。

　だから俺はもう、本来の二刀流剣技、《ダブルサーキュラー》や《スターバースト・ストリーム》等を使うことはできない。システムアシスト無しで動きを九十九パーセントまで再現することには実は成功していて、対人・対モンスター戦にも有効なのは検証済みだが、残念ながら今は使っても意味はない。なぜなら、自力再現した二刀流技は魔ま法ほう属性を持たないため、物理耐性極大の黄金ミノタウロスには通用しないからだ。

　だが、《二刀装備状態で放つ片手剣ソードスキル》にはひとつの──リーファに言わせれば《不正軽量竹刀しないの百倍ひどい》アドバンテージが存在する。




　小竜ピナの《バブルブレス》によって大技の出を潰つぶされ、約一秒スタンした金ミノタウロスに対して、正面から俺おれ、右にクライン、左にリーファ、更さらにその左右からリズとシリカが一いつ斉せいに突撃チヤージした。

「う……おおッ！」

　口々に吼ほえながら、それぞれが習得している中で最大級のソードスキルを繰くり出だす。クラインの刀が炎ほのおに包まれて暴れ、リーファの長剣が疾しつ風ぷうを巻き起こして閃ひらめき、シリカの短剣が水みず飛沫しぶきを散らしながら抉えぐり、リズのメイスが雷光を放ちながら唸うなる。更には後方から、氷の鏃やじりを煌きらめめかせる矢が立て続けに飛来、牛の急所らしき鼻の頭を正確に貫つらぬく。

　同時に俺も、オレンジ色の輝かがやきをまとった右手の剣を全力で撃うち込こんだ。

　高速五連突きから斬きり下おろし、斬きり上あげ、そして全力の上段斬り。片手剣八連れん撃げきソードスキル《ハウリング・オクターブ》。属性は物理四割、火炎六割。片手剣カテゴリの中では相当な大技だ。当然、技後の硬こう直ちよく──スキルディレイも長い。だが。

「…………ッ!!」

　俺おれは無声の気合いとともに、キメの一いち撃げきを放とうとする右手から、意い識しきを切り離した。脳からアミュスフィアに出力される運動命令を、一いつ瞬しゆん全カットするイメージ。そして次の命令を、今度は左手のみに伝える。

　右手はシステムアシストに自動操縦され、最後の上じよう段だん斬ぎりを放つ。だがそれと平行して、左手が動き、剣を大きく後方に引ひき絞しぼる。刃が、鮮あざやかなブルーのライティングを放つ。

　右の剣が、牛頭巨きよ人じんの剝むき出だしの腹を深々と抉えぐる。本来なら、ここで遅デ延イ時レ間イを課され、俺のアバターは硬直する。だが、平行して発動した左の剣のソードスキルがディレイを上書き。弧こを描く水平斬りが、牛の右腹を切きり裂さく。

　自分の体、いや脳の右半分と左半分が、別々の思考を行っているかのような途と轍てつもない違和感。しかしここで意識を統合しようとするとソードスキルは止まってしまう。右手はスキルが自動で収束していくに任せ、左手の剣にのみ集中する。

　水平斬りによって敵アバターに埋まった剣が、ぐるんと九十度回転。俺の手が柄つかを押し下げ、刃がてこのように跳はね上あがって腹を垂直に切り裂いていく。抜け出た刃を、今度は上から垂直斬り。大型モンスターに有効な三連重攻こう撃げき、《サベージ・フルクラム》。物理五割、氷五割。

　左手がとどめの一撃を繰くり出だそうとする寸前──。

　俺は再び、脳の出力を切きり替かえる。

　このタイミングが遅おそすぎても早すぎてもスキルは不発、アバターは硬こう直ちよくする。許される誤差はコンマ一秒以下だ。三ヶ月前、偶ぐう然ぜんこのスキル連れん携けい現象に気づいてから、それこそ思い出したくもないほど練習を続けているが、成功率はいまだ五割以下。半ば祈いのるような気持ちで、右手の剣を初動させる。

「く……おッ！」

　短い気勢に乗って、刃が水色に輝かがやいた。バックモーションの少ない垂直斬りから、上下のコンビネーション、そして全力の上段斬り。高速四連れん撃げき、《バーチカル・スクエア》──。

　ここまでで、すでに連続技の合計斬撃数は十五に及およんでいる。二刀流の上位スキルに迫る手数だ。敵に与えるのけぞり効果の高い、一撃が重い技だけを選せん択たくしているため、斬ざん撃げきがヒットし続ける限り敵もディレイする。防ぼう御ぎよを考える必要はない。

　バーチカル・スクエアが出始めたところで、仲間たちのスキルディレイが終了した。

「ぜぇりゃああああッ！」
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　ひときわ大きなクラインの雄叫おたけびに乗せ、集中攻こう撃げきの第二弾が金ミノタウロスを包み込む。ダンジョンの床ゆかがびりびりと震ふるえ、敵の膨ぼう大だいなＨＰゲージががくん、がくんと削り取られる。

　最後の上段斬りの直前、俺おれは、次はもう無理だと確信しながら四回目の《剣技連携スキルコネクト》に挑いどんだ。

　これは、片手剣技ならどんな技でも繫つながるというわけではない。システムアシストによって動かされる、非攻こう撃げき側の腕うでの動きと、繫つなげようとする新しい技の初動モーションがほぼ一いつ致ちしている必要がある。

　右手でバーチカル・スクエアを繰くり出だす時、左腕は折りたたまれ、肩かたに引きつけられている。そこから少し体を捻ひねってやるだけで、《剣を肩に担ぐように引ひき絞しぼり、反対の手を前に出す》というあのフォームが完成する。左手の剣が、深しん紅くのライトエフェクトを帯びる。ジェット戦せん闘とう機きめいた轟ごう音おんが後方から近づき、俺おれの腕を超高速で撃うち出だす。単発重攻撃、《ヴォーパル・ストライク》。物理三割、炎三割、闇四割。

　ズガァァン！　と途と轍てつもない衝撃音を迸ほとばしらせ、剣が根元まで敵の下腹に貫かん通つうした。俺の五倍はあろうという巨きよ体たいが激しくノックバックする。その時には、クラインたちの二回目のソードスキルも終しゆう了りようしている。皆みんなと同時に、今度こそ俺おれのアバターも長いスキルディレイに固められる。

　金ミノタウロスのＨＰゲージは、真っ赤に染まりながら左ひだり端はしに向かって減少していき──

　わずか二パーセントを残して停止した。

　巨きよ大だいな角を生やした牛頭が、ニヤリと獰どう猛もうに笑った。敵が先にディレイから回復し、大おお斧おのをぐうっと水平にテイクバックした。高速回転による範はん囲い攻撃、巻き込まれれば即そく死しだ。意い識しきは「後ろに飛べ！」とひたすら命令するが、体が従わない。斧が凶きよう暴ぼうに輝かがやき、奴やつの足あし許もとから竜たつ巻まきが巻き起こり……。

「い……やあァァァァッ！」

　という気勢が鋭するどく響ひびいたのはその時だった。俺の右横を、青い疾しつ風ぷうが駆かけ抜ぬけた。右手に握にぎられたレイピアが、目にも留まらぬ速度で五回突き込まれる。出が最速の高位細剣技、《ニュートロン》。物理二割聖八割の属性ダメージが、今まさに斧を振り回そうとしていた金ミノタウロスのＨＰゲージを音もなく奪うばった。

　邪じや神しんの動きがぴたりと停止する。その彼方で、瞑めい想そうによってＨＰを全快させた黒ミノタウロスが勝ち誇ったように大斧を振ふりかざす。だが、直後、今まで黒牛をがっちり守り続けていた相棒は甲かん高だかい悲鳴を放ち──硬質のサウンドエフェクトとともに、巨体を四方へと爆ばく散さんさせた。

　…………え。

　というような表情で眼を剝むく黒ミノに、硬こう直ちよくの解けた七人が一いつ斉せいに視線を向けた。

「……おーし、牛野郎、そこで正座」

　クラインが剝き出した歯を高速で水平摩ま擦さつさせながら言った。










　　　４




　それまでの鬱うつ憤ぷんを叩たたき付つけるかのような大技の乱らん舞ぶで黒ミノタウロス邪じや神しんにトドメを刺さした刀使いは、敵アバターが爆ばく散さんした地点に次々転がり出てくるドロップアイテム群に目もくれず、ぐるりと振ふり向むくと叫さけんだ。

「おらキリ公！　オメエ何だよさっきのは!?」

　その言葉が、俺おれの使った、片手剣二刀装備によるソードスキル連れん携けい攻こう撃げきを指していることは明らかだったが、技の仕組みを一から説明するのは大変に面めん倒どうなので、内心を素直に表わすべくマキシマム面倒くさそうな顔を作って言う。

「……言わなきゃダメか？」

「ったりめえだ！　見たことねえぞあんなの！」

　ずずいと詰つめ寄よってくるクラインの無ぶ精しよう髭ひげづらを押おし返かえし、やむなく簡潔に答える。

「システム外スキルだよ。《スキルコネクト》」

　おー、という声がリズやシリカ、シノンの口から流れると、不意にアスナが右のこめかみに指先を当てて唸うなった。

「う……なんかわたし今、すっごいデジャブったよ……」

「気のせいだろ」

　俺は肩かたをすくめると、後方支し援えん職のくせに物もの凄すごい特とつ攻こうで金ミノタウロスをお手て討うちになさったヒーラー様の背中をぽんと叩たたき、声を張った。

「さあ、のんびり話してる余よ裕ゆうはないぜ。リーファ、残り時間はどれくらいだ？」

「あ、うん」

　長剣を左腰こしの鞘さやに音高く収め、リーファは首に下げたメダリオンを持ち上げた。数歩離はなれた位置からも、嵌はめ込こまれた宝石がほとんど光を失っているのが見て取れる。

「……今のペースのままだと、一時間はあっても二時間はなさそう」

「そうか。──ユイ、このダンジョンは全四層構造だったよな？」

　続く問いに、頭に乗ったままだった小しよう妖よう精せいがはきはきと応じた。

「ええ、三層の面積は二層の七割程度、四層はほとんどボス部屋だけです」

「ありがとう」

　右手を伸のばして、指先で頭を撫なでてやりながら、俺は素早く状況を検討した。

　今いま頃ごろ、遥はるか下方のヨツンヘイムフィールドでは、《霜しもの巨きよ人じん族ぞく》側のクエストを受けたプレイヤーたちの動物型邪神狩りがいよいよ勢いを増しているはずだ。クエストに参加する人数は、増えこそすれ減りはしないだろう。残り時間は、一時間あるかどうかと見積もっておくべきだ。ラスボス──恐おそらくは《王スリュム》当人──との戦せん闘とうに三十分はかかると予想すると、三十分で三層、四層を踏とう破はせねばならない。

　せめてもう少し時間があれば、フィールドのプレイヤーたちに状じよう況きようを説明して、現クエストを破は棄きしてこちらに加勢してくれるよう頼たのむ手も考えられたが、今いま更さら地上に戻もどっている余よ裕ゆうはない。交流のある領主──サクヤやアリシャ・ルーたちにメッセージで援軍を要よう請せいしたいのはやまやまなれど、彼女らが遥はるか山脈の果てにある首都で部隊を編成し、アルン高原まで移動し、階段ダンジョンを突とつ破ぱしてヨツンヘイムに到とう達たつする頃には、今日の陽が暮れているだろう。

　つまるところ、この七人だけで絶望的な状況に立ち向かうしかないのだ。──というより、カーディナルの自動クエスト・ジェネレータ機能は、《女王ウルズ》側のクエストが失敗し、スリュムヘイム城がアルヴヘイムに浮上して、大規模キャンペーン・クエスト《ラグナロク》が開始される所まで織り込んでいるのかもしれない。だとすれば、その性格の悪さは、間違いなく創造主のパーソナリティを受うけ継ついでいるに違いない。

　ともあれ──

「……こうなったら、邪じや神しんの王さまだかなんだか知らないけど、どーんと当たって《砕くだく》だけよ！」

　俺おれの背中をどーんと叩たたき、リズベットがそう叫ぶと、残る面々も一いつ斉せいに「おう！」と応じた。このヒトタチの無む軌き道どうさはどこから貰もらってきたんだろうね、と思いつつ、俺も強く頷うなずいた。

「──よし、全員、ＨＰＭＰ全快したな。そんじゃ、三層はさくさくっと片付けようぜ！」

もう一度声を合わせ、七人は同時に床ゆかを蹴けると、ボス部屋の奥おくに見える氷の下り階段目め掛がけて走り始めた。




　ユイの言葉どおり、第三層は上の二フロアに比べると明らかに狭せまかった。逆さまのピラミッドを下っているのだから当然なのだが、しかしそのぶん通路は細く、また入り組んでいる。普ふ通つうに攻こう略りやくしようと思ったら、道に迷いギミックに惑まどって右往左往しただろうが、俺の頭には最新型のインテリジェント・カーナビも裸足はだしで逃げ出すナビゲーション・ピクシー様が鎮ちん座ざましましているのだ。

　地図データにアクセスするという奥の手を今回ばかりは解禁し、曲がりくねる通路を、ユイの指示に従って全速で駆かけ抜ぬけていく。次々立ちはだかる、レバーだの歯車だの踏ふみスイッチだのを駆く使ししたパズル系ギミックも、思考時間ゼロでがちゃこがちゃこと片付ける。もしこの有様を外から見ている者がいたら、最速クリアのタイムアタックだと思ったに違いない。

　二回の中ボス戦を挟はさんでも、俺たちはわずか十八分で第三層のフロアボス部屋まで到とう達たつした。そこで待ち構えていたのは、上層のサイクロプスやミノタウロスの二倍近い体たい軀くを誇ほこる、長い下半身の左右にムカデよろしく十本もの足を生やした大変気色の悪い巨きよ人じんだったが、物理耐性はさほどのことはなかった。もちろんその分攻こう撃げき力は天てん井じよう知らずで、タゲを取り続けた俺とクラインは何度もＨＰゲージが赤くなり、どちらかが死んだ瞬しゆん間かんワイプ確定という胃の痛くなる戦せん闘とうが九分間繰くり広ひろげられた。

　しかしそれでも、リズ、シリカ、シノン、そしてピナががんばって巨きよ人じんの足を一本一本切り落とし、最後は動けなくなったところを、俺おれの《スキルコネクト》を含む多重ソードスキルで仕留めた。このまま四層に雪な崩だれ込こんで、王スリュムとやらをニブルヘイムに叩たたき返かえさんと気勢を上げながらボス部屋の奥おくの通路に踏ふみ込こんだ俺たちの眼前に──判断に迷う、一つの光景が出現したのだった。

　それは、細長いツララで壁かべ際ぎわに作られた檻おりだった。

　地面と天てん井じようから、鍾しよう乳にゆう石せきよろしく鋭するどく伸のびる氷の柵さくの向こうに、一つの人ひと影かげがあった。巨人サイズではない。床ゆかに倒たおれているので正確なところは不明だが、身長はウンディーネのアスナとほぼ同じくらいだろう。

　肌はだは、降り積もったばかりの粉雪のように白い。長く流れる髪かみは深いブラウン・ゴールド。体を申し訳ばかりに覆おおう布から覗のぞく胸部のボリュームは、政治的に正しくない言い方になってしまうが、この場の女性プレイヤー五人全員を圧あつ倒とうしている。なよやかな両手両脚には、無骨な氷の枷かせが嵌はまる。

　予想外の光景に足を止めた俺たちの気配に気づいたか、俯うつぶせに臥ふしていた囚とらわれの女性は、ぴくりと肩かたを震ふるわせると、青い鎖くさりを鳴らして顔を上げた。

　瞳ひとみの色もまた、髪とよく似た金茶だった。顔立ちは、もしこれがプレイヤー・アバターだとしたら、圧あつ倒とう的てき幸運で引き当てるか圧倒的財力でアカウントを買い続けるかしなければ有り得ないほどに整っている。しかも、このゲームでは珍めずらしい、西欧風の気品溢あふれる美び貌ぼうだ。

　長い睫まつ毛げを一度上下させてから、女性はか細い声で言った。

「お願い……。私を……ここから、出して…………」

　ふらり、と氷の檻に吸い寄せられた刀使いの、後ろ頭から垂れるバンダナの尻尾しつぽを俺はがっしと摑つかみ、引ひき戻もどした。

「罠わなだ」

「罠よ」

「罠だね」

　後ろ二つは、シノンとリズの台詞せりふである。

　びくんと背中を伸ばして振ふり向むいたクラインは、振り向くと実に微び妙みような表情でがりっと頭を搔かいた。

「お、おう……罠、だよな。……罠、かな？」

　往生際の悪い刀使いに、俺は小声で「ユイ？」と訊たずねる。頭上のピクシーから、即そく時じの応答。

「ＮＰＣです。ウルズさんと同じく、言語エンジンモジュールに接続しています。──ですが、一点だけ違いが。この人は、ＨＰゲージがイネーブルです」

　Ｅｎａｂｌｅ、すなわち《有効化されている》ということだ。通常、クエストの登場ＮＰＣはＨＰゲージが無効化されており、ダメージを受けない。例外が、護衛クエストの対象となっているか、あるいはそのＮＰＣが実は──

「罠わなだよ」

「罠ですね」

「罠だと思う」

　アスナ、シリカ、リーファが同時に言った。

　眉まゆを八の字に寄せ、眼を見開き、口をすぼめるという複雑怪かい奇きな表情で固まるクラインの肩かたを叩き、俺おれは早口に言った。

「もちろん罠じゃないかもしれないけど、今はトライ＆エラーしてる余よ裕ゆうはないんだ。一秒でも早く、スリュムの所まで辿たどり着つかないと」

「お……おう、うむ、まあ、そうだよな、うん」

　クラインは小こ刻きざみに頷うなずき、氷の檻おりから視線を外した。

　俺たちが、奥おくに見える階段に向かって数歩走った時、再び背後で声がした。

「……お願い……誰だれか…………」

　──正直、俺にも助けたいという気持ちはある。ＮＰＣはシステムが自動生成するただのムービング・オブジェクトではなく、その世界で生きている住人なのだから。これがノーマルなクエスト遂すい行こう中ちゆうなら、あの女性を助け、一いつ緒しよに連れて行って、ストーリーの大おお詰づめで後ろから「フハハハ愚おろか者ものめらがー」と言われるのもまた一いつ興きようというものだろう。しかし今は、無用のリスクを背負い込んでいる場合ではない。それはきっとクラインにも──

　綺き麗れいに揃そろっていた足音の一つが、乱れ、氷の床に擦こすれた。

　振ふり向むくと、長身瘦そう軀くの刀使いは、両手を握にぎり締しめ、深く顔を俯うつむけて立ち止まっていた。無ぶ精しよう髭ひげの生えた口くち許もとから、低い声が押し出された。

「……罠だよな。罠だ、解ってる。────でも、罠でもよ。罠だと解っていてもよ……」

　がばっ、と顔を上げたクラインの目許に、薄うすく滲にじむものがあったのは気のせいではあるまい。

「それでもオリャぁ……どうしても、ここであの人を置いていけねェんだよ！　たとえ……たとえそれでクエが失敗して……アルンが崩ほう壊かいしちまっても……それでもここで助けるのが、それが、オレの生き様──武士道ってヤツなんだよォ！」

　そして勢いよく振り向き、氷の檻にどたどたと駆かけ戻もどっていくクラインの背中を見ながら、俺たちの胸に去来した二つの感情──すなわち──。

　…………アホや。

　と、

　クラインさんかっけぇ！

　のうち、どちらが上回っていたのかは、きっと永遠に答えの出せない問いだろう。

　両手で上体を持ち上げる囚とらわれの女性に向かって、クラインは「今助けてやっかんな！」と叫ぶと、左ひだり腰ごしの愛刀を握にぎった。次の瞬しゆん間かん、居合い系ソードスキル《ツジカゼ》が炸さく裂れつし、ツララの檻おりを横一線に薙ないだ。




　氷の檻おりから救い出された美女は、その瞬間巨きよ大だいな怪かい物ぶつに変じて俺おれたちを襲おそってくる──ほどの忘ぼう恩おんの徒では幸いなかった。

　クラインの刀が更さらに四たび閃ひらめき、両手足を束そく縛ばくする氷の鎖くさりが断たれると、美女は力なく顔を上げて囁ささやいた。

「……ありがとう、妖よう精せいの剣士様」

「立てるかい？　怪け我がァねえか？」

[image: ]

　しゃがみ込み、右手を差し出す刀使いはもう完全に《入り込んで》いる。まあ、ＶＲＭＭＯのクエストが進行中なのだから、ストーリーに没入するのはまったく正しい態度だ。俺おれとても、女王ウルズの要よう請せいに従って巨人王スリュムの野望を挫くじくという目的を全力で遂行中なのだから、ここでクラインに一歩引くような態度を取るのは間違っている。間違っているが、しかし、何と言うか──。

「ええ……、大だい丈じよう夫ぶです」

　頷うなずき、立ち上がった金きん髪ぱつ美女は、しかしすぐに軽くよろけた。その背中を一応紳しん士し的てきな手つきで支え、クラインは更さらに訊たずねた。

「出口まではちょっと遠いけど、一人ひとりで帰れるかい、姉さん？」

「…………」

　その問いに対し、美女は眼を伏ふせてしばし沈ちん黙もくした。

　カーディナル・システムが備える《自動応答言語化モジュール・エンジン》とは、簡単に言えば、プレイヤーにＡと言われたらＢと答える、というパターンリストの超複雑な奴やつだ。高度な予測機能や学習機能を備え、それに接続したＮＰＣは、プレイヤーとかなり自然な会話──もちろん疑ぎ似じ的てきなものだが──をこなしてのける。

　そのモジュールが更さらに幾いくつかのブレイクスルーを起こし、ついに人間的な《感情》や、限りなく《知性》に近い振ふる舞まいまでをも得たのが俺おれの頭に乗っかる小しよう妖よう精せいユイというわけだが、自動応答ＮＰＣのそれは現状、ユイの域には遠く及およんでいない。固定応答ＮＰＣの、何を言われても決まった台詞せりふだけを返す様と比べれば雲うん泥でいの差だが、それでもプレイヤーの言葉を認にん識しきできない場合が多々あり、その場合はプレイヤー側が《正しい問いかけ》を模索しなければならない。

　今回の、金きん髪ぱつ美女の沈黙もそういうことだろうと俺は思ったのだが、意外にもＮＰＣはクラインが新たな問いを口にする前に顔を上げ、言った。

「……私は、このまま城から逃げるわけにはいかないのです。巨人の王スリュムに盗まれた、一族の宝物を取とり戻もどすため城に忍しのび込こんだのですが、三番目の門番に見つかり捕とらえられてしまいました。宝を取り返さずして戻ることはできません。どうか、私を一いつ緒しよにスリュムの部屋に連れていって頂けませんか」

「お……う……むぅ……」

　今度ばかりは、さしもの《武士道に生きる男》クラインも即そく答とうできず、苦しげに唸うなった。数メートル離れた所から見守る俺の隣となりで、アスナが小さく囁ささやく。

「なんか、キナくさい展開だね……」

「だなぁ……」

　頷うなずき返かえした俺を、美女の前から振ふり向むいたクラインが情けない顔つきで見て、言った。

「おい、キリの字よう……」

「……あーもー、解った、解ったって。こうなりゃ最後までこの分岐ルートで行くしかないだろ。まだ百パー罠わなって決まったわけじゃないし」

　俺がそう答えると、クラインはニヤリと笑い、美女に威い勢せい良く宣言した。

「おっしゃ、引き受けたぜ姉さん！　袖そですり合うも一いち蓮れん托たく生しよう、一緒にスリュムのヤローをブッチめようぜ！」

「ありがとうございます、剣士様！」

　金きん髪ぱつ美女がクラインの左ひだり腕うでにむぎゅっとしがみつくと同時に、パーティーリーダーである俺の視界にＮＰＣの加入を認めるかどうかのダイアログ窓が表示された。

「ユイに妙みようなことわざ聞かせるなよなー」

　ぶつくさ言いつつ、俺おれは窓のイエスボタンを押おす。視界左上から下に並ぶ、仲間たちのミニＨＰ／ＭＰゲージの末まつ尾びに、八人目のゲージが追加される。

　美女の名前は【Ｆｒｅｙｊａ】となっていた。フレイヤと読むのだろうか、どこかで聞いたことのあるようなないような名前だ。ＨＰもＭＰも相当に高いが、とくにＭＰはちょっと驚おどろくような数値を示している。おそらくはメイジ型だろうか。

　これで、このまま最後まで仲間でいてくれたらだいぶ助かるんだけどなぁ、と思いつつ俺はリーファの胸に下がるメダリオンを一いち瞥べつした。多面カットの宝玉は、いよいよ九割以上が黒に染まりつつある。残り時間は、先の見立てどおり三十分あるかないかだろう。いっぱいに息を吸い、口を開く。

「ダンジョンの構造からして、あの階段を下りたら多分すぐラスボスの部屋だ。いままでのボスより更さらに強いだろうけど、あとはもう小細工抜きでぶつかってみるしかない。序じよ盤ばんは、攻こう撃げきパターンを摑つかめるまで防ぼう御ぎよ主体、反はん撃げきのタイミングは指示する。ボスのゲージが黄色くなるとこと赤くなるとこでパターン変わるだろうから注意してくれ」

　こくりと頷うなずく仲間の顔を見み渡わたし、俺は語気を強めて叫さけんだ。

「──ラストバトル、全開でぶっ飛ばそうぜ！」

「おー！」

　このクエスト開始以来三度目の気合いに、俺の頭上のユイと、シリカの肩かたにとまるピナ、そしてＮＰＣの金きん髪ぱつ美女改めフレイヤまでもが唱しよう和わした。




　下り階段は、途と中ちゆうからその幅はばを増し、周囲の柱や彫ちよう像ぞうといった装そう飾しよくオブジェクトもより華か美びになっていった。《ボス部屋に近づくとマップデータが重くなる》というアインクラッド以来の伝統が、ここでも生きているわけだ。

　突つき当あたりには、二匹の狼おおかみが彫ほり込こまれた分厚い氷の扉とびらが立ちはだかっていた。ここが、《霜しもの巨きよ人じんの王》のおわす玉座の間だろう。周囲に妙なギミックがないことを確認し、それでも慎しん重ちように歩み寄る。

　扉は、俺おれたちが五メートル内に踏ふみ込こんだ途と端たん、自動的に左右に開き始めた。奥おくからいっそうの冷気と、いわく言い難い圧力が吹き寄せてくる。アスナが全員の支援魔ま法ほうを張り直しリバフ始めると、フレイヤもそれに参加し、全員のＨＰを大おお幅はばブーストするという未知のバフを掛かけてくれた。

　ＨＰ／ＭＰゲージの下に幾いくつものバフアイコンが並んだところで、全員でアイコンタクト。頷うなずき交かわし、一気に駆かけ込こむ。

　内部は、横方向にも縦方向にも途と轍てつもなく巨大な空間となっていた。壁かべや床ゆかは、これまでと同じ青い氷。同じく氷の燭しよく台だいに、青あお紫むらさき色いろの炎ほのおが不気味に揺ゆれる。遥はるか高い天てん井じようにも同色のシャンデリアが並ぶ。しかし俺おれたちの眼を真っ先に奪うばったのは、左右の壁かべ際ぎわから奥おくへと連なる、無数の眩まばゆい反射光だった。

　黄金。金貨や装飾品、剣、鎧よろい、盾たて、彫ちよう像ぞうから家具まで、ありとあらゆる種類の黄金製オブジェクトが、数えるのも不可能なほどの規模でうずたかく積み重なっている。奥は暗くら闇やみに沈しずんでいて、お宝の全ぜん貌ぼうはまったく摑つかめない。

「…………総額、何ユルドだろ……」

　この中でただ一人プレイヤーショップを経営するリズベットが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。しかし俺とて、脳裏で「こんなことならストレージをスッカラカンにしてくるんだった！」と考えていたのだから人のことは言えない。

　立ち尽くすパーティーの右側から、クラインが今度も武士道に衝つき動うごかされたのか、フラリとお宝の山に数歩近づいた。が、それ以上進むより早く──。




「……小虫が飛んでおる」




　広間奥の暗がりから、地面が震ふるえるような重低音の呟きが聞こえた。

「ぶんぶん煩わずらわしい羽音が聞こえるぞ。どれ、悪さをする前に、ひとつ潰つぶしてくれようか」

　ずしん。床ゆかが震える。ずしん、ずしん。近づくその震しん動どうは、今にも氷の床を砕くだいてしまいそうなほどの重々しさだ。

　やがて、ライティングが届く範はん囲いに、ぬうっと一つの人ひと影かげが出現した。

　巨きよ大だい──などというものではない。地上をうろつく人型邪じや神しんや、これまでこの城で戦ってきたボス邪神と比べても、明らかに倍以上でかい。遥はるか高みに見える頭はもう、何メートルの高さにあるのか見当もつかない。俺が全力でジャンプしても、巨木のような脚あしのヒザまでも届くまい。

　肌はだの色は、鉛なまりのような鈍にぶい青。脚と腕うでには、いったいどれほど大きな獣けものから剝はいだのか、黒こく褐かつ色しよくの毛皮を巻き付けている。腰こし回まわりには、パーツひとつがちょっとした小舟ほどもありそうな板ばん金きん鎧よろい。上半身は裸はだかだが、隆りゆう々りゆうとした筋肉はどんな武器も跳はね返かえしそうだ。

　逞たくましい胸には、これも青い髭ひげが長く垂れる。その上に乗る頭は、シルエットに沈んで輪りん郭かくしか見えない。しかし、額に乗る冠かんむりの金色と、眼がん窩かで瞬またたく寒々とした青が、闇やみの中で鮮あざややかに光っている。

　旧アインクラッドでは、一フロアの高さが百メートルまでという絶対的制限があったため、迷宮区のボス部屋もあまり天てん井じようを高くできず、どんなボスモンスターも必然的に縦方向のサイズは控ひかえめにならざるを得なかった。だから俺は、ダンジョンに於おいてここまで見上げるような敵と相対した経験はない。飛べないのに、いったいどうやって戦えばいいのだろうか。剣を振ふり回まわしてもせいぜいスネに斬きり付つけるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　などと考えていると、巨大な巨人──二重表現ではあるがそうとしか言えない──は、更さらに一歩を踏ふみ出だし、銅ど鑼らを打つような声で嗤わらった。

「ふっ、ふっ……アルヴヘイムの羽虫どもが、ウルズに唆そそのかされてこんな所まで潜もぐり込こんだか。どうだ、いと小さき者どもよ。あの女の居所を教えれば、この部屋の黄金を持てるだけ呉くれてやるぞ、ンンー？」

　桁けた外はずれの偉い軀くや額の王おう冠かん、そして今の台詞せりふからして、こいつこそが《霜しもの巨きよ人じんの王スリュム》であるのは最も早はや間違いなかった。

　ウルズやフレイヤと同じくＡＩ化されているのであろう大巨人に向かって、真っ先に言葉を返したのはクラインだった。

「……へっ、武士は食わねど高笑いってなァ！　オレ様がそんな安っぽい誘さそいにホイホイ引っかかって堪たまるかよォ！」

　背後で微び妙みようにホッとした表情を作る俺おれたちの眼前で、クラインの愛刀が鋭するどく鞘さや走ばしった。

　それを合図に、残る六人もおのおのの武器を手に取る。

　伝説級装備こそ含ふくまれないものの、全てが固有名つきの古代級武器エンシエント・ウエポンか、マスタースミスであるリズベットが鍛きたえた会心の銘めい品ひんだ。しかし巨人の王スリュムは、向けられる剣光を見ても、長い口ひげの下の不敵な笑みを消そうとはしない。あるいはそれも当然か、奴やつからすれば俺たちの剣など、ちょっと長めの爪つま楊よう枝じでしかないのだから。

　暗い眼がん窩かに瞬またたく燐りん光こうで、巨きよ人じんは俺おれたちを遥はるか高みから睨ねめ付つけたあと、最さい後こう尾びに立つ素手の八人目に視線を止めた。

「……ほう、ほう。そこにおるのはフレイヤ殿ではないか。檻おりから出てきたということは、儂わしの花はな嫁よめとなる決心がついたのかな、ンン？」

　割われ鐘がねのような声に、クラインが半ば裏返った叫さけびを漏もらす。

「は、ハナヨメだぁ!?」

「そうとも。その娘は、我わが嫁としてこの城に輿こし入いれしたのよ。だが、宴うたげの前の晩に、儂の宝物庫をかぎ回ろうとしたのでな。仕置きに氷の獄ごくへ繫つないでおいたのだ、ふっ、ふっ」

　──やや状じよう況きようが複雑になってきたので、脳裏でささっと整理してみる。

　フレイヤという名の金きん髪ぱつ美女は、先せん刻こく、『一族から盗まれた宝を取とり戻もどすためこの城に忍しのび込こんだ』と言っていた。だが考えてみれば、空中に浮うかぶスリュムヘイム城の一箇所しかない入り口をすり抜けるのは困難だ。そこで、スリュムの花嫁になると偽いつわって堂々と城の門をくぐり、夜中に玉座の間に侵入、宝を奪だつ還かんしようとした。しかしそこで門番に発見され、牢ろう屋やで鎖くさりに繫がれてしまった──と、そういう設定なのか。

　それが真実なら、戦せん闘とう中ちゆうに後ろから襲おそわれる可能性は低くなったと言えよう。しかし今ひとつ、全体的に筋書きがピンとこない。クエストのサブルートだとしてもヤヤコシすぎる。そもそも、フレイヤの《一族》とはアルヴヘイムの妖よう精せい九種族のうちどれなのか？　奪われた宝とは何なのか？

　こんなことなら、彼女を仲間にした時もっと色々聞いておくんだった、いやそんな時間はなかったか、と内心であれこれ考えていると、俺おれの左さ翼よく前衛を務めるリーファがくいくいと袖そでを引っ張って囁ささやいた。

「ねえ、お兄ちゃん。あたし、なんか、本で読んだような……。スリュムとフレイヤ……盗まれた宝……あれは、ええと、確か……」

　しかし、リーファが記き憶おく再生に成功するより早く、後ろで当のフレイヤさんが毅き然ぜんと叫んだ。

「誰だれがお前の妻になど！　かくなる上は、剣士様たちと共にお前を倒し、奪われた物を取り戻すまで！」

「ぬっ、ふっ、ふっ、威い勢せいの良いことよ。さすがは、その美び貌ぼうと武勇を九界の果てまで轟とどろかすフレイヤ殿。しかし、気高き花ほど手折る時は興きよう深ぶかいというもの……小虫どもを捻ひねり潰つぶしたあと、念入りに愛めでてくれようぞ、ぬっふふふふ……」

　巨きよ大だいな手で髭ひげを撫なでながらスリュムが発した台詞せりふは、これが本当に自動クエスト・ジェネレータが書いた脚きやく本ほんなのかと疑いたくなるほど、全年ねん齢れい向けゲームで許されるギリギリの線まで攻め込んでいる。

　周囲の女性陣が一様に顔をしかめ、前に立つクラインが左ひだり拳こぶしをプルプルさせながら喚わめいた。

「てっ、てっ、手前ェ！　させっかンな真ま似ね！　このクライン様が、フレイヤさんには指一本触ふれさせねェ!!」

「おうおう、ぶんぶんと羽音が聞こえるわい。どぅーれ、ヨツンヘイム全土が儂わしの物となる前祝いに、まずは貴き様さまらから平らげてくれようぞ……」

　ずしん、と巨きよ人じんの王が一歩踏ふみ出だした瞬しゆん間かん、俺の視界右上に、余りにも長大なＨＰゲージが表示された。しかもそれが三段積み重なっている。あれを削り切るのは大変な苦行だろう。

　しかし、新アインクラッドの各層を護る凶きよう悪あくなフロアボスたちは、プレイヤーの意気をくじくためかＨＰゲージすら見えないのだ。奴やつらに比べれば、ペースが摑つかめるぶんまだマシというものだ。

「──来るぞ！　ユイの指示をよく聞いて、序じよ盤ばんはひたすら回かい避ひ！」

　俺が叫んだ直後、スリュムが大岩の如ごとき右みぎ拳こぶしを天てん井じよう近くまで高々と持ち上げ──青い霜しもの嵐あらしをまとったそれを、猛もう然ぜんと振ふり下おろした。




　スリュムヘイム城最後の戦い──おそらくはだが──は、予想通り、ちょっと記き憶おくにないほどの大激戦となった。

　王スリュムの序盤攻こう撃げきパターンは、左右の拳によるパンチ撃うち下おろし、右足による三連続踏スみト付ンけプ、直線軌き道どうの氷ブレス、そして床ゆかから氷のドワーフ兵を十二体生み出すというものだった。

　最も厄やつ介かいなのはドワーフ生成だったが、それはパーティー最後方からシノンの弓ゆみが、驚きよう異いの弱点精せい密みつ射しや撃げきによって瞬またたく間まに片付けてくれた。あとの直接攻撃は、タイミングさえ見切れば一応は完全回かい避ひが可能で、ユイのカウントに助けられつつも前衛三人はぎりぎりで直撃を避さけ続つづけた。

　防ぼう御ぎよの形ができたところで、いよいよ攻撃に転じたのだが、どちらかと言えばこっちが難物だった。怖おそれたとおり、俺おれたちの剣はスリュムのスネにしか届かず、分厚い毛皮のレギンスに守られたそこは金ミノほどではないにせよ高い物理耐性を示したのだ。一いつ瞬しゆんのタイミングを逃さず三連れん撃げきまでのソードスキルを撃ち込み、懸けん命めいにＨＰを削るものの、ディレイの少ない技は属性ダメージも低い。まるで、破は壊かい不能オブジェクトを無む駄だに叩たたいているかのような、嫌いやな手応えだ。

　そんな戦せん況きようにあって大いに心強いのが、フレイヤさんの操る雷撃系攻撃魔ま法ほうだった。これについては、あとでクラインに全力で「メンゴ！」と言わねばなるまい。ＮＰＣゆえに連れん携けいは拙つたないが、時折後方から紫むらさきの稲いな妻づまが降り注ぐたび、スリュムのＨＰは確実に削られていく。

　十分以上の奮ふん戦せんの果てに、ようやく最初のゲージが消え、巨人の王がひときわ強きよう烈れつな咆ほう哮こうを轟とどろかせた。

「パターン変わるぞ！　注意！」

　叫さけんだ俺の耳に、隣となりで剣を構えるリーファの切せつ迫ぱくした声が届いた。

「まずいよ、お兄ちゃん。もう、メダリオンの光が三つしか残ってない。多分あと十五分ない」

「…………」

　スリュムのゲージは三本。しかし、一つを削るのに十分以上かかってしまった。残り二本を十五分以内に削り切るのは相当に困難だと言わねばならない。

　だが、この相手に、金ミノタウロスの時のような《スキルコネクト》によるゴリ押しは恐おそらく通じない。モンスターにディレイ──すなわち行の動け遅ぞ延りを引き起こすには、《一いち撃げきの重い、しかも連続した大ダメージ》が必要になる。スリュムは剣も魔ま法ほうも弱点ではないし、たとえソードスキルを四回繫つなげても、ＨＰの全体量を考えれば大ダメージと言えるほどのゲージを奪うばうのは不可能だ。

　俺おれの、一いつ瞬しゆんの焦あせりを見み透すかしたかのように──。

　スリュムが、突とつ然ぜん両胸をふいごのように膨ふくらませ、大量の空気を吸い込んだ。

　強きよう烈れつな風が巻き起こり、前衛・中衛の五人を巨人に引き寄せようとする。まずい、これはきっと、広こう範はん囲いの全体攻撃が来る前まえ触ぶれだ。回避するには、まず風魔法で吸引力を中和せねばならない。同じことを考えたらしいリーファが、左手をかざし、スペルの詠えい唱しようを始める。

　しかし、おそらくは、敵のモーションを見た瞬しゆん間かんからでなければ間に合わない。

「リーファ、みんな、防ぼう御ぎよ姿勢！」

　俺の声に、リーファがスペルを中断して両りよう腕うでを体の前でクロスし、身をかがめた。全員が同じ姿勢を取った、その瞬しゆん間かん。

　スリュムの口から、これまで何度となく繰くり出だしていた直線ブレスとは異なる、広こう範はん囲いに膨ふくらむダイヤモンドダストが放たれた。

　青白く光る風が俺おれたちを包む。アスナのバフすら貫かん通つうする、肌はだを切きり裂さかれるような冷気。　きん、きん、と鋭するどい音が響ひびくなか、五人のアバターがたちまち凍とう結けつしていく。逃れようとするが、分厚くまとわりつく氷の膜まくが動きを閉ざす。俺、リーファ、クライン、リズ、そしてピナを腕うでの中にしっかりと包み込んだシリカまでもが、青い氷の彫ちよう像ぞうと化す。

　この段階ではまだ、ＨＰゲージは減っていない。しかし安心はできない。この手の大技は、時間が掛かかれば掛かるほど被ひダメージもでかくなるのだ。

　前方で体を起こしたスリュムが、おもむろに巨きよ大だいな右みぎ脚あしを持ち上げた。まずい、ヤバイ、あぶない──と内心で絶ぜつ叫きようしたのと、ほぼ同時に。

「ぬうぅぅーん！」

　太い雄叫おたけびとともに、スリュムが床ゆかを猛もう然ぜんとストンプした。生まれた衝しよう撃げき波はが、凍こおり付つく俺たちを吞のみ込こみ、激しく震しん動どうさせ──。

　ガシャーン！　という怖気おぞけを震ふるうような破は砕さい音おんを響かせ、全身を覆おおう氷が砕くだけ散ちった。目も眩くらむようなショック。ダメージエフェクトの光を引きながら、思い切り床に叩たたき付つけられる。

　視界の端はしで、八つ並ぶＨＰゲージの上五つが、一気に真っ赤に染まった。




　前衛五人がスリュムの大規模範囲攻こう撃げきに巻き込まれている間、レンジ外の後衛三人も黙だまって見ていたわけではもちろんなかった。

　俺たちのＨＰゲージが八割近く持って行かれたその直後、柔やわらかな水色の光が降り注ぎ、傷を癒いやしていく。アスナの高位全体回復スペルだ。ダメージ発生を先読みして呪じゆ文もんをプリ・キャストしていなければ不可能な、絶ぜつ妙みようのタイミング。

　しかし、このゲームの大型回復呪文は、その大部分が《時間継続回復ヒール・オーバー・タイム》、すなわち《何秒間で何ポイント回復する》というタイプだ。失われたゲージを即そく座ざに取とり戻もどしてくれるわけではない。回復中に再び攻撃を喰くらえば、たとえヒールの効果が続いていてもトドメを刺さされてしまう。

　ようやく立ち上がった俺たちを追い打ちするべく、スリュムが前進する。長いあご髭ひげが垂れるその喉のど元もとに──いきなり赤々と燃えさかる火矢が立て続けに突つき刺ささり、盛大に爆ばく発はつした。シノンの両手長弓系ソードスキル、《エクスプロード・アロー》だ。物理一割、火炎九割の属性ダメージが霜巨人族の弱点を突き、ＨＰゲージを目に見えて奪うばい去さる。

「むぬうぅん！」

　スリュムが怒いかりの声を上げ、前進方向を変える。シノンにターゲットが移動したのだ。打たれ弱い後衛火力特化職が派手な攻撃で過か剰じようなヘイトを稼かせぎ、前衛からタゲを剝はいでしまうのは初歩的なミスだが、今回はもちろん違う。俺おれたちが態勢を立て直す時間を稼かせぐため、シノンは決死の囮おとり役やくを買って出たのだ。

「シノン、三十秒頼たのむ！」

　叫さけびながら、俺はポーチから取り出した回復ポーションを呷あおった。周囲では、クラインやリズたちも同様に赤い液体を口に流し込んでいる。シリカの相棒ピナは、主人のガードスキルで辛くも生き残ったらしい。この世界にはアインクラッドと違ってペット蘇そ生せい魔ま法ほうもあるのだが、時間がかかるため戦せん闘とう中ちゆうに行使するのは難しい。

　焦じらすようにじりじり回復していくＨＰゲージと、彼方かなたで危うくスリュムの猛もう攻こうを躱かわし続つづける水色のケットシーを交互に凝ぎよう視しする。ＡＬＯに来て間もないシノンだが、その身のこなしは見事なものだ。ＧＧＯでは、防ぼう御ぎよスキル全切りのスナイパーとして、アタッカー型に肉にく薄はくされたらひたすら逃げるしかないらしいので、あるいはその経験が生きているのかもしれない。

「……攻撃用意」

　ようやく八割近くまで戻もどったＨＰゲージから視線を外し、俺は仲間たちに声を掛けた。左右の剣を握にぎり直なおし、カウントを始めようとした、その瞬しゆん間かん──。

「剣士様」

　不意に傍かたわらから声がして、俺はぎょっと眼を向けた。

　立っていたのは、アスナのそばにいるとばかり思っていた八人目のパーティーメンバー──フレイヤだった。

　不思議な金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみで俺を見み詰つめ、ＡＩ化されたＮＰＣは言った。

「このままでは、スリュムを倒たおすことは叶かないません。望みはただ一つ、この部屋のどこかに埋うもれているはずの、我が一族の秘宝だけです。あれを取とり戻もどせば、私の真の力もまた蘇よみがえり、スリュムを退けられましょう」

「……し、真の力……」

　俺は呼吸一回分の時間を費やして大いに迷った。

　そして決断した。今いま更さら、真の力とやらを取り戻したフレイヤさんが俺たちを裏切り、スリュムに加勢して襲おそってくる可能性など怖おそれても始まらない。そして、このまま持久戦を続ければ、壊かい滅めつはしなくともクエストの時間切れとなってしまう可能性が高い。ならばもう、あらゆる可能性にすがってみるべきだ。

「解った。宝物ってどんなのだ？」

　ＮＰＣが認にん識しきできるぎりぎりの早口で訊たずねた俺に、フレイヤは両手を三十センチほどの幅はばに広げてみせた。

「このくらいの大きさの、黄金の金かな槌づちです」

「……は？　か、カナヅチ？」

「金槌です」

　繰くり返かえすフレイヤの顔を、つい半秒ほど呆ぼう然ぜんと眺ながめてしまう。と、その時、玉座の間右後方の壁かべ際ぎわに追おい詰つめられたシノンが、ついにスリュムの殴なぐりつけ攻こう撃げきのスプラッシュ・ダメージを浴び、ＨＰゲージを二割近く奪うばわれた。これ以上タゲ取りを彼女だけに押おしつけてはいられない。クラインやリーファたちに、素早く言う。

「先に援えん護ごに行ってくれ！　俺おれもすぐ合流する！」

「おうともさ！」

　刀使いは一声叫ぶと、雄叫おたけびを上げながら駆かけ出だした。たちまち始まる集団戦せん闘とうのサウンドエフェクトを聞きながら、俺はぐるりと広大な玉座の間を見回した。

　青い氷の壁かべ際ぎわには、黄金に輝かがやくオブジェクト群がうずたかく積み上がっている。あの中から、たった一つのトンカチを探し出せだって？　確かに《捜さがし物もの》はお使い系クエストの定番だが、それにしてもこれは難易度が高すぎる！

　恐おそらくこのクエストは、最低でも三十人規模のレイドパーティーを想定しているのだ。それくらいの人手がなくては、とてもあの宝の山から一つのアイテムを探し出すことなどできない。

「……ユイ」

　すがるような気持ちで頭上のナビゲーション・ピクシーに声を掛かけたが、返ってきたのはふるふる首を横に動かす気配だった。

「だめです、パパ。マップデータにはキーアイテム位置の記述はありません。おそらく、部屋に入った時点でランダム配置されるのだと思われます。問題のアイテムを発見し、フレイヤさんに渡わたしてみないとそれがキーかどうかの判定はできません！」

「そうか……うう……～～ん……！」

　俺は、耳から煙けむりが出そうな勢いで脳みそを絞しぼった。しかし今度ばかりはいかなるアイデアも湧わいてこない。万に一つの幸運を期待して、手近な宝の山から闇やみ雲くもに掘り返してみるしかないのか──。

　その時、彼方かなたの戦場で奮ふん闘とうするリーファが、一いつ瞬しゆんこちらを見て叫んだ。

「お兄ちゃん！　雷かみなり系けいのスキルを使って！」

「か、かみ……？」

　一瞬啞あ然ぜんと眼を見開いたが、しかし次の刹せつ那な、俺は右手の剣を大きく振ふりかぶった。

　初歩の幻げん影えい魔ま法ほうしか習得していない俺が、雷属性ダメージを生み出す唯ゆい一いつの手段。

「……せああっ！」

　気合いに乗せて、思い切り床ゆかを蹴けり飛とばす。空中で前方宙返り、同時に逆さか手てに持もち替かえた剣を、真下に向けて体ごと突つき下おろす。片手剣カテゴリで数少ない重範囲攻撃、《ライトニング・フォール》。物理三割、雷撃七割。

　乾かわいた雷らい鳴めいを轟とどろかせて、剣は深々と地面に突つき刺ささった。そこを中心に、青あお紫むらさき色いろのスパークが全方位へ疾しつ走そうする。俺はがばっと体を起こし、高速で一回転。視線で周囲のオブジェクト群を横よこ薙なぎに──

「…………っ！」

　見えた。黄金の山の奥おく深ふかくで、俺おれの生み出した雷に呼応するかのようにごく短く瞬またたいた紫むらさきの光。歯を食いしばり、部屋の左上の隅すみへと猛もうダッシュ。スリュムの玉座であろう巨きよ大だいな椅い子すを右に見ながら、宝の山に体ごとダイブし、両手でさぞ高価であろうオブジェクトどもを、ちぎっては投げちぎっては投げぽいぽい捨てていく──。

「……これか!?」

　数秒後、目の前に転がり出てきた、どちらかと言えばささやかなアイテムに俺は手を伸のばした。細い黄金の柄つかと、宝石をちりばめた白金の頭を持つ小型の槌つち。握にぎり、持ち上げた途と端たん、恐おそろしいほどの重さがずしりとアバターを沈しずませる。おりゃあ、と気合いで持ち上げ、振ふり向むくと、俺は叫さけんだ。

「フレイヤさん、これを！」

　そして、勢いのままオーバースローで遠投してしまってから、軽く焦あせる。この行為でＮＰＣアタックフラグが立ってしまっては目も当てられない。幸い、なよやかな金きん髪ぱつ美女は、すらりと細い右手をかざすと俺が投げた激重トンカチを見事に受け止めた。

　しかし直後、重量に耐たえかねるように体を丸めてしまう。長いウェーブヘアが流れ、露あらわになった白い背中が小こ刻きざみに震ふるえる。

　……え、もしかして違った？　なんかマズイもの渡わたしちゃった？

　再び焦あせる俺おれの耳が──フレイヤさんの低い囁ささやきを捉とらえた。




「…………ぎる…………」




　ぱりっ、と空中に細いスパークが瞬く。

「……なぎる……みなぎるぞ…………」

　なんだか、うら若き美び貌ぼうの魔ま女じよにしては妙みような台詞せりふだ。カーディナルの言語エンジン・モジュールもたまにはミスるのだろうか。それにしても、声もなんだかおかしい。今までの艶あでやかなハスキーボイスが、低くひび割れ、嗄しやがれているようだ。

　ぱりぱりっ。スパークはいよいよ激しくなる。ゴールデンブラウンの髪かみがふわりと浮うき上あがり、純白の薄うすいドレスの裾すそが勢いよく翻ひるがえる。

「みな……ぎるうぅぅぉぉおおオオオオオオ────！」

　三度目に迸ほとばしったその絶叫は、もう完全にかつてのフレイヤさんのものではなかった。嫌いやな予感とかそんな次元を超え、ただただポカーンと眼を見開く俺の眼前で──美女の真っ白い四し肢しと背中の筋肉が縄なわのように盛り上がった。同時に白いドレスが粉々に引きちぎれ、消しよう滅めつした。

　その瞬しゆん間かん、秘ひ奥おう義ぎ《超感覚ハイパーセンス》スキルでも発動したのか、広間の後方で戦っていたクラインがぐるっと振ふり向むいた。今や一いつ糸しまとわぬフレイヤさんの姿を見て、両眼が剝むき出だされる。しかし続いて、顎あごががくーんと落ちる。

　まったく無理もない。全身に雷らい光こうをまとったフレイヤさんが、みるみる巨きよ大だい化かしていくのだから。三メートル……五メートル……まだまだ止まらない。腕うでや脚あしは最も早はや大木のように逞たくましく、胸板はスリュムをも上回るほど隆りゆう々りゆうと盛り上がっている。右手に握られた金かな槌づちもまた、持ち主に合わせてどこまでも大型化する。あっというまにノームの重戦士ですら装備できないほどのサイズに達し、四方に激しい雷光を振ふり撒まく。

　そしてここで、俺おれとクラインに最大最さい凶きようのショックを与える現象が出現した。

　俯うつむけられたまま顔の、ごつごつと逞しい頰ほおと顎あごから、ばさりと金きん褐かつ色しよくの長い、長ーい──おヒゲが。

「オッ……」

「サンじゃん！」

　部屋のこちらとあちらで、男二人の絶ぜつ叫きようが響ひびいた。

　そう、今や、クラインの武士道を衝つき動うごかした囚とらわれの美女は世界のどこにも存在しなかった。圧あつ倒とう的てき迫はく力りよくでその偉い軀くを持ち上げた大巨人は、どこからどう見ても四十代を下回ることはないであろうナイスミドルだった。

「オオオ……オオオオオ────ッ！」

　巨きよ大だいなおっさんは、広間中をびりびりと震ふるわせる重低音の咆ほう哮こうを放つと、彼方かなたで動きを止めた王スリュムに向けて、いつの間にか分厚い革かわのブーツに包まれた右脚をずしりと踏ふみ出だした。

　俺はおそるおそる視線を動かし、視界左ひだり端はし、八個並ぶＨＰＭＰゲージの一番下に刻きざまれた名前を確かめた。

　つい数十秒前までは【Ｆｒｅｙｊａ】と記されていたはずの文字列は、いつの間にかその形を変えていた。

【Ｔｈｏｒ】。それが、俺たちの新たなお仲間の名前だった。
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　神話伝承の類にはさしたる知ち識しきもない俺おれですら、それなりに聞き覚えがある。

　北ほく欧おう神話に於おいて、主神オーディンや道化神ロキと並んで有名な──雷らい神じんトール。いかづちを呼ぶハンマーを携たずさえ、巨人を次々打うち倒たおすその姿は、多くの映像作品やゲームのモチーフとなっているはずだ。

　これは、後にリーファに教えて貰もらったのだが、北欧神話にはちゃんと《巨きよ人じんの王スリュムに盗まれたハンマーをトールが取とり戻もどしにいく》というエピソードが存在するのだという。その際トールは、女神フレイヤに変装してスリュムの妻となると偽いつわり、宴うたげの席で何度もボロを出しそうになりながらも同行したロキの機転でやり過ごして、とうとうハンマーを取り戻すやその場にいたスリュム以下の巨人たちを片かたっ端ぱしから叩たたき殺ころすというほのぼのなのか残ざん酷こくなのかよく判らない話なのだが、恐おそらくカーディナル・システムは、収集したその伝説をアレンジして今回のクエストのサブルートに取り入れたのだろう。

　つまり、そのエピソードを誰だれかが詳くわしく知っていれば、最初にフレイヤの名前を聞いた時点で彼女がスリュムの回し者でないことは判断できた訳だ。あの檻おりの前で、直感と武士道によってフレイヤを助けてくれたクラインには感謝感謝だが──こうしてフレイヤの《正体》が明かされた今、彼の心情は如い何かばかりか。

「ヌウゥーン……卑ひ劣れつな巨きよ人じんめが、我が宝《ミョルニル》を盗んだ報い、今こそ贖あがなってもらおうぞ！」

　雷神トールは、右手に握にぎった巨きよ大だいな黄金のハンマーを振ふりかざし、分厚い床ゆかを踏ふみ抜ぬかんばかりの勢いで突とつ進しんした。

　対する霜しもの王スリュムは、両手にふうっと息を吹き付けると、そこに氷の戦せん斧ぷを生み出した。ぶんっと斧おのを振ふり回まわし、叫び返す。

「小汚い神め、よくも儂わしをたばかってくれたな！　そのひげ面切きり離はなして、アースガルズに送り返してくれようぞ！」

　考えてみれば、スリュムもまたあのフレイヤが本物の女神だと信じ、婚礼を待ちわびていたわけだ。ワルモノではあるが、少なくとも怒おこる権利はある。

　広間の中央で、金ヒゲと青ヒゲの大巨人たちは、黄金のハンマーと氷のバトルアクスを轟ごう然ぜんと撃うち合あわせた。発したインパクトが城全体を揺ゆるがす。取り巻いて立つ俺おれたちは、この期ごに及んでもなおフレイヤ巨大化──いやオッサン化のショックから脱し切れず呆ぼう然ぜんと眼を見開いていたが、やがて部屋の後方から、ＨＰの回復を終えたシノンが鋭するどく叫んだ。

「トールがタゲ取ってる間に全員で攻こう撃げきしよう！」

　そう、まったくその通りだ。雷らい神じんトールが戦せん闘とうの最後まで付き合ってくれる保ほ証しようはない。俺も鋭するどく剣を振ふり、声を張り上げた。

「よし、全力攻こう撃げき！　ソードスキルも遠えん慮りよなく使ってくれ！」

　そして七人は一気に床ゆかを蹴けり、スリュムに四方から肉にく薄はくした。

「ぬうおおおおお────ッ！」

　ひときわ強きよう烈れつな気合いを放ち、刀を大上段に振りかぶって突とつ進しんするクラインの目め尻じりにきらきらと光るものがあったような気がしたが、見なかったことにするのが武士の情けというものであろう。スキルディレイも気にせず、俺たちは三連撃以上のソードスキルを次々スリュムの両りよう脚あしに叩たたき込こんだ。アスナもいつの間にかワンドをレイピアに持もち替かえ、神速の連続突きをアキレス腱けんに見み舞まっている。その隣となりでリズベットが、両手で握にぎったメイスを小指の先にゴスゴス落とす。

「ぐ……ぬむゥ……！」

　たまらず唸うなり声ごえを漏もらしたスリュムが、ぐらりと体を揺ゆらし、ついに左ひだり膝ひざを床に着いた。王おう冠かんの周囲をきらきら黄色いライトエフェクトが回転している。スタン状態だ。

「ここだっ……！」

　俺の声に合わせ、全員が最大の連続攻撃を放った。眩まばゆいライトエフェクトが、裸はだかの上半身を周囲から押し包む。更さらに上空から、オレンジに輝かがやく矢が豪ごう雨うの如ごとく降り注ぐ。

「ぬうゥン！　地の底に還かえるがよい、巨人の王！」

　最後に、とどめとばかりにトールが右手のハンマーをスリュムの頭に叩たたき付つけた。王おう冠かんが砕くだけて吹き飛び、一時は鉄てつ壁ぺきとも思えたボスモンスターは、地じ響ひびきを立てて仰あお向むけに倒たおれた。

　ＨＰゲージは、すでに消しよう滅めつしている。巨きよ体たいの四し肢しとヒゲの先が、ぴきぴきと軋きしみながら氷へと変わっていく。

　漆しつ黒こくの眼がん窩かに瞬またたいていた青い燐りん光こうも、薄うすれ、消えかける。と、その時、もつれた口ひげが動き、低い笑いが流れ出た。

「ぬっ、ふっふっふっ……。今は勝かち誇ほこるがよい、小虫どもよ。だがな……アース神族に気を許すと痛い目を見るぞ……彼奴きやつらこそが真の、しん」

　ずむん！　とトールの強きよう烈れつなストンプが炸さく裂れつし、ほぼ完全に氷結しつつあったスリュムの巨体を踏ふみ抜ぬいた。

　凄すさまじい規模のエンドフレイムが巻き起こり、霜しもの巨人の王は無数の氷片となって爆ばく散さんした。エフェクトの圧力に思わず手をかざし、数歩下がった俺たちを、雷らい神じんトールは遥はるかな高みから金色の両眼で睥へい睨げいした。

「…………やれやれ、礼を言うぞ、妖よう精せいの剣士たちよ。これで余も、宝を奪うばわれた恥ち辱じよくをそそぐことができた。──どれ、褒ほう美びをやらねばな」

　左手を持ち上げ、右手に握にぎる巨きよ大だいかつ華か麗れいなハンマーの柄つかに触ふれる。嵌はまっていた宝石の一つがころりと外れ、それは光を放って、小さな人間サイズのハンマーへと変形する。

　本体の縮小版である黄金ハンマーを、トールはひょいっとクラインに投げ落とした。

「《雷らい槌ついミョルニル》、正しき戦のために使うがよい。では──さらばだ」

　トールが右手をかざした瞬しゆん間かん、ガガァン！　と青白い稲いな妻づまが広間を貫つらぬいた。俺おれたちが反射的に眼をつぶり、再び瞼まぶたを開けた時には、そこにはもう何者の姿も存在しなかった。メンバー離り脱だつダイアログが小さく浮うかび、八つ目のＨＰＭＰゲージが音もなく削除された。

　スリュムの消しよう滅めつした地点に、ドロップアイテム群が滝たきのように転がり落ちては、パーティーの一時的テンポラリストレージに自動格納されて消えていく。

　それらが収まると同時に、ボス部屋の光度が増して闇やみを遠ざける。壁かべ際ぎわに山積していた黄金オブジェクト群は、残念ながらこれも薄うすれて消えてしまった。まあ、どうせもう全員のストレージはいっぱいで、ろくに持てなかった気はするが。

「…………ふう……」

　俺は小さく息を吐はくと、とりあえずクラインの隣となりに歩み寄り、肩かたに手を置いて言った。

「伝説武器ゲット、おめでとう」

「…………オレ、ハンマー系スキルびたいち上げてねェし」

　きらびやかなオーラ・エフェクトをまとう片手用戦槌ハンマーを握り、泣き笑いのような顔を作る刀使いに、精一杯の微笑ほほえみを返す。

「じゃあ、リズに上げれば喜ぶぞきっと。あーでも、溶とかしてインゴットにしかねないな……」

「ちょお！　いくらアタシでもそんなもったいないことしないわよ！」

　リズベットが反論すると、隣でアスナが真顔で言う。

「でもリズ、伝説級レジエンダリイ溶かすとオリハルコン・インゴットがすごい出来るらしいよ」

「え、ホント？」

「あ……あのなあ！　まだやるなんて言ってねェぞ！」

　ハンマーをひしっとかき抱いだいて喚わめくクラインに、周囲から和やかな笑いが起こった──

　その瞬しゆん間かん。

　体の芯しんまで揺ゆさぶるような重低音が大ボリュームで響ひびき、同時に氷の床ゆかが激しく震ふるえ、波打った。

「きゃああっ！」

　三角耳を伏ふせてシリカが悲鳴を上げる。その隣でシノンが尻尾しつぽをＳの字に曲げながら叫ぶ。

「う……動いてる!?　いえ、浮ういてる……！」

　遅おくればせながら、俺も気づいた。

　巨きよ城じようスリュムヘイムが、生き物のように身み震ぶるいしながら、少しずつ上じよう昇しようしているようだ。いったいなぜ──いや──まさか、とそこまで考えた時。

　首から下げたメダリオンをのぞき込んだリーファが、甲かん高だかい声を迸ほとばしらせた。

「お……お兄ちゃん！　クエスト、まだ続いている!!」

「な……なにィ!?」

　喚わめくクライン。気持ちは俺おれも同じだ。霜巨人族の首領たるスリュムが死んだからには、当然クエストも完かん了りようしたのだと思い込んでいた──のだが、しかし記き憶おくを辿たどると、俺たちにこのクエを依い頼らいした《湖の女王ウルズ》はこう言っていたのだ。

　スリュムヘイムに侵入し、聖剣エクスキャリバーを台座から抜ぬいてくれ、と。スリュムを倒たおしてくれ、ではなく。つまり、あの恐おそるべき難敵スリュムも、クエスト進行過程の一ハードルでしかなかったというわけで──。

「さ、最後の光が点てん滅めつしてるよ！」

　リーファの悲鳴にも似た声に、ユイが鋭するどく反応した。

「パパ、玉座の後ろに下り階段が生成されています！」

「…………ッ!!」

　返事をする時間も惜おしんで、俺は猛もう然ぜんと床を蹴けり、玉座目め掛がけてダッシュした。

　形こそ椅い子すだが、霜の王スリュムの専用品だけあって、近づけばちょっとした小屋のようだ。もしこんな緊急事態でなければ、みんなで座面まで上れるか試して遊ぶところだが、今は目もくれずに左横を駆かけ抜ぬける。

　裏に回り込むと、確かにユイの言うとおり、氷の床ゆかに下向きの小さな階段がぽっかりと口を開けていた。霜巨人族はとうてい通れそうにない、人間──いや妖よう精せい一人でぎりぎりのサイズだ。仲間たちが追ってくる足音を聞きながら、薄うす暗ぐらい入り口に躊躇ためらわず突つっ込こむ。

　三段飛ばしで螺ら旋せん階段を駆け下りながら、頭の片かた隅すみで考える。もし俺たちがいま受けているウルズのクエストが失敗──イコール、地上で多数のプレイヤーが遂行中のスローター・クエストが成功した場合、氷の巨城スリュムヘイムはこのまま央都アルンまで浮ふ上じようするのだろうが、しかしアルヴヘイム侵しん攻こうの野望を抱いだいていたスリュムはもういないのだ。まあ、《何事もなかったかのように生き返る》という線も有り得なくはないが、やたら細部にこだわるカーディナル・システムがそんな強引なストーリー展開を是ぜとするとも思えない。

　全速で走りつつも考え込んでいると、まるでその思考を読んだかのように、背後からリーファの声が追いかけてきた。

「……あのね、お兄ちゃん。あたしもおぼろげにしか憶おぼえてないんだけど……たしか、本物の北ほく欧おう神話では、スリュムヘイム城の主はスリュムじゃないの」

「え……ええ!?　だって、名前が……」

「そうなんだけどね。でも、神話では、確か……す……す……」

　リーファが口ごもると、頭上のユイが外部ネットを検けん索さくしたらしく、即そく座ざに答えた。

「《スィアチ》です。神話では、ウルズさんの言っていた黄金の林りん檎ごを欲しているのも、実際にはスリュムではなくスィアチのようです。ここからはＡＬＯ内のインフォメーションですが、プレイヤーに問題のスローター・クエストを依頼しているのは、ヨツンヘイム地上フィールド最大の城に配置された《大公スィアチ》というＮＰＣなのです」

「……つまり、後あと釜がまは最初っから用意されてるってことか……」

　恐おそらく、このままスリュムヘイムがアルンまで浮ふ上じようすれば、上の玉座の間にはそのスィアチとやらがラスボスとして君くん臨りんすることになるのだろう。これはいよいよ、カーディナルの腹づもりとしては央都崩ほう壊かい、アルン高原占領まで行くつもりなのだと思えてならないが、ここまで来て降参する気は俺おれにもさらさらない。エクスキャリバー欲しさではなく、友達のトンキーに顔向けできないというものだ。そりゃあ、貰もらえるものなら頂くにやぶさかではないが……。

　などと考える間にも、城を包む震しん動どうはいよいよ激しくなる。時折加速度の変化が強く伝わり、城がヨツンヘイムの天てん蓋がいを穿うがちながら上じよう昇しようしているのは明らかだ。息を詰つめ、どこまでも続く下りの螺ら旋せん階段を、半ば転がり落ちる勢いで突つき進すすむ。

「────パパ、五秒後に出口です！」

「ＯＫ！」

　叫さけび、ちょうど視界に入った明るい光目め掛がけて、俺は一息に飛び込んだ。

　そこは、氷を正八面体、つまりピラミッドを上下に重ねた形にくり抜ぬいた空間だった。言うなれば《玄げん室しつ》か。

　壁かべはかなり薄うすく、下方の氷を透すかしてヨツンヘイム・フィールド全体が一望できる。周囲を、天てん蓋がいから剝はがれたとおぼしき岩や水すい晶しようの欠片かけらが無数に落下していく。螺旋階段は玄げん室しつの中央を貫つらぬき、一番底まで続いている。

　そして、その先に──深く清らかな黄金の光が存在した。

　間違いなく、かつてリーファと二人トンキーの背に乗ってヨツンヘイムから脱出した折、氷の城の最下部に遠く瞬またたいていた輝かがやきと同じものだ。ほぼ一年の時を経て、ついにここまで来たのだ。

　七人一列になって駆かけ下おりてきた階段がようやく終わり、俺おれたちは《それ》を半円に並んで取り囲んだ。

　真円形のフロアの中央に、一辺五十センチほどの氷の立方体が鎮ちん座ざしている。内部には何か小さなものが閉じ込められているようだ。凝ぎよう視しすると、細く柔やわらかそうな木の根であると気づく。無数の絹けん糸しのような毛細管が、寄り集まって太くなり、一本の根元に続いている。

　直径五センチほどの根元は、しかしあるところで綺き麗れいに断ち切られている。切断しているのは、微び細さいなルーン文字が刻きざみ込まれた薄く鋭えい利りな刃──剣だ。黄金の輝きをまとったその長剣は垂直に伸のび、刀身の半ばで氷の台座から露ろ出しゆつしている。精せい緻ちな形状のナックルガードと、細い黒くろ革かわを編み込んだ握りヒルト。柄頭ポメルには大きな虹にじ色いろの宝石が瞬く。

　俺はこれと同じ剣を、かつて一度見た、いや手に握ったことがある。

　ＡＬＯを己の野望の道具としていた男が、俺を斬きるためにＧＭ権限で生成しようとしたのだ。しかしその時にはもう権限は俺に移動していて、俺は彼の代わりにこの剣をジェネレートし、決着をつけるために投げ与あたえた。

　あの時俺おれは、世界最強の剣をたったひと言のコマンドで作り出して──いや、作り出せてしまったことに、強い嫌けん悪おの念を抱いだいた。いつか正当な手段で剣の入手に挑いどまなければ、この借りは返せないと感じた。半ば以上偶ぐう然ぜんの成り行きではあるが、ようやくその時が来たのだ。

　……待たせたな。

　俺は内心でそう囁ささやきかけると、一歩踏み出し、右手で長剣──伝説級武器、《聖剣エクスキャリバー》の柄つかを握にぎった。

「っ…………!!」

　ありったけの力を込め、台座から引ひき抜ぬこうとする。

　しかし、剣はまるで台座、いや城全体と一体化したオブジェクトででもあるかの如ごとく、小さく軋きしみすらもしない。左手も柄に添そえ、両脚を踏ふん張ばって、全力を振ふり絞しぼる。

「ぬ……お…………っ!!」

　だが、結果は同じだ。背筋をひやりと嫌いやな予感が撫なでる。

　ＡＬＯというゲームは、ＳＡＯやＧＧＯと違って、筋力や敏びん捷しよう力りよくなどの数値的ステータスがウインドウに明示されない。ある武器や鎧よろいが装備可能かどうかの境界も曖あい昧まいで、《楽に扱あつかえる》から《やや手応えがある》、《体が振ふり回まわされる》、《持ち上げるのも困難》へと無段階的に推移する。だからプレイヤーの中には、運良く入手した武器が明らかにオーバーウェイトでも諦あきらめきれず、無理矢理に装備して結局戦力を落としてしまっている者も少なくない。

　しかし、とは言ってもシステム上ではプレイヤーの筋力等を数値で管理しているはずで、つまりそれは《隠かくしパラメータ》ということになる。種族や体格で決定される基本値が、スキルでのブーストやマジック装備のボーナス、支し援えん魔ま法ほうなどで補正されるわけだ。基本値だけを見れば、スプリガンの俺よりサラマンダーのクラインのほうがわずかに上だと思われる。

　しかし彼は、技のキレが身上の刀使いとして、スキルや装備の補正を敏びん捷しよう力りよくに振ふっている。対して俺は《重い剣好き》な性向のせいで補正は筋力寄りだ。結果、この場の七人では、間違いなく俺の筋力値が最大だろう。つまり、俺でビクともしないということは、他ほかの誰だれが引っ張っても無む駄だだということだ。皆みんなそれを理解しているらしく、手を出そうとはしない。

　代わりに、背後から声が聞こえた。

「がんばれ、キリトくん！」

　アスナだ。すぐにリズが「ほら、もうちょっと！」と声を張り上げる。リーファ、シリカ、クラインも即そく座ざにそれぞれの声せい援えんを送ってくる。

　シノンが「根性見せて！」と叫さけび、ユイが「パパ、がんばって！」と精せい一いつ杯ぱいの大声を出し、ピナが「くるるるるぅ！」と鳴いた。

　このパーティーを招集した者としては、ここまでされてヘコたれてはいられない。バフはすでに最大まで掛かかっているから、あとはそれこそ気合と根性だ。パラメータが足りないのではなく、入力と時間の乗算でロックが解除されるのだと信じ、あらん限りの筋力、いや意志力を振ふり絞しぼる。

　視界が周囲からホワイトアウトし始め、目の前にちかちかと光が飛び、もうこれ以上続けたらアミュスフィアが脳波異常で自動カットアウトしかねない所まで来た──その時。

　ぴきっ、という鋭するどい音。同時に、かすかな震しん動どうが手に伝わる。

「あっ……！」

　と叫んだのは誰だれだったのか。いきなり足許の台座から強きよう烈れつな光が迸ほとばしり、俺の視界を金色に塗ぬりつぶした。

　直後、これまで聞いたどんなサウンド・エフェクトよりも重厚かつ爽そう快かいな破は砕さい音おんが聴ちよう覚かくを駆かけ抜ぬけた。俺の体がいっぱいに伸のび──四方に飛び散る氷ひよう塊かいの中で、右手に握られた長剣が宙に鮮あざやかな黄金の軌き跡せきを描いた。

　大きく後ろにすっ飛んだ俺の体を、六人の仲間が手を伸ばして支える。抱だいた剣の凄すさまじい重さに耐えながら真上を向くと、見下ろす皆みんなと視線が合う。全員の口が綻ほころび、笑顔に変わり、盛大な快かつ哉さいが放たれ──ようとしたが、それより早く一いつ瞬しゆん早く次の現象が引き起こされた。

　氷の台座から解放された、小さな木の根。

　空中に浮うき上あがったそれが、いきなり伸びた、いや育ち始めたのだ。

　極細の毛細管が、みるみる下方へと広がっていく。すぱりと断ち切られていた上部の切断面からも新たな組織が伸び、垂直に駆け上がる。

　上から、凄まじい轟ごう音おんが近づいてくる。見上げると、俺たちが駆け抜けてきた縦穴から、螺ら旋せん階段を粉ふん砕さいしながら何かが殺さつ到とうしてくる。それもまた根っこだ。スリュムヘイムを取り巻いていた、世界樹の根──。

　正八角形の空間を猛もう烈れつな勢いで貫つらぬいてくる太い根と、台座から解放されたささやかな根が触ふれ、絡からまり、融ゆう合ごうした。

　直後──。

　これまでの揺ゆれが震しん度ど１の微び震しんだったかと思えるほどの衝しよう撃げき波はが、スリュムヘイム城を吞のみ込こんだ。

「おわっ……こ……壊こわれっ……！」

　クラインが叫び、全員がひしと互いをホールドし合ったのと、周囲の壁かべに無数のひび割れが走ったのはほぼ同時だった。

　耳をつんざくような大だい音おん響きようが連続して轟とどろく。分厚い氷の壁かべが、馬車一台ぶんほどの大きさで次々に分ぶん離りし、遥はるか真下の《グレートボイド》めがけて崩ほう落らくしていく。

「……！　スリュムヘイム全体が崩壊します！　パパ、脱出を！」

　頭上のユイが鋭するどく叫んだ。俺は右みぎ隣どなりのアスナと顔を見合わせ、同時に叫んだ。

「って言っても、階段が！」

　そう。この玄げん室しつに降りるために使った螺ら旋せん階段は、上から殺さつ到とうしてきた世界樹本体の根っこが跡あと形かたもなく吹ふき飛とばしてしまったのだ。それ以前に、もと来たルートを必死に戻もどったところで、空中に開けたテラスに出るだけだ。

「根っこに摑つかまるのは……」

　この状じよう況きようでもなお冷静なシノンが、真上を仰あおいで呟つぶやいた。

「……無理そうね」

　ひょいと肩かたをすくめる。確かに、玄室の半ばまで伸のびる世界樹の根は天てん蓋がいに固定されているはずだが、俺おれたちが座り込む真円のフロアから一番下の毛細管までは十メートル近くあるだろう。とてもジャンプして届く距きよ離りではない。

「ちょっと世界樹ぅ！　そりゃあんまり薄はく情じようってもんじゃないの！」

　リズベットが右みぎ拳こぶしを振ふり上あげて叫さけんだが、何せ相手は樹だ。スマンのひと言すらあろうはずもない。

「よ、よおォし……こうなりゃ、クライン様のオリンピック級垂直ハイジャンプを見せるっきゃねェな！」

　がばっと立ち上がった刀使いが、直径わずか六メートルほどの円えん盤ばんの上で精せい一いつ杯ぱいの助走をし──。

「あ、バカ、やめ……」

　俺が止める間もなく、華か麗れいな背面跳とびを見せた。記録、推定二メートル十五センチ。わずかな助走距離を考えれば立派なものだが、根っこまで手が届くはずもなく急な放物線を描き、フロアの中央にずしーんと墜つい落らくした。

　途と端たん、そのショックのせいで──と皆みんなは後々まで信じ続けた──周囲の壁かべに、一気にひび割れが走り。

　玄げん室しつの最下部、つまりスリュムヘイム城の真下の角ッコが、ついに本体から分離した。

「く……クラインさんの、ばかーっ！」

　絶ぜつ叫きようマシンが苦手なシリカの、いつにない本気罵ば倒とうの尾おを引きながら、七人＋一人＋一匹を乗せた円盤は果てしなき自由落下に突とつ入にゆうした。

　これがギャグ漫まん画がなら、ここでとりあえず正座し、皆でお茶の一つも飲むところだ。

　しかし、ＶＲＭＭＯに於ける高高度からの落下というのは、これはもう正直超怖こわい。アルヴヘイムでは日ひ頃ごろ雲の上をふらふら飛んでいるが、それは頼たのもしい翅はねがあったればこそだ。飛行不能の、たとえばダンジョンの中では、初心者の女の子プレイヤーなどは五メートルの高さからのジャンプでも大変な恐きよう怖ふを味わうらしい。俺だって決して好きではない。

　ゆえに俺たち七人は、氷の円盤に四つん這ばいになり、いっせいに全力の悲鳴を上げざるを得なかった。

　周囲では、俺たちと同時に崩くずれ落おちた巨きよ大だいな氷ひよう塊かいが互たがいに激げき突とつし、より小さな塊かたまりへと分解していく。真上を見れば、巨きよ大だいなスリュムヘイム城が、下部から次々に構造体を分ぶん離りさせ、そのたびに解放された世界樹の根がぶぅんと揺ゆれ動うごく。

　最後に、円えん盤ばんの縁ふちから、おそるおそる真下を覗のぞき込こんだ。

　千メートル、いやもう八百メートルまで近づいているヨツンヘイムの大地には、黒々と《グレートボイド》が口を開けている。当然ながら、七人が乗る円盤はその中央目掛けて突進していく。

「……あの下ってどうなってるの」

　隣となりで呟つぶやくシノンに、俺おれはどうにか答えた。

「も、もし、もしかしたら、ウルズさんが言ってた、に、に、ニブルヘイムに通じてるのかもな！」

「寒くないといいなぁ……」

「い、い、いやあ、激寒いとおお思うよ！　なんたって、しし霜巨人の故郷なんだから！」

　そんな会話をしているうちにようやくわずかばかり腹をくくれた俺は、両手にしぶとくエクスキャリバーを抱だいたまま、左にいるリーファに声を掛かけた。

「リーファ、す、スロータークエのほうはどどどうなった？」

　すると、黄緑色のポニーテールを垂直にたなびかせるシルフは、ぴたりと悲鳴を止めて──もしかしたら歓かん声せいだった疑いもある──胸元のメダリオンを見た。

「あ……ま、間に合ったよお兄ちゃん！　まだ光が一個だけ残ってる！よ、よかったぁ……！」

　にこーっ！　と顔全体で笑い、両手を広げて飛びついてくるリーファの頭を撫なでながら、俺も内心で考えた。

　こうして世界樹が本来の姿を取とり戻もどしたからには、《湖の女王》ウルズとその眷けん属ぞくたちも力を回復させ、もう人型邪じや神しんたちに狩られ続けるようなことはなくなるだろう。ならば、俺たちがこのままグレートボイドに落下し、穴の途と中ちゆうで死ぬにせよニブルヘイムとやらで墜つい落らく死しするにせよ、その犠ぎ牲せいは無む駄だにはならないわけだ。

　唯一の気がかりは、俺が全力で確保中の《聖剣エクスキャリバー》だ。クエストがちゃんと終しゆう了りようしなくても、こいつの所有権を得られるのかどうかはかなり微び妙みようと言わねばならない。恐おそらく、生存したままウルズに再会し、きっちりクエストの終了フラグを立てる必要があるのではないか。

　それでも俺は、リーファの見ていないところでささっとウインドウを広げ、エクスキャリバーを格納しようとしてみた。しかし剣は予想通り窓を弾はじき、収まろうとしない。

　──まあ、それでも、一度はこうして手に取れたんだから。いいさいいさ、どうせこんな金ピカのレジェンダリィ武器なんて俺の趣しゆ味みじゃないのさ。

　などと、酸すっぱい葡ぶ萄どう理論で自分を騙だまそうとしていると。

　俺の首をかき抱いていたリーファが、ぴくりと顔を起こした。

「…………何か聞こえた」

「え……？」

　反射的に耳を澄すますが、聞こえるのはびょうびょうと空気が唸うなる音だけだ。地面はもうかなり近づいている。墜つい落らく、というかボイド突とつ入にゆうまではあと六十秒ほどだろうか。

「ほら、また！」

　再び叫さけんだリーファが、俺おれから離はなれて円えん盤ばんの上で器用に立ち上がった。

「お、おい、危ないぞ……」

　叫びかけた俺の耳にも、その時。

　くおおぉぉ──……ん、という遠い啼なき声ごえが届いた、気がした。

　ハッと視線を巡めぐらせる。周囲を取り巻く氷ひよう塊かい群の彼方かなた、南の空に、小さな白い光。小さな弧こを描いて接近してくるそれは、魚のような流線型の体と、四対八枚の翼つばさ、そして長い鼻を持った──。

「…………トンキ────！」

　両手を口に当て、リーファが叫んだ。もう一度、くおぉーんという応答。もう間違いない。あれは、俺たちをスリュムヘイムの入り口まで運んでくれた飛行邪神トンキーだ。考えてみれば、送ってくれたのだから、迎えに来てくれても不思議はない。というか是ぜ非ひ来てほしい。

「こ……こっちこっちーっ！」

　リズが叫び、アスナも手を振ふる。シリカが、胸にむぎゅーっと抱だいたピナの羽毛越しにおそるおそる顔を上げ、シノンがやれやれと尻尾しつぽを振り動かす。

　ウルトラハイジャンプの着地姿勢のまま大の字になっていたクラインもようやく顔を上げると、ニヤリと笑って右手の親指を立てた。

「へへっ……オリャ、最初っから信じてたぜ……アイツが絶対助けに来てくれるってよォ……」

　──噓うそつけ！

　と俺おれは、恐らく他の五人も内心で絶ぜつ叫きようしたが、今の今までトンキーのことを忘れていたのは同様だ。いつまでも変わらず健気けなげな邪じや神しんは、滑すべるようなグライドでみるみる近づいてくる。墜つい落らく前まえに全員が乗り移る余よ裕ゆうはじゅうぶんありそうだ。

　円盤の周囲に無数の氷ひよう塊かいが舞まっているせいで、トンキーは巨きよ体たいをぴったり横付けはできずに五メートルほどの間かん隙げきを開けてホバリングした。しかしこれくらいの距きよ離りなら、たとえ重量級プレイヤーでも跳とべないことはない。

　まずリーファが、鼻歌交じりとも思えるほど無造作にふわりとジャンプし、見事トンキーの背中に降り立った。こちらに両手を差さし伸のべ、「シリカちゃん！」と叫ぶ。

　シリカはこくりと頷うなずくと、両手で小竜ピナの両りよう脚あしを摑つかみ、ややぎこちない助走ながらしっかりと踏ふみ切きった。シリカをぶら下げる格好になったピナがぱたぱたと羽ばたき、滞空距離をブーストする。飛行型ペットを持つテイマーだけの特典だ。そのまま無事に、リーファの腕うでに抱だき止とめられる。

　次にリズベットが「トリャアア！」と威い勢せいの良いかけ声とともに跳とび、更さらにアスナが流りゆう麗れいなフォームでロングジャンプを決めた。シノンに至っては、空中でくるくる二回転する余裕まで見せてすとんとトンキーの尻尾しつぽ近くに降りる。

　やや強こわ張ばった顔でこちらを振ふり向むくクラインに、俺おれは「お先どうぞ」と手を振った。

「オッシャ、魅みせたるぜ、オレ様の華麗な……」

　言いながらじりじりタイミングを計るその背中を思い切りどつく。ジタバタした助走からのジャンプはやや飛ひ距きよ離りが足りないような気もしたが、トンキーが伸のばした鼻でくるりと空中キャッチ。

「お、おわあああ!?　ここ怖こェええええ!?」

　喚わめき声ごえを無視して、俺はもう一度ちらりと下を見た。透とう明めいな氷の円えん盤ばんの向こうで、もうグレートボイドは視界全体を埋うめ尽つくす勢いだ。前を向き、短い助走に入ろうと──

　したところで、俺は一つの、恐おそるべき事実に気づいた。

　跳べない。

　正確には、腕うでの中の巨きよ大だいな重石──《聖剣エクスキャリバー》を抱かかえたままでは、とても五メートルは跳べない。こうして立っているだけでも、ブーツが氷に食い込みそうなのだ。

　俺がいきなり立たち尽つくした理由に、すでにトンキーの背中に移動している皆みんなも即そく座ざに気づいたようだった。

「キリト！」

「キリトくん！」

　切せつ迫ぱくした声が届く。顔を伏ふせたまま、俺は一いつ瞬しゆんの強きよう烈れつすぎる葛かつ藤とうに奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　この二者択一──エクスキャリバーを抱だいたまま墜落死するか、それとも捨てて生き残るか。プレイヤーの欲と執しゆう着ちやくをあまりにも露ろ骨こつに試す五メートルという最後の距離は、偶ぐう然ぜん生まれたものなのか？　それともカーディナル・システムの意図的な罠わななのか……？

「パパ……」

　頭上で心配そうに呼びかけてくるユイに、俺は小さく頷うなずきを返した。

「…………まったく……カーディナルってのは！」

　苦笑を浮うかべ、低くそう叫ぶ。

　そして次の瞬しゆん間かん、右手で摑つかんだ剣を、真横に放り投げた。

　体が噓うそのように軽くなる。黄金の光は、きらきら眩まぶしく回転しながら視界の端はしを流れていく。

　軽く助走し、踏み切ると、俺は空中で体の向きを変えながら跳んだ。エクスキャリバーは、その重さのわりにはずいぶんゆっくりと、まるで不死鳥の翼つばさから落ちた羽のように、きらり、きらりと無限の大穴目め掛がけて落下していく。

　トンキーの背中に、俺おれが後ろ向きに着地した途と端たん、八枚の翼つばさが大きく広げられた。ぐうっという減速感。今まで円えん盤ばんに同調降下していたトンキーがホバリングに移行し、落下が止まる。

　俺の肩かたを、隣となりにやってきたアスナがぽんと叩たたいた。

「……また、いつか取りにいけるわよ」

「わたしがバッチリ座標固定します！」

　すぐにユイもそう続ける。

「……ああ、そうだな。ニブルヘイムのどこかで、きっと待っててくれるさ」

　呟つぶやき、俺は、一時は確かに手に握にぎった最強剣に、心の中で別れを告げ──ようとした。

　それを妨さまたげたのは、俺の前に進み出た、水色の髪かみのケットシーだった。

　左手で肩から長大なロングボウを下ろし、右手で銀色の細い矢をつがえる。

「──二百メートルか」

　呟き、続けて素早くスペルを詠えい唱しよう。矢を白い光が包む。

　啞あ然ぜんと見守る俺たちの眼前で、アーチャーにしてスナイパーのシノンは、無造作に弓ゆみを引ひき絞しぼった。

　四十五度ほど下方、彼方かなたを落下するエクスキャリバーの更さらに下方に向け、ひょうっと射る。　矢は、空中に不思議な銀のラインを引きながら飛ひ翔しようした。弓使い専用の種族共通コモンスペル、《リトリーブ・アロー》だ。矢に強い伸しん縮しゆく性せい・粘ねん着ちやく性せいを持つ糸を付与して発射する。通常使い捨てになってしまう矢を回収したり、手の届かないオブジェクトを引っ張り寄せられる便利な魔ま法ほうだが、糸が矢の軌き道どうを歪ゆがめるうえにホーミング性ゼロなので、普ふ通つうは近きん距きよ離りでしか当たらない。

　ようやくシノンの意図を悟さとりながらも、俺おれは内心で「幾いくら何でも」と呟つぶやいた。

　無理だろう、幾ら何でも。二百メートルというのは、リズの作った弓ゆみの有効射程の実に二倍だ。いや、たとえ射程圏けん内ないでも狙ねらえる条件ではない。足場は揺ゆれるし氷は落ちてくるし目標物もまた落下中なのだ。

　しかし──しかし、しかし。

　彼方で落下する黄金の光と、その更に下へと飛翔する銀色の矢は、まるで互いに引き合うかのように近づき、近づいて…………

　たぁん！　と軽やかな音を発して衝しよう突とつした。

「よっ！」

　シノンが、右手から伸のびる魔法の糸を思い切り引っ張った。黄金の光が、ぐうっと減速し、停止し、次いで上じよう昇しようを開始した。ただの光点だったものが、みるみる細長くなり、剣の姿へと変わる。

　二秒後、俺が一度は永と久わの別れを告げたはずの伝説武器が、すぽっとシノンの掌てのひらに収まった。

「うわ、重……」

　呟きながら両手でそれを保持し、くるりと振ふり向むいたケットシー様に。

「「「し……し……し……」」」

　六人とユイの声が、完全に同期して投げかけられた。




「「「シノンさん、マジかっけぇ──────！」」」




　全員の賞賛に、三角耳をぴこぴこ動かして──両手は剣でふさがっていたので──応えたシノンは、最後に俺おれを見ると、軽く両りよう肩かたを上下させた。

「あげるわよ、そんな顔しなくても」

　──どうやら不覚にも、俺のおでこには「それちょうだい！」と黒マジックで大たい書しよしてあったらしい。つい視線を斜ななめ左上方向に泳がせていると、シノンが「ん」と剣を差し出した。

　軽い既き視し感かん。約二週間前の、ＧＧＯの最強者決定イベント《バレット・オブ・バレッツ３》本大会バトルロイヤルの最後に、シノンは同じような仕草で俺にとあるモノをくれたのだ。

　反射的に受け取ったそれは、一発でＨＰゲージを丸ごと吹っ飛ばせるプラズマ・グレネードで、直後俺とシノンは密着状態で揃そろって爆ばく死しという少々穏おだやかならぬ決着を迎むかえた。あのラストシーンがネット上でどのように解かい釈しやくされたのかは、怖こわいので調べていない。

　しかし今回は、さすがに剣が爆ばく発はつするようなことはないだろう。

「あ……ありがとう」

　礼を言いながら、受け取ろうと差し出した俺の両手の上で──剣がひょいっと引ひき戻もどされた。

「その前に、一つだけ約束」

　そして水色の髪かみのケットシーは、間違いなくＡＬＯに来てから最大級の、輝かがやくような笑顔でにっこり笑うと──プラズマ・グレネード十個ぶんの破は壊かい力りよくを秘めた爆ばく弾だんを落とした。

「──この剣を抜ぬくたびに、心の中で、私のこと思い出してね」

[image: ]

　びっきーん。

　と凍こおり付ついた空気の中、黄金の聖剣《エクスキャリバー》はシノンの手から俺の手に移動した。しかしその途と轍てつもない重さを感じる余よ裕ゆうすらなく、背中に仮想の冷ひや汗あせをだらだら流す。「おーお、つらいナ、モテるおと」

　右後ろで空気を読む気ナッシングな発言をしようとするクラインの足をがすっと踏ふんで黙だまらせておいて、俺は可能な限り平静な声を出そうと努力した。

「……うん、思い出して、お礼を言うよ。ありがとう、さっきのは見事な射しや撃げきだった」

「どういたしまして」

　シノンはとどめにウインクを一いち撃げき決めると、身を翻ひるがえし、トンキーの尻尾しつぽ方向に移動した。右みぎ腰こしの矢や筒づつから、ハッカ草の茎くきを取り出して咥くわえ、すぱぁーっと一服。凄すご腕うでスナイパーに似合いのクールすぎる仕草だが、水色の尻尾の先が小こ刻きざみに震ふるえているのを俺は見逃さない。あれは爆ばく笑しようを堪こらえているシルシだ。やられた！　と内心で呻うめくものの、周囲の女性陣のじとーっとした視線は今いま更さらどうしようもない。

　だがここで、助け船を出してくれたのは意外にもトンキーだった。

「くおおぉ──ん……」

　長く尾おを引く啼なき声ごえを放ち、八枚の翼つばさを力強く打ち鳴らして上じよう昇しように転じる。つられるように上空を見ると、今回のクエストで恐おそらく最大最後のスペクタクル・シーンが今まさに開始されるところだった。

　地底世界ヨツンヘイムの天てん蓋がい中央に深々と突つき刺ささっていたスリュムヘイム城が、ついに丸ごと落下しはじめたのだ。

　下部はもう跡あと形かたもなく崩ほう壊かいしているが、それでも全体のフォルムは保たれている。今まで、逆さまのピラミッドと見えていた城は、上部にまったく同サイズの構造体を隠かくしていたようだ。つまり、総体では、エクスキャリバーが眠ねむっていた玄げん室しつと同じ正八面体ということになる。

　各辺の長さは三百メートル。ということは、上下の頂点間の距きよ離りは一辺三百メートルの正方形の対角線に等しいので、３００×[image: ルート２]で４２４・２６。東京スカイツリーの特別展望ロビーが四百五十メートルだからそれに迫せまるほどもあるわけだ。ダンジョンが、いったん上に登ってから下に降りるような構造でなくて本当によかった。

　などと今更どうでもいい計算および思考を巡めぐらせる間にも、氷の巨きよ城じようは遠えん雷らいのような轟ごう音おんを響ひびかせながら真下へ墜つい落らくしていく。風圧に耐たえかねてか、崩ほう壊かいも激しさを増す。極地のクレバスほどもあるひび割れが下から上へと無数に走り、やがてゆるやかに幾いくつかの大パーツへと分ぶん離りする。

「…………あのダンジョン、あたしたちが一回冒ぼう険けんしただけで無くなっちゃうんだね……」

　リズが小さく呟つぶやいた。隣となりのシリカが、ピナをぎゅうっと抱だきながら相づちを打つ。

「ちょっと、もったいないですよね。行ってない部屋とかいっぱいあったのに……」

「マップの踏とう破は率りつは、三十七・二パーセントでした」

　俺の頭に乗ったままのユイも、実に残念そうな声でそう補足。

「ゼイタクな話だよなァ。──でも、ま、楽しかったぜオレは」

　両手をばしっと腰に当て、クラインが深く頷うなずいた。と、何かを思いついたように振ふり向むき、奇き妙みような声を出す。

「……リーファっちよう。なんつゥか、その……フレイヤってのは、ちゃんとモノホンがいる女め神がみサンなんだよな？　あのトールのオッサンとは別によ？」

「うん、そうだよ」

　リーファが頷くと、にやっと笑う。

「おー、そっか。ンじゃあ、どっかに行きゃあ会えるかもしんねーな」

「……かもしんないね」

　ここで、アース神族の住む世界アースガルズはＡＬＯに存在しない、などと言わないのがリーファの優しさだ。それに思い返してみれば、トールに止めを刺さされる寸前の王スリュムが何か言いかけていた気もする。たしか、アース神族こそがまことの……何だと言ったのか……。

　蘇よみがえりかけた俺の記き憶おくは、しかし、ついに完全崩ほう壊かいしたスリュムヘイム城の断だん末まつ魔まとも思える大だい音おん響きようにかき消された。

　遊ゆう弋よくするトンキーの背中から、手を伸のばせば届きそうな距離を巨きよ大だいな氷ひよう塊かい群ぐんが崩くずれ落おちていく。それらは真下の大穴《グレートボイド》に止めどなく吞のみ込こまれ、無限の暗くら闇やみに消える──。

　……いや、そうではない。

　穴の底に、何か光が見える。きらきらと青く揺ゆれ、たゆたう輝かがやきは、そう、水。水面だ。

　底無しと思われたボイドの奥おく深ふかくから、先ほどとは別種の轟とどろきを生みながら、大量の水が迫せり上あがってくる。まだまだ大量に落ちてくる氷は全てその水面に没ぼつし、即そく座ざに溶とけて一体化するようだ。

「あっ……上！」

　口の端はしにハッカ草を咥くわえたままのシノンが、さっと右手を上げた。

　反射的に振り仰ぐと、またしても途と轍てつもない光景が眼に飛び込んだ。

　天てん蓋がい近くまで萎い縮しゆくしていた世界樹の根が、スリュムヘイムが消しよう滅めつしたことで解放され、生き物のように大きく揺ゆれ動うごきながら太さを増していくのだ。互いに寄り集まり、何かを求めるが如ごとく真下へと突とつ進しんする。まるで、巨きよ人じんが木ぼつ杭くいの束たばを投げ落としたかのようだ。声もなく見守る俺おれたちの眼前で、世界樹の根は、かつてのグレート・ボイドを満たした清らかな水面に吸い込まれ、大波を立て、放射状に広がる。たちまち広大な水面を編み目のように覆おおい、先せん端たんは岸にまで達する。

　その光景は、女王ウルズが見せてくれた幻まぼろしとうり二つだ。ようやく動きを止めた世界樹の、もう根というよりは幹の延長のようにも思える巨きよ体たいから、何らかの波動が強く発せられるのを俺は感じた。それは、長いこと酷こく暑しよの砂さ漠ばくをさまよった旅人が、ついに辿たどり着ついたオアシスの泉に口をつけるような、純じゆん粋すいな歓かん喜き。

「見て……、根から、芽が」

　囁ささやくようなアスナの言葉に眼を凝こらすと、たしかに四方八方に広がる根のそこかしこから、小さな若芽──もちろん俺たちのサイズからすればひとつひとつがすでに大木だが──が立ち上がり、黄緑色の葉を次々に広げた。

　風が吹いた。

　これまで常にヨツンヘイム・フィールドを吹ふき荒あれていた、骨まで凍こおるような木こ枯がらしではない。暖かな、春のそよ風。同時に、世界全体の光量が数倍に増す。もう一度上空を仰あおぐと、ずっとおぼろに灯っていただけの水すい晶しよう群ぐんが、それぞれ小さな太陽になってしまったかの如き強い白光を振ふり撒まいている。

　風と陽光にひと撫なでされた大地の根雪や、小川を分厚く覆う氷が、みるみる溶とけていく。その下から現れた、黒々と濡ぬれた地面に次々と新緑が芽吹く。各所に建築されていた、人型邪じや神しんの砦とりでや城は、たちまち緑に覆われ廃はい墟きよへと朽くちる──。

「くおおぉぉぉ────ん…………」

　突とつ然ぜん、トンキーが八枚の翼つばさと広い耳、更さらに鼻までもいっぱいに持ち上げ、高らかな遠とお吠ぼえを響ひびかせた。

　数秒後、世界の各所から、おぉーん、くおおぉーん、という返事がこだまのように戻もどってくる。あちこちにある泉や川の水面、そしてもちろん世界樹の根が張る巨大な湖からも次々に現れたのは、おまんじゅうのような胴どう体たいに長い触しよく手しゆを生やした象ぞう水母くらげたちだ。それだけではない。多脚のワニのような奴やつ、頭の二つあるヒョウのような奴、多種多様な動物型邪神たちが地面や水面から止めどなく出現し、フィールドを闊かつ歩ぽし始める。

　いや、この美しい緑野では、彼らはもう《邪神》ではなかった。風と緑と日差しを享きよう受じゆする、穏おだやかな住人たちでしかなかった。──そのサイズはともかくとして。彼らを散々いじめていた人型邪神たちは、どれだけ見回しても一体も見つからない。

　いつの間にかトンキーはずいぶんと高度を下げていて、原野のそこかしこに、固まって立ち尽くしているレイドパーティーが小さく視認できた。彼らにしてみれば、何がなにやらな状じよう況きようだろう。ＮＰＣ《大公スィアチ》からスローター・クエストを受領し、数時間の奮ふん闘とうの果てにようやく目的を達成できるというその直前で、仲間の巨きよ人じんは消えるわフィールドは激変するわでは呆ぼう然ぜんとするのも無理はない。

　これは、クラインが出発前に言っていたとおり、《ＭＭＯトゥモロー》の記者を兼かねた情報屋にある程度説明しておく必要がある気もするが、その役は望み通り彼に一任するとしよう──。等と無責任なことを考えていると、不意にリーファがぺたりと座り込んだ。

　トンキーの広い背中に生えるさらさらした白い毛を撫なで、囁ささやきかける。

「……よかった。よかったね、トンキー。ほら、友達がいっぱいいるよ。あそこも……あそこにも、あんなに沢たく山さん…………」

　その頰ほおに、ぽろぽろと零こぼれる水すい滴てきを見て、朴ぼく念ねん仁じんの俺おれですら胸に込み上げてくるものがあった。すぐにシリカがリーファを抱だくようにして同じようにしゃくり上げ始め、アスナとリズも目め許もとを拭ぬぐう。腕うで組ぐみしたクラインが顔を隠かくすようにソッポを向き、シノンですら何度も瞬まばたきを繰くり返かえす。

　最後に、俺の頭から飛び立ったユイが、アスナの肩かたに着地すると髪かみに顔を埋うずめた。あいつは最近、俺に泣き顔を見せるのを嫌いやがるのだ。まったく誰だれからそんな学習をしたのか……。

　と、その時。声が聞こえた。




「見事に、成なし遂とげてくれましたね」




　はっと顔を正面に向ける。

　トンキーの大きな頭の向こうに、金色の光に包まれた人ひと影かげが浮ういていた。

　せいぜい二時間ほどしか経っていないはずなのに、最も早はや懐なつかしいとすら思えるその姿は、間違いなく俺たちに今回のクエストを依い頼らいした身みの丈たけ三メートルの金きん髪ぱつ美女、《湖の女王ウルズ》だった。

　だが、おぼろに透すき通とおっていた前回と違い、今回は明らかに実体だ。スリュムの手から逃にげ伸のびるために隠れていたという泉から脱だつ出しゆつできたのだろう。真しん珠じゆ色いろの鱗うろこが見える手足や、先せん端たんが触しよく手しゆ状じように揺ゆれる金色の髪、体を包むライトグリーンの長衣全てが陽光を受けてきらきらと輝かがやいている。

　不思議な青緑色の瞳ひとみを穏おだやかに細め、ウルズは再び唇くちびるを開いた。

「《全ての鉄と木を斬きる剣》エクスキャリバーが取り除かれたことにより、イグドラシルから断たれた《霊根》は母の元に還かえりました。樹の恩おん寵ちようは再び大地に満ち、ヨツンヘイムはかつての姿を取とり戻もどしました。これも全て、そなたたちのお陰かげです」

「いや……そんな。スリュムは、トールの助けがなかったら到とう底てい倒たおせなかったと思うし……」

　俺の言葉に、ウルズはそっと頷うなずいた。

「かの雷らい神じんの力は、私も感じました。ですが……気をつけなさい、妖よう精せいたちよ。彼らアース神族は、霜しもの巨きよ人じんの敵ですが、決してそなたらの味方ではない……」

「あの……スリュム本人もそんなこと言ってましたが、それは、どういう……？」

　涙なみだを拭ふいて立ち上がったリーファがそう訊たずねた。しかしその曖あい昧まいな質問は、カーディナルの自動応答エンジンに認にん識しきされなかったのか、ウルズは無言のままわずかに高度を上げた。

「──私の妹たちからも、そなたらに礼があるそうです」

　そんな言葉とともに、まずウルズの右側が水面のように揺ゆれ、人ひと影かげがひとつ現れた。

　身長は、姉よりやや小さい──と言っても俺おれたちからすればまだまだ見上げるようだが。髪かみは同じく金きん髪ぱつだが、こちらも少し短いようだ。長衣の色は深い青。顔立ちは、姉が《高こう貴き》だとすれば彼女は《優ゆう美び》か。

「私の名は《ベルザンディ》。ありがとう、妖よう精せいの剣士たち。もう一度、緑のヨツンヘイムを見られるなんて、ああ、夢のよう……」

　甘あまい声でそう囁ささやきかけると、ベルザンディはふわりとしなやかな右手を振ふった。途と端たん、俺たちの目の前にアイテムだのユルド貨だのがざらざらーっと落下し、テンポラリ・ストレージに流れ込んで消える。七人パーティーなら容量にはかなり余よ裕ゆうがあるはずだが、そろそろ上限が気になってくる。

　しかし更さらに、ウルズの左側にもつむじ風が巻き起こり、三つ目のシルエットが出現。

　打って変わって鎧よろい兜かぶと姿すがただ。ヘルメットの左右とブーツの側面から、長い翼つばさが伸のびている。金髪は細く束たばねられ、美しくも勇ましい顔の左右で揺れている。

　そして何より、この三人目には、驚おどろくべき特とく徴ちようがあった。人間、いや妖精サイズなのだ。長姉ウルズと比べれば半分ほどしかない。クラインが、喉のどの奥おくでムグっと変な音を出す。

「我が名は《スクルド》！　礼を言おう、戦士たちよ！」

　凛りんと張った声で短く叫び、スクルドもまた大きく手をかざした。再度、報ほう酬しゆうアイテムの滝。視界右側のメッセージエリアに、ついに容量あぶない警告が点てん滅めつする。

　妹二人が左右に退くと、もう一度ウルズが進み出た。彼女も同じくらいご褒ほう美びをくれたら、間違いなくストレージが溢あふれる。その場合は入りきらないアイテムが勝手にオブジェクト化し、トンキーの背中に積み上がってしまう──のだが、幸いと言っていいのかどうなのか、ウルズは俺に微笑ほほえみかけながら口を開いた。

「──私からは、そのつるぎを授けましょう。しかし、ゆめゆめ《ウルズの泉》には投げ込まぬように」

「は、はい、しません」

　子供のように俺が頷うなずくと──。

　これまで俺が両手でしっかりとホールドし続けていた黄金の長剣、伝説武器《聖剣エクスキャリバー》は、すっとその姿を消した。もちろん、俺のストレージに格納されたのだ。ここで「来たぁぁぁぁッ！」と叫ぶほどにはお子様ではないが、一いつ瞬しゆん右みぎ拳こぶしを握にぎるくらいのリアクションは許してもらおう。

　三人の乙女おとめたちは、ふわりと距きよ離りを取り、声を揃そろえて言った。

「ありがとう、妖よう精せいたち。また会いましょう」

　同時に、視界中央に、凝こったフォントによるシステムメッセージ。クエストクリアを告げるその一文が薄うすれると、三人は身を翻ひるがえし、飛び去ろうとした。

　その直前、どたたっと前に飛び出たクラインが叫さけんだ。

「すっ、すすスクルドさん！　連れん絡らく先さきをぉぉ！」

　────お前、フレイヤさんはどうしたんだよ!!

　────ＮＰＣがメルアドなんかくれるわけないだろ!!

　の、どちらで突っ込んでいいか判らず、俺おれとしたことが棒立ちでフリーズしていると──。

　何と言うことでしょう。

　姉二人は素そっ気けなく消えてしまったのに、末妹スクルドさんはくるりと振ふり向むくと、気のせいか面白がるような表情を作り、もう一度小さく手を振った。何かきらきらしたものが宙を流れ、クラインの手にすぽりと飛び込んだ。

　直後、今度こそ戦女神様も消しよう滅めつし、あとには沈ちん黙もくと微び風ふうだけが残された。

　やがて、リズベットが小こ刻きざみに首を振りながら囁ささやいた。

「クライン。あたし今、あんたのこと、心の底から尊敬してる」

　同感だった。まったく同感だった。




　ともあれ──。

　二〇二五年十二月二十八日の朝に突とつ発ぱつ的てきに始まった俺たちの大だい冒ぼう険けんは、こうしてお昼を少し回ったところで終しゆう了りようした。

「……あのさ、この後、打ち上げ兼けん忘年会でもどう？」

　俺の提案に、さすがに少し疲つかれた様子のアスナがほわんと笑い、言った。

「賛成」

「賛成です！」

　その肩かたで、ユイがまっすぐ右手を上げた。










　　　６




　突とつ発ぱつ的てき忘年会を、新生アインクラッド第22層の《森の家》で開かい催さいするか、それともリアルで集まるかについては少々悩んだ。

　ＡＬＯでなら、今回のクエストで大だい活かつ躍やくだったユイが百パーセント参加できる。しかし、アスナが翌二十九日から一週間、京都にある父方の本家に滞たい在ざいするということで、今日きようを逃のがすと年内にはもう会う機会はない。

　出来た娘であるユイが、そこを汲くんで「リアルで！」と言ってくれたために、忘年会は午後三時から台東区御お徒かち町まちの《ダイシー・カフェ》にて、ということになった。パーティーを再び樹上の階段に送ってくれたトンキーに手を振ふって別れ、クエスト前とまったく変わらぬ賑にぎわいの──スリュムヘイムが上じよう昇しようを開始した時には多少揺ゆれたらしいが──央都アルンまで長い階段を駆かけ上のぼり、宿屋でログアウト。

　現実世界の自室のベッドで覚かく醒せいするや真っ先にエギルに予約の電話を入れると、「いきなり言われても食材が足らんぞ」とブツクサ唸うなっていたが、あれで時間には店の名物のスペアリブやベイクドビーンズをたっぷり用意してくれているのだからまったく商人の鑑かがみである。

　天気予報は夕方から雪だったので、直すぐ葉はと二人、バイクではなく電車で都内を目指す。どうせ今回はやや大型の荷物があったので、狭せまいメットインしかない俺おれのおんぼろ１２５ｃｃでは厳しい。

　埼玉県川越市というと、クラインたち東京者は地の果てのような扱あつかいをするが、急行に乗れれば電車でも御徒町まで一時間かからない。二時過ぎにダイシー・カフェのドアを開けた時、先に到着していたのは家が激近のシノンだけだった。

　忙いそがしく料理の仕込みをしている店主に挨あい拶さつしてから、運んできたハードケースを開く。収められているのは、四つのレンズ可動式カメラと制御用のノート型ＰＣだ。

「……なに、それ？」

　眉まゆを寄せるシノンと、直葉にも手伝って貰もらってカメラを店内の四カ所に設置する。市販のマイク内蔵ウェブカメラを、大容量バッテリー駆く動どう及および無線接続できるように改造したもので、置き場所を選ばないためこのくらいの空間なら四つでほぼフルカバーできる。

　カメラをノートＰＣで認識し、動作確認を取ってから、最後に川越の自宅にあるハイスペック据すえ置おき機にインターネット経由で接続。小型ヘッドセットを装着して、話しかける。

「どうだ、ユイ？」

『……見えます。ちゃんと見えるし、聞こえます、パパ！』

　俺の耳のイヤホンと、ＰＣのスピーカーからユイの可か憐れんな声が響ひびく。

「ＯＫ、ゆっくり移動してみてくれ」

『ハイ！』

　返事に続いて、一番近くのカメラが小口径のレンズを動かし始める。

　現在ユイは、このダイシー・カフェのリアルタイム映像を疑ぎ似じ３Ｄ化した空間で、小しよう妖よう精せいのように飛ひ翔しようしていると感じているはずだ。画質は低いし応答性も悪いが、今までのように携けい帯たい端たん末まつのカメラから受動的に現実世界の映像を得るのに比べれば、自由度は格段に高い。

「……なるほど、つまりあのカメラとマイクは、ユイちゃんの端末……感覚器ってことね」

　シノンの言葉に、俺おれではなく直すぐ葉はが頷うなずく。

「ええ。お兄ちゃん、学校でメカ……メカトニ……」

「メカトロニクス」と、これは俺。

「それニクス・コースっての選せん択たくしてて、これ授業の課題で作ってるんですけど、完全ユイちゃんのためですよねー」

『がんがん注文出してます！』

　あはは、と笑い合う三人に、相変わらずカラいジンジャーエールを啜すすりながら反論する。

「そ、それだけじゃないぞ！　カメラをもっと小型化して、肩かたとか頭に装着できるようになれば、どこでも自由に連れて行けるし……」

「だからそれもユイちゃん仕様でしょ！」

　まったく反論できない。

　だがこの、仮か称しよう《視聴覚双方向通信プローブ》システムは、完成形にはまだまだ遠い。ユイが現実世界を仮想世界と同様に認にん識しきするためには、カメラ・マイク端末の自律移動機能は必ひつ須すだし、センサーもぜんぜん足りない。理想を言えば、その自走端末が人型ならばなお良い。さすがにそこまでは高校の設備では作れないので、早いとこどこかのアグレッシブなメーカーさんが美少女型ロボットを開発してくれないものか……。

　そんな正しい妄もう想そうを繰くり広ひろげているうちに、アスナ、クライン、リズ＆シリカの順でメンバーが集い、二つのテーブルをくっつけた卓たく上じように料理と飲み物が並べられた。最後に、見事な照りをまとったスペアリブの大皿が出てくると、全員で店主に拍はく手しゆ。エギルもエプロンを脱いで席につき、ノンアルコールと本物のシャンペンがグラスに注がれ──。

「祝、《聖剣エクスキャリバー》とついでに《雷らい槌ついミョルニル》ゲット！　お疲れ、二〇二五年！　──乾かん杯ぱい！」

　という俺の省略気味な音頭に、全員が大きく唱しよう和わした。




「……それにしても、さ」

　右みぎ隣どなりに座るシノンがそう呟つぶやいたのは、一時間半かけてテーブルのご馳ち走そうがあらかた片付いた頃ころだった。

「どうして《エクスキャリバー》なの？」

「へ？　どうしてって？」

　質問の意味が汲くみ取とれずに首を傾かしげると、シノンは指先でフォークを器用にくるくる回しながら補足した。

「普ふ通つうは……っていうか、他ほかのファンタジー小説やマンガとかだと大たい抵てい《カリバー》でしょ。《エクスカリバー》」

「あ……ああ、そういうことか」

「へえ、シノンさん、その手の小説とか読むんですか？」

　向かいの直すぐ葉はが訊たずねると、シノンは照てれ臭くさそうに笑った。

「中学の頃ころは、図書室のヌシだったから。アーサー王伝説の本も何冊か読んだけど、訳は全部《カリバー》だった気がするなあ」

「うぅーん、それはもう、ＡＬＯにあのアイテムを設定したデザイナーの趣しゆ味みというか気まぐれというか……」

　情じよう緒ちよのない俺おれの反応に、左に座るアスナが苦笑した。

「たしか、大本の伝説ではもっと色々名前があるのよね。さっきのクエストじゃ偽にせ物もの扱あつかいされてたけど、《カリバーン》もその一つじゃなかったかしら」

　すると、卓たく上じようのスピーカーからユイがはきはきと答える。

『主なところでは、《カレドヴルフ》、《カリブルヌス》、《カリボール》、《コルブランド》、《カリバーン》、《エスカリボール》等があるようです』

「うは、そんなにあるのか」

　驚おどろきつつ、それなら《カリバー》と《キャリバー》なんて誤差みたいなもんだよなと思っていると、シノンが再び口を開いた。

「まあ、別に大したことじゃないんだけど……《キャリバー》って言うと、私には別の意味に聞こえるから、ちょっと気になっただけ」

「へえ、意味って？」

「銃じゆうの口径のことを、英語で《キャリバー》って言うのよ。たとえば、私のヘカートⅡは50口径で《フィフティ・キャリバー》。エクスキャリバーとは綴つづりは違うと思うけどね」

　一いつ瞬しゆん口を閉じたシノンは、ちらりと俺を見てから続けた。

「……あとは、そこから転じて、《人の器》って意味もある。《ａ　ｍａｎ　ｏｆ　ｈｉｇｈ　ｃａｌｉｂｅｒ》で《器の大きい人》とか《能力の高い人》」

「へええーっ、憶おぼえとこ……」

　直葉が感心すると、シノンは「多分試験には出ないかな」と笑う。

　と、いつの間にか話を聞いていたらしいリズベットが、テーブルの反対側でにやにや顔を作って言った。

「ってーことは、エクスキャリバーの持ち主はデッカイ器がないとだめってことよね。なんかウワサで、最近どこかの誰だれかさんが、短期のアルバイトでどーんと稼かせいだって聞いたんだけどぉー」

「ウッ…………」

　総務省の菊きく岡おかから、《死し銃じゆう事件》の調査協力費が振ふり込こまれたのはまさに昨日のことだ。しかしすでにそれを当てにしてユイの据すえ置おき機パワーアップ用のパーツを色々──あと直すぐ葉はのナノカーボン竹刀しないも──発注済みで、残高は早速かなり寂さみしいことになっている。

　しかしここで引いてはそれこそ器が問われるというものだ。どーんと胸を叩たたき、宣言する。

「も、もちろん最初から、今日きようの払はらいは任せろって言うつもりだったぞ」

　途と端たん、四方から盛大な拍はく手しゆとクラインの口笛が響ひびいた。

　手を挙げてそれに応えながら、俺おれは内心で考えていた。

　ＳＡＯ、ＡＬＯ、ＧＧＯ三世界での経験を通して、人の器なるものについて何かを学んだとすれば、それは《一人では何も背負えはしない》ということだけだ。

　どの世界でも、俺は何度も挫くじけそうになりながら、多くの人たちに助けられてどうにか歩き続けられたに過ぎない。今日の突とつ発ぱつ的てき冒ぼう険けんの展開こそ、まさに象しよう徴ちよう的てきだったではないか。

　だからきっと、俺の──いや皆みんなの《キャリバー》とは、仲間全員で手を繫つないでいっぱいに輪を作った、その内径を指すのだ。

　あの黄金の剣は、自分一人のためには決して使うまい。

　内心でそう決意しながら、俺はもういちど全員で乾かん杯ぱいするために、テーブルのグラスに手を伸のばした。








（終わり）
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　デスゲーム。

　明確な定義のある言葉ではない。《肉体的リスクの存在する競技》ということなら、格かく闘とう技ぎやロッククライミング、モータースポーツなどまでが含ふくまれてしまう。それら危険なスポーツとデスゲームを分ける条件は、恐おそらくたったひとつだけだろう。

　ペナルティとしての死が、ルール上に明言されていること。

　偶ぐう発はつ的てき事故の結果としてではない。プレイヤーのミスや敗北、ルール違反の罰として、強制的な死を与あたえる。つまり殺す。

　その前提に立てば、この世界初となるＶＲＭＭＯＲＰＧ《ソードアート・オンライン》は、今や紛まがう事なきデスゲームと化した。ゲームの開発者にして支配者である茅かや場ば晶あき彦ひこ自身が、ほんの二十分前に、疑いようのない明確さで宣言したからだ。

　ＨＰヒットポイントがゼロになる──つまり《敗北》すれば殺す。あるいはナーヴギアを外す──つまり《ルール違反》をしても殺す、と。

　現実感はない。あるはずもない。頭の中では、今も無数の疑念が渦うず巻まいている。

　──本当にそんなことができるのか？　あくまでジャンルとしては《家庭用ゲーム機》であるナーヴギアを使って、人間の大脳を破は壊かいするなどということが？

　──それ以前に、そもそもなぜこんなことを？　プレイヤーを仮想世界で人質に取り、身代金を要求するならばまだ理解できる。だが、ゲームの攻こう略りやくにプレイヤーの生命を賭かけさせたところで、茅かや場ばには何の物質的利益もあるまい。それどころか、今までゲームデザイナーや量子物理学者として築き上げた名声を全て失い、史上最悪の犯罪者へと堕おちてしまうのだ。

　解らない。理性では理解できない。

　しかし同時に、本能では悟さとっている。

　茅場の宣言は全て真実だ。ＳＡＯの舞ぶ台たいである浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドは、感動と興こう奮ふんに満ち溢あふれた異世界から、一万人を閉じ込める死の檻おりへとその本質を変えた。茅場が、先せん刻こくのチュートリアルの最後に口にした言葉──『この状じよう況きようこそが、私にとっての最終的な目的だ』というあのフレーズは、完全なる本心だろう。あの危うき天才は、このデスゲームを実現するためだけに、ＳＡＯを……そしてナーヴギアを創ったのだ。

　そう信じたがゆえに、俺おれ──レベル１片手直剣使いソードマンキリトは、いま懸けん命めいに走っている。

　広大な草原の真ん中を、たったひとりで。この世界で初めてできた友人をも見捨てて。

　自分だけを生かすために──。




　浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドは、百に及およぶ階層が薄うすく積み重なって構成されている。

　下部ほど層が大きく上部に行くほど小さくなるため、城全体としては円えん錐すい形けいだ。最大となる第１層の直径は、実に十キロメートルにも及ぶ。《主街区》、つまり第１層最大の都市である《はじまりの街》は、層の南なん端たんに直径一キロの半円を描いて広がる。

　街の周囲には高い城じよう壁へきが築かれ、モンスターが侵しん入にゆうすることは一切ない。また、街の内部は《犯罪禁止アンチクリミナルコード》に保護され、プレイヤーのリアルな生命残量たるＨＰは一ドットたりとも減らない。言いい換かえれば、はじまりの街に留まってさえいれば安全、絶対に死なない、ということだ。

　しかし俺おれは、茅かや場ば晶あき彦ひこの初期チュートリアルが終しゆう了りようしたほぼその瞬しゆん間かんに、街を出ると決断していた。

　理由は幾いくつかある。《コード》の永続に確信が持てなかったこと。必ず生まれるであろうプレイヤー間の不和や不信を忌き避ひしたかったこと。そして、骨ほねの髄ずいまで染みついたＭＭＯゲーマーとしての、レベルアップへの執しゆう着ちやく。

　何の因果か、俺おれはフィクションとしてのデスゲーム物が相当に好きで、古今東西の小説やコミック、映画をあれこれと渉しよう猟りようしていた。もちろんゲームの題材は様々だったが、共通するセオリーもまた存在したように思う。

　デスゲームに於おいては、《安全》と《解放》は二律背反トレードオフなのだ。スタート地点が安全エリアなら、そこに留まれば命の危険はない。だが、危険を冒おかして前に進まねば、状じよう況きようからの解放も有り得ない。

　もちろん、自分の剣で百にも及ぶボスモンスターを斬きり倒たおし、このゲームをクリアしてやろうなどという勇者願望を抱いだいているわけではない。だが、囚とらわれた一万のプレイヤーの中に、そう考える者は少なからず──最低でも千人以上はいるはずだ。彼らはいずれ、単独にせよ集団にせよ街を出て、周辺の弱いモンスターを狩り、経験値を稼かせぎ始はじめるだろう。レベルを上げ、装備を更こう新しんし、強くなっていく。

　そこで、ふたつめのセオリー。

　デスゲームでは、プレイヤーの敵はルールや罠わな、モンスターだけとは限らない。同じプレイヤーも敵となり得る。そうならなかったデスゲーム物を、俺は知らない。

　このＳＡＯは、街の外すなわち《圏外》ではＰＫプレイヤーキル有りだ。と言っても、殺すまではしないだろうが──それは本当の殺人になってしまうのだから──、武器で脅おどしてアイテムを奪うばい取とるくらいのことをする人間が一人も出てこないとは、残念ながら確信できない。敵になる可能性のある誰だれかが、自分より圧あつ倒とう的てきに高いステータスを備えているという状況を想像しただけで、リアルな危き惧ぐと恐きよう怖ふが口中を苦くする。

　以上の理由から──。

　はじまりの街に留まり、安全と引き替えに己おのれの強化を放ほう棄きするという選せん択たく肢しは、俺には有り得なかったのだ。

　そしてレベルアップを目指すなら、ぼんやり立ち止まっている時間はない。街周辺の比ひ較かく的てき安全な草原フィールドは、同じく《動くと決めた者たち》ですぐにいっぱいになってしまうだろう。ＳＡＯのモンスター湧出ＰＯＰは、エリアごとに一定時間で何匹までと決められている。最初の獲え物ものが狩り尽くされた後は、次のＰＯＰを探して血ち眼まなこになり、時として他人と奪うばい合あわねばならなくなるはずだ。

　それを回かい避ひし、高効率のレベリングを図るなら、《比較的安全》の先──《少し危険》なエリアを目指す必要がある。

　もちろん、初めてプレイする、右も左も解らないゲームの中ならそれは自殺行為だ。しかし俺おれは、今日正式サービスが開始されたばかりのこのＳＡＯというゲームを、とある理由により、低層フロアに限ってなら地形から出現モンスターまで熟知している。

　はじまりの街の北西ゲートを出て、広い草原をそのまま突つっ切きり、深い森の中の迷めい路ろじみた小こ径みちを抜けた先に《ホルンカ》という名の村がある。小さいがちゃんと《圏けん内ない》で、宿屋と武器屋、道具屋があり、充じゆう分ぶんに狩りの拠きよ点てんに使える。周辺の森には、麻ま痺ひ毒どくや装備破は壊かいといった危険なスキルを使うモンスターはＰＯＰせず、ソロでもそうそう事故死はしないはずだ。

　ホルンカの村を拠点に、今日中にレベルを１から５まで上げる。いま、時刻は午後六時十五分。周囲の草原は、アインクラッド外周から差し込む夕日で金色に染まり、彼方かなたに見えてきた森は宵よい闇やみに薄青く沈しずんでいる。だが幸い、ホルンカ周辺までは夜になっても強力なモンスターが湧わいたりすることはない。日付が変わるまでひたすら狩りを続ければ、村が他のプレイヤーで埋うまる頃ころには次の拠点へ移動できるだけのステータスと装備を得られるだろう。

「…………利己的もいいとこだな……ソロプレイヤーの鑑かがみだよ、まったく……」

　全力で走りながら、俺は街を出て初めて、そう声に出して呟つぶやいた。

　冗じよう談だんめかした言い方をしなければ、口の中に滲にじみ出でてくる、恐きよう怖ふとは別の苦さ──自己嫌けん悪おを消せそうになかったからだ。

　せめて隣となりに、あの人ひと柄がらのよさそうなバンダナの海賊刀カトラス使いがいてくれれば。彼のレベルアップ、ひいては生き残りサバイバルを手助けするという大義名分で、罪悪感を多少なりとも上書きできただろうに。

　しかし俺は、クラインという名の、この世界でたった一人の友人をはじまりの街に置き去りにしてきた。正確には、ホルンカまで一いつ緒しよに行こうと誘さそったところ、クラインは以前他のゲームでギルドを組んでいた仲間たちを置いていけないと言ったのだ。

　なら彼らも一緒に、と提案することもできたはずだ。しかし、俺はそうしなかった。レベル１でも楽に倒たおせるイノシシやイモムシしか出ない草原と違い、その先の森には多少危険な毒どく蜂ばちやら捕ほ食しよく植物型モンスターが湧く。特とく殊しゆ攻こう撃げきへの対応を誤れば、一気にＨＰがゼロになる……つまり死んでしまうこともあり得る。

　クラインの友人が死んでしまうことを、いや、そうなった時にクラインが向けてくるであろう視線を、俺おれは怖おそれた。嫌いやな思いをしたくない、傷つきたくない、その一心で俺は、この世界で最初に俺に声を掛かけ、パーティープレイに誘さそってくれた男を見捨てたのだ……。

「…………!!」

　自じ虐ぎやく的てきな独ひとり言ごとでもごまかしきれなかった嫌けん悪お感かんが腹の底から込み上げ、俺は歯を食いしばると背中に装備した剣へ右手を走らせた。

　少し先の草むらに、青イノシシが一匹ＰＯＰしたのだ。非攻撃的ノンアクテイブモンスターなので草原を抜けるまで全部無視するつもりだったが、衝しよう動どうのままに初期装備の簡素な直剣を抜き放ち、そのまま単発ソードスキル《スラント》を発動させる。

　ターゲットされたことに反応し、イノシシは俺を睨にらむと、右の前足で激しく地面を搔かいた。突とつ進しん攻こう撃げきのモーション。ここで怯ひるみ、スキルを停めると逆に大ダメージを喰くらってしまう。自分への苛いら立だちと冷静さの入り交じった気持ちで俺はモンスターを凝ぎよう視しし、弱点である首の後ろを照準しつつ技を放った。

　刀身が仄ほのかな水色に発光し、鋭するどい効果音とともに仮想体アバターが半ば勝手に動く。ソードスキル特有のシステムアシストが、斬ざん撃げきモーションを強力に補正しているのだ。動きのモーメントに逆らわないよう注意しながら、蹴けり足あしと右みぎ腕うでを意図的に加速し、技に威い力りよくを上乗せする。このテクニックを身につけるのに、俺はかつて十日近くも街の練習人形相手に技をカラ撃うちし続けた。

　レベル１のステータスと初期装備のスペックはもちろん貧弱極まりないが、それでも威力をブーストした《スラント》が弱点にクリティカルで命中すれば、一いち撃げきで青イノシシ──正式名《フレンジー・ボア》のＨＰをぎりぎり削けずり切きれる。俺が真っ向から放った斬撃は、突進に入りかけていたイノシシのたてがみ部分に強きよう烈れつな手応えとともに命中し、全長一メートル二十センチほどの野や獣じゆうは後方に大きく弾はじき飛とばされた。

「ギイイィィィィッ！」

　悲鳴を上げつつ地面にバウンドし、空中で不自然に停止する。バシャアッ！　と激しいサウンドおよびライト・エフェクト。イノシシは、青い光の中、幾いく千せんものポリゴン片となって爆ばく散さんする。

　加算される経験値、ドロップした素材アイテム名の表示には眼もくれず、それどころか足さえ止めずに俺は漂ただようエフェクト光をそのまま突っ切った。爽そう快かい感かんはかけらもなかった。剣を背中の鞘さやに勢いよく落とし込み、ようやく近づいてきた暗い森に向かって、敏びん捷しよう力りよくステータスの許す限りの速度で走り続けた。




　さすがに森の中では慎しん重ちようにモンスターの反応圏を避さけつつ、それでも可能な限りの速度で小こ径みちを駆かけ抜ぬけた俺は、夕陽が消え去る直前に目的地《ホルンカの村》に辿たどり着ついた。

　民家と商店あわせて十数棟しかない村を、入り口から素早く見回す。視界に浮うかぶカラー・カーソルにはすべてＮＰＣのタグがついている。どうやら俺おれが一番乗りのようだが、考えてみればそれも当然だ。茅かや場ばのチュートリアルが終わった瞬しゆん間かん、ろくに会話もせず一目散にダッシュしたのだから。

　まずは、狭せまい広場に面した武器屋に向かう。チュートリアル開始前──つまりＳＡＯがまだ普ふ通つうのゲームだった頃ころにクラインと一いつ緒しよに数匹のモンスターを狩かっていたので、アスイトテレムー欄ジには素材アイテムが幾いくらか貯まっていた。生産系スキルを上げる気はないので、それらをまとめてＮＰＣ店主に売ばい却きやく。わずかばかり増えた金コ貨ルをほぼ全額使って、そこそこ防ぼう御ぎよ力りよくの高い茶革のハーフコートを買う。

　購入時に表示される即そく時じ装備ボタンに躊躇ためらわずタッチ。初期装備だった白い麻あさシャツと灰色の厚布ベストの上に、しっかりした質感のある革装備が光を放ちながらオブジェクト化される。少しばかり増した安心感に短く息を吐はき、俺おれは武器屋の壁かべに設置された大きな姿見をちらりと見た。

「…………俺……だなあ……」

　思わず呟つぶやくと、カウンターで短剣の鞘さやを磨みがいていた初老の店主が片かた眉まゆを持ち上げ、すぐに作業へと戻った。

　鏡に映るアバターは、身長と性別以外の全てが、かつて苦心して造った《キリト》とは大きくかけ離れていた。

　体はひょろりと細く、顔の造作に逞しさは皆かい無むだ。黒い前まえ髪がみが長く垂れ、瞳ひとみもまた黒い、というより暗い。驚おどろくべき精細さで再現された、現実世界の俺そのものの姿──。

　このアバターで、以前のキリトが身につけていたような、きらびやかな金きん属ぞく鎧よろいを装備することを考えただけで猛もう烈れつな拒きよ否ひ反応が全身を駆かけ巡めぐった。幸いＳＡＯでは、軽量な革装備でも、スピード型の片手剣使いには必要充じゆう分ぶんな防Ｄ御Ｅ力Ｆを得られる。もちろんモンスターのタゲを一身に引き受ける壁タ戦ン士クはできないが、ソロプレイヤーにタンク型構成ビルドは意味がない。

　今後、状じよう況きようが許す限りは革装備を貫つらぬこう。しかもできるだけ地味な奴やつを。

　そう心に決め、俺は武器屋を後にした。更こう新しんしたのはレザーコートだけで盾たては後回し、武器も初期剣のままだ。隣となりの道具屋に駆かけ込こみ、回復ポーションと解毒ポーションを買えるだけ買うと、所持金襴らんはまったくのゼロになった。

　武器を買かい換かえなかったのには理由がある。この村の武器屋で売っている唯ゆい一いつの片手直剣である《ブロンズソード》は、初期装備の《スモールソード》より威い力りよくは高いが耐たい久きゆう度どの消しよう耗もうが早く、植物モンスターの放つ腐蝕液にも弱いのだ。数を狩るならスモールソードのままのほうがいい。と言っても、いつまでも弱い初期剣のままでもいられない。道具屋を出た俺は、ダッシュで村の奥おくにある一軒の民家に飛び込む。

　台所で鍋なべをかき回していた、いかにも《村のおかみさん》といった感じのＮＰＣが振ふり向むき、俺おれを見て言った。

「こんばんは、旅の剣士さん。お疲つかれでしょう、食事を差し上げたいけれど、今は何もないの。出せるのは、一いつ杯ぱいのお水くらいのもの」

　俺おれはすかさず、システムが認にん識しきできるようはっきりした発音で答える。

「それでいいですよ」

　本当は「いいよ」や「イエス」だけでいいのだが、このへんは気分の問題だ。だがより礼れい儀ぎよく「お構いなく」と言うと本当に何も出てこない。

　ＮＰＣは、古びたカップに水差しから水をつぐと、俺の前のテーブルにことんと置いた。椅い子すに座り、俺はそれを一息に飲み干した。

　ほんの少し笑い、おかみさんは再び鍋なべに向き直る。何かがことこと煮えているのに、《食事を出せない》のがちょっとしたヒントというわけだ。じっと待ち続けていると、やがて隣となりの部屋に続くドアの向こうから、こんこん、と子供が咳せき込こむ声がした。おかみさんが哀かなしそうに肩かたを落とす。

　更さらに数秒待ったところで、ようやく彼女の頭上に、金色のクエスチョンマークが点灯した。クエスト発生の証あかし。俺はすかさず声を出す。

「何かお困りですか？」

　幾いくつかある、ＮＰＣクエスト受じゆ諾だくフレーズの一つだ。ゆっくり振り向くおかみさんの頭上で、《？》マークがぴこぴこ点てん滅めつする。

「旅の剣士さん、実は私の娘が……」

　──娘が重病にかかってしまって市し販はんの薬草を煎せんじて（これが鍋の中身）与あたえてもいっこうに治らず治ち療りようするにはもう西の森に棲せい息そくする捕食植物の胚はい珠しゆから取れる薬を飲ませるしかないがその植物がとても危険なうえに花を咲さかせている個体がめったにいないので自分にはとても手に入れられないから代わりに剣士さんが取ってきてくれればお礼に先祖伝来の長剣を差し上げましょう。

　という大意の台詞せりふを、おかみさんが身み振ぶり手て振ぶり交えて話すのを俺は辛しん抱ぼう強く聞いた。最後まで聞かないとクエストが進行しないし、話の間にときおり娘さんの空から咳ぜきが聞こえては、とても邪じや険けんにする気にはなれない。

　ようやくおかみさんが口を閉じ、視界左に表示されたクエストログのタスクが更こう新しんされた。

　俺は立ち上がり、「任せておいて下さい！」と叫ぶと──必要はないがこれも気分の問題だ──家から飛び出した。

　直後、広場中央にある小さな櫓やぐらが全街共通の時じ鐘しようメロディを奏でた。午後七時。

　現実世界は、今いま頃ごろどんな様子だろうか。大おお騒さわぎになっているのは間違いない。自室のベッドでナーヴギアを被かぶり横たわる俺の隣となりには、おそらく母か妹、または二人の姿があるはずだ。

　彼女たちは、いま何を感じているだろう。驚きよう愕がく？　疑念？　危き惧ぐ？　それとも悲ひ嘆たん……？

　だが、こうして俺おれがまだアインクラッド内で生きているということは、母と妹は少なくとも俺のナーヴギアを無理矢理剝はぎ取とろうとはしなかったわけだ。つまり、二人は今のところは信じているのだろう。茅かや場ば晶あき彦ひこの警告と──俺おれの、生せい還かんを……。

　このデスゲームから生きて還かえるには、誰だれかが無む慮りよ百階層にも及およぶ浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドを最上層まで突とつ破ぱし、どんな怪かい物ぶつなのか想像もできないラスボスを倒たおして、ゲームをクリアするしかない。

　もちろん、自分がそれを成なし遂とげようなどとは更さら々さら思っていない。俺がすべきこと、いや俺にできることはただひとつ、全力で生き残ろうと足あ搔がく、それだけだ。

　まずは、強くなる。せめてこの層では、どんなモンスターが何匹来ようとも……あるいは悪意あるプレイヤーが襲おそってこようとも、自分の命を守れるくらいに。その先のことを考えるのは、それからでいい。

「……ごめんな、母さん。心配かけて……。ごめんな、スグ。お前が嫌きらってたＶＲゲームで、こんなことになって……」

　無む意い識しきのうちに唇くちびるから零こぼれた言葉に、自分で少し驚おどろいた。妹の名前を最後に省略形で呼んだのは、三年かそれ以上昔のことだ。

　もし──。もし生きて還れたら、もう一度顔を突つき合あわせて《スグ》と呼んでやろう。

　理由もなくそう決意し、俺は村の門を潜くぐると、不気味な夜の森へと足を踏ふみ込こんだ。




　アインクラッド内部には空がなく、代わりに次層の底が頭上百メートルに広がっているだけなので、太陽を直接目視できるのは朝夕のいっときに限られる。もちろん月も同じだ。

　と言って、日中薄うす暗ぐらかったり夜は真っ暗だったりするわけでもなく、ＶＲ空間ならではの空間ライティングによって充じゆう分ぶんな明度ガンマは保たれている。夜の森でも、もちろん昼間ほどではないが薄青い光が足許までを照らし、走るのに不便はない。

　だがそれと、心理的な不気味さは別の問題だ。どれほど周囲に気を配っても、すぐ後ろに何かがいるのでは、という不安が周期的に込み上げてくる。こんな時ばかりはパーティープレイの安心感が懐なつかしくなってしまうが、今いま更さら後あと戻もどりはできない。距きよ離り的てきにも、そしてシステム的にも。

　レベル１プレイヤーに与えられている《スキルスロット》は、わずか二つ。

　俺はその片方を、今日午後一時のゲーム開始直後に《片手用直剣ワンハンドソード》で埋うめ、もう一つの空きスロットに何を入れるかはじっくり考えるつもりだった。しかし、あの悪あく夢むのチュートリアルを経てはじまりの街を後にした時点で、スキルに迷う楽しみは奪うばわれた。

　ソロプレイヤーには、幾いくつか必ひつ須すのスキルというものがある。中でも最重要なのが《索敵サーチング》と《隠蔽ハイデイング》だ。両方とも単独での生存率を上げてくれるが、前者はそれに加えて狩かりの効率上じよう昇しようにも寄き与よするのに対し、後者はとある理由でこの森ではやや効果が薄うすい。ゆえに俺はまず索敵スキルを選せん択たくし、次のスロット増加で隠いん蔽ぺいスキルを加えると決めている。

　だが、それらのスキルは、もともと安全性が高く、人力──つまり眼での索敵範はん囲いも広いパーティープレイでは重視されない。つまり、《索敵》を取ってしまった時点で、俺おれはもうソロ道を一直線に突つき進すすむしかなくなってしまったわけだ。いずれこの選せん択たくを後こう悔かいする時が来るのかもしれないが、それは少なくとも今ではない……。

　頭の片かた隅すみでそんなことを考えつつ走っていた俺の視界に、小さくカラー・カーソルが表示された。索敵スキルによって反応距きよ離りが増加しているので、本体はまだ視認できない。カーソルの色はモンスターを示す赤だが、色合いはほんの少し濃く、レッドならぬマゼンタといった所だ。

　この赤色の濃のう淡たんで、敵の相対的な強さをおおまかに計ることができる。どう足あ搔がいても勝てない、圧あつ倒とう的てきレベル差のあるモンスターのカーソルは血よりも濃いダーククリムゾン。対して、何匹狩ってもろくに経験値を稼かせげない雑ざ魚こモンスターはほとんど白に近いペールピンク。同レベルの適正な敵が、ピュアレッドで表示される。

　いま、俺の視界に出現しているカーソルは、赤よりもやや色が濃い。モンスターの名前は、《リトルネペント》。リトルとつくが、身みの丈たけ一メートル半の自走捕ほ食しよく植物である。レベルは３なので、レベル１の俺にはカーソルが紫むらさきがかって見えるわけだ。

　侮あなどっていい相手ではないが、怖おじ気けづいてもいられない。カーソルの周囲には、狭いイエローの縁ふち取どりがあるからだ。これは、クエストのターゲットＭｏｂであることを示している。

　一度足を止め、周囲に他のＭｏｂがいないことを確認した俺は、再度リトルネペントに向かって真正面からダッシュした。眼を持たないこの手のモンスターには背面攻撃バツクアタツクはほぼ成功しない。

　小こ径みちから逸それ、大きな古木を回り込むと、そいつの姿が眼に入った。

　ウツボカズラネペンテスを思わせる胴どう体たいの下部で、移動用の根が無数にうごめいている。左右には鋭するどい葉を備えたツルがうねり、頭にあたる部分では捕食用の《口》が粘ねん液えきを垂らしながらパクパク開閉する。

「…………ハズレ」

　そこまで視認したところで、俺は小さく呟つぶやいた。まれに、あの口の上に大きな花を咲かせているやつが出現するのだ。ホルンカの村で受けたクエストのキーアイテム《リトルネペントの胚はい珠しゆ》は、花つきのネペントからしかドロップしない。そして花つきの出現率は恐らく一パーセント以下だ。

　しかし、普ふ通つうのネペントでも、倒たおし続つづけていれば花つきの出現率が上がる。ゆえに戦せん闘とうは無む駄だではないのだが、ここで一つ注意せねばならないことがある。

　花つきと同じくらいの確率で、丸い実をつけているネペントが出現するのだ。そいつは言わば《罠わな》で、戦闘中に実を攻こう撃げきしてしまうと巨きよ大だいな音とともに破は裂れつし、嫌いやな匂においのする煙けむりを撒まき散ちらす。煙には毒性も腐ふ食しよく性せいもないが、広範囲から仲間のネペントを呼び寄せるという非常に厄やつ介かいな特性がある。エリアのＰＯＰが枯こ渇かつしていれば大した数は寄ってこないが、現状ではとても捌さばききれない数が集まってくるはずだ。

　俺おれはもう一度眼を凝こらし、敵が実を載のせていないことを確認すると、改めて背中の剣を抜ぬいた。同時にネペントが俺に気付き、二本のツルを威い嚇かくするように高々と掲かかげた。

　このＭｏｂの攻撃パターンは、先せん端たんが短剣状になったツタによる切り払いと突き、そして口からの腐ふ蝕しよく液えき噴ふん射しやだ。闇やみ雲くもに突とつ進しんするだけだった青イノシシに比べれば遥はるかに多た彩さいだが、ソードスキルを使わないだけ、コボルドやゴブリンといった亜あ人じんＭｏｂより楽と言える。

　そして何より、能力がかなり攻撃面に傾かたむいていて防ぼう御ぎよが弱い。俺は《前のアインクラッド》でもこの手のモンスターが好みだった。攻撃を喰くらいさえしなければ、短時間で数を狩れるからだ。

「シュウウウウ！」

　というような咆ほう哮こうを捕ほ食しよく器きの口から漏もらし、ネペントが右のツルを突つき込こんできた。瞬しゆん時じに軌き道どうを見切り、左に跳とんで回かい避ひ。そのまま奴やつの側面に回り込みつつ、剣をウツボ部分と太い茎くきの接合部──弱点に叩たたき込こむ。

　手応え充じゆう分ぶん。ネペントのＨＰバーががくっと二割近以上も減る。

　再度怒いかりの声を上げ、植物はウツボをぷくっと膨ふくらませた。腐蝕液発射の予備動作プレモーシヨン。射程は五メートルと長く、真後ろに下がっても避よけられない。

　浴びればＨＰと武器防具の耐たい久きゆう度どが大きく減るうえに、粘ねん着ちやく力りよくによってしばらく動きが阻そ害がいされる。しかし効果範はん囲いは正面三十度と狭せまい。ぎりぎりまでタイミングを見極め、ウツボ部分の膨ぼう張ちようが止まった瞬しゆん間かん、今度は思い切り右にジャンプ。

　ぶしゅっ！　と薄うす緑みどり色いろの液体が飛ひ沫まつ状じように発射され、地面に落ちて白い蒸気を上げる。しかし一いつ滴てきたりとも浴びずに回避した俺は、右足が地面に触ふれるや剣を振ふりかぶり、再度同じ弱点を痛つう撃げき。悲鳴とともに仰のけ反ぞったネペントの捕食器を、黄色いライトエフェクトがくるくると取り巻く。気絶スタン状態だ。植物が気絶するとは妙みような話だが、この機を逃のがすわけにはいかない。

　俺は再び、剣を右に大きく引いた。一いつ瞬しゆんのタメ動作によってソードスキルが起動し、刀身を薄水色の光が包む。

「……らあっ！」

　この戦せん闘とうで──もしかしたらＳＡＯ正式サービスの開始以来初めての気合を迸ほとばしらせ、激しく地面を蹴けった。単発水平斬撃技《ホリゾンタル》。《スラント》とは軌き道どうが斜ななめか真横かの違いだけだが、こちらのほうがリトルネペントの弱点を狙ねらい易やすい。

　先の二撃でＨＰの五割近くを喪そう失しつしていた植物Ｍｏｂは、スタンから回復する寸前、剝むき出だしの茎くきをソードスキルに直ちよく撃げきされた。俺おれはもちろん、蹴けり足あしと右みぎ腕うでの動作で威い力りよくを最大限までブーストしている。エフェクト光に輝かがやく刀身が、硬かたい茎に食い込み、一いつ瞬しゆんの手応えを残して──。

　すかぁぁん！　と乾かわいた音を響ひびかせ、ウツボ部分が茎から斬きり離はなされ、丸ごと宙に飛んだ。残りのゲージ全体が真っ赤に染まり、右側から減少していく。ゼロになると同時に、リトルネペントの巨きよ体たいは青く凍こおり付つく。直後、爆ばく散さん。

　剣を前方に振ふり切きった技後動作ポストモーシヨンのまま、俺は動きを止めた。視界に、イノシシの二倍近い経験値の加算表示が浮うき上あがる。戦せん闘とう時間は約四十秒。このペースで狩かり続つづければ、かなりの効率を叩たたき出だせるはずだ。

　右手に抜ぬき身みを下げたまま、俺は周囲を見回した。索敵範囲ぎりぎりに、リトルネペントのカーソルが複数浮かぶ。プレイヤーのそれはまだ見えない。

　他人がこの狩かり場ばに追いついてくるまでに、可能な限りの稼かせぎを上げねばならない。それこそこのエリアのＰＯＰを枯こ渇かつさせる勢いで。我ながら見上げた自己中エゴイストぶりだが、博愛主義のソロプレイヤーなど自己矛む盾じゆんもいいところだ。

　無感情に次の獲え物ものを定めた俺は、深い森の底を再び走り始めた。




　続く十五分で、十匹以上のリトルネペントを屠ほふった。

　残念ながらまだ花つきの個体は出現しない。こういう、ゲーマー用語で《リアルラック依存》──つまりプレイヤー本人の運の善し悪しに左右される──クエストでは、俺はあまり幸運に恵めぐまれた記き憶おくがないのだ。

　癪しやくなことに、世の中には出現率が〇・〇〇何パーセントという超級レアアイテムをがんがん出したり、武器の強化に十連続で成功したり、あまつさえゲームの中で女の子と仲良くなったりという豪ごう運うんを誇ほこるプレイヤーも確かに存在する。彼らに対抗するには、ただひたすらに試行を繰くり返かえす以外の方法はない。もちろん試行と言ってもレアアイテムのほうで、女の子を見るたびに声をかけまくるつもりはないが。

　そもそも、神たる茅かや場ばの手によってゲーム内アバターが現実の姿と同化させられてしまった現在、アインクラッドでは女性プレイヤーが激減しているはずだ。相手の《中身》が本当は男なのではないか、と疑わずに済むのは助かるが、女の子キャラのロールプレイをするつもりでそれっぽい名前＆初期装備を選せん択たくしていた者にとってはかなりの試練だろう。茅場が、改名アイテムなりクエストといった救済策を用意していることを、彼らのために願わずにはいられない……。

　少し余よ裕ゆうが出てきたのか、頭の一部でそんなことを考えつつ十一匹めの植物モンスターを倒たおした俺の聴ちよう覚かくに、軽やかなファンファーレが響ひびいた。同時に、金色のライトエフェクトが全身を包む。デスゲームの開始前にはじまりの街周辺でクラインとイノシシ狩りをした分を合わせて、ついに経験値がレベルアップ必要量を超えたのだ。

　もしパーティープレイ中ならば、途と端たんに周囲から「おめでとう」の声が湧わきあがっただろう。代わりに、古木の梢こずえがざわざわと鳴る音を聞きながら、俺おれは剣を背中の鞘さやに収めた。右手の人差し指と中指を揃そろえて下に振ふり、メインメニュー・ウインドウを出す。ステータスタブに移動すると、加算された貴重なステータスアップポイント３を、筋力に１、敏びん捷しよう力りよくに２振る。魔ま法ほうが存在しないＳＡＯでは、可視的ステータスはこの二つしかないのであまり迷う必要がない。その代わり、戦せん闘とう系・生産系の各種スキルが膨ぼう大だいな数設定されている──らしいので、いずれスキルスロットが増えてくれば、大いに悩なやむことになるだろう。

　だが、今はこの一日、この一時間を生き延びることに懸けん命めいにならねばならない。未来のことを考えるのは、レベル的に充じゆう分ぶんな、言わば《安全マージン》を確保してからでいい。

　ステータスアップ操作を終え、ウインドウを消した俺の背後で──。

　不意に、パンパンという、乾かわいた何らかのサウンドが連続して響ひびいた。

「…………!!」

　大きく飛とび退のき、剣の柄つかに手を掛かける。フィールドでウインドウ操作に夢中になって背後への警戒を怠おこたるとは初心者以下のミスだ。

　内心で自分を罵ののしりつつ戦闘態勢を取ろうとした俺が見たのは、この森では出現するはずのない人型モンスター──ではなく、人そのものだった。

　しかもＮＰＣですらない。プレイヤーだ。

　俺よりやや背の高い男。年代は同じくらいか。防具はホルンカの村で売っている軽量な革かわ鎧よろいと円形盾バツクラー。武器は同じく初期装備のスモールソード。と言っても抜ぬいているわけではない。空の両手を、体の前で打ち合わせかけた姿勢のまま、ぽかんと口を開けている。

　つまり、さっきのパンパンというＳＥは、この男というか少年が、俺のレベルアップに対して拍はく手しゆした音だったのだ。

　俺が小さく息を吐はきながら手を下ろすと、少年はぎこちない笑みを浮うかべ、一度頭を下げた。

「……ご、ごめん、脅おどかして。最初に声を掛けるべきだった」

「…………いや、俺こそ……過か剰じよう反応してごめん」

　もごもごと応じ、行き場のない手をハーフコートのポケットに突つっ込こむ。真面目そう、という第一印象を与あたえる顔立ちの少年は、ほっとしたように笑顔を大きくすると、何のゼスチャーか右手の指を右眼のあたりに持っていった。すぐにバツが悪そうに手を下ろしたので気付く。彼はきっと、現実世界では眼鏡めがねをかけているのだろう。

「れ、レベルアップ、おめでとう。ずいぶん早いね」

　少年の言葉に、俺は思わず首をすくめた。まるで、さっき『パーティープレイ中なら』などと考えたのを見み透すかされたようで気まずい。慌あわてて首を左右に振ふる。

「早いってほどでも……。──それを言うなら、そっちも早いな。誰だれかがこの森まで来るのは、もう二、三時間後だと思ってた」

「あはは、僕も一番乗りだと思ってたよ。ここは、道が解りにくいから」

　その台詞せりふを聞いた瞬しゆん間かん、俺おれはようやく、遅おそまきながら気付いた。

　彼は、俺と同じだ。

　武器や性別が、ではない。ＳＡＯプレイヤーにしてデスゲームの囚しゆう人じんという立場がでもない。

　この少年は、俺おれと同じように知っていたのだ。ホルンカの村の位置。ブロンズソードを買わないほうがいい理由。そして、リトルネペントの大量ＰＯＰ地帯を。つまり────

《元βベータテスター》なのだ。俺がそうであるように。

　世界初のＶＲＭＭＯゲームたるソードアート・オンラインの正式サービスが、一万人のプレイヤーを集めて開始されたのは、今日きよう、二〇二二年十一月六日だ。しかし、先立つこと三ヶ月前、わずか千人を抽ちゆう選せんで公こう募ぼして、ゲームの稼か働どう試験──つまりβテストが実施された。

　数十万件の申し込みが殺さつ到とうしたそのテストに、俺はその時ばかりは途と轍てつもないリアルラックを発はつ揮きして（今となっては恐おそるべきバッドラックだったとも言えるが）当選した。テスト期間は八月いっぱい。夏休みなのをいいことに、朝から晩まで──正確には昼から早朝までフルダイブし続けた俺は、まだ死の檻おりではなかったアインクラッドを夢中で駆かけ回まわり、剣を振ふり回まわし、そして死んだ。何度も、何度も。

　無限回に及およぶトライ＆エラーによって、俺は膨ぼう大だいな知ち識しきと経験を蓄ちく積せきした。

　マップに表示されないような小こ径みち、抜ぬけ道。街や村の位置、商店の品しな揃ぞろえ。そこで売っている武器の価格とスペック。クエストの発生条件と攻こう略りやく法ほう。モンスターの出現エリアと戦せん闘とう力りよく、そして弱点──。

　それらの知識があったからこそ、俺は生きて今ここに──はじまりの街から遠く離れた森の奥にいる。もしβテスターではなくまったくの新米ニユービーだったら、そもそも街から独ひとりで出ようとすら考えなかっただろう。

　同じことが、数メートル先に立つ少年にも言える。

　髪かみが俺より少し長めの片手剣士は、間違いなく俺と同様βテスト経験者だ。この森の、迷めい路ろじみた道を知っていることだけでなく、立ち方ひとつ取っても、ＳＡＯのオリジナルＶＲエンジンに慣れているのが解る。

　数秒でそこまで展開させた俺の推測を、少年はワンフレーズであっさり裏付けた。

「君もやってるんだろ、《森の秘薬》クエ」

　それは間違いなく、俺が先ほど村の民家で受けたクエストのタイトルだった。そこまで見み抜ぬかれていては否定のしようもない。頷うなずくと、相手は再び見えない眼鏡めがねのあたりに手をやりながらにやっと笑う。

「あれは、片手剣使いの必ひつ須すクエだからね。報ほう酬しゆうの《アニールブレード》を貰もらっとけば、三層の迷めい宮きゆう区くまで使える」

「……見た目はイマイチだけどな、あれ」

　俺が補足すると、少年はあはははと朗ほがらかな声を出した。やがて笑いを収め、一呼吸置いてから口を開く。発せられたのは、少々予想外の言葉だった。

「せっかくだから、クエ、協力してやらない？」

「え……でも、一人用クエだったと思うけど」

　反射的にそう答える。クエストには、パーティー状態で遂すい行こうすれば全員がクリアできるものとそうでないものがあり、《森の秘薬》は後者だ。肝かん心じんのキーアイテム《リトルネペントの胚はい珠しゆ》が一匹から一つしかドロップしないので、パーティーで挑いどんでも結局アイテムを人数分集めねばならない。

　しかし少年は、俺おれの言葉を予期していたかのように微笑ほほえんだ。

「そうなんだけどさ、《花つき》はノーマルのを狩かれば狩るほど出現率が上がるだろ。二人で乱らん獲かくしたほうが効率いいよ」

　それは、確かにその通りだ。ソロだと孤こ立りつしているモンスターしか狙ねらえないが、二人いれば敵も同時に二体まで相手にできる。目標を選ぶ時間を短たん縮しゆくできるぶん、時間あたりで狩れる数は増える──そしてそのぶん花つきの出現率も上がるはずだ。

　頷うなずこうとした俺は、寸前でアバターをぎしっと強こわ張ばらせた。

　ほんの一時間と少し前、あの陽気な刀使いクラインを……初めての友達を見捨ててきた俺に、今いま更さらパーティーなど組む資格があるのかと考えたからだ。

　しかし、少年は俺の躊躇ためらいを別の意味にとったらしく、慌あわてたように首を振ふった。

「いや、別にパーティーは組まなくていいよ。ここで先にやってたのは君なんだから、最初のキーアイテムはもちろん譲ゆずる。確率ブーストかかったまま狩りを続ければ、きっとすぐに二匹目も出るだろうから、そこまで付き合って貰もらえれば……」

「あ……ああ、そうか……じゃあ、悪いけど、それで……」

　歯切れ悪くそう答え、俺は頷いた。パーティーを組んで戦せん闘とうすると、モンスターからドロップするキーアイテムは全て個人ではなくパーティーの一時的テンポラリストレージに入るので、原理的には彼がクエストのキーアイテムを持ち逃げすることも可能になってしまう。俺がそれを危き惧ぐしたと思われたのだろう。実際にはそんなところまで気が回っていなかったのだが、今更訂てい正せいするほどのことでもない。

　俺の承しよう諾だくに、少年はもう一度笑うと、歩み寄ってきて右手を差し出した。

「よかった、じゃあ、しばらく宜よろしく。僕は《コペル》」

　同じ元βベータテスターなら、当時の知り合いであってもおかしくないのだが、その名前に聞き覚えはなかった。

　もちろんβ時代とは違う名前を使っている可能性はあるし、そもそも彼のカラー・カーソルに名前表示は出ていないので、それが《本名》であるかどうかは断言できない。同様に、俺も偽ぎ名めいを使うことは可能だ。しかし、キャラネーミングがどうにも苦手で、いままでプレイしてきたあらゆるネットゲームで本名を安易に省略した今の名前を使ってきた俺に、咄とつ嗟さに偽名をでっちあげるような真ま似ねができるはずもない。

「……よろしく。俺おれは《キリト》」

　名乗ると、少年──コペルは軽く首を傾かしげた。

「……キリト……あれ、どっかで…………」

　どうやら、向こうはβベータ時代の俺を、直接ではないにせよ知っているようだ。反射的にヤバイと思った俺は、即そく座ざに言った。

「人違いだよ。さあ、がんがん狩ろうぜ。他ほかのプレイヤーが追いついてくる前に、《胚はい珠しゆ》を二個出さないと」

「う……うん、そうだね。頑がん張ばろう」

　頷うなずき合あい、俺とコペルは間近で二匹固まっているリトルネペント目め掛がけてダッシュした。




　さすがに元βテスターだけあって、コペルの戦せん闘とうカンはなかなかのものだった。

　片手剣の間合いとモンスターの挙動、そしてソードスキルの使いどころをよく知っている。俺の眼からはやや守備的にすぎるようにも見えたが、状じよう況きようを考えればそれも無理はない。自然、コペルが最初にタゲを取り、俺が弱点を全力攻めするという連れん携けいパターンが生まれ、二人で次から次へと獲え物ものをポリゴンの欠片に変えていく。

　狩りはスムーズだが、しかし考えてみれば、大いに奇き妙みような状況でもあった。

　俺とコペルはここまで、ＳＡＯの現状について、一切会話を交わしていないのだ。茅かや場ばの宣言は真実なのか？　ここで死んだら、本当に死ぬのか？　今後この世界はどうなっていくのか……？　それらの疑問を当然コペルも感じているはずなのに、俺たちは最初から最後までアイテムだのクエストの話しかしなかった。それでいて、会話は実に自然だった。

　つまりは──二人とも、重度のＭＭＯ中毒者だということなのだろうか。世界がデスゲームになろうと、ログアウトボタンが消しよう滅めつしようと、ゲームの中にいるならばとりあえずすることはクエストと経験値稼かせぎ。まったく救いがたいと思えるが、考えてみれば、コペルもＳＡＯのβテストに応おう募ぼするくらいなのだから、骨ほねの髄ずいまでネットゲーマーであることは間違いないのだ。ただ単に、死の恐きよう怖ふよりも、キャラクターを強化したいという衝しよう動どうが優先されただけのこと…………

　いや。

　いや、それも違う。

　きっと、俺もコペルも、まだ現実を直視できていないのだ。

　レベルアップ効率だのＰＯＰ枯こ渇かつだのという目先の計算はできても、根元のところでは思考が停まっている。ＨＰがゼロになればナーヴギアから高出力の電磁波が発射され脳を焼かれるという現実から眼を逸そらし、ただ逃とう避ひの手段として、闇やみ雲くもに《先》を目指している。いっそ、はじまりの街に残ったプレイヤーたちのほうが、よほど冷静に現実を把は握あくしているとさえ言えるかもしれない。

　しかし、そうであるならば──。

　俺おれがいま、こうして恐おそろしいモンスター相手に平常心で戦えているのは、現実が見えていないからこそだ。リアルな死の恐きよう怖ふを感じていないから、自分を殺す可能性のある鋭するどいツルや危険な腐ふ蝕しよく液えきを、最小限の動きで回かい避ひできるのだ。

　そうと悟さとった瞬しゆん間かん、俺は同時に直感していた。

　ああ……、近いうちに、きっと死ぬな、と。

《現実の死》、つまりデスゲームの第一ルールを理解できていないということは、踏ふみとどまるべきラインが見えていないということだ。暗くら闇やみの中、崖がけっぷちを運任せで歩いているのと何ら変わりはない。考えてみれば、ひとり街を出て、視界の悪い夜の森林エリアに踏み込んだことがすでに無む謀ぼう極まる行為だ……。

　ぞくっ！　と凄すさまじい悪お寒かんが背骨から手足の末まつ端たんまでを貫つらぬき、アバターの動きを妨さまたげた。

　ちょうどその時、俺はもう何匹目とも知れないリトルネペントの弱点目め掛がけて剣を振り上げていたのだが、あと半秒でも凍こおり付ついていたら逆に痛つう烈れつなカウンターを喰くらっていただろう。

　我に返り、再始動させたソードスキル《ホリゾンタル》が、危ういところで植物の茎くきを断ち切った。破は砕さい音おんが響ひびき、実体のない硝子ガラス片へんが俺を透とう過かして飛び散る。

　こちらに背を向けて、もう一匹のネペントの相手をしていたコペルは、幸い俺の異常には気付かなかったようだった。遅おくれること五秒、スキルなしで敵を屠ほふると、ふうっと息をつきながら振ふり向むく。

「…………出ないね……」

　声には、さすがに疲ひ労ろうの色が滲にじむ。俺とコペルがコンビ狩がりを始めてから、すでに一時間以上が経過している。二人合わせて百五十近い数のネペントを倒たおしているはずだが、まだ《花つき》はＰＯＰしていない。

　俺は、いまだ背中に居座り続ける寒気を振ふり払はらうために、大きな動作で肩かたをすくめた。

「もしかしたら、βベータの時と出現率が変わってるのかもな……。レアのドロップレートとかが、正式サービスで下方修正されるのは他のＭＭＯでも聞いた話だし……」

「……あり得るなぁ……。──どうする？　レベルもずいぶん上がったし、武器もだいぶ消しよう耗もうしたし、いちど村に……」

　コペルがそこまで言いかけた時、俺たちからほんの十メートルほど離れた木の下に、仄ほのかな赤い光が生まれた。

　ごつごつと荒あらい形のポリゴンブロックが描画され、幾いくつも組み合わさって大まかな形を作っていく。見慣れた光景──モンスターの湧出ＰＯＰだ。

　先のコペルの言葉どおり、これまでの《乱らん獲かく》でかなりの経験値を稼かせぎ、二人ともレベル３に達している。第一層の適正クリアレベルは、β当時の記き憶おくでは10程度だったので、まだまだ先に進むには早いが、もうリトルネペント一匹ならばさして慌あわてる必要はない。敵のカラー・カーソルの色もマゼンタからレッドに変わっている。

「…………」

　俺おれとコペルは、草むらに立たち尽つくしたまま、ぼんやりと湧ゆう出しゆつを眺ながめ続つづけた。百数十匹めのネペントは、数秒で精細な姿を得て、ツルをうねうねさせながら歩き始める。生物めいた光こう沢たくを持つ緑色の茎くき、個体差のあるマダラ模様に彩られた捕ほ食しよく器き、そしてその上に──薄うす闇やみの底でも毒々しい赤に輝かがやく、チューリップに似た巨きよ大だいな花が。

「………………」

　俺たちは、尚なおも数秒そいつをぼぉーっと眺ながめたあと、無言で顔を見合わせた。

「…………────!!」

　声にならない雄叫おたけび。それぞれの剣を振りかざし、ネズミに襲おそいかかるネコの如ごとき勢いで、ついに出現した《花つき》に飛びかかろうと────

　した寸前、俺は両足で急ブレーキをかけ、同時に左手で隣となりのコペルを制止した。

　なぜ!?　という顔を向けてくる相手に、まず左手の人差し指を立てて見せ、それを遠ざかっていく《花つき》の奥おくに向ける。

　木々に遮さえぎられて見えにくいが、その方向に、ネペントの影かげがもう一つあった。気づけたのは、やや熟練度が上じよう昇しようしてきた索敵スキルのお陰かげだ。コペルはまだ索敵を取っていないのか、森の暗くら闇やみにじっと眼を凝こらし、数秒かけてようやくそれを視認したようだった。

　花つきの奥に隠かくれているのが普ふ通つうのネペントなら、アタックをためらう理由はない。しかし何たることか、二匹目の捕食器の上にも、大きな塊かたまりがゆらゆら揺ゆれている。

　それもまた花だったら、俺は《リアルラック低め》の看板を下ろさねばならないところだった。だが、二匹目が細い茎の先にぶらさげているのは、直径二十センチほどの丸いボール──《実》だ。今にも弾はじけそうなほどぱんぱんに膨ふくれたそいつをわずかにも傷つけてしまえば、即そく座ざに炸さく裂れつして臭くさい煙けむりを撒まき散ちらす。煙は猛たけり狂くるったネペントの群れを引き寄せ、いかにレベルが上がっていようとも到とう底てい脱出できない危地に俺たちを叩たたき込こむだろう。

　どうすべきか。

　俺は迷った。戦力的には、《実つき》の実を傷つけずに倒たおせる可能性は充じゆう分ぶんにある。だが絶対ではない。わずかにでも死の危険があるなら、ここはじっと我が慢まんし、花つきと実つきが遠く離はなれるまで待つべきか。

　しかし、βベータ時代に聞いたひとつの噂うわさが迷いを加速させる。リトルネペントの《花つき》、クエストのキーアイテムを落とす貴重なレアモンスターは、ＰＯＰしたあと狩からずに放っておくと危険極まる罠わなモンスター《実つき》に変わる……と当時小耳に挟はさんだ気がするのだ。

　有り得なくもない、と言うよりいかにもありそうな話だ。こうして草むらから眺めている間にも、十数メートル先を移動している花つきネペントの花びらがひらひらと散り、まん丸い果実が膨ふくらんで、その先にいるのと合わせて実つきネペントが二匹になってしまう──かもしれない。

「……どうする……」

　俺おれは我知らず、そう呟つぶやいていた。ここで迷うこと自体、危険と安全の線引きが出来ていない証しよう拠こだ。迷うなら引くのが理性的判断かもしれないが、今やその理性すら信用できないのだ。

　スタン攻こう撃げきでも喰くらったかのように凍こおり付つく俺の耳に、コペルの低い囁ささやきが届いた。

「──行こう。僕が《実つき》のタゲを取るから、キリトが速そつ攻こうで《花つき》を倒たおしてくれ」

　そして返事を待たず、初期装備のブーツを踏ふみ出だす。

「………………解った」

　俺は答え、コペルを追った。

　迷いを断ち切れたわけではない。先送りしただけだ。しかし状じよう況きようが動き出してしまえば、あとはもう剣とアバターの操作に集中するしかない。それさえもできなければ、本当に死ぬ。

　コペルの接近を、まず花つきが察知し、ぐるっと体を反転させた。捕ほ食しよく器きの、人間の唇くちびるによく似ている縁ふちを震ふるわせて「シャアアアアッ！」と吼ほえる。

　右に迂う回かいし、奥おくの実つきを目指すコペルを、花つきはターゲットし続けた。その隙すきを利用して肉にく薄はくした俺は、もう何も考えずに右手の剣を振ふりかぶった。

　出現率一パーセント以下のレアモンスターとは言え、花つきネペントのステータスは普ふ通つうの奴やつとほとんど変わらない。防ぼう御ぎよ力りよくと攻こう撃げき力りよくは多少高いらしいが、一時間以上の狩かりでレベル３に達した俺には無視できる差だ。

　頭の中は迷いでいっぱいでも、βベータ時代に積み重ねた戦せん闘とう経験によってアバターはほぼ自動的に動き、ネペントのツル攻撃を弾きパリイや跳びステツプで回かい避ひしては反はん撃げきを加え続けた。十秒でＨＰゲージを黄色く変え、一度バックジャンプしてからとどめのソードスキルを立ち上げる。

　立て続けの戦せん闘とうで片手直剣スキルの熟練度も上じよう昇しようし、スキルの発動速度や射程も上昇している実感がある。腐ふ蝕しよく液えきを吐はき出だそうとしたネペントが、捕食器を半分も膨ふくらませないうちに、単発水平斬ぎり《ホリゾンタル》の青い弧こ線せんが乾いた音とともに肉質の茎くきを切断した。

　これも、ノーマルな奴とは少し異なる悲鳴が響ひびく。切り離されたウツボ部分がごろりと地面に落下し、ポリゴン片となって四散する──前に、頭頂部の花がはらりと散る。

　中から、仄ほのかに光る拳こぶし大だいの球が転がり出た。ころころと俺の足あし許もとまでやってきたそれが、ブーツの爪つま先さきに当たって停止したのと同時に、ネペントの胴どう体たいと捕食器が立て続けに爆ばく砕さいした。

　俺は体を屈かがめ、左手で光る球体──《リトルネペントの胚はい珠しゆ》を拾い上げた。このキーアイテム一つを手に入れるために、恐おそらく百五十を超えるモンスターを倒し、その過程であれこれ迷うはめになったのだ。

　そう考えるとグッタリ草地に座り込みたくなるが、まだ脱だつ力りよくするのは早い。少し離れたところで、危険な《実つき》のタゲを引き受けてくれているコペルを援えん護ごにいかなくてはならない。

「悪い、待たせた！」

　顔を上げてそう叫ぶと、俺おれは左手の胚はい珠しゆを腰こしのベルトポーチに落とし込んだ。本当はウインドウを広げてアスイトテレムー欄ジに格納するのが安心なのだが、悠ゆう長ちようにそんな操作をしている場合ではない。剣を握り直し、数歩走った────

　ところで、なぜか足が勝手に止まった。

　自分でも理由が解らない。向かう先では、突とつ発ぱつ的てき相棒のコペルが、剣と円盾バツクラーで器用にネペントの攻こう撃げきをあしらっている。もとより防ぼう御ぎよが得意なのだろう、戦せん闘とう中ちゆうでも顔をこちらに向ける余よ裕ゆうがあるようだ。生真面目そうな印象を与える、やや細めの両眼で、俺をじっと見ている────その、目つき。

　視線に込められた何かが、俺の足を停めた。

　何だ？　なぜコペルはあんな眼で俺を見る？　疑うような、あるいは、哀れむような。

　ネペントのツル攻撃をバックラーで強く弾はじき、戦闘を寸断ブレイクさせたコペルは、立ち尽くす俺を見て、短く言った。

「ごめん、キリト」

　そして視線をモンスターに戻もどすと、右手の剣を大きく頭上に振ふりかぶった。刀身が薄うす青あおく輝かがやく。ソードスキルが発動したのだ。あのモーションは──単発垂直斬り、《バーチカル》。

「いや……だめだろ、それ……」

　直前の台詞せりふに途と惑まどいつつも、俺は無む意い識しきのうちにそう呟つぶやいていた。

　弱点である茎くきの上部が頑がん丈じような捕ほ食しよく器きに隠かくされているリトルネペントには、もともと縦攻撃の効果が薄うすい。しかも、今のコペルには、縦斬りを使ってはいけない明確な理由がある。彼にもそれは重々解っているはずなのだ。

　しかし、動き出したソードスキルはもう止まらない。システムアシストによって半自動操縦されるアバターは、猛もう然ぜんと地面を蹴けり、発光する刀身をネペントの捕食器──の上で揺ゆれる丸い《実》へと叩たたき付つけた。

　パアァァン！

　と、凄すさまじいボリュームの破は裂れつ音おんが森を揺ゆらした。

　この音を聞くのは二回目だった。一回目は、もちろんβベータテスト期間だ。あの時は、臨時パーティーの仲間がうっかり長槍スピアで突ついてしまい、匂においに引き寄せられてきたネペントの大群によってレベル２～３の四人が離り脱だつもままならずに死んだ。

　実を粉ふん砕さいしたコペルの《バーチカル》は、そのままネペントの捕食器をも断ち割り、ＨＰゲージを削けずり切きった。モンスターはあっけなく爆ばく砕さいしたが、空中に残る薄緑色の煙と、俺の嗅きゆう覚かくまで届く異様な臭しゆう気きは消えない。

　煙けむりを避さけて大きく飛び退いたコペルに向かって、俺は呆ぼう然ぜんと言葉を投げかけた。

「な…………なんで…………」

　事故ではない。意図的な攻撃だ。コペルは自分の意志に基づいて《実》を斬り、破裂させたのだ。

　この一時間、ともに戦ってきた元βベータテスターは、俺を見ないでもう一度言った。

「……ごめん」

　そのアバターの向こうに、幾いくつものカラー・カーソルが出現するのを俺は見た。

　右にも。左にも。そして後ろにも。煙けむりに引き寄せられてきたリトルネペントたちだ。このエリアにＰＯＰしていた個体が、残らず集まろうとしているに違いない。総数は、二十……いや三十を軽く超える。無理だ、と判断した瞬しゆん間かんに足が勝手に逃とう走そうを始めそうになるが、それこそ無理だ。たとえ囲みを破れても、ネペントの最高移動速度は外見から想像されるよりも遥はるかに速く、引ひき離はなす前に他のモンスターにターゲットされてしまう。もはや離り脱だつは不可能──。

　つまり、これは、自殺？

　俺を道連れに、ここで死のうというのか？　コペルは、《現実の死》の恐きよう怖ふに押おし潰つぶされ、デスゲームから降りることにしたのか？

　立ち尽くしたまま、俺はぼんやりとそう考えた。

　しかし、その推測は誤っていた。

　もう俺に眼を向けることなく剣を左ひだり腰こしの鞘さやに戻もどしたコペルは、振ふり向むくと、近くの藪やぶへと走り始めた。その足取りに迷いはない。彼はまだ生きることを諦あきらめていない。しかし。

「無む駄だだよ……」

　俺は喉のどから声ならぬ声を押し出した。

　リトルネペントの大群は、全方位から殺さつ到とうしてきている。隙すき間まをすり抜ぬけるのも、剣で切り開くのも困難だし、仮にできても行く先で他の敵に足止めされる。いや、それ以前に、今いま更さら逃げようとするくらいなら、なぜコペルは《バーチカル》で実を斬ったのか。死ぬつもりが、モンスターの大集団に怖おじ気けづき、最後の悪あがきを試みようというのか。

　半ば以上痺しびれ上がった意い識しきの片かた隅すみで、俺はそんなことを考えつつ、小さな茂みに飛び込んでいくコペルの背中を追った。密生した葉に遮さえぎられ、アバターは見えなくなったが、カラー・カーソルは表示されたまま──…………

　ではなかった。距きよ離りは二十メートルと離れていないはずなのに、俺の視界から、コペルのカーソルが消失した。《転移結晶テレポート・クリスタル》で緊きん急きゆう離り脱だつしたのか、と一いつ瞬しゆん思ったがそんなはずはない。あのアイテムは恐おそろしく高価で、こんな序じよ盤ばんで買えるはずがないし、そもそも第１層には売っている店もドロップするモンスターも存在しない。

　であるなら、答えは一つだ。《隠蔽ハイデイング》スキルの特とく殊しゆ効果。プレイヤーの視界からはカーソルを消し、モンスターからはターゲットされなくなる。コペルは、二つ目のスキルスロットを空けていたのではなく、すでに隠蔽スキルを取得していた。だからこそ、最初に出会った時、俺は背後から接近してきた彼に気づけなかったのだ……。

　殺到するモンスター群が足あし許もとを地じ震しんのように揺ゆらすのを感じながら、俺はそこまでを考え、そしてようやく──あまりにも遅おそまきながら気づいた。

　コペルは、自殺を試みたものの怖おじ気けづいて逃げたのではない。

　俺を殺そうとしたのだ。

　敢あえて《実》を割り、周囲からネペントを呼び集める。しかる後に自分だけは隠いん蔽ぺいスキルで身を隠かくす。三十を超えるモンスターのターゲットは全て、ハイドできない俺おれに集まる。実に古典的オーソドツクスな手段の、これは《ＭＰＫモンスター・プレイヤー・キル》なのだ。

　そうと解れば、動機もまた明らかだった。俺が先せん刻こく拾ったクエストのキーアイテム、《リトルネペントの胚はい珠しゆ》を奪うばうため。俺が死ねば、装備中またはポーチに入れているアイテムはその場にドロップする。ネペントの集団が再び散ったあと、コペルは《胚珠》を拾い、村に戻もどってクエストをクリアできる。

「…………そうか…………」

　ついにカーソルだけでなくその姿まで視認できる距きよ離りに近づいてきた怪かい物ぶつの群を眺ながめながら、俺は呟つぶいた。

　──コペル。君は、現実に眼を背けていたんじゃないんだな。その逆だ。早々にデスゲームという名の現実を認にん識しきし、プレイヤーとして舞ぶ台たいに上った。他ほかのプレイヤーを騙だまし、出し抜き、奪うばって、自分が生きると決めた。

　不思議に、怒いかりや憎にくしみは感じなかった。

　まんまと罠わなに掛かけられ、殺されようとしているのに、頭の中は奇き妙みように静かだった。その理由の一いつ端たんは、コペルの計画にたった一つ存在する《穴》に、俺がすでに気付いているからかもしれなかった。

「……コペル。知らなかったんだな、お前」

　聞こえているかどうかは解らないが、俺は離はなれた茂しげみに向かってそう語りかけた。

「たぶん、《隠蔽ハイデイング》スキルを取るのは初めてなんだろ。あれは便利なスキルだけど、でも、万能じゃないんだ。視覚以外の感覚を持ってるモンスターには、効果が薄いんだよ。たとえば、リトルネペントみたいに」

　しゅうしゅうと猛たけり狂くるいながら、雪崩なだれを打って襲おそいかかってくる捕ほ食しよく植物の一部は、明らかにコペルの隠れる藪やぶを目指している。今いま頃ごろは彼ももう、ハイドしてるのに自分がターゲットされ続けていることに気付いているだろう。俺が索敵サーチングを優先して隠蔽ハイデイングを取らなかったのは、まさにそれが理由だ。

　尚なおも静かな気持ちのまま、俺はくるりと後ろを向き、そちらから突とつ進しんしてくるネペントどもの列に視線を据すえた。背後の敵はコペルを襲うから、しばらくは放置しておける。後ろの状じよう況きようが片付く前に、前方の敵を殲せん滅めつできれば、もしかしたら生せい還かんのチャンスがあるかもしれない。もちろん、万に一つ以下の可能性ではあろうが。

　死がこれほど間近に迫せまっているというのに、相変わらずそれを《現実》として感じられないまま、俺おれはスモールソードを握にぎり直なおした。今までの百数十回の戦せん闘とうで耐たい久きゆう度どは相当に消しよう耗もうし、そこかしこで刃こぼれしている。乱暴な使い方をすれば、この戦闘中にへし折れてしまうかもしれない。

　斬ざん撃げき回数は、ぎりぎりまで少なく。蹴けり足あしと腕うでの振ふりで威い力りよくをフルブーストした《ホリゾンタル》を、敵の弱点である捕食器の真下にピンポイントで命中させ、一いち撃げきで一匹を屠ほふる。最低でもそれができなければ、武器消失アームロストという最悪の死しに様ざまを迎えるのは確実。

　背後で、モンスターの咆ほう哮こうと攻こう撃げき音おん、そしてコペルが何かを叫ぶ声が聞こえた。

　しかし俺はもう振ふり向むかず、自分の敵にのみ全神経を集中させた。




　そこからの数分──あるいは十数分の詳しよう細さいを、俺はのちのちになっても満足に思い出せなかった。

　論理的思考はほぼ失われていた。存在するのは、眼前の敵と簡素な剣、それを操る肉体──正確には脳から発せられる運動命令のみ。

　怪かい物ぶつのモーションから攻撃の種類と軌き道どうを予測し、最小限の動きで回かい避ひして、カウンターのソードスキルを叩たたき込こむ。今までの戦闘でもやっていたことだが、動作の無む駄だを切り捨て、精度を上げる。

　ＳＡＯには、《必中の魔ま法ほう攻撃》が存在しない。だから、理論的には、プレイヤーの判断力と反応力が圧あつ倒とう的てきに高ければあらゆる攻撃を回避し続けることは可能だ。と言っても、俺にはそこまでのプレイヤースキルはないし敵があまりにも多すぎるので、被ひ弾だんゼロというわけにはいかない。前後左右から繰くり出だされるツルが四し肢しを掠かすめ、次々に浴びせかけられる腐ふ蝕しよく液えきの雫しずくが革かわコートに穴を開ける。そのたびにＨＰゲージが削けずられ、仮想にして現実の《死》が一歩近づく。

　しかし、直ちよく撃げきだけはギリギリのところで回避し、俺は剣を振るい続けた。

　直撃によって半秒でも行デ動ィ遅レ延イを受ければ、その瞬しゆん間かんから死ぬまで途と切ぎれることのない追つい撃げきを喰くらう。削りダメージでＨＰがゼロになるのが先か、それとも動きを止められ瞬しゆん殺さつされるのが先か。

　βベータテスト期間中、いやそれ以前にプレイした数多のＭＭＯゲームの中で、俺は数限りなくこのような絶体絶命の状じよう況きように陥おちいった。その時俺は、多少の悪あがきを試みたあと、死デ亡スペナルティ取とり戻もどすのが面めん倒どうだなあとか、武器だけはドロップしないといいなあとか思いながらただＨＰがゼロになるに任せた。

　この世界に《現実感》を求めるのなら、今もそうしてみればいい。少なくとも、茅かや場ばの宣言が真実だったのか、それとも人ひと騒さわがせな悪ふざけだったかは知ることができる。

　そんなような声が、頭のどこかでかすかに聞こえた気がした。しかし俺はそれを無視して、際さい限げんなく現れるネペントどもの頭を、ひたすら《スラント》や《ホリゾンタル》で斬り飛ばし続けた。

　死にたくないから？　それはそうだろう。

　でも、もう一つ、何かの動機が俺おれを戦いへと駆かり立たてている。いま、俺の口くち許もとを獰どう猛もうに歪ゆがませ──笑いにも見える形に変えている何か。

　これだ、と思った。

　これがＳＡＯだ。俺は、βベータテスト中に軽く二百時間以上もダイブし続けたくせに、ＳＡＯというゲームの本質がまるで見えていなかった。本当の意味で戦っていなかった。

　剣は単なる武器アイテムではないし、体は単なる可動オブジェクトではない。それらと意い識しきが極限領域で一体化した時、初めて辿たどり着つける境地がある。俺はまだ、その世界の入り口を遠くに垣かい間ま見みただけだ。この先が知りたい。もっと先に行きたい。

「う……おおぉぉああああ!!」

　吼ほえ、地面を蹴けった。

　ライトエフェクトすら置き去りにして放たれた《ホリゾンタル》が、縦に二匹並んでいたネペントの捕食器を立て続けに高く飛ばした。

　直後、背中側にかなり離はなれた場所で、カシャアァァン！　とひときわ鋭するどく、儚はかない破は砕さい音おんが響ひびいた。

　モンスターが爆ばく散さんするサウンドとは明らかに違う。プレイヤーの死亡エフェクト。

　十匹以上に囲まれていたコペルが、ついに力尽きたのだ。

「………………ッ!!」

　反射的に振ふり向むこうとしかけたが、それをこらえ、俺は周囲に残っていた最後の二匹を立て続けに屠ほふった。

　そこでようやく後ろを向く。
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　最初の標的を仕留めたネペントたちが、血に飢うえた気配を俺に集中させた。その数、七匹。コペルは、あの状じよう況きようから少なくとも五匹を倒たおしてのけたことになる。最後の瞬しゆん間かんに悲鳴を上げなかったのは、その余裕がなかったのではなく、きっと元βテスターの矜きよう持じだったのだ。

「…………お疲つかれ」

　ネットゲームを《ログアウト》していった者に対する定番の挨あい拶さつを口にして、俺はぼろぼろになった剣をぴたりと正面に構えた。この状況からなら逃とう走そうもあるいは可能だったかもしれないが、そんな選せん択たく肢しは頭に浮かびすらしなかった。

　新たな獲え物ものを見つけ、突とつ進しんしてくるネペント七匹の先頭の個体は、何たることか捕食器の上に真っ赤な《花》を咲かせていた。

　俺をＭＰＫで殺そうとせず、もう少し頑がん張ばれば、コペルもちゃんと自分の《胚はい珠しゆ》を入手できていたのだ。だが、今いま更さら言っても詮せん無ないことだ。行動の選せん択たくと、その結果。それが全てだ。

　ＨＰゲージは四割を下回り、あと少しで危険域の赤に変わりそうだったが、もう死ぬ気はしなかった。七匹のうち右側の二体が腐ふ蝕しよく液えき噴ふん射しやのモーションに入りつつあることを察知した俺おれは、全力でそちらにダッシュし、チャージ中で停止している敵を一息に片付けた。

　残る五匹を、続く二十五秒で仕留め、戦せん闘とうは終わった。




　コペルが消しよう滅めつした場所には、彼のスモールソードと円盾バツクラーが落ちていた。両方、俺の剣と似たり寄ったりの消しよう耗もうぶりだ。

　彼は、この浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドで数時間戦い、そして死んだ。正確には、ＨＰをゼロにして、仮想体アバターを四散させた。しかし、現実世界の日本のどこかの街、どこかの家に横たわり、あのアバターを操作していたはずの見知らぬ誰だれかが本当に死んだのかどうかを確かめるすべはない。俺にできるのは、コペルという名の剣士を見送ることだけだ。

　俺は少し考え、剣を拾い上げると、周りで一番大きな樹の根元に突き立てた。次に、二匹目の花つきからドロップした《胚珠》をその根元に置く。

「お前のだ、コペル」

　呟つぶやき、立ち上がる。地面に放置されたアイテムは耐たい久きゆう度どが徐じよ々じよに減少し、やがて消えてしまうが、数時間は墓標の役目を果たしてくれるだろう。

　きびすを返した俺は、村に戻もどるために、小こ径みちを東に向かって歩き始めた。

　騙だまされ、死にかけ、騙した相手の死を目もく撃げきし、自分はぎりぎりで生き延びたというのに、相変わらず《デスゲームの現実感》は希き薄はくなままだった。しかし少なくとも、強くなりたいという気持ちだけは、以前より増している。生せい還かんするためではなく、ＳＡＯに於おける剣技の究極を知りたいという、人には言えない欲求ゆえではあるが。

　二人がかりの乱らん獲かくによってさすがにＰＯＰが多少枯こ渇かつしたのか、モンスターとエンカウントすることなく、俺おれはホルンカの村に帰り着いた。

　時刻は──夜九時。茅かや場ばのチュートリアルが終しゆう了りようしてから、すでに三時間が経過している。

　さすがに、村の広場には数名のプレイヤーの姿があった。恐おそらくは彼らも元βベータテスターだろう。この調子で、β経験者だけががんがん先に進んでしまうと、いずれ大多数の非経験者たちとの間に深しん刻こくな溝みぞが生まれかねない……のだが、俺にそれを危き惧ぐする資格があろうはずもない。

　今は誰かと話をしたい気分ではなかったので、俺はプレイヤーたちに気付かれる前に、裏通りを通って村の奥おくを目指した。幸い、まだＮＰＣの行動パターンが深夜バージョンに入ってしまう前のようで、目的の家の窓にはオレンジ色の明かりが灯っている。

　いちおう形ばかりにノッカーを鳴らしてからドアを開けると、相も変わらずかまどで何かを煮ていたおかみさんが振ふり向むいた。頭上には、クエスト進行中を示す金色の《！》マークが浮かんでいる。

　歩み寄り、腰こしのポーチから、中心が仄ほのかに光る薄うす緑みどり色いろの球体──《リトルネペントの胚はい珠しゆ》を取り出して渡わたす。

　おかみさんは、一気に二十歳ほども若返って見えるほどに顔を輝かがやかせ、胚はい珠しゆを受け取った。礼の言葉が連射されると同時に、視界左でクエストログが進行する。

　胚珠をそっと鍋なべに入れたおかみさん改め若わか奥おくさんは、部屋の南に置かれた大きな長櫃チエストに歩み寄り、蓋ふたを開けた。中から、古びてはいるが、初期装備とは段違いの存在感を放つ赤あか鞘さやの長剣をしずしずと取り出す。また俺の前に戻ってくると、再度の礼とともに、剣を両手で差し出した。

「……ありがとう」

　ひと言呟つぶやき、俺はそれを受け取った。右手に、ずしりとした重さが伝わる。体感ではスモールソードの一・五倍はあろう。βベータでも散々お世話になったこの剣──《アニールブレード》のカンを取り戻すには、しばらく練習せねばなるまい。

　視界中央にクエスト達成のメッセージが浮かび、ボーナス経験値が加算され、レベルが４になった。

　かつての俺は、ここからまた元気よく村を飛び出し、西の森の更さらに奥おく深ふかくで出現する《ラージネペント》相手に新しい剣を振り回したものだ。

　しかし今はとてもそこまでの気力はなく、俺は新しい剣をストレージに格納すると、近くの椅い子すにどさっと座り込んだ。

　クエストを完かん了りようしたあとなので、若わか奥おくさんはもう水の一いつ杯ぱいも出してくれない。俺に背を向け、再びかまどの鍋なべをことことかき混ぜている。

　今いま更さらのように押おし寄よせてきた疲ひ労ろうを感じながら、俺おれはぼんやりとＮＰＣの挙動を見守り続けた。そのまま、何分経っただろうか。俺の視線の先で、若奥さんは棚たなから木製のカップを取り出すと、鍋の中身をおたまでそっと注いだ。

　湯気の立つカップを、さっきの剣よりずっと大事そうに捧ささげ持もち、奥のドアへと歩いていく。

　俺はさしたる理由もなく立ち上がり、奥さんの後を追った。ドアを開けたＮＰＣは、薄うす暗ぐらい部屋へと足を進める。確か、βベータ時代に、俺おれが自分でこのドアを開けようとした時はシステムロックがかかっていたはずだ。やや躊躇ためらいつつも、俺も敷しき居いをまたぐ。

　そこは、小さな寝しん室しつだった。調度は壁かべ際ぎわのタンスと窓際のベッド、あとは小さな椅い子すが一つしかない。

　そして、ベッドには、年の頃ころ七、八歳と思しき少女が横たわっていた。

　月明かりの下でも解るほど顔色が悪い。首も細く、シーツから覗のぞく肩かたは骨張っている。

　少女は、母親に気付くとわずかに瞼まぶたを開け、次いで──俺を見た。えっ、と思って立ち尽くしていると、血の気のない唇くちびるに、仄ほのかな微笑ほほえみが浮うかんだ。

　母親が右手を伸のばし、少女の背中を支えて起き上がらせる。途と端たん、少女は身を屈かがめ、こん、こんと咳せき込こんだ。茶色い三つ編みが、白いネグリジェの背中で力なく揺ゆれた。

　俺は、少女の傍かたわらに表示されているカラー・カーソルをもう一度確認した。間違いなくＮＰＣのタグがついている。名前は《Ａｇａｔｈａ》とある。アガサ、だろうか。

　少女──アガサの背中を右手で優しくさすった母親は、傍らの椅子に腰こし掛かけると、言った。

「アガサ。ほら、旅の剣士さまが、森から薬を取ってきてくだすったのよ。これを飲めば、きっと良くなるわ」

　そして、左手に持っていたカップを少女に握にぎらせる。

「……うん」

　アガサは可愛かわいらしい声で頷うなずくと、カップを小さな両手で支え、こく、こくと飲み干した。

　ぱあっと黄金の光が降り注ぎ、顔色が一気によくなって、少女はベッドから飛び降りて走り回る──というようなことはなかった。しかし、カップを下ろしたアガサの頰ほおは、気のせいかほんの少しだけ赤みを増しているように思えた。

　空になったカップを母親に返したアガサは、立ち尽くす俺をもう一度見て、にこりと笑った。

　唇が動き、やや舌足らずな言葉が、ささやかな宝石のように零こぼれた。

「ありがとう、お兄ちゃん」

「………………あ…………」

　何を答えることもできず、そんな声だけを漏もらして俺は両眼を見開いた。

　昔────。

　ずっとずっと昔、こんなことがあったような気がする。

　妹が……直すぐ葉はが風か邪ぜを引いて、寝ね込こんだのだ。父親は相変わらず海外赴ふ任にん中ちゆう、母親はどうしても一度会社に行かねばならないということで、俺おれが二時間ばかり看病させられた。当時、小学……何年生だっただろうか。正直、面めん倒どうだなあという気分もあったが、放って遊びに行ってしまうわけにもいかず、俺は直すぐ葉はの汗あせを拭ふいたり、額の冷却パッチを取とり替かえたりしていた。

　そうしたら、あいつがいきなり、生姜しようが湯ゆが飲みたいなどと言い出したのだ。

　やむなく俺は母親に電話し、作り方を聞いた。お湯に生姜の絞しぼり汁じると蜂はち蜜みつを溶とかすだけの、へたをするとアインクラッドでの料理よりもシンプルな手順だったが、料理などしたこともない俺には非常に難易度が高かった。おろし金で自分の指をおろしたりしながらどうにか作った生姜湯を直葉のベッドまで運んでいったら、日ひ頃ごろは憎まれ口ばっかりのあいつが、殊しゆ勝しような顔で俺を見て────

「…………うっ……く…………」

　不意に、そんな声が、勝手に喉のどの奥おくから漏もれた。

　会いたい。

　直葉に、母さんに、オヤジに会いたい。

　強きよう烈れつすぎる衝しよう動どうがアバターを貫つらぬき、俺はよろけると、アガサのベッドに両手を突ついた。そのまま床ゆかに膝ひざを下ろし、白いシーツをきつく握にぎりしめて、俺は再度低い声を漏もらした。

　会いたい。だがそれは許されない。ナーヴギアから発せられる多重電界が、俺の意い識しきを現実世界から完かん璧ぺきに切きり離はなし、この世界に閉じ込めているのだから。

　ともすれば口から迸ほとばしりそうになる嗚咽おえつを全力で堪こらえつつ、俺は今ついに、この世界の《真実》の何たるかを悟さとったと感じていた。

　死ぬとか、生きるとかじゃない。《死》の実感など最初から得られようはずもなかったのだ。なぜなら俺は、現実世界──ここと同じように《死んだら本当に死ぬ世界》でも、死を身近に感じたことなどないのだから。

　そうではなく、ここが《異世界》であるということ。会いたい人たちに会えないということ。それこそが、唯ゆい一いつの真実。この世界の《リアル》。

　シーツに深く顔を伏ふせ、歯を食くい縛しばり、全身をわななかせ続けた。涙なみだは出なかった。いや、現実世界の自分のベッドに横たわる、生身の俺の頰ほおに流れているのかもしれなかった。もしかしたら、傍かたわらで見守る直すぐ葉はの目の前で。

「…………どうしたの、お兄ちゃん？」

　そんな声が聞こえ、柔やわらかい掌てのひらがおずおずと俺の頭に触ふれた。

　やがてその手は、ぎこちなく髪かみを撫なで始めた。何度も、何度も。

　俺が泣き止むまで、小さな手はずっと動いていた。








（終わり）









　　あとがき




　川かわ原はら礫れきです。『ソードアート・オンライン８　アーリー・アンド・レイト』をお読み下さりありがとうございます。

　二巻以来の短編集です。タイトルどおり、ＳＡＯ世界に於おける最新の話（正確な時系列では、七巻『マザーズ・ロザリオ』のほうが一週間ほど後になりますが）及および、ＳＡＯ世界最古の話（こちらも正確には一巻『アインクラッド』の一章のほうが一時間ほど先ですが〈笑〉）が収録されております。

　一巻から（またはＷｅｂ版から）お付き合い頂いている読者さまはご存知のことと思いますが、このＳＡＯというお話は、デスゲーム《ソードアート・オンライン》が開始されて二年後、クリアされるまでの約三週間の出来事がいちばん最初に書かれました。その後、過去のエピソードを補完する形で二巻収録の短編四本を書いたのですが、実は電でん撃げき文ぶん庫こ版を出して頂けることになった時、かなり迷ったんですよね。Ｗｅｂ版をそのまま本にするのではなく、一巻二巻相当分の原稿を再構成し、更さらに空白部分を埋うめる形で、デスゲームのスタートからクリアまでをじっくり丁てい寧ねいに描写すべきなのではないか、と。

　もちろんそれは思いつきに終わってしまったのですが（そしてその理由は膨ぼう大だいな枚数になるであろう書き下ろしに怖おじ気けづいたからですが〈笑〉）、私の中には、《はじまりの街でクラインと別れてからのキリト》の姿が長年くすぶっていました。元βテスタービーターとして、強くなるための最短コースを全ぜん力りよく疾しつ走そうするであろう彼が、胸の奥おくで何を考え何を感じたのかを彼と一いつ緒しよに追ってみたい──という気持ちが、消えずに残っていたのです。

　この八巻に、Ｗｅｂで発表済の二篇（『圏けん内ない事じ件けん』と『キャリバー』）を収録することになった時、それならば、あの日キリトが荒こう野やへ走り去ってからの話を書き下ろしで加えよう！　と考え、そして書いたのが『はじまりの日』です。考えてみれば、ＳＡＯ第一部を書いてからすでに十年近い月日が流れているため、キリトの人物像に多少の揺ゆらぎがあるかもしれませんが、そこも含めて楽しんで頂けると嬉うれしいです。

　今後、もしまた機会があったら、最初の愛あい剣けんを得たキリトが第一層攻こう略りやくに挑いどむ話も書きたいなーと思っております。どうぞ気長にお待ちくださいませ！




　そして恒こう例れい・ごめんなさいコーナーを……。今巻に収録された『圏内事件』ですが、後付け作品の悲しさで、一巻に於ける記述とあちこち齟そ齬ごが発生しています（たとえば一巻で、キリトが『アスナとはＮＰＣレストランにも入ったことがない』と述じゆつ懐かいしていますが、今回まさにその通りのことをしていたり……）。一いつ瞬しゆん、レストランをプレイヤー経営店にするとか姑こ息そくな擦すり合あわせをしようか迷いましたが、根本的な解決にはならないのでやめました。他ほかにもあれこれ「おや？」とお感じになる部分があるかと思いますが、そのへんは、イロイロ複雑怪奇なプロセスを経てきた作品ゆえということでご寛かん恕じよ頂けますようお願いいたします！

　そして勢いで謝罪おかわりしてしまいますが、ミステリの形式を借りている『圏内事件』のトリックや解決編に、ことにミステリファンの方は「そりゃねーよ！」とお怒いかりのことと思います。私もミステリは読者として大好きなのでつい出来心で挑ちよう戦せんしてみたりしちゃったりしたのですが、すみません力不足でした！　修行し直して、いつかまた再挑戦したいと思います。

　あとこれは謝罪ではなく宣伝ですが、この本の『キャリバー』は言わば《クエスト成功編》という扱あつかいで、ＩＦ展開となる《失敗編》が二〇一一年六月発売の電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥに収録されています。もし機会がございましたら、そちらも併あわせてお読み頂けますと一・二倍ほどお楽しみ頂けるかなと思います！




　編集部の引ひっ越こしでメガ忙いそがしい中、私がこの後書きを提出し忘れてギガご迷めい惑わくおかけしてしまった担当の三み木きさん、六月＋八月の連続スケジュールでテラ頑がん張ばってくださったイラストのａｂｅｃさん、今回もありがとうございました！　そして皆みな様さま、ついに第四部開始となる九巻もどうぞ宜よろしくお願い致します！





二〇一一年五月某ぼう日じつ　　　　　　　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド９　─七千年の祈り─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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ソロクエストの一環として、バイクの免許を取るために教習所に通いました。この歳になって先生に怒られるのはとても新鮮な経験でした。ソロレベルは上がったけどちょっとヘコミました。あとクラッチって何ですか？
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